


は   じ   め   に  

木犀に 先きがけ香る 夜来香  

天拝老  

倹約は美徳なりと教えられ，物を大切にすることに慣らされてきた明治生れの我々古い人間にとっ  

ては，此頃のような使い捨て時代になって，何でもかんでもまだ使えるのに，古くなると惜しげもな  

くボンボンと捨ててしまって，あえて顧みようとしない有様を見ていると，何とももったいなくて，  

一体あれでよいのかと心配でたまらないのであるが，若者は全く平気で何らこだわっている様子は見  

られない・そのうえに外国貿易上のバランスとかで政府までがドンドン使えで，消費を美徳とするに  

至っては，倹約を説く方がドダイ間違っているのかも知れない．   

勤労についても同じことがいえるのではないだろうか．労働は生命なりといい，稼ぐに追いつく貧  

乏なしともいって，勤労は必ず報いられることを教えられ，あるいは螢雪の功を讃えて学校の卒業式  

には今なお必ず“螢の光’’が斉唱されて，寸暇を惜しんで努力することが美徳であると教え込まれて  

きたのであったが，此頃では，何とたとえようにも事欠いて，兎小屋の働き中毒患者という新語まで  

作って，暗に勤労をいかにも侮ペつするかのごとき皮肉を，公然と聞こえよがしにいうに至っては，  

かつての月月火水木金金は遠い昔の夢物語りもよいとこで，今では，日月火水木金目は手ぬるく，日  

月火日木金日と休め遊べと今様大尽遊びの大奨励で，潮にもって結構づくめの国になったものだと，  

これまた寒心にたえない次第である．   

不肖私が当センター所長を拝命した当時もこれに似た状態だったといえるかも知れない．私の任命  

は，昭和48年9月10日の開所式を目前にした9月1日であるが，健康を理由に就任を固辞していた私  

の其の理由は，高度成長に酔いしれた当時の我が国の世相を反映した所員一般の勤労意欲，もしくは  

研究意欲の欠如，あるいは皆無の雰囲気にあった．何一つ命じても労働の過重，あるいは職務外負荷  

等を理由に，いわゆる余計な仕事は一切しないというろう固とした風潮が充満し，その上に所内は低  

級落書充満で，とても静かに研究できる環境ではなく，かかる状態は，私の就任後もしばらくは競い  

た．私の努力は，幹部と共に，この意風を打破して勤労，研究意欲を呼び戻し，一日も早く450万県  

民の期待と信頼にこたえられる状態にもっていくことに注がれたことはいう迄もない．そのために，  

研究に打ち込み，実力をつけ，業績をあげ，学会及び論文に発表することは，誰れの為でもない，み  

な自分自身の為であり，自分の財産蓄積であって，労働の過重とは全く異質のものであることを，私  

はことあるごとに説いて啓蒙に努めキ・そして立派な研究には知事賞授与を推せんして，すでに7名  

がその栄誉に輝き，更にそのうえに前例にならないことを条件に，わずかではあるが，私費を投じて  

所長賞を設け，7名にそれぞれ置時計を贈って長く座右の銘とせしめている．殿鑑遠からず，微少努  

力もようやく実って，研究意欲は浸透し，勤労努力の意義を所員各自それぞれ感じとって，本省，本  

庁関係の研究にも卒先参加するようになってきた．誠に大慶至極といわざるを得ない．   

更に，附言すれば，県旗並びに国旗は48年以来，玄関横の掲揚台にひるがえり続けて降りたことな  

く，低級落書も全く影をひそめて，もはや数年になる．これでこそ初めてppm更にはppbオーダ   



ーの極微研究が出来る環境に到達したと，心から喜んでいる次第である．   

研究は，ある意味においては，政治，経済と無関係ではないが，真理追求への努力は，政治，経済  

及び社会的雑事とは無関係にそれにわずらわされることなく，自由に且つ真剣に遂行きれなければな  

らないものであり，また，そうすることが科学徒としての自己の完成に最も重要な要素であることを  

十分に自覚すべきであると思う．  

夜来香 芳香につつまれ 稿を書く  

天拝老  

昭和54年9月1日  

福岡県衛生公害センター  

所 長 猿  田  南海雄   
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管  理  部  

管  理  課  

テレメータ室関係  

1 オンライン・テレメータ  

2 航空写真による自動車交通量推定調査  

3 福岡空港周辺航空機騒音の解析  

中央分析室関係  

1 ガスクロマトゲラム質量分析装置（GC－MS）による業務  

2 土壌中のペンゾ（a）ビレン  

3 化学物質調査  

保健科学部  

細  菌  課  

病原微生物関係  

1 依頼検査  
2
 
3
 
4
 
 

腸チフス集団発生  

腸チフスファージ型別  

コレラ菌検索  

梅毒血清学的検査関係  

食品細菌検査関係  

1 依頼検査  

2 食中毒関係  

3 腸炎ビブリオ保菌者検索  
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食品中の抗生物質検査  

ふぐ毒による食中毒   

環境公害関係  

ウ イ ルス課   

日本脳炎関係  

l 感染源調査   

2 媒介蚊の調査  

インフルエンザ関係  

エンテロウイルス関係  

風しん関係  

疫  学  課  

がん原物質関係  

1 日本列島における環境変異原の実体検索  

2 複合汚染下における変異原の形成  

衛生統計関係  

l 感染症サーベイランス  

2 福岡県における死亡率と環境要因との関係について  

感染症疫学調査関係  
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八女郡に集団発生した腸チフス流行調査  

衛生化学課  

食品閑係  

1 残留農薬調査  

2 魚介類等のPCB調査  

3 魚介類の水銀調査  

4 牛乳中に混入した農薬の検索  

5 じゃがいもによる中毒原因調査  

6 白桃かん詰による中毒  

7 水貯蔵用ポリエチレン製容器の検査  

8 いりこの酸化防止剤  

9 日常食品申の汚染物摂取量調査  

人体関係  

1血液中のPCBの性状調査  

2 母乳申のPCB及び有機塩素系農薬調査  
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3 血液中の重金属量調査  

医薬品・家庭用晶・放射能関係  

1医薬品・家庭用品試験  

2 放射能調査  

環境汚染関係  

薬剤防除安全確認調査  

環境科学部  

大  気  課   

大気汚染関係  

筑紫野市における大気汚染調査  
l
 
 

大牟田地域環境大気調査  
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筑後6市における大気汚染調査  

大牟田地区ふっ素影響調査  

大牟田市における浮遊粉じん調査  

行橋市，苅田町及び水巻町における大気汚染調査  

硫黄酸化物総量規制立入調査  

セメント工場焼成炉立入謝査  

火力発電所立入調査  

悪臭関係  

1悪臭規制基準設定調査  

2 田川郡方城町有機肥料工場調査  

3 産業廃棄物処理場調査  

水  質  課  

環境及び汚濁源監視関係  

1 有明海調査  

2 豊前海調査  

筑前海調査  
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矢部川水系調査  

遠賀川水系調査  

大牟田市内河川調査  
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7 筑前海流入河川調査  

8 豊前海流入河川調査  

9 工場排水調査  

環境状況及び浄化対策関係  

瀬戸内海栄養塩類削減対策及び総量規制フレーム調査  
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瀬戸内海広域総合水質調査  

有明海栄養塩類収支挙動調査  

底質環境諏査  

河川及び海域の底質調査  

花宗川底質調査  

遠賀川通日調査  

筑後川水質及び底質調査  
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松くい虫薬剤防除安全確認調査に伴う水質汚染調査  

化学物質環境追跡調査  

宋規制汚濁源水質調査  

廃液処理装置の機能調査  

被害関係  

1水域における魚類のへい死原因究明調査  

2 木材加工工場排水による周辺井戸水の影響及び廃液漏出事故調査  

3 井戸水の油分汚染原因調査  

環境庁関係  

1水質自動軋定法検討（全室素自動分析法の検討）  

2 環境測定分析統→精度管理調査  

3 化学物質の分析法の検討  

一般依頼関係  

1 水道原水及び給水の精密検査  

2 飲料水の適否検査（飲料水簡易検査）  

3 鉱泉分析  

環境理学謀  

廃棄物関係  

1故紙を原料とする製紙汚でいの検査のための試料採取方法等の検討  

2 産業廃棄物処理業者保管の産業廃棄物等の分析  

3 県下各事業所から排出される産業廃棄物の分析  

騒音振動関係  

1 くい打ち作業に伴う騒音，振動調査  

2 クーリングタワー騒音調査  

3 特定施設（県条例関係）の見直し調査  

4 福岡空港周辺航空機騒音基礎調査  

5 穂波町低周波空気振動実態調査  

環境生物課  

環境関係  

1環境指標の森の植物学的調査  

2 松くい虫薬剤防除安全確認調査  

3 微量環境汚染物質の生物に与える影響の解明に関する研究  
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5 藻類による水系環境の評価に関する研究  

衛生関係  

1 シバンムシアリガタバチによる虫刺症被害  

2 生物同定依頼検査  

学術関係事績  

公表業績総覧  

1 学会及びその他の研究会における発表  

保健科学関係  

環境科学問係  

2 誌上発表  

保健科学関係  

環境科学関係  

知事賞受賞研究  

学 術 研 修  

1 講師派遣  

2 職員の技術研修  

3 集談会  

庶 務・会 計  

職 員 名 簿  

料（未公表研究資料集）  資  

福岡県における死因別死亡率と環境要因との相関について  

福岡地方におけるコガタアカイエカとシロハシイエカ  

1両種の識別：両種雌成虫における後胸脚附節白帯幅の測定結果  

福岡地方におけるコガタアカイエカとシロハシイエカ   

2 野外採集標本におけるシロハシイエカとコガタアカイエカとの比率  

福岡地方におけるコガタアカイエカとシロハシイエカ  

3 シロハシイエカ捕集個体数の季節消長と総括  9
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梅製品申のシアンの濃度と存在形態  

筑後6市大気汚染調査  

改良アルカリろ紙円筒によるふっ素化合物の測定  

ある酸化他におけるプランクトン相と優占する2属緑藻個体数の季節消長  

くい打ち作業に伴う騒音，振動調査  
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（昭 和 53 年 度）  

業   務   報  

管  理  部  

めの検討会に参画し，特に固定発生源を対象とした長期  

平均予測モデルの開発と整理とを担当した．この結果に  

ついては窒素酸化物総量規制検討会に報告した．   

研究業務は，前年度に引き続き大気汚染予測システム  

の開発研究として，静穏時及び弱風時に適用される実用  

的な長期平均予測モデルをパフ式を基本式として検討し，  

有風時の長期平均予測モデルと酷似した形の簡便なモデ  

ルを開発した．また（財）日本気象協会研究所において進  

められている大気汚染濃度予測手法のシステム化の開発  

研究に参画し，昭和52年度に福岡市箱崎の国道3号線に  

おいて県環境整備局公害課が実施した自動車排出ガス調  

査結果を基に，道路近傍での拡散状態の解析を行った・  

更に，前述の静穏時及び弱風時の長期平均予測モデルの  

開発について，その概要を上記研究班の研究報告書‘‘大  

気汚染濃度予測並びに雨量予測手法のシステム化の開発  

研究報告書，（財）日本気象協会，昭和54年3月’’に紹介  

した．   

1 オンライン・テレメ→タ   

昭和舅年3月末における観測網ほ，県設置の観測局12  

局及び北九州市，福岡市，大牟田市の各サブセンターで  

あった．各局の測定項目を表1に示す．   

当年度，自動車排出ガス測定用の半周定局1（移動1）  

は，行橋市大字行事字大新地719－1京都医師会敷地内に，  

半固定局2（移動2）は，宗像郡福間町緑町福岡県消防  

学校内に設置した．   

測定データの処理に関しては，大気汚染防止法の一部  

改正によって二酸化窒素の環境基準値が従来の日平均値  

0．02ppmから0．04，0．06ppmに変更されたこと，並  

びにザルツマン係数が0．72から0．84に，酸化率が100％  

から70％ に補正されたことに伴い，各卸定積並びに処  

理プログラムの改造を行った．   

また，年報，環境庁報告書データの処理に関しては，   

管  理  課  

所掌業務のうち庶務的業務として，所内各課の調査研  

究のとりまとめを行い，研究業務促進のため集談会開催，  

図書雑誌の購入管理等を行った．また，前年度に引き続  

いて環境庁から化学物質調査に関する委託を受けたので，  

この所内プロジェクトの調整推進業務を担当した．技術  

的業務としては，テレメータシステムによる大気汚染常  

時監視とデータ解析を実施したほか，環境庁からの委託  

業務として自動車交通量算定手法調査を担当し実施した．   

中央分析室関係では，ガスクロマトグラフ質量分析装  

置（GC－MS）による多環芳香族化合物分析，けい光Ⅹ  

線による大気浮遊粉じんの重金属分析が主なものであっ  

た・このほか，化学物質環境調査のための分析法の検討  

及び環境調査を行った．   

テレメータ室関係   

日常業務として大気汚染常時監視テレメータシステム  

並びに汎用コンピュータシステムの運用管理とライブラ  

リープログラムの開発拡充を行った．このほか，当年度  

実施した業務のうち行政依頼は3件あり，いずれも県環  

境整備局公害課からの依頼業務であった．このうち2件  

は窒素酸化物総量規制のための基礎調査で，自動車から  

排出される窒素蘭化物の地域内分布の推定手法開発調査，  

及び大牟田市を対象とした窒素酸化物年平均濃度予軋調  

査のための気象データ整理と拡散パラメータの推定，並  

びに煙源データのモデル化業務であった．また，前年度  

に引き続き福岡空港周辺における航空機騒音実態調査が  

実施され，この調査結果の数理的解析と騒音コンターの  

作成を担当した・このほか，環境庁大気保全局大気規制  

課において進められている窒素酸イヒ物総量規制実施のた  
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当年度から県設置観測局に加えて，大牟田市の観測局に  黄，浮遊粉じん，二酸化窒素の集計結果を表2－4に，  

ついても処理を行うこととなった．  またこれらの環境基準適合状況を表5に示す．なお，浮   

昭和53年度県設置観測局における風向風速別二酸化硫  遊粉じんについては，デジタル粉じん計による測定値を  

表1 テ レ メ ー タ 観 測 局 及 び 観 測 項 目  

仇  名
 
 

局
 
 

N
 
 
 

分
 
 
 

区
 
 

項  目  

E
 
 

0
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
”
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
”
 
〃
 
〃
 
〃
 
 
 

S
 
 

T
 
 
 

司
倉
野
倉
根
畑
松
島
石
幡
崎
擢
設
野
瀬
江
定
山
2
野
町
町
2
 
 

川
 
 

ケ
圃
倉
司
萩
 
 
本
崎
 
 
 

門
小
城
東
曽
戸
若
二
小
八
黒
折
国
塔
妾
松
半
皿
門
三
重
西
黒
 
 

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
0
0
 
9
 
（
U
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
只
U
 
7
 
0
0
 
9
 
0
 
1
 
2
 
3
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
2
 
2
 
2
 
2
 
 

ダスト WD WV Ox NO   
′′  ′′       ′′       ′′       ′′  

′′       ′′  ′′  

′′       ′′  

′′       ′′       ′′       ′′  

／′        ′′  ′′  

′′       ′′  

′′        ′′        ′′        ′′  

′′        ′′  

′′  ／′        ′′        ′′        ′′  

′′        ′′  ′′  

′′       ′′  ′′  

′′       ′′       ′′       ′′  

／／      ／′       ′′       ′′  

′／  ′′       ′′  ′′  

′  ′′       ′′  ′  

′′  ′′       ′′       ′′       ′′  

TE2  TE3TE． TEs TE。  

NO  

′′  

Z 

。
 

。
”
”
〝
＝
”
〃
″
″
：
＝
”
～
″
 W

″
：
″
 
 

N
 
 

北
 
 
九
 
 
州
 
 
市
 
 
サ
 
 
ブ
 
 
セ
 
 
ン
 
 

M
 
 

U
 
 

H
 
 

M
 
 

E
 
 

C
 
 

H
 
 

M
 
 

N
 
 

C
 
 

I
 
 

T
 
 

O
 
 

C
 
 

V
 
O
 
 

W
 
C
 
〝
 
”
”
”
 
 

タ
 
 
 
．
一
 
 

屈
原
設
宮
川
治
捕
地
本
 
 

橋
 
 
 

荒
西
国
上
三
明
七
斬
八
 
 

l
 
り
］
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
0
 
 

1
 
 

大
牟
田
市
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
 
 

WD WV  

′′       ′′  

ト
 
 

′  

ス
 
〃
 
 

ダ
 
 

0
 
 
 

S
 
 

”  ′′   ′′   Ox   

′′       ′′  

／′       ／′       〟  

′′       ／′  

′′        ′′  

′′       ′′  

′′        ′′  

／′  〝       ′′       ′′  

〃
 
 
〃
 
 

0
 
〃
 
〃
 
 

S
 
 
 

所
析
壕
 
 
 

役
 
 
 

市
西
吉
 
 

WD WV Ox NO NO2   

′′     ・ 〝  

′′       ′′  

ト
 
 

ス
 
〃
 
 

ダ
 
 

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
亡
U
 
7
 
0
0
 
9
 
0
 
1
 
 

1
1
 
 

福
岡
市
サ
ブ
 
セ
 
ン
 
タ
ー
 
 

南
東
 
 

′′  ′′       ／′  

〝  ′／  ′′      〃  

長  尾 ・′  ・′  ”  

天神交差点  

平尾交差点  

西析交差点  

千鳥楕交差点  

別府橋交差点  

′′   ′・  ′′    CO THC   

／′      〃      ′′  ′′  〝  

〃      ′′      ′′  ／′  

′′        ′′  

′′       ′′  

′′  ′′  〝  

′′  ′′  

SO，：二鮒ヒ硫黄，ダスト：浮遊粉じん・WD：風向，WV：風速，Ox：オキシダント．NO：一酎ヒ窒素，  
NO，：二酸化窒素，CO：一酸化炭素，THC：全炭化水素，MHC：メタン弟炭化水素．NMHC：非メタン系  
炭化水軋TEM：気温，HUM：湿度，03：オゾン，REVO：雨量．川SO：日射量，UV：紫外線   
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メ
 
 

レ
 
 

テ
 
 

l
 
 
 

表
 
 

タ ー 観 測 局 及 び 観 測 項 目（つづき）  

名
 
 

局
 
 

m
 
 

N
 
 
 

分
 
 
 

区
 
 

D
 W

～
～
～
～
～
 
～
 
‥
 
＝
 
 

ト
 
 

ス
 
ク
 
ク
 
ケ
 
ウ
 
ク
 
ケ
 
ク
 
 

ダ
 
 
 

0
 
〃
 
〃
 
〝
 
〃
 
〃
 
〃
 
〃
 
 

S
 
 
 

1
 
2
橋
前
寺
川
方
米
1
 
2
幸
 
 

田
田
 
 

留
動
動
走
 
 

苅
苅
行
豊
香
田
直
久
移
移
測
 
 
 

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
0
 
1
 
 

1
1
 
 

福
 
岡
 
県
 
観
 
測
 
局
 
 

NO NOi   

′′        ′′  

′′         ′′  

′′        ′′  

WV  

′′  

′  

〟   

”  Ox  

′′        ′′  

′′       ′′  

′′        ′′  

′′        ′′  

′′′′  

” ” CO THC NMHC O，   TEM  

HUM REVO INSO  
′′  ” ” ”   NMHC O，  TEM  

flUM REVO INSO  

12  国設′ト郡  〝  〝  〝  〝  

記号説明は前表と同じ  

相対感度の校正並びに重量濃度への換算を行ったうえで  

用いなければならないが，これら必要な換算を行ってい  

ないので，参考値として挙げた．   

二酸化硫黄については，全局とも長期的評価に基づく  

環境基準適合居であった．   

二酸化窒素に関しては，目平均値0．04ppm以上  

0．06ppm以下の局が苅田第二（2日），豊前（1日）で  

あり，0．06ppmを超えた局は見あたらず，全局とも環  

境基準に適合していた．   

2 航空写真による自動車交通土推定調査   

環境庁及び県環境整備局公害課の依頼により，窒素酸  

化物総量規制に係る基礎資料を得るため，航空写真を利  

用した自動車交通量算定手法調査，特に通常は交通情勢   

調査の対象としない道路，いわゆる細街路を対象とした  

調査及び解析を行った．以上の調査は大牟田市を対象と  

して実施した．   

2・1基礎調査   

航空写真撮影調査とパイロットカーによる地上走行調  

査並びに断面交通量調査とを昭和53年7月17日から18日  

にかけて実施した（ただし，細街路断面交通量調査は昭  

和54年3月28日に実施）．   

航空写真調査は，午前と午後の2回に分けて対象全地  

域を撮影し，自動車存在台数を道路別，メッシュ別に読  

4  

■．a  
＜
U
 
 
 
 
 
 
 
∧
U
 
 
 

（
皆
＼
屯
）
 
瑚
繋
判
案
半
 
 

0
0
 
 
 

8
 
 
6
 

（
曽
＼
中
二
間
滑
〟
二
義
挑
 
 

10   20   30   40   50   60   70  

推定交通壁（台／時）  

図2 細街路における実測交通量と推定交通量の  

関係（代表メッシュの平均値）   

200  400  600  800  1000 1ZOO  

推定交通量（台／時）  

図1 幹線道路における実測交通量と推定交通量の関係  
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表 2  二酸化硫黄風向風速別平均濃度（㍊．4一別．3；単位：ppb）  

風  向  

局   風 速  平
 
均
 
 
 

N
N
W
 
 
 

N
W
 
 
 

W
N
W
 
 

W
 
 
 

W
S
W
 
 
 

S
W
 
 
 

S
S
W
 
 

S
 
 

S
S
E
 
 

S
E
 
 

E
S
E
 
 

E
 
 

E
N
E
 
 

N
E
 
 

N
N
E
 
 

N
‥
 
 

C
L
M
 
 

0．0－1．0  6
 
 

6
 
7
 
7
 
6
 
6
 
7
 
 
 

7
 
6
 
6
 
6
 
6
 
 

6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
 

6
 
5
 
4
 
5
 
5
 
 

4
 
4
 
3
 
2
 
4
 
 

4
 
4
 
3
 
3
 
4
 
 

5
 
5
 
4
 
3
 
5
 
 

5
 
5
 
5
 
4
 
5
 
 

6
 
6
 
3
 
5
 
6
 
 

6
 
7
 
2
一
6
 
 
 

9
 
9
 
1
 
9
 
9
 
 

1
 
 

0
 
0
 
7
 
7
 
9
 
 

1
 
 
1
 
 

0
 
0
 
8
 
6
 
9
 
 

1
1
 
 
 

9
 
9
 
1
〇
一
9
 
 
 

9
 
9
 
1
6
一
9
 
 
 

9
 
0
 
6
 
6
 
9
 
 

1
 
 

7
 
0
0
 
6
 
6
 
7
 
 

6
 
 

1．1－3．0  

田  3，1－5．0  

1  5．1－7．0  

7．1－  

平 均  

0．0－1．0  5
 
 

5
 
7
 
6
 
5
 
4
 
6
 
 
 

4
 
5
 
7
 
4
 
5
 
 

4
 
4
 
3
 
1
 
4
 
 

3
 
2
 
2
 
2
 
3
 
 

3
 
2
 
2
 
1
 
3
 
 

5
 
3
 
3
 
4
 
4
 
 

7
 
7
 
4
一
7
 
 
 

0
0
 
8
 
0
 
5
 
〔
X
U
 
 

1
 
2
 
 

9
 
1
 
5
 
4
 
0
 
1
1
1
 
 
 

1
0
 
8
一
2
1
 
1
0
 
 
 

9
 
6
一
一
8
 
 
 

1
 
4
 
1
 
1
 
9
 
 

1
 
 

8
 
5
 
2
 
7
 
6
 
 

8
 
5
 
6
一
7
 
 
 

6
 
6
 
5
 
3
 
6
 
 

7
 
7
 
7
 
3
 
7
 
 

6
 
5
 
6
 
3
 
6
 
 

5
 
 

1．1－3．0  

田  3．卜5．0  
2   5．1－7．0  

7．1－  

平 均  

0．0－1．0  

1．1－3．0  

3．1－5．0  

5．1－7．0  

7．1－  

平 均  

0
0
 
 

8
 
9
 
9
 
0
0
 
8
 
0
0
 
 

9
 
7
 
7
 
5
 
（
H
）
 
 

8
 
0
 
0
 
7
 
9
 
 

1
 
 
1
 
 

9
 
8
 
0
0
 
0
0
 
9
 
 

8
 
9
 
9
 
1
 
9
 
 

1
 
 

8
 
0
0
 
8
 
0
 
8
 
 

1
 
 

7
 
0
 
5
 
2
 
7
 
 

1
1
 
 

9
 
8
 
5
一
9
 
 

9
 
8
 
6
一
9
 
 

8
 
0
0
 
7
 
2
 
史
U
 
 

1
 
 

8
 
9
 
1
 
0
 
9
 
 

1
 
 
1
 
 

9
 
0
 
1
 
2
 
9
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 

9
 
9
 
9
 
9
 
9
 
 

9
 
0
 
8
 
7
 
9
 
 

1
 
 

9
 
9
 
7
 
6
 
9
 
 

8
 
9
 
0
0
 
4
 
8
 
 

9
 
7
 
7
 
4
 
8
 
 
 

8
 
 

0．0－1．0  

1．1－3．0  

3．1－5．0  

5．1－7．0  

7．1－  

平 均  

亡
U
 
 

6
 
7
 
6
 
6
 
6
 
6
 
 
 

7
 
Q
U
 
8
 
8
 
7
 
 

8
 
6
一
一
8
 
 
 

7
8
6
一
7
 
 
 

7
 
7
 
4
 
2
 
7
 
 

7
 
7
 
3
 
2
 
7
 
 

7
1
〇
一
一
7
 
 
 

5
 
4
 
1
 
1
 
5
 
 

1
 
 

5
 
5
 
5
 
3
 
5
 
 

5
 
5
 
3
 
4
 
4
 
 

5
 
5
 
7
 
仁
U
 
5
 
 

6
 
6
 
史
U
 
O
 
仁
U
 
 

1
 
 

6
 
6
 
5
 
7
 
6
 
 

7
 
6
 
5
 
5
 
6
 
 

8
 
6
 
7
 
7
 
7
 
 

8
 
7
 
9
 
9
 
8
 
 

7
 
Q
U
 
7
 
0
0
 
0
0
 
 

6
 
 

0．0－1．0  

1．1－3．0  

3．1－5．0  

5．1－7．0  

7．1一  

平 均  

4
 
4
 
5
 
5
 
5
 
4
 
 

4
 
5
 
5
 
5
 
4
 
 

5
 
6
 
6
 
9
 
5
 
 

6
 
5
 
7
 
5
 
仁
U
 
 

5
 
5
 
7
 
2
 
5
 
 

5
 
5
 
5
 
6
 
5
 
 

4
 
4
 
5
 
5
 
4
 
 

4
 
4
 
5
 
5
 
4
 
 

4
 
5
 
4
 
4
 
4
 
 

4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
 

4
4
 
t
一
4
 
 

4
 
7
 
1
一
4
 
 

5
 
4
 
7
一
5
 
 

4
 
4
 
4
 
1
 
4
 
 

4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
 

5
 
4
 
4
 
5
 
4
 
 

4
 
5
 
5
 
4
 
5
 
 

4
 
 

0．0－1．0  

1．1－3．0  

3．1－5．0  

5．1－7．0  

7．1一  

平 均  

5
 
 

5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
 

5
 
6
一
一
6
 
 

6
 
6
 
5
一
6
 
 

6
 
5
 
5
 
5
 
5
 
 
 

仁
U
 
5
 
6
 
5
 
5
 
 

仁
U
 
6
 
6
 
6
 
亡
U
 
 

5
 
6
 
7
 
6
 
6
 
 

5
 
5
 
5
 
1
 
5
 
 

4
 
4
 
5
 
2
 
4
 
 

5
 
4
 
〇
一
5
 
 

5
 
4
 
4
 
3
 
5
 
 

5
 
4
 
3
一
5
 
 
 

5
 
5
一
一
5
 
 

5
 
5
 
4
 
4
 
5
 
 

5
 
5
 
5
 
4
 
5
 
 
 

5
6
1
〇
一
6
 
 
 

5
 
6
一
一
5
 
 

5
 
 

2
 
2
 
9
 
9
 
7
 
1
2
 
1
1
 
 

1
2
1
1
 
9
一
1
1
 
 

1
1
1
2
一
一
1
1
 
 

2
 
2
 
0
 
7
 
2
 
 

1
 
1
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 

0
 
9
 
9
 
9
 
0
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

0
 
6
 
q
）
 
6
 
9
 
 

1
 
 

1
2
9
 
9
一
1
2
 
 

4
 
8
 
9
 
0
 
3
 
 

1
 

1
1
 
 

3
 
9
 
8
 
7
 
2
 
 

1
 
 

1
 
 

2
1
4
一
1
2
 
1
1
 
 

1
1
1
4
 
1
一
1
1
 
 

0
 
7
 
5
 
5
 
q
）
 
 

1
 
 

9
 
6
 
5
一
7
 
 

9
 
8
一
一
9
 
 

1
2
 
1
3
一
1
 
1
2
 
 

1
2
 
1
4
一
一
1
2
 
 

1
2
 
日
一
一
1
2
 
 

0．0－1．0  

1．1－3．0  

3．1－5．0  

5．1－7．0  

7．1一  

平 均  

8
 
6
 
4
 
1
 
9
 
5
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 

0．0－1．0  
7
 
 

1
 
1
 

1
8
2
0
2
3
一
1
9
 
 
 

1
 2

2
 

0
0
 
5
 
2
 
9
 
6
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 

0
0
 
3
 
0
 
7
 
6
 
 

1
 
1
 
1
 
 
 
 
1
 
 

（
】
U
 
O
 
1
 
5
 
8
 
 

1
 
2
 
1
 
 
 
 
1
 
 

0
0
 
8
 
9
 
2
 
0
0
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 

7
 
4
 
5
 
4
 
亡
U
 
l
 
l
 
l
 
l
 
1
 
 

6
 
4
 
9
 
仁
U
 
5
 
 

1
1
 

1
 
 
 

2
1
8
3
7
 
1
 
1
9
 
 
 

2
〇
一
一
一
2
0
 
 
 

1
3
一
一
一
1
3
 
 
 

亡
U
 
4
 
8
 
7
 
4
 
1
1
1
 
 
 

1
4
 
1
2
 
8
 
7
 
3
 
1
 
 

3
 
2
 
9
 
6
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 

1
 
 

4
 
4
 
1
 
8
 
3
 
 

1
 
1
 
1
 
 
 
 
1
 
 

0
0
 
 

1
 
 

1．1－3．0  

留  3．1－5．0  

米   5・1－7・0  

7．1‾  

平 均  
局   
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表 2  二酸化硫黄風向風速別平均濃度（つづき）（53．4一別．3；単位：ppb）  

平
 
均
 
 
 

N
N
W
 
 

N
W
 
 
 

W
N
W
 
 

W
 
 
 

W
S
W
 
 
 

S
W
 
 

S
S
W
 
 

S
 
 

S
S
E
 
 

S
E
 
 

E
S
E
 
 

E
 
 

E
N
E
 
 

N
E
 
 

N
N
E
 
 

N
 
 

C
L
M
 
 

0．0－1．0  

1．1－3．0  

3．1－5．0  

5．1－7．0  

7．1－  

平 均  

5
 
 

5
 
6
 
6
 
亡
U
 
5
 
6
 
 
 

国
設
小
郡
局
 
 

6
 
7
 
7
 
亡
U
 
7
 
 

£
U
 
亡
U
 
6
 
亡
U
 
6
 
 

5
 
3
 
3
 
4
 
4
 
 

5
 
3
 
4
一
5
 
 
 

7
 
6
 
1
一
7
 
 
 

7
 
6
 
5
 
7
 
7
 
 

6
 
4
 
3
 
4
 
5
 
 

6
 
5
一
4
 
6
 
 
 

6
 
3
一
4
 
6
 
 
 

5
 
1
一
一
5
 
 
 

5
 
5
一
一
5
 
 
 

6
 
5
 
5
一
6
 
 
 

6
 
6
 
4
一
6
 
 
 

6
 
5
 
5
 
3
 
5
 
 

6
 
5
 
5
 
4
 
6
 
 

‘
U
 
5
 
5
 
8
 
亡
U
 
 

5
 
 

表 3  浮遊粉じん風向風速別平均濃度  （㍊．4一別．3；単位：0．01mg／m3）  

局   風 速  平
 
均
 
 
 

N
N
W
 
 
 

N
W
 
 
 

W
N
W
 
 

W
 
 
 

W
S
W
 
 

S
W
 
 
 

S
S
W
 
 

S
 
 

S
S
E
 
 

S
E
 
 

E
S
E
 
 

E
 
 

E
N
E
 
 

N
E
 
 

N
N
E
 
 

N
 
 

C
L
M
5
 
 

0．0－1．0  

1．1－3．0  

3．1－5．0  

5．1－7．0  

7．1－  

平 均  

5
 
4
 
3
 
2
 
2
 
4
 
 
 

4
 
3
 
2
 
2
 
3
 
 

4
 
3
 
2
 
2
 
3
 
 

3
 
2
 
2
 
2
 
3
 
 

2
 
2
 
2
 
1
 
2
 
 

2
 
2
 
1
 
1
 
2
 
 

J
u
「
 
2
 
2
 
1
 
3
 
 

5
 
3
 
2
 
2
 
4
 
 

5
 
3
 
3
 
2
 
4
 
 

5
 
2
 
1
一
4
 
 
 

4
 
2
 
2
 
1
 
3
 
 

4
 
3
 
2
 
1
 
3
 
 

4
 
3
 
2
 
2
 
3
 
 

4
 
3
 
2
一
3
 
 
 

5
 
3
 
2
一
4
 
 
 

一
q
 
4
 
1
 
1
 
4
 
 

5
 
A
「
 
2
 
1
 
4
 
 

5
 
 

0．0－1．0  
4
 
3
 
2
 
2
 
1
 
3
 
 

4
 
 

1．1－3．0  

田  3．1－5．0  

2   5．1－7．0  

3
 
2
 
2
 
1
 
3
 
 

3
 
2
 
1
 
1
 
3
 
 

3
 
2
 
1
 
1
 
2
 
 

3
 
2
 
1
 
1
 
2
 
 

3
 
2
 
2
 
2
 
2
 
 

3
 
2
 
2
一
3
 
 
 

3
 
3
 
2
 
2
 
3
 
 

d
．
 
3
 
2
 
1
 
4
 
 

4
 
3
一
1
 
4
 
 
 

4
 
3
一
一
4
 
 
 

4
 
2
 
1
 
1
 
4
 
 

4
 
2
 
1
 
1
 
3
 
 

3
 
2
 
1
一
3
 
 
 

3
 
3
 
2
 
3
 
3
 
 

4
 
3
 
3
 
3
 
4
 
 

▲
4
 
2
 
2
 
2
 
3
 
 

▲
4
 
 

7．1一  

平 均  

只
U
 
6
 
3
 
3
 
2
 
5
 
 

0．0－1，0  

1．1－3．0  

3．1－5．0  

5．1－7．0  

7．1－  

平 均  

8
 
 

4
 
3
 
2
 
1
 
4
 
 

5
 
3
 
2
 
2
 
4
 
 

仁
U
 
3
 
2
 
1
 
5
 
 

7
 
3
 
2
 
2
 
5
 
 

6
 
3
 
2
 
3
 
5
 
 

7
 
3
 
2
 
1
 
6
 
 

5
 
3
 
3
 
2
 
5
 
 

5
 
3
 
3
一
5
 
 
 

5
 
2
 
2
 
2
 
4
 
 

5
 
3
 
2
 
2
 
4
 
 

6
 
4
 
3
 
2
 
4
 
 

5
 
4
 
3
 
3
 
5
 
 

6
 
4
 
2
 
1
 
5
 
 

6
 
4
 
3
 
1
 
5
 
 

5
 
3
 
3
 
2
 
4
 
 

5
 
3
 
2
 
1
 
4
 
 

8
 
 

亡
U
 
4
 
3
 
2
 
2
 
4
 
 

4
 
2
 
2
 
2
 
3
 
 

2
 
1
一
一
2
 
 

3
2
1
一
3
 
 

5
 
3
 
2
 
2
 
4
 
 

5
 
4
 
4
 
4
 
5
 
 

4
2
一
一
4
 
 

一
q
 
2
 
0
0
 
0
 
4
 
 

5
 
4
 
3
 
1
 
4
 
 

5
 
3
 
2
 
2
 
3
 
 

4
 
3
 
2
 
1
 
3
 
 

4
 
3
 
2
 
3
 
4
 
 

5
 
4
 
3
 
3
 
4
 
 

5
 
4
 
2
 
2
 
4
 
 

5
 
3
 
2
 
4
 
4
 
 

5
 
4
 
3
 
3
 
4
 
 

5
 
4
 
4
 
3
 
4
 
 

0．0－1．0  

1．1－3．0  

3．1－5．0  

5．1－7．0  

7．1－  

平 均  

6
 
 

0．0－1．0  

1．1－3．0  

3．1－5．0  

5．1－7．0  

7．1一  

平 均  

4
 
4
 
3
 
3
 
3
 
3
 
 

3
 
3
 
4
 
3
 
3
 
 

3
 
3
 
3
 
2
 
3
 
 

3
 
4
 
3
 
2
 
3
 
 

4
 
3
 
2
 
7
 
3
 
 

d
「
 
3
 
3
 
2
 
3
 
 

3
 
2
 
3
 
3
 
3
 
 

3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
 

4
 
3
 
2
 
4
 
3
 
 

3
 
3
 
2
 
5
 
3
 
 

3
 
3
一
一
3
 
 
 

3
 
2
一
一
3
 
 
 

3
 
3
 
2
一
3
 
 
 

4
 
3
 
2
 
1
 
3
 
 

4
 
4
 
2
 
2
 
3
 
 

4
 
4
 
3
 
2
 
4
 
 

3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
 

4
 
 

1
 
6
 
3
 
2
 
2
 
7
 
 

1
 
 

6
 
4
一
一
6
 
 

6
 
3
 
2
一
4
 
 

5
 
3
 
2
 
2
 
4
 
 

4
 
2
 
2
 
1
 
3
 
 

4
 
2
 
2
 
2
 
3
 
 

4
 
2
 
2
 
2
 
3
 
 

3
 
3
 
2
 
3
 
3
 
 

4
 
3
 
4
 
2
 
4
 
 

6
 
3
 
5
一
6
 
 

0
0
 
2
 
2
 
0
 
0
0
 
 

9
 
4
 
1
 
2
 
9
 
 

9
 
5
一
一
8
 
 

仁
U
 
4
 
2
 
1
 
5
 
 

5
 
3
 
2
 
2
 
4
 
 

0．0－1．0  

1．1－3．0  

3．1－5．0  

5．1－7．0  

7．1一  

平 均   

5
 
3
 
6
一
4
 
 
 

5
 
1
一
一
4
 
 

1
 
 

1
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表 3  浮遊粉じん風向風速別平均濃度（っづき） （盟．4一別．3；単位：0．01mg／mり  

風  向  

平
 
均
 
 
 

N
N
W
 
 
 

N
W
 
 
 

W
N
W
 
 

W
 
 
 

W
S
W
 
 
 

S
W
 
 
 

S
S
W
 
 

S
 
 

S
S
E
 
 

S
E
 
 

E
S
E
 
 

E
 
 

E
N
E
 
 

N
E
 
 

N
N
E
 
 

N
 
 

C
L
M
 
 

局   風 速  

0．0－1．0  

1．1－3．0  

3．1－5．0  

5．1－7．0  

7．1－  

平 均  

7
 
 

7
 
5
 
3
 
2
 
2
 
6
 
 
 

4
 
3
 
2
一
4
 
 
 

4
 
4
一
一
4
 
 
 

4
 
2
 
2
 
2
 
3
 
 

4
 
2
 
2
 
2
 
3
 
 

4
 
4
 
1
 
1
 
3
 
 

5
 
6
 
4
一
5
 
 
 

6
 
3
 
2
 
2
 
6
 
 

6
 
4
 
3
 
3
 
6
 
 

6
 
5
 
1
一
5
 
 
 

5
 
2
一
一
5
 
 
 

4
 
3
 
2
 
1
 
4
 
 

4
 
2
 
5
一
4
 
 
 

4
 
7
一
一
5
 
 
 

4
 
6
一
一
4
 
 
 

3
 
2
一
一
3
 
 
 

4
 
3
一
一
4
 
 

7
 
 

9
 
8
 
6
 
4
 
3
 
7
 
 

0．0－1．0  
9
 
 

6
 
6
 
3
 
2
 
5
 
 

5
 
4
 
2
一
5
 
 
 

7
 
2
 
2
 
2
 
5
 
 

7
 
3
 
2
 
2
 
5
 
 

6
 
4
 
2
 
1
 
5
 
 

7
 
5
 
3
 
1
 
6
 
 

8
 
5
 
4
 
4
 
6
 
 

7
 
5
 
4
 
3
 
6
 
 

6
 
5
 
2
 
2
 
5
 
 

7
 
7
 
1
一
7
 
 
 

5
一
一
一
5
 
 
 

7
 
3
一
一
7
 
 
 

Q
U
 
8
 
4
 
2
 
8
 
 

8
 
8
 
4
 
2
 
8
 
 

8
 
7
 
4
 
2
 
7
 
 

7
 
6
 
4
 
3
 
6
 
 

9
 
 

1．1－3．0  

留  3．1－5．0  

米  5．1－7・0  

7．1一  

平 均  

亡
U
 
5
 
3
 
3
 
2
 
5
 
 

0．0－1．0  

1．1－3．0  

3．1－5．0  

5．1－7．0  

7．1一  

平 均  

6
 
 国

設
小
郡
局
 
 

5
 
4
 
4
 
2
 
4
 
 

4
 
3
 
3
 
2
 
4
 
 

4
 
2
 
2
 
1
 
3
 
 

4
1
 
1
一
3
 
 
 

5
 
3
 
1
一
4
 
 
 

5
 
3
 
4
 
3
 
4
 
 

4
 
2
 
1
 
2
 
4
 
 

5
 
2
 
1
 
1
 
5
 
 
 

5
 
3
一
〇
 
5
 
 
 

5
一
一
一
5
 
 
 

4
 
1
一
一
4
 
 
 

4
 
1
 
1
 
1
 
4
 
 
 

5
 
2
 
2
一
4
 
 
 

5
 
2
 
2
 
2
 
4
 
 

4
 
3
 
3
 
2
 
4
 
 

5
 
4
 
2
 
1
 
4
 
 

亡
U
 
 

表 4  二酸化窒素風向風速別平均濃度  （慧．4一別．3；単位：ppb）  

風  向  

平
 
均
 
 
 

N
N
W
 
 
 

N
W
 
 
 

W
N
W
 
 

W
 
 
 

W
S
W
 
 

S
W
 
 
 

S
S
W
 
 

S
 
 

S
S
E
 
 

S
E
 
 

E
S
E
 
 

E
 
 

E
N
E
 
 

N
E
 
 

N
N
E
 
 

N
 
 

C
L
M
 
 

速
 
 

風
 
 

0．0－1．0  
2
 
1
 
7
 
3
 
3
 
9
 
 

2
 
2
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 

n
V
 
7
 
3
 
4
 
8
 
 

2
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 

9
 
4
 
2
 
2
 
亡
U
 
 

l
 
l
 
l
 
l
 
 
1
 
 

6
 
0
 
Q
U
 
8
 
3
 
1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

2
 
（
H
）
 
7
 
6
 
0
 
 

1
 
 

1
 
 

4
 
8
 
7
 
7
 
2
 
 

1
 
 

1
 
 

8
 
1
 
9
 
9
 
4
 
 

1
 
 
1
 
 

1
 
 

1
 
6
 
1
 
▲
U
 
8
 
 

2
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 

2
 
9
 
1
 
8
 
1
 
 

2
1
1
2
 
 
 

2
4
 
1
7
 
1
1
一
2
3
 
 
 

1
 
6
 
0
 
7
 
7
 
 

2
 
1
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 

6
 
1
 
2
 
1
 
1
 
 

2
 
2
 
1
 
1
 
2
 
 

7
 
2
 
7
 
3
 
2
 
 

2
2
1
1
2
 
 
 

2
8
2
4
2
3
一
2
6
 
 
 

2
9
2
4
 
2
3
一
2
7
 
 
 

8
 
4
 
5
 
0
 
5
 
 

2
 
2
 
1
 
2
 
2
 
 

5
 
3
 
9
 
2
 
3
 
 

つ
〕
 
2
 
1
 
2
 
2
 
 

2
 
 

2
 
 

1．1－3．0  

田   3．1－5．0  

1  5．1－7．0  

7．1一  

平 均  

0．0－1．0  
4
 
5
 
0
 
7
 
6
 
3
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

3
 
 

1
 
 

1
 
1
 

2
 
9
 
8
 
7
 
1
 
 

1
 
 

1
 
 

1
 
7
 
5
 
4
 
（
H
）
 
 

1
 
 

0
 
5
 
3
 
2
 
7
 
 

1
 
 

9
 
6
 
4
 
5
 
8
 
 

1
3
1
0
9
一
1
3
 
 
 

6
 
9
 
7
 
8
 
3
 
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

8
 
3
 
9
 
8
 
5
 
1
1
1
 
 
 

2
1
1
6
一
9
2
0
 
 
 

2
0
1
8
一
一
2
0
 
 
 

9
 
3
 
8
 
9
 
8
 
1
1
1
 
 
 

9
 
 

1
 
1
 

1
 
 
 

1
6
 
1
0
 
8
一
1
5
 
 
 

4
 
2
 
0
 
q
）
 
3
 
1
 
1
 
1
 
 
 
 
1
 
 

3
 
2
 
2
 
0
 
2
 
 

1
 
 
1
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

4
 
9
 
7
 
1
 
2
 
 

1
 
 

1
 
 
1
 
 

4
 
 

1
 
 

1．1－3．0  

田   3．卜5．0  

2  5．1‾7・0  

7．1  
平 均  

0．0－1．0  

1．1－3．0  

3．1－5．0  

5．1－7．0  

7．1－  

平 均  

6
 
4
 
0
 
7
 
6
 
3
 
1
 
1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

4
 
9
 
7
 
5
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

3
 
1
 
q
）
 
5
 
2
 
 
 
 
1
 
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

6
 
（
古
 
6
 
3
 
3
 
 

1
 
 

1
 
 

5
 
9
 
7
 
7
 
2
 
 

1
 
 

1
 
 

5
 
9
 
7
 
6
 
3
 
 

1
 
 

1
 
 

6
 
0
 
0
 
亡
U
 
5
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

5
 
2
 
7
 
4
 
4
 
 

1
 
 

1
1
 
 

1
4
1
2
 
川
一
1
3
 
 

3
 
9
 
7
 
7
 
1
 
 

1
 
 

1
 
 

3
 
0
 
亡
U
 
5
 
1
 
 

1
 
 
1
 
 

1
 
 

3
 
9
 
5
 
5
 
0
 
 

1
 
 

1
 
 

3
 
9
 
7
 
6
 
1
 
 

1
 
 

1
 
 

4
 
1
 
7
 
7
 
2
 
 

1
 
 

1
 
1
 
 

5
 
3
 
1
 
8
 
4
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

5
 
3
 
0
 
0
 
4
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

亡
U
 
1
 
5
 
6
 
3
 
 

1
 
 

1
 
 
1
 
 

0．0－1．0  

1．1－3．0  

3．1－5．0  

5．1－7．0  

7．1一  

平 均   

5
 
4
 
2
 
2
 
2
 
4
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

5
 
2
一
1
 
2
 
4
 
1
 
 
1
 
 
1
 
1
 
 
1
 
 
 

1
0
 
8
一
一
9
 
 
 

1
2
 
8
 
9
一
1
2
 
 
 

5
 
0
 
7
 
0
0
 
4
 
1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

4
 
1
 
8
 
9
 
4
 
 

1
1
 

1
 
 
 

1
2
 
7
一
一
1
2
 
 
 

1
 
0
 
0
0
 
7
 
0
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

2
 
0
 
8
 
0
 
1
 
 

1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 
1
 
 

3
 
1
 
9
 
0
 
1
 
 

1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 
1
 
 

3
 
1
 
0
 
1
 
3
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

4
 
2
 
1
 
2
 
3
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

4
 
1
 
1
 
9
 
3
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

5
 
2
 
0
 
q
）
 
3
 
1
 
 
1
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 

8
 
4
 
3
 
2
 
6
 
1
 
 
1
 
 
1
 
1
 
 
1
 
 

9
 
7
 
7
 
7
 
8
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

9
 
6
 
5
 
2
 
7
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

5
 
 

1
 
 



ー 7 －  

二酸化窒素風向風速別平均濃度（っづき） （53．4一弘．3；単位：ppb）  表 4  

風．  向  

平
 
均
 
 
 

N
N
W
 
 
 

N
W
 
 
 

W
N
W
 
 

W
 
 
 

W
S
W
 
 

S
W
 
 
 

S
S
W
 
 

S
 
 

S
S
E
 
 

S
E
 
 

E
S
E
 
 

E
 
 

E
N
E
 
 

N
‖
E
 
 

N
N
E
 
 

N
 
 

C
L
M
 
 

速
 
 

風
 
 

0
0
 
6
 
3
 
1
 
0
 
4
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
1
 
 
1
 
 

0．0－1．0  

1．1－3．0  

留  3．卜5．0  
米   5．1－7．0  

3
 
1
 
9
 
8
 
1
 
 

1
1
 

1
▲
I
 
 
 

1
3
 
1
2
 
1
1
一
1
2
 
 
 

7
 
1
 
1
 
9
 
5
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

5
 
2
 
2
 
0
 
4
 
1
 
 
1
 
 
1
 
1
 
 
1
 
 

0
0
 
1
 
1
 
9
 
6
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

7
 
3
 
0
 
6
 
5
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

7
 
3
 
0
 
7
 
4
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

7
 
2
 
9
 
7
 
3
 
1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

5
 
5
 
6
 
2
 
5
 
1
1
1
 
 
 

1
8
 
1
0
 
6
一
1
6
 
 
 

1
9
一
一
一
1
9
 
 
 

1
9
 
6
一
一
1
8
 
 
 

8
 
4
 
7
 
7
 
6
 
 

1
 
 
1
 
 

1
 
 

5
 
3
 
0
 
2
 
4
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

5
 
3
 
3
 
1
 
4
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

4
 
4
 
1
■
 
0
 
3
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

8
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

7．1－  

平 均  

0．0－1．0  

1．1－3．0  

3．1－5．0  

5．1－7．0  

7．1－  

平 均  

9
 

9
 
8
 
5
 
3
 
2
 
7
 
 

国
設
小
 
部
局
 
 

7
 
5
 
d
「
 
2
 
6
 
 

6
 
4
 
3
 
2
 
5
 
 

5
 
2
 
1
 
1
 
4
 
 

6
 
2
 
2
一
5
 
 

7
 
3
 
3
一
6
 
 

亡
U
 
3
 
3
 
2
 
5
 
 

6
 
3
 
2
一
5
 
 

8
 
2
一
1
 
7
 
 

8
 
1
一
1
 
8
 
 

7
一
一
一
7
 
 

8
 
1
一
一
8
 
 

8
 
2
 
1
一
7
 
 

9
 
4
 
3
一
9
 
 

9
 
4
 
3
 
3
 
7
 
 

9
 
4
 
3
 
3
 
7
 
 

0
0
 
8
 
4
 
3
 
8
 
 9

 
 

表 5  環 境 基 準 を 超 え た 同 数  

二酸化硫黄  浮遊粉じん  二  酸 化 窒 素  

局  名 時間値 日平均値時間値  
（時間数） （日数） （時間数）  

日平均値  時 間 値（時間数）  目平均値（目  

（日放）   （1）   （2）   （1）  

削
㍑
 
 1

 
2
橋
前
香
川
方
米
郡
 
 

田
 
田
 
 

′
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
留
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設
 
 

苅
苅
行
豊
香
田
直
久
国
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
0
 
0
 
 

0
 
0
 
0
 
〇
一
一
一
〇
 
〇
 
 

0
 
2
 
0
 
1
一
一
一
〇
 
〇
 
 

0
 
0
 
0
 
〇
一
一
 
1
 
0
 
0
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
1
 
3
 
（
U
 
 

1
4
6
 
4
7
1
6
1
0
 
鋸
5
9
 
7
2
 
 
 
 
 
 
 
1
 
1
 
 
 
 
3
 
 
 
 
2
 
 

4
 
3
 
0
 
8
 
4
 
8
 
6
 
5
 
 

3
 
1
 
 
 
 
5
 
2
 
5
 
 

0
 
0
 
1
 
2
一
一
一
〇
 
〇
 
 

環境基準は次のとおり  
二酸化硫黄：時間値0・1ppm以上月平均値0．鋸ppm以上；浮遊粉じん：時間値0，2mg／ポ以上，日平均値0・1m9ノnf以上；  
二酸化窒素：時間値（1）0．1－0．2pprrt（2）0．2ppmを超えたもの．El平均値（1）0．4－0．6ppm（2）0．6ppmを超えたもの  

み取った．この結果を基に撮影時における交通密度及び  

革種混入率を求めた．   

地上走行調査は，幹線道路11路線と細荷頗2路線を選  

び，パイロットカーを走行させて旅行時間，停止時間等  

を計測した．この結果を基に路線ごとに旅行速度と走行  

速度を求めた．   

断面交通量調査は，航空写真による推定交通量の適合  

性を検証するために実施したもので，幹線道路11路線の  

16地点について，細街路では代表8メッシュを選び，そ  

の51地点について革種別に通過台数を調査した．補完調  

査として，幹線道路及び細街路の数箇所に交通パターン  

レコーダを設置して，通過台数及びその岸時変化を調査  

した．   

2・2 航空写真を利用した自動車交通量推定手法の検  

討   

推定交通量の算出は，航空写真調査で得られた交通密  

度と，地上走行調査で得られた平均速度を用いた式，  

Q（交通量）＝K（交通密度）×Ⅴ（平均速度）を用い  

ることとした．まず，幹線道路を対象に推定交通量を算  

出し，断面調査結果と比較検討した．次に，幹線道路で  

の適合状況を考慮して，細街路を対象に推定交通量を算  

出した．なお，細街路については，推定の単位を土地利  

用状況等によってカテゴリー分類されたメッシュ群とし  

た．   

以上述べた推定手法の有効性については，推定交通量  

と断面交通量調査結果を比較検討した結果次のことがわ  

かった．   
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表 6  幹線道路における道路区間別推走交通量算出結果と断面交通量調査結果（午前の部）  

道路区間 距 離（m） 存在台数（台） 密度（台／km） 速 度（b／時）推定交通量（台／時）断面交通量（台／時）  

3
0
 
1
ご
U
 
O
O
2
 
8
2
 
9
8
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上段：上り路線，下段：下り路線  
＊ 道路状況により検証から除外  

1）幹線道路については，推定交通量の算出区間を建  

設省が実施している交通情勢調査区間として，交通密度  

及び平均速度を求めることにより実用的な精度の推定値  

を得ることができた．   

2）細街路については，用途地域並びにメッシュ内細  

街路延長の似かよったメッシュを統合して，統合された  

メッシュ群ごとに求められる交通密度及び平均速度を用  

いて算出される推定交通量が，年平均値としてほぼ実用  

的な推定値であることがわかった・これらの結果を表  

6－8，図1，2に示す・   

2・3 窒素酸化物算出調査   

推定交通量と地上走行調査結果並びに交通情勢調査結  

果とを用いて道路別及びメッシュ別に窒素酸化物量を算  

出した．表9に道路別算出結果を示す・   

なお，本調査の実施にあたっては，アジア航測（株）  

及び大牟田市衛生部公害対策室の協力を待た．   

き 福岡空港周辺航空機騒音の解析   

福岡空港周辺を対象として，航空機による騒音の状況  

をほ擁するために，昭和53年10月－11月に大規模な突軋  

調査が実施された・当課でほ，環境整備局公害課の依頼  

により，航空機による騒音の等青線（騒音コンター）を  

作成するために，この謝査で得られた基礎データの解析  

業務を分担した．当年度実施した解析内容は，以下のと  

おりであった．   

航空機の飛行角度のデータから高度，航路を算出し，  

機種別，離着陸別の飛行プロファイルを回帰分析によっ  

てモデル化した．更に，メッシュ交点とモデル飛行プロ  

ファイルとの斜距離（Slant－distance）（S．D）を算出し，   
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表 7  幹線道路における道路区間別推定交通量算出結果と断面交通量調査結果（午後の部）  

道路区間 距 離（m） 存在台数（台） 密度（台／h） 速度（h／時）推定交通量（台／時）断面交通量（台／時）  
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上段：上り路線， 下段：下り路線  
♯ 道路状況により検証から除外  

表 8  紳街路に机ナる代表メッシュ別推定交通量算出結果と断面交通量調査結果  

平均道路 存在台数（台）平均速度 推定交通量（台／時）  平均推定  平均断面  
代表メッシュ  

距離（m） 午前  午後 （h／時） 午前  午後   交通量（台／時） 交通量（台／時）  

住 居 系  8900  

商 業 系  17100  
工 業 系  71（氾  
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S．Dと騒音レベル［dB（A）］の回帰から各メッシュの  

騒音レベルを推定した．また，各騒音測定地点の実軋l値  

と推定騒音レベルとの照合を行ったうえで，福岡空港の  

時刻表による通年の日平均的な機種別の機数を重みとし  

て各メッシュ交点のWECPNL値を算出し騒音コンタ  

ーを作成した．この結果から得られた騒音分布は，滑ら  

かであり，実測値と良く適合した．   

表 9 道路別窒素酸化物排出量（単位：kg／時）  

幹線道路  細 街 路  
年  度  

昼 間  夜 間  昼 間   夜 間  

昭和52年   95．9  23．8   37．6   

昭和53年  102．4  25．4   40．6  
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なお，今年度の調査及び解析は，滑走路16方向（南々  

東に向かって離着陸する場合）について行った・   

中央分析室関係   

昭和53年度に行った業務のうち主なものは，次のとお  

りであった．  

1ガスクロマトグラフ耳士分析装置（GC・MS）によ  

る業務   

疫学課と共同で実施した“複合汚染下の変異原の形成”  

のうち，有機化合物の分析を担当した．ベンゾ（a）ビ  

レンなど一部の多環芳香族炭化水素は，自動串排気ガス  

に暴露されると新しい変異原物質が形成される可能性が  

ある．そこで，ベンゾ（a）ビレン，ビレン，カルバゾ  

ール，フルオランテン及びフルオレン等をろ紙に塗布し，  

ディーゼル排気ガス及び二酸化窒素に暴露した．これら  

の試料について，突然変異試験，薄層クロマトグラフ，  

FID付ガスクロマトグラフ及びGC－MS を用いて検討  

したところ，代謝活性化を必要としない新たな変異原物  

質であるニトロベンゾ（a）ビレン，ニトロビレンなど  

のニトロ化合物を同定確認した．   

このほか，牛乳による中毒事件の原因突明のため，衛  

生化学課と共に，牛乳申の毒物を GC・MS により検索  

したところ，農薬のダイアジノン，その溶剤と考えられ  

るエチルベンゼン及びβ－，∽－，♪一 キシレンを検出した．   

2 土壌中のベンゾ（8）ビレン   

土壌中のベンゾ（a）ビレン（B（a）p）濃度は，大  

気中発がん物質による環境汚染の一指標となりうると考  

え，工場地域（0市），都市域（F市），農村部（D町な  

ど）において土壌を採取しB（a）pの分析を行った．   

土壌は，各地域の草地の表層から16cm までの試料  

を採取し，B（a）pの分析は，松下他1〉の方法に準じて  

行い，その結果を表10に示す．  

1）工場地域における，工場周辺（No．1－8）で採取  

した土壌中の B（a）p濃度は，工場地域のその他（No．  

9－14），及び都市域（No．17，18）のそれと比較して高  

い値を示した・   

2）都市域におけるJ神社の道路沿い（No．15）で採取  

した土壌中のB（a）p濃度は，神社境内（No．16），及び  

都市域の対照地（No．17，18）のそれと比べて高い値を  

示し，自動車排気ガス等の影響によるB（a）pの汚染が  

観察された．   

3）山林（No．22）の土壌にも，低濃度ではあるが，  

B（a）pが検出された．   

これらの結果から，工場地域及び都市域での土盛中  

B（a）p濃度は，生産活動，自動串及び暖房などの人為  

的汚染を強く反映していることがわかった．  

表10 土壁中のベンゾ（a）ビレン含有量（単位：〟g／g）  

深   さ（即）  
区 分 N仇 場 所  
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21N 町  0．034  
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3 化学物質調査   

3・1分析法の検討   

環境中における化学物質の存在をは超し，環境汚染を  

未然に防止するための基礎資料を得る目的で，環境庁に  

よって化学物質環境調査が行われているが，昭和51，52  

年度に引き続き53年度もこの調査に参加し，分析法の検  

討並びに環境追跡調査を実施した．分析法の検討は管理  

課，疫学課，水質課，環境理学課から選任されたスタッ  

フによるプロジェクトを設けて実施した．担当した対象  

化学物質は4－ニトロクロルベルゼンー2一スルホン顧ナト  

リウム，♪・アセチルアミノベンゼンスルホニルクロライ  

ド，1，3，5－トリス（2′・ヒドロキシエチル）イソシ  

アヌル酸，メチルエチルケトキシム，β－ナフタレンスル  

ホン酸ホルマリン縮合物のナトリウム塩の5物質であっ  

た．5物質とも期間内に分析法を確立できた．次に確立  

した分析法の要旨とフローチャートを図3－7に示す．   

3・1・1 4－ニトロタロルベンゼンー2・スルホン醒ナ  

トリウムの分析   

イオン交換樹脂（Amberlyst A－26）を用いて吸着  

縮し，塩酸，メタノール混合液で溶離させ，溶出液を蒸  

発乾固したのち，N，N・ジメチルホルムアミドと塩化チ  

オニルを用いてスルホン酸基をスルホニルクロライドに  

変え，FID 付ガスクロマトグラフで定量した．定量範   1）松下秀絶他：大気汚染研究．11，352，1977．  
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水 質  

試料水帥－1（X氾mJ  底 質  

拭科弧g  イオン交換吸着   

アンバリストA－26   

流速4汀り／分  

1（氾mJ  

関根とう  

†分離（7（氾Orpm，20分間）  

洗 浄   

純水100mJ   

純水：メタノール（2：3）100可  

溶 出   

漁塩酸：メタノール（2：3）200mJ   

涜速2mJ／分  

達  
純水50mJ  

30分間振とう  

遠心分離（700Orpm，20分間）  

上 滑   残  

減圧乾固   

N，N－ジメチルホルムアミド0．5mJ   

塩化チオニル20mJ   

80－90℃で1時間加熱  

上 溝  残 液  

Nh5Bろ紙でろ過  

ろ 液  

イオン交換吸着   

以下の操作は水質と同じ  

減圧乾園   

酢酸エチル100mJ   

Nh5Bろ紙でろ過  

5％塩化カリウム50mJで3回洗浄  

無水硫酸ナトリウム10gで脱水  

減圧漁締（5．OmJに定容）  

GC（FID）  

（GCの条件）  

2％OV－17  

グロモソル7’W（AW．DMCS）60－80メソシ1  

2mmxlm．カラム温度180℃  

図3  4一ニトロクロルベンゼンー2－スルホン酸ナトリウムの分析フローチャート  

囲は，0．02－0．2mgでくり返しの標準偏差パーセント  

は1．0－7．0％であった．   

3・1・2 タ・アセチルアミノベンゼンスルホニルク ロ  

ライドの分析   

♪・アセチルアミノベンゼンスルホニルクロライドは水  

中で不安定であるために，アンモニア水を用いて♪－ア  

セチルアミノベンゼンスルホンアミドに代え，塩析剤を  

用いて酢顧エチルに抽出し，FID付ガスクロマトゲラ  

フで定量した．   

3・1・3 1，3，5－トリス（2′・ヒドロキシュチル）  

イソシアヌル酸の分析   

THEIC〔1，3，5－トリス（2′－ヒドロキシエチル）  

イソシアヌル酸〕を DMF（N，N・ジメチルホルムアミ  

ド）中で塩化チオニルと反応させ，TCETT〔1，3，5－  

トリス（2′－クロロエチル）・S－トリアジンー2，4，6，  

トリオン〕とし，塩析剤を用いて酢酸エチルに抽出し，  

フロリジル及び活性炭素クリーンアップを行い，ECD  

付ガスクロマトグラフを用いて定量した．定量範囲は  

0．001－0．1mgで，繰り返しの標準偏差パーセントは  

3－16％であった．   

3・1・4 メチルエチルケトキシムの分析   

水質試料の場合は，塩析剤を用いてジクロルメタンに  

抽出，底質試料の場合は，水蒸気蒸留後同様に抽出し，  

シリカゲルクロマトグラフィーで妨害物質を除去したの  

ち，FID付ガスクロマトグラフを用いて定量した．定量  

限界は水質試料では0．03／唱／mJであり，底質試料では  

0．3〝g／g（湿泥）であった．   

メチルエチルケトキシムは水に易溶で，揮敵性がある  

ため，水質及び底質試料からの回収率が62－72％と低  

いが環境試料の分析にほ十分使用出来る．   

3・1・5 β－ナフタレンスルホン顧ホルマリン縮合物  

のナトリウム塩の分析   

イオン交換樹脂（Amberlite・IR45）を用いて，吸着濃  

縮し，塩酸，メタノール混合液で溶離させ，浴離液を蒸  

発乾回したのち，純水に浴解し，紫外分光々度計検出器  

付高速液体クロマトゲラフで定量した，定量範囲は   
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水 質  

試料100両  

25％アンモニア水10mJ  

20％塩酸25mJ  

硫酸アンモニウム35g  

酢酸エチル20mJ  

lO分間振とう後静置  

有機層  水 屑  

酢酸エチル20mJ  

lO分間振とう  

後静置  

水 屑  

無水硫酸ナトリウム10gで脱水  

減圧濃縮（5両）  

有機層  水唇  
GC（FID）  

（GC条作）  

TENAX－GC 60－80メL／シュ  

3mmXO．5m．カラム温度315℃  

水層  有機層  

硫酸ナトリウム2触で脱水  

濃縮（2mJ）  

シリカゲルカラムクロマトグラフィー  

酢酸エチル60mJで溶出  

減圧濃縮（5mJ）  

GC（FID）  

GCの条件は水質と同じ   

図 4  ♪－アセテルアミノベンゼンスルホニルクロライドの分析フローチャート  

0．05－0．5mgで，繰り返しの横準偏差パーセントは  

6－11％であった．   

3・2 環境追跡調査   

化学物質環境追跡調査は，一般環境調査と精密環境調  

査について実施した．一般環境調査では，有明海及び大  

牟田沖海域からの水質及び底質各3試料についてメチル  

エチルケトキシムを管理課が検索し，β－，椚・，♪・クロル  

フェノール，2，3－，乙4－，之5－，2，6－，3，4－，3，5・ジ  

クロルフェノールを環境理学課が検索した．精密環境調  

査では前記の調査地点及び関門海峡，洞海湾の水質，底  

質，魚類各3試料についてトリクレジルホスフェート，  

トリクロロエチルホスフェート，トリス（ジクロロプロ  

ピル）ホスフェート，トリブトキシエチルホスフェート  

を水質課が検索した．   
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水 質  

試料水100mJ  

乃－ヘキサン50mJ  

5分間撮とう後静置  

底 質  

試料20g  

N，N－ジメチルホルムアミド100nり  

20分間振とう  

遠心分社（600Orpm，20分間）  

水 屑  有機層  

N，N－ジメチルホルムアミド10mJ  

減圧乾固  

N，N－ジメチルホルムアミド2mJ  

塩化チオニル 30mJ  

5分間振とう後静置  

減圧除去  

20％塩化ナトリウム水100mJ  

酢酸エチル100nり  

5分間振とう後静置  

N，N－ジメチルホルムアミド∽mJ  

20分間振とう  

遠心分離（600Orpm，20分間）   

液  

サン50mJ  

5分間振とう後静置  

ジメチルホルムアミド層 和一ヘキサン層  

減
 

圧乾固  

水質と同じ  

酢酸エチル50叫  

5分間振とう後静置  

（GCの条件）   

2％ シリコーンOV17  

クロモソルナW（AW，DMCS）80－100メ／シ．1  

3mmX2m カラム温度220℃  

フロリジルカラムクロマトグラフィー  

酢酸エチル溶出（80mJ）  

KD濃縮  

活性炭カラムクロマトグラフィー  

酢酸エチル溶出（80mJ）  〔  

＊クリーンアップ不十分を場合  

100mJに定容  

GCtECD）  

図 5  1・3，5－トリス（2′－ヒドロキシュチル）イソシアヌル酸の分析フローチャート   
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水 質   

試料水！氾O mJ  

底 質  

ケルグールフラスコ（500ml）  

シリカケリレカラムクロマトグラフィー  

ジタロルメタン60mlで溶出  

常圧濃縮（5mハニ定容）  

GC（FID）   

（GCの条件）   

10％PEG－20M  

タロモソルプG（AW，DMCS）60－80メッシュ  

2mmXlm  カラム温度95℃   

15％DEGS  
タロモソルプW（AW，DMCS）80TlOOメッシュ  

2mmXlm  カラム温度70℃  

シリカゲルカラムクロマトグラフィー   

l操作の条件は水質と同じ  

CC（FID）  

GCの条件は水質と同じ  

図6  メチルエチルケトキシムの分析フローチャート   

底 質  

試料25一弘g  

水 質  

試料水10（氾mJ  

純水1（旧mJ  

30分間振とう  

遠心分離（7000rpm．20分間）  

イオン交換吸着  

アンバー ライトIR－45  

流速4mJ／分  

洗 浄   

純水100mJ   

純水：メタノールく1：3）100mJ  

溶 出   

濃塩酸：メタノール（1：3）200mJ   

流速2mJ／分  

純水50mJ  

30分間撮とう  

遠心分離（7000rpm，20分間）  

上 浦  残 液  

Nm5Cろ紙でろ過  
減圧乾固  

純水1－2mJに溶解  
ろ 液  

l  

イオン交換吸着  

以下の操作は水質と同じ  

HLC  

（HLCの条件）  

カラム：島津ステンレス4．0×250mm   

検出器：紫外部分光光度計（2舅nm）  

移動相：0．01％過塩素酸ナトリウム＋0．02％リン醸－カリウム（1＋1）  

流 速：0．6mJ／分（70kg／d）  

固17  β－ナフタレンスルホン酸ホルマリン縮合物のナトリウム塩の分析フローチャート   
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保 健 科 学 部  

とも20倍以下であった・   

2）患者が通学している光友小学校の生徒524名及び  

職員26名について検便を実施した結果，いずれも腸チフ  

ス菌は検出されなかった．   

3）Ⅰドライブインに給水している井戸水4件につい  

て，腸チフス菌及び大腸菌群の検査を実施した結果，腸  

チフス菌は検出されなかったが，大腸菌群は陽性であっ  

た．   

4）Ⅰドライブインを中心として，その周辺の下水，  

汚水の調査をタンポン法で4箇所実施したが，いずれも  

腸チフス菌は検出されなかった．   

5）今回八女地区で発生した腸チフス患者14名中，腐  

床決定された3名を除く11名のファージ型は，いずれも  

D2であった．   

3 腸チフスファージ型別  

・昭和53年度に県下で分離した腸チフス菌ファージ型別  

成観は表12のとおりである．  

表12  腸チフス菌77・－ジ型成績  

細  菌  課  

当年度の病原微生物検査の中で特記すべきこととして  

は，当年6月，県下八女地方で某ドライブインを感染源  

とした腸チフスの集団発生があった．患者総数は13名と  

いう小規模の発生例であったが，患者を初めとした周辺  

学童の細菌学的検索並びに疫学課と共同で環境疫学調査  

を実施した．   

コレラ菌検索は厚生省公衆衛生局長の通達にしたがっ  

て当課の検査態勢を整備し，国内発生に備えた．当年度  

は約20件を処理した結果，コレラ菌は検出されなかった．   

54年2月にはふぐによると思われる食中毒事例があり，  

●● 1名の死亡者がでた．この事例に関する微生物学的並び  
に毒性検査を実施した．細菌課における検査項目の中で  

水の細菌学的検査は近年増加の一途をたどっている．例  

年と同様当年度も飲料水，河川水について多数の一般依  

頼，行政依頼検査を実施した．   

調査研究業務は腸炎ビブリオのバクテリオシンについ  

て，その性状，型別分類方法等を研究し，現在もなお続  

行している．   

病原微生物関係  

1依 頼 検 査   

昭和53年度病原細菌関係の検査業務は，表11のとおり  

であった．  

表11 細菌検査件数  

フ ァ ー ジ 型  

地 区 件 数  
MID．D，E．A 46 Adegr8ded  

八 女  

朝 倉  

黒 木  

久留米  

直 方  

糸 島  

柏 屋  

宗 像  

1  9   

1  

3  

1  1  

1  

O
 
1
 
3
 
2
 
1
 
1
 
3
 
1
 
 

1
 
 

項  目  行 政  

1
 
 

3
 
 

2
 
 

3
 
 1

 
 

1
 
 

1
 
 

2
 
 2

 
 

糞 便 培 善  

血 液 培 養  

細 菌 培 菓  

同 定 検 査  

ウイ グール反応  

殺菌効力試験  

3
 
0
 
7
 
7
 
9
 
0
 
 

7
 
2
 
 
 
 
5
 
3
 
 

5
 
 

亡
U
 
O
 
1
 
0
 
0
 
8
 
 

1
 
 
 4 コレラ菌検索   

近年航空機による海外旅行がひんばんとなり，コレラ  

汚染地区である東南アジアからの帰国者が増加したため  

に，コレラが我国へ持ち込まれる可能性が大となった■  

そこでこれら帰国者の中のコレラ感染被疑者についての  

菌検索が急務となり，これを行政依頼検査として処理す  

ることになった．当年度においては，コレラ感染被疑者  

の行改依頼19件，一般依頼6件について，糞便及び吐物  

からコレラ菌の検出を行った．その結果，いずれからも  

コレラ菌は検出されなかったが，うち1件から腸炎ビブ  

リオ菌を検出した．   

2 腸チフス集団発生   

昭和53年5月から6月にかけて，八女郡において腸チ  

フス患者の集団発生があり，県衛生部保健対策課の依頼  

をうけて細菌検査を行った．   

1）発生源とみられるⅠドライブイン従業員17名につ  

いて，検便及びウィダール反応を実施したが，いずれも  

腸チフス菌は検出されず，ウィダール反応も Vi，TO  
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表18 飲 食 物 関 係 細 菌 検 査  

月  別  
項   目  

4  5  6  7  8  9 10 11 12  1  2  3  

一般食品  

孔・乳製品  

食 中 毒＊  

35  51 70  王道  87  4 129  49  
（6）  （67）   （81）（10）  

18 110  37  69   712  
（6）（61） （231）  

1  24   

1  1  13  
（1）（1） （13）  

3  2  5  1  11  1  

3  1  3  1  3  
（3）（1）（3）（1）（3）  

計  
遷  

） ））（）（） ）（）（）  

（）内は行救依頼，＊発生件数  

梅毒血清学的検査関係   

昭和53年度行政依頼検査は，TPI】A検査4件であり，  

うち1件が勝性であった．   

食品細菌横雲関係  

1依 頼 検 査   

昭和53年度の食品細菌，食中毒の検査件数は表13のと  

おりであった．   

2 食中寺関係   

当年度の食中毒検査は14件と多く，病因別ではブドウ  

球菌によるもの5例，腸炎ビブリオによるもの3例，ふ  

ぐ中毒によるもの1例，原因不明のもの5例であった・  

● ブドウ球菌のコアダラーゼ型別は，Ⅶ型4例，Ⅳ型1例  

であり，病因とは別にⅢ型も3例検出された．腸炎ビブ  

リオ食中毒では，Kll，型別不能株（神奈川現象腸性）  

を患者糞便から分離したが，推定原因食品からは神奈川  

現象陽性株は分離されなかった．   

3．腸炎ビブリオ保菌者検索   

近年，腸炎ビブリオによる食中毒が各地で多発し，本  

県においても昭和50年9月貝柱食中毒による1731名の  

大発生もあったので，腸炎ビブリオ食中毒予防の資料と  

して調査を行った．7－8月の闇に飲食業にたずさわる  

1700名について，直接培養及び増菌培養を行った結果，  

4検休から腸炎ビブリオ（K421株，型別不能3株）  

を分離した．  

表14  ふ ぐ 毒 定 崖 成 績  

検  体  被 収 去 者  ふ ぐ毒（MU）  細菌検査成績  N
 
 
 

本
 
 

′
■
－
1
 
 
 

検
 
 

O  

音  階  性（24）  食中毒細菌を検出せず  吐物（A音次男S）  A  

ふぐの天ぷらの煮付  

0
0
 
1
 
 

2
 
3
 
 

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
0
0
 
q
）
 
－
 
■
 
 

0
 
9
 
 

1
 
2
 
 

ケ  （＜10）  

〃  （＜10）  

（
 
 
（
 
 

性
性
 
 

陰
二
階
 
 

コ ロ ッ ケ  T 鮮 魚 げf  
〃  

〃  

ク  

ーケ  

〃  

〃  

〃 （72）  

ク  （24）  

ケ  （16）  

陰  性  

表15  飲 料  験
 
 

試
 
 
 

否
 
 
 

通
 
 
 

水
 
 

項   目  検査件数  不適件数  
大腸菌群＋  

一般細菌数  
大腸菌群  

3（1．8）  

79（鎚．2）  

82（15．7）  封  

（）内は％   
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表16  河川水及び放流水等の細菌学的検査（大腸菌群最確数）  

月  別  

項   目  
7  8  9 10 1112 1  4   5   6  

78  
（70）  

1065  
（7）   

10  
（10）  

4  4  15 15  20  20  
（15）（15）（20）（20）  河 川 水  

放 流 水  

そ の 他  

鮒 83 85 62 71101119 80 93 85112 糾  
（7）  

4   6  

（4） 拓）  

1153  
（87）  

801021（鳩 82 91101119 80 93 89112 98  計  
（19）（21）（20）（20）  

（）内は県環境整備局公害課からの依柏  

表17  河川の大腸菌群最確数検査成績（100mJあたり）  

区分   河川名  採水地点  M P N  区分   河川 名  採水地点  M P N  

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
2
3
8
5
棚
卸
 

1
4
 

1
 
 
 
 
1
 
1
 
 
 
 
1
 
 

汐 入 川  汐入川橋  小波瀬川   二 崎 橋  92000  

長狭川† ■   92  山 積  

札 橋  
釣 川〈誓  

西 郷 川  浜 田 楕  

†芸  

川汐止  1700   

口 橋  7000  
今   川  

花 鶴 橋  

右ケ崎構  

大根川橋  

筑
 
前
 
海
 
流
 
入
 
河
 
川
 
 

江 尻 川   常 盤 楕  1∝）000  大 根 川  
周
 
防
 
灘
 
涜
 
入
 
河
 
川
 
 

〈芸  

尾 橋  500  

郷 橋  3300  

幡 楕  1100  

宮 浦  500  

被   川   
桜 井 川  汐 井 揺  

宵 山 川  加布羅精  

一貴山川  深 江 橋  

加 茂 川  佐 波 橋  

福 吉 川  福 吉 楕  

城井川 〈芸  
小山田川   西 の 楕  2200  

極楽寺川   神 本 橋  3300  

真如寺川  

上河内川  

角 田 川  

中   川  

佐 井 川  

友 枝 川  

黒   川  

岩 岳 川   

八木山川   

穂 波 川  

大 隈 楕  

深 井 橋  

酒 殿 楕  

亀山新橋  

吾 妻 楕  1∝）000  

福 間 橋  16000（氾  

角田川橋  1300  

中 川 橋  9200（カ  

佐井川精  銅0（追  

貴 船 橋  92000  

新 川 檎  35000（追  

沓 洗 檎  洪000  

樋 口 橋  130（氾  

多々良川  

矢 矧 川  矢 矧 橋  

酒 見 橋  800  

天 竺 橋  13000  

岩 本 楕  4900  

永 代 橋  2300  

中 原 檎  封0（船  

柳 野 楕  3300  

花 宗 川  

山の井川  

宝 満 川  

広   川  

巨 瀬 川  

隈 上 川   

佐 田 川   

桂   川  

′ト石原川   

〈慧芸  楕  1ふ）000  

天 道 穂  別000  

遠 賀 川   鴫生浄水場  2300  

中元寺川   三ケ瀬橋  3Ⅶ000  
田川橋  3300  

形原楕  500  †慧  

埠 城 橋  7900  

高 成 檎  4600  

日向神ダム  

白 木 川  

辺 春 川  

星 野 川  

鶴   橋  490   

山 下 橋  35000   

中 通 橋  詰000  

星野川橋  79（カ   

上矢部川構  3300  

晴天大橋  3300  

i 

1   

三 間 堰  350（カ  

矢
 
 
部
 
 

隈 川く 池拓格  

1  

白銀川i 地力横井堰  

＝  

部
塚
 
端
 
田
 
 

矢
塩
 
沖
 
楠
 
 

大
牟
田
市
内
河
川
 
 

新生面檎  540000  

御幸返橋  3測000  
堂 面 川  

諏訪川 
1 

5  

。鉄橋  

大隼田川  五 月 橋  5400000   
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4：食品中の抗生物質検査   

昭和53年度は，養殖マダイ2匹及びニワトリ2羽の各  

肉，臓器について抗生物質残留検査を行ったが，いずれ  

も残留抗生物質は検出されなかった．   

5 ふぐ寺による食中寺   

昭和54年2月8日，嘉穂郡稲築町A家次男Sがふぐの  

●● 天ぶらを摂食し，舌・口唇の麻痺等のふぐ中毒様症状を  
■● 呈して7時間後に死亡した．その原因物質の追求につい  
て，県警犯罪科学研究所から県衛生部公衆衛生課を通じ  

てふぐ毒による食中毒検査について行政依頼があった． ●●  

ふぐの天ぶらはT鮮魚店で調理販売されたものと判明し ●●  

被害者の吐物，A家が購入した天ぶらの残り，T鮮魚店  
に残存した天ぶら及びふぐ計31検体について細菌及び毒  

●● 性検査を実施した．その結果は表14に示すとおりで，8  
検体から，最高72MUのふぐ毒を検出した．なお，当  

●● 該検体からはボツリヌス菌及びその他の食中毒細菌は検  

出されなかった．   

環境公害関係   

昭和53年度依頼検査では，井戸水の水質検査が減少し，  

し尿浄化槽放流水の大腸菌群長篠数検査の増加傾向がみ  

られた・飲料水適否試験成績は表15，河川水及び放流水  

等の細菌検査件数は表16に示した．河川水の大腸菌群最  

表18  海水の大腸菌群最確数検査成績  
（100mJあたり）  

確数検査成績は表17，海水の大腸菌群長篠数検査成績は  

表1引こ示すとおりであった．  

ウ イ ル ス 課  

昭和㍊年度福岡県における日本脳炎患者の届出数は13  

名であり，このうち死亡者数は5名であった．このこと  

は本県において，昭和42年以後，日本脳炎流行がわい小  

化する過程では，昭和48年以来の大きな流行であったと  

いえる・この疾病が40－50％という高い死亡率である  

ことを考慮すれば，今後とも本疾病に対する注意深い監  

視が必要であろう．インフルエンザについてはAソ連型  

（HINl）の流行を確認したが，小学校，中学校及び高等  

学校における届出患者数は1000名程度で，極めて小さ  

い流行であり，これは全国的な傾向であった．一方，イ  

ンフルエンザB型ウイルスに対する抗体保有状況も地区  

によっては70％前後の高い陰性率を示していた．した  

がって，昭和54年度も引き続きA型，B型ともに注意し  

て監視しなければならない．エンテロウイルス関係では，  

福岡県において昭和53年度から感染症サーベイランス事  

業が実施されるようになったので，この事業の実施に伴  

って，当課においてもウイルス分離・同定及び血清反応  

検査を行うようになった．昭和お年度には，エンテロウ  

イルス71，エコー6型ウイルス及びロタウイルスの流行  

を確認した．このうち，ロタウイルスは昭和51年以来，  

毎年1月から3月の間に下痢症の病原体として確認され  

ており，インフルエンザとともに冬季の感染症として注  

目すべき疾病である．   

厚生省委託の流行予測調査事業は昭和53年度も日本脳  

炎，インフルエンザ及び風しんの3事業であった．  

豊前海  遠賀川沖 博多湾入口  

干潮 満潮 干潮 渦潮 干潮・渦潮  
採水地点  

5  13  8  0
 
 

2
 
0
 
2
 
 

0
 
0
 
2
 
 

表19  ブタの日本脳炎Hl抗体保有状況（昭和盟年6月－9月，二日市と畜場）  

Hl  抗  体  価  陽性率・！崇ヱ禦誓   査
 
数
 
 

榛
 
東
 
 

採血月日  抗体保有率  
＜10 10  20  40  80  は1 320  640 ≧1280（％）  （％）  

0   

0   

0   

4．8  

35．0  

95．0  

100  

100  

100  

100  

100  

100  

100  

0
 
0
 
0
 
0
 
3
 
1
▲
 
 

2
 
2
 
2
 
2
 
1
 
 

0
 
0
 
0
 
1
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
 

6－20  

6－27  

7－ 4  

7－11  

7－18  

7－25  

8－1  

8－ 8  

8－12  

8－22  

8－29  

9－ 5  

9－19  

2
 
4
 
4
 
3
 
0
 
‘
U
 
O
O
 
7
 
 

1
 
 

0
0
 
0
 
0
0
 
‘
U
 
7
 
6
 
6
 
7
 
 

1
 
 

1
 
1
 
3
 
1
 
0
0
 
 
 
 
6
 
7
 
 
 
 
2
 
 

8
0
0
0
 
 

0
0
0
誠
2
0
0
1
5
0
5
 

l
 
 
 

3
 
 

4
 
4
 
 

l
▲
 
1
 
 

5
 
1
 
2
 
 

4
 
1
 
2
 
5
 
1
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表 20  昭和㍊年ライトトラップによるコガタアカイエカ出現消長調査成績  

採   集   蚊   個   体   数  
A地点における   

気温（℃）  
採集月日  A   地   点  B   地   点  天 候  

対数値＊＊  推定数  対数値＝  

20．0－21．0  

21．5－26．5  

28．5－30．5  

26．0－27．0  

27．0－Z9．0  

28．0－30．5  

26．5－27．5  

28．0－28．5  

29．0－30．0  

26．5－28．0  

27．－0  

25．0－26．0  

23．0－25．0  

塁
二
塁
暗
曇
暗
暗
暗
晴
晴
暗
暗
暗
暗
曇
 
 

6－22  

6－29  

7－ 6  

7－13  

7－20  

7－24  

7－27  

8－ 3  

8－10  

8－17  

8－24  

8－31  

9－ 6  

9－13  

6
 
6
 
2
 
2
 
 

4
 
2
 
7
 
亡
U
 
 
 

l
 
1
 
2
 
3
 
 

9
 
6
 
6
 
2
 
3
 
 

3
 
5
 
2
 
3
 
0
0
 
 

4
 
3
 
2
2
 
 

0
 
6
 
3
 
2
 
6
 
6
 
7
 
6
 
5
 
3
 
 

1
 
1
 
2
 
2
 
3
 
 

28   

17  

529  

4183＊  

3
2
 
6
7
 
舛
4
6
1
6
8
7
 
 

3
 
3
 
2
 
2
 
2
 
1
 
 

＊
 
 

4
3
 

帥
4
6
8
6
6
2
8
5
1
4
5
7
。
 
 

1
 
2
 
1
 
5
 
7
 
1
 
6
 
1
 
 

9
 
6
 
8
 
3
 
0
 
1
 
5
 
7
 
 

2
 
2
 
1
 
2
 
2
 
2
 
2
 
1
 
 

0
7
 
1
2
 
糾
 
2
3
 
1
6
 
2
9
 
6
1
 
馳
 
 

8
 
4
 
 
 
 
 
2
 
1
 
1
 
3
 
 

＊ 推定数 その他は実測放， ＊＊】og，。（個体数＋1）  ライトトラップ：野沢式NH－3型（日没後2時間運転）  

A地点：朝倉郡夜須町（乳牛舎），B地点：福岡市博多区（きゅう舎）  

表 21 昭和盟年コガタアカイエカからのウイルス分離成績（朝倉郡夜須町乳牛舎）  

被 検 蚊 個 体 数  
プール  被  検   陽  性  率

ぃ
 
 

染
％
 
 

感
 
（
 
 

採集月日   吸血状態  
手帽  サイズ  プール故 プール故  

ラプ  

血
 
血
血
血
血
 
血
血
 
 

吸
 
 
収
 
 
吸
 
 
吸
 
非
 
吸
 
非
吸
 
非
 
吸
 
非
 
 

0   

0   

0   

0   

0   

0   

0   

0  

2
8
 
2
9
 
6
8
9
9
8
6
 
3
0
4
7
 
0
0
 
0
0
一
 
 

1
 
2
 
1
 
5
 
4
 
亡
U
 
O
 
 

3
1
 
8
2
9
2
7
一
一
一
一
一
一
0
0
 
0
7
一
一
4
5
1
9
一
一
 
 

7
 
 
1
 
 

59  

37  

50  

50  

100  

100  

100  

100  

100  5
1
一
1
8
9
1
3
〇
一
 
 

舗
 
 

0
0
2
0
％
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 
 
1
 
6
 
4
 
 
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
6
 
0
 
0
 
0
 
0
 
2
 
6
 
 

1
 
 

6－22  

6－29  

7－ 6  

1
 
 
 

2
 
 
 

｝
 
 

5
 
ご
U
 
 

l
 
 7－13  

†芸明芸  

7－20 
i芸吸宝  

7－27  
イ芸吸芸  

8－3 
1芸吸宝  

8－10 
†芸吸宝  

8－17 
1芸吸芸  

8－24 
†芸吸芸  

8－31 
†芸吸宝  

9－6 
†芸吸芸  

9－13 
†芸吸芸  

20  1  

2
 
 

封
 
0
0
 
0
0
一
 
 

O
 
1
 
0
 
 

1
 
 
 
 
 
2
 
 

100  

100  

100  

100  

100  

100  

1（泊  

0
 
 
 

2
 
 

．
－
－
1
一
 
 

1
8
 
2
 
2
〇
一
 
 

8
3
 
朋
 
9
4
 
0
0
 
5
3
 
9
6
 
1
2
 
鋸
 
9
0
 
6
7
 
4
 
2
 
0
U
 
1
 
3
 
3
 
0
 
 
 
 
8
 
2
 
 

つ
▲
 
 
 
 
 
 
l
 
l
 
l
 
 

100  

100  

100  

100  

100  

100  

100  

4
 
4
 
0
 
1
 
9
 
3
 
 

1
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

1
8
 
 

．
ト
r
 
 
 

1
 
 
 
 
 
2
 
 
 

1
 
 
 
 
 
2
 
 

1
一
 
 
 
 
、
－
－
1
′
l
一
 
 

533  

1朗  100  

＊ 日本脳炎以外のウイルス分離例   
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乗 22  昭和盟年コガタアカイエカからの日本脳炎ウイルス分離状況（福岡市博多区きゅう舎）  

鵜月日  吸血鵬  ■  
＿ル  讐＿ル芸 感染率（％。）  

6－22  
†芸吸芸  

6－29  
†芸噴芸  

7－6  
く芸吸三  

7－13  
i芸吸宝  

7－20  
†芸収監  

7－24  
1芸吸芸  

7－27  
〈芸吸三  

8－3  
†芸吸三  

8－10  
i芸吸芸  

8－17  
1芸吸三  

8－24  
†芸吸芸  

l
r
i
 
 

1
4
 
1
4
 
1
3
 
4
 
0
0
 
2
9
 
0
0
一
 
 

3
 
2
 
0
 
 

1
 
 

1  0  0  

1  0  0  

0
 
0
 
1
一
 
 

0
0
 
0
0
 
0
0
一
 
郎
 
0
0
一
0
0
一
0
0
 
0
0
 
0
0
 
朗
 
1
4
 
3
1
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 

1
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

0
5
一
 
 

〇
 
O
 
l
 
 
 

；；）  

10（氾  

1000  

〇
一
4
一
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
 
 

一
1
〇
一
 
 

〇
 
 
 
 
5
 
 
 
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

．
■
l
1
 
 

7
0
 
粥
 
2
1
 
朗
 
1
4
 
3
1
 
6
2
 
1
1
 
 

6
 
1
 
2
 
 
 
 
 
1
 
 

9
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
2
 
 

1
 
 
 
 
｝
 
 
 
 
i
 
 

7
 
2
 
2
 
1
 
1
 
1
 
 

■ 被検蚊はすべてライトトラップ法により採集  

調査研究は，1）福岡県における日本脳炎の流行規模  

予測に関する研究，2）アイノウイルスの生物学的性状，  

形態及びヒト，ブタにおける抗体保有状況，3）福岡県  

におけるエンテロウイルス71の疫学調査であった・   

以下，当課で行った業務の概要を述べる・   

日本脳炎関係   

厚生省の委託調査事業として，ブタのHI抗体保有率  

を指標とした日本脳炎の感染源調査を行うとともに，当  

衛生公害センターの調査研究として日本脳炎ウイルス媒  

介蚊（媒介蚊）の発生消長及び媒介蚊の日本脳炎ウイル  

ス（JEV）保有状況の調査を行った・  

1感染源調査   

ブタのHI抗体保有状況の調査結果は表19に示すとお  

りである．すなわち，7月18日に初めて2－メルカプト  

ニタノール（2・ME）感受性抗体保有ブタを認め，JEV  

汚染開始の情報を得た．8月1日にはHI抗体保有率が  

100％に達し，ウイルス汚染が急速に広がったことが示  

唆された．   

2 媒介蚊の調査   

昭和53年度は前年度の調査地点である朝倉郡夜須町の  

乳牛舎（A）に福岡市南部のきゅう舎（B）を加えて2  

表 23  媒介蚊からのウイルス分離株一覧表  

マウス発症率  
分離ウイルス棟名 採取月日   

初代  2代  

J8mr－07178  7－13 10／10  JEV   

ク ー08178   7－20 10／10  ヶ   

〃 －09178   7－20 10／10  ク   

〃 －10878   7－27 10／10  〃   

〃 －11078   7－27 10／10  ク  

ー11778   7－27  8／1010／10  〃  

－14078  8－ 3 10／10  〃  

〃
 
 
ケ
 
 
〃
 
 
ク
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
ク
 
 
ク
 
 

－14178   8－ 3  

－14578   8－ 3  

－14678   8－ 3  

－15178   8 － 3  

－15378   8 － 3  

－1∈沌78   8 － 3  

－21678   8 －24  

－21978   8－24  

－25278   9 － 6  

－25578   9 －13  

－25978   9 －13  

5／1010／10  〃  

10／10  ク  

10／10  〃  

10／10  〃  

10／10  〃  

10／10  ク  

1／1010／10 非JEV  

3／1010／10  〃  

2／1010／10  〃  

10／1010／10  〃  

l／1010／10 ク  

地点で調査した．表20は上記2地点における媒介蚊発生  

消長の調査結果を示したものであるが，媒介蚊発生消長   
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表 24  昭和盟年度 日本脳炎疑似患者血清のHI及びCF抗体価  

患者番号  性  年齢（歳） 地 区  発病月日   採血月日  Hl抗体価  CF抗体価  

男
女
 
 

6
1
鎚
 
 

4
4
 
4
4
4
 
8
 
5
6
4
4
 
5
6
糾
4
 
4
8
4
 
8
 
4
8
4
 
8
 
3
2
倦
6
4
 
4
 
4
 
 

2
 
 
 
2
 
 

性
 
 
い
 
 
性
 
性
 
 
性
 
 
性
 
 
性
 
 
性
 
い
 
性
 
 
性
 
 
性
 
 

し
 
 

し
 
 

．
わ
 
 

．
わ
 
 

陰
 
 
碇
 
 
陰
 
陽
 
 
陰
 
 
陽
 
 
陽
 
 
陰
疑
 
陽
 
 
帽
 
 
 
帽
 
 

7－27  

7－30  

8－1  ＜10  

8－1  10  

8－ 4  40  

8－10  40  

＜
 
 

＜
 
く
 
＜
 
＜
 
＜
 
 
 
＜
 
く
 
 

3  

4  

5  

6  

男
男
 
 
男
 
 
男
 
 

2
 
7
 
 

6
 
5
 
 

8－ 9  

8－13  

8－12  

8－11  

8－19  

8－10  

8－18  

8－23  

8－14  

8－22  

8－18  

8－29  

8－21  

8－27  

9－ 4  

8－19  

8－24  

8－26  

9－ 4  

8－28  

9－ 4  

9－ 2  

（髄液）  

9－21  

9－27  

10－ 5  

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

1
 
6
 
0
0
 
1
 
1
 
4
 
4
 
1
 
¢
U
 
Q
U
 
4
 
♀
U
 
4
 
2
 
亡
U
 
6
 
2
 
8
 
Z
 
l
 
●
1
 
 
 

1
 
1
2
 
＜
 
＜
 
6
 
6
 
 

3
1
 
1
 
3
（
3
 
 

＜
 
＜
 
 

3
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
0
U
 
 

5
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
5
 
 

田
 
 
倉
 
 
門
 
 
 

添
 
 
朝
 
 
山
 
 

7  女  

8  男  73  

9  男  封  

10  女  55  

11  女  55  

12  男  26  

黒 木  8－17  

築 上  8－20  

捧 田  8－23  

田 川  8－25  

飯 塚  8－16  

＜
 
 
 
＜
 
 
 
＜
 
 

13  男  67  通 貨  9－18  ＜
 
＜
 
 

のピークは7月下旬にみられた．媒介蚊からのJEV分  

離状況については（A）地点の調査結果を表21に，（B）  

地点の調査結果を表22に示した．両地点の調査結果では，  

JEVは7月13日から8月3日までの間に媒介蚊から分  

離された．   

なお，（A）地点では8月24日から9月13日までの闇  

に媒介蚊からJEV以外のウイルス5株を分離し，目下  

同定申である．   

日本脳炎の血清学的確認患者は8月11日から8月20日  

までの間（7月18日発生の疑わしい1例を除く）に分布  

していた・また，患者の年令構成は21歳と26歳の2名以  

外は全員高齢者であった．   

以上のことから，当年の日本脳炎流行は，例年よりも  

JEVの散布密度が高くなる自然条件下において展開さ  

れたことが示され，典型的な‘‘西部日本型”の流行パタ  

ーンであったと考えられる．   

インフルエンザ関係   

厚生省委託による流行予測調査事業として，例年同様，  

インフルエンザ感染源調査と感受性調査を行った．感染  

源調査では，かぜ様疾患で受診する病院外釆患者及び学  

校，施設等におけるインフルエンザ集団発生時の愚者か  

らウイルス分離を行った．感受性調査では，八女，粕屋  

両地区の児童，生徒及び一般住民のインフルエンザ各型  

に対する抗体保有状況を調査した．これらの結果は表  

25－27に示すとおりである．昭和53年7月から54年3月  

にかけて行った感染源調査において，インフルエンザの  

流行が確認できたのは，わずかに田川市の小学校1校だ  

けであった．感受性調査の結果，八女，粕屋両地区とも  

にワクチン接種率の高い児童，生徒では，Aソ連型  

（HINl）及びB型に対する抗体陰性率は低いが，両地区  

一般住民の抗体陰性率はAソ連型（HINl）に対して70％，  

B型に対して50％の高い陰性率であった．   

エンテロウイルス関係   

昭和53年2月から8月にかけて，6月をピークとする  

県下全域に及ぶ手足口病の流行がみられた．この流行症  

例について各保健所並びに定点観酬医療機関を通じて調  

査した結果，その患者総数は4835名に達した．この流  

行期中4月から6月にかけて，粕屋，田川，筑紫の3地  

区からの15検体からウイルス分離を行い，エンテロウイ  

ルス71，7株を分離した．検査結果は表28に示すとおり  

である．これら患者の多くは定型的な手足口病の臨床像  

を示したが，少数例では無菌性髄膜炎を伴った．   
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表 25  福岡県におけるインフルエンザウイルス検査成績（昭和53年7日一別年3日）  

血  清  学  的  検  査  ウ イ ル ス 分 離 検 査  

年一月一旬  HI抗体価上昇≧8  陽  性  
陰  性  

A  型 A  型  
（H．N，）（H，N‡）  

A  型 A  型  
（H．Nl）（H，N2）  

田川市立病院 53－ 7－1 0  

〝  2   0  

〝  3   0  

〝  8－1  0  

〝  9－3  0  
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田川市立病院  

自衛隊病院  
′′  
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′′  

10－2  0  

11－1  4  

1  1  

2   2  

2 15  

3 13  

2
 
 

9
 
2
 
 

自衛隊病院  3  5  

西 尾 病院  12－1 2  
田川市立病院  1 6  

杉 病 院 別－1－1 6  
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藤 井病 院  3  0  

自衛隊病院  3  3  

田  川  3 10  

朝  倉  3  6  

田  川  2－1  9  3  

糸  島  1 7  

杉 病 院  1 3  

西 尾病 院  1 2  

〝  2 15  

杉 病 院  2  6  
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自衛隊病院  2  

西 尾病 院  3  

′′  3 －1  

計  

2
 
6
 
2
 
9
 
 

1
 
 
 
 
4
 
 

1
 
 

3
 
 

5
 
 

60－95％の高い陰性率を示し，有意的な地域差は認めら  

れなかった．このことから，風しん流行の可能性は残さ  

れていると判断される．   

また，粕屋地区における15－19歳の女子は風しんワク  

チン接種群であり，HI抗体陰性率は2．6％，平均抗体  

価は28・94で，他の研究者の報告例と同様の結果であった．   

表31は昭和㍊年度の風しん宮口受付件数と検査結果を  

示したものである．この表から，福岡県に在住する妊婦  

の平均的抗体保有率が推定される．すなわち，福岡県に  

おいては若年者間では風しん流行の可能性が残されてお  

り，風しん流行のさいには，10名中4名の妊婦は風しん  

にり思するおそれがあるといえる．   

一方西日本全般に，6月下旬から8月にかけてエコー  

6型の流行がみられ，筑紫地区に発生した無菌性髄膜炎  

患者からエコー6型ウイルスを分離した．その結果は表  

29に示すとおりである．しかし田川地区におけるエコー  

6型ウイルスに対する中和抗体保有状況を調べてみると，  

抗体保有者は4．8％であり，しかも抗体価の上昇も認  

められなかった．このことから田川地区ではエコー6型  

の流行はなかったと推定される．   

風 しん関係   

風しんの流行予測調査事業は当年も継続実施した・今  

回は粕屋地区と八女地区を調査地点として，主として女  

子を調査対象とした．調査の結果は表30に示すとおりで，  

風しんHI抗体保有率は20歳未満の住民では依然として  
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≠ 28 型別インフルエンザ赤血球凝集制制抗体価及びウイルス分離状況（昭和弱年7月一別年3月）  

H I 抗 体 価  ウイルス 血清診断  
型別  調査時期  

＜1616 32  64128 2鶉 512 1024 ≧2鵬8  計 分離数 陽性歓  

急性期  

回復期  
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表 26 型別インフルエンザ赤血球凝集抑制抗体価及びウイルス分離状況（昭和53年7月一別年3月）（つづき）  

H  I   抗   体   価  ウイルス 血清診断  
型 別   調査時期  

＜16 16  32 朗 128 2弱 512 1024 ≧2048  計  分触故 障性故  

急性期  

回復期  

急性期  

回復期  

急性期  

回復期  

急性期  

53－7i   

8〈   

9i  

l A型  回復期  

急性期  
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表27 インフルエンザウイルスに対する型別・地区別・年齢別抗体価分布状況（昭和53年度）  

A／山梨／2／77  A／USSR／92／77  
被検  

地区年齢区分 抗体価 抗体価  
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表 27 インフルエンザウイルスに対する型別・地区別・年齢別抗体価分布状況  

（昭和53年度）（つづき）  

B／神奈川／3／76  A／NJ／8（X－㍊）／76  

地区 年令区分  抗   体   価  抗   体   価  
＜1616 32 朗128 256 ≧512 ＜16 16 32 餌128 256  
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表 29 エコー6型ウイルス分離及び  

血清検査成績（筑紫地区）  

表 28 ェンテロウイルス71塑ウイルス分離  

及び血清検査成績  

ウイルス分触  血清学的検査  地  ウ イ ル ス 分 離  血清学的  
月  別  

件 数  腸性数   件 数  陽性数  区  咽頭ぬぐい瀬 糞便 水泡内容液 検  査  
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衰錮  地区別・年齢別風しん抗体保有状況（昭和53年9月）  

Hl抗体 陰性率  H l 抗 体 価  
地区 年齢区分  検体数  

＜8 （％） 8 16 32 朗 128 2粥 512  
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＊ ワクチン接種  

表 31福岡県における地区別成人女子  

風しん抗体陰性率  

変異原物質を化学的に証明することが目的で，研究の対  

象は，大気汚染物質についてであった．化学的な分析検  

討については，一部管理課中央分析の協力を得た．   

次に嘩染症サーベイランスが当年度から県医師会の委  

託を受けて開始された．県内42箇所の医療機関から，毎  

週百日咳，麻しん，流行性耳下腺炎，ウイルス性肝炎，  

手足口病，水痘，その他7項目以上の感染症例について  

通報をうけ，当所でデータを整理，各過，各月の各感染  

症発生例の情報を医師会に挺供した．このサーベイラン  

ス業務は昭和54年度も引き続き実施される．   

当年6月腸チフスの集団発生が八女地方にあり，細菌  

課の菌検索と並行して，患者及び周辺地域住民の聞き取  

り調査，更に，環境調査を行って，感染経路の追究に努  

めた．   

また環境庁委託の環境化学物質の分析方法の検討も行  

った．当年度は4一ニトロタロルベンゼンー2－スルホン酸  

ナトリウムの分析方法について検討したが，その詳細に  

ついては，管理課の項を参照されたい（本誌p．11）．   

調査研究業務としては，上記のがん原物質，変異原物  

質の検索に関する研究と，肝臓疾患とアルコール消費量  

との関係及び死亡率に関する研究が実施された．また環  

境生物課が国立予防衛生研究所の衛生昆虫部から委託さ  

れた‘‘微量汚染物質の生物に与える影響の解明に関する  

研究’’の一部である昆虫休内の重金属の定量を疫学課が  

分担した．   

がん原物質問係  

1日本列一別こおける環境変異原の実体検索   

当年度から文部省特別研究，環境科学人休影響研究に   
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疫  学  課  

当年度の疫学課の主な業務は，文部省科学研究費によ  

る委託研究と，環境庁の委託研究であった・いずれもサ  

ルモネラ系を使って環境中のがん原性化学物質を検出し，  
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Swain 画 分 の 変 異 原 性  轟  32  

His＋ 復帰変異コロニー／100〟g  復帰変異  

コロニー／mユ  

（TA98＋   

肝S－9）  

抽出量   

（mg）  

TA 98  TAl（氾  
画  分  

＋S－9  ＋S－9   －S－9  ＋S－9  ＋S－9  

（肝） （肺）  （肝） （肺）  

粗抽出物  14封．  

エーテル溶性・塩基（BE）  36．9  

水溶性・塩基（BW）  37．9  

不溶性・塩基（BIl＋BI2）  0．48  

エーテル溶性・弱酸（WAE）  51．1  

エーテル溶性・強酸（SAE）  錮．9  

不溶性弱酸・強酸（WAI＋SAI）30．6  

水溶性・強酸（SAW）  204√2  

メタノール溶性・中性（NMeOH）22．1  

シクロヘキサン溶性・中性（NCH）153．1  

ニトロメタン溶性・中性（NNM）42．6  

444．5  

34  43．1   

0  1．68  

85  0．32  

48  32．7  

86  15．8  

13  1．35  
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133  30．1   
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関する委託研究として標記課題に関する研究（主任研究  

者：杉村 隆）をはじめ，当年度は大気汚染物質に含ま  

れる環境変異原物質をサルモネラ系を使って検索し，変  

異原物質の化学的解析を試みた．大気汚染物質のメタノ  

ール抽出物をSwain他の方法によって分画，各面分の  

変異原性を検討して表32に示す結果を得，いずれの画分  

にも変異原性が認められた．   

また変異原性からみた大気汚染物質の変異原汚染度，  

浮遊粉じんの粒径と変異原性との関係，ベンゾ（a）ビ  

レンと変異原性，更に多環芳香族炭化水素の定量等を  

行ったが，これらの成果の詳細は文部省“環境科学”報  

告集（BIR20－1），及び文部省科学研究費特別研究‘‘環  

境科学”A－2，昭和53年度研究成果報告に記載したとお  

りである．   

2 複合汚染下における変異原の形成   

環境庁委託研究，大気複合汚染の生体影響に関する研  

表  33  ニ ト ロ 化 合 物 の 変 異 原 性  

復帰変異コロニー ／ nM  

化 学 物 質 名  
TA 98  TAl仙  

ーS－9  ＋S－9  

1．0－ニトロトルエン  

2．m－ニトロトルエン  

3．p－ニトロトルエン  

4．2，4－ジニトロトルエン  

5．2．6－ジニトロトルエン  

6．3，4－ジニトロトルエン  
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0－ニトロアニソール  

m一ニトロアニソール  
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V
 
 

－ニトロナフタレン  

5－ジニ トロナフタレン  

8－ジニ トロナフクレン  

ニトロビフェニル  

m一ニトロビフェニル  

4，4－ジニトロビフェニル  

2一ニトロフルオレン  

2，7－ジニトロフルオレン  

5－ニトロアセナフテン   
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究（主任研究者：鈴木武夫）のうち，標記課題に関する  

研究を本年度から当課で受託，実施することになった．   

大気汚染物質の変異原性に関しては，当所の研究をは  

じめいくつかの研究報告があるが，まだ不明の変異原物  

質が存在するはずである．これまでの研究結果から二酸  

化窒素に暴露した非変異原物質には新しい変異原性を有  

するニトロ化合物が形成されることがわかったので，当  

年度はこのニトロ化合物について生物化学的検討を加え  

た．表33は19種のニトロ化合物について変異原性を検討  

した成績である．   

この成績に示したように各ニトロ化合物の原形には変  

異原性は認められなかったが，ニトロ化合物はいずれも  

S－9非存在下で変異原性を示すことがわかった．   

衛生統計関係  

1感染症サーベイランス   

福岡県では各種感染症の実態を把握，県民の健康管理  

に役立てるため，昭和53年度からこの業務を県医師会に  

委託，感染症に関する情報の収集・整理および解析を行  

い必要な予防対策を講ずることになった．これに伴って，  

当課では，昭和53年7月2日以来県下42定点観測所から  

県医師会を通じて報告される感染症情報を逐次整理蓄積  

し，当所のコンピュータを使用して感染症発生状況報告  

集計表並びに地区別・疾患別発生推移グラフ等を作成し，  

その結果の一部は医師会を通じて各観測定点へも還元さ  

れた・昭和㍊年7月2日から同54年3月31日までの39週  

間に報告された主な感染症の月別・地域別の実数は表34，  

35のとおりである．これ以外に報告された感染症名を含  

めると，この9月間で総数は14730名に達した．その内  

訳は福岡地域の5360名（36．0％），筑後地域の4319名  

（29．3％），北九州地域の3256名（22．1％）及び筑豊地  

域の1849名（12．6％）であった．当年は事業の初年度  

であり，当課では報告例の集計および蓄積の方法等につ  

いてのシステム化が主な業務となったが，今後は資料蓄  

積の増大に伴い，解析面へ重点を置く予定である．   

2：福岡県における死亡率と環境要因との関係につい  

て一肝臓疾患とアルコール消費量との関係－  

表  34  感 染 症 サ ー ベ イ ラ ン ス の 報 告 数  
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5：弛 1311 4397  662 1730 218 1244 38封  

表 35  感 染 症 サ ー ベ イ ラ ン ス の 報 吾 数  
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3町1村に散在し，また本症の好発年齢である青壮年層  

に多く，性別では男子11名，女子2名であった．患者の  

病原休検査材料から13名中11名に腸チフス菌が検出され，  

検出菌は共通のファージ型（D2）を示した（表36）．この  

件に閲し，流行規模をは握，また感染経路を解明するた  

めに，患者の面接調査，小学校の児童及び職員の検便，  

青年団及び役場職員の問診票による自計調査が実施され  

た．小学校の児童及び職員550名の検便の結果はすべて  

陰性であり，また青年団及び役場職員643名の問診票調  

査でも本症突発的流行との関連事項ほ見い出せなかった・  

しかし，患者面接調査から，国道沿いの“Ⅰドライブイ  

ン，，（以下Ⅰと略す）で4月中に11名が喫食しており，そ  

のうち5名は4月15日，16日にⅠへ確実に行っているこ  

とがわかった．以上の事実から，患者の多くが4月中旬  

にⅠで喫食し，18－20日の潜伏期を経て発病したものと  

推定されたので，Ⅰの環境調査，従業員及びその家族の  

検便，井戸水，し尿浄化槽排水及び河川水の菌検査が行  

われた．検便の結果，従業員の便からは本菌は検出され  

なかったが，従業員の家族（表36のNo．14，No．15）か  

ら本菌D2ファージ型を検出した．またNo．14の妹弟も  

5月初旬に気管支喘息や発熱などで投薬治療を受けてい  

ることが判明したので，No．14検体由来の分離非加熱抗  

原で妹弟血清についてウィダール反応を試みると，両血  

清とも160倍の旋集価を示した．したがって，この妹弟  

も5月初旬に本症に感染した疑いが持たれ，No．14患者  

が本症流行の感染源と推定された．更に，Ⅰでは9店  

舗が営業しており，飲料水は井戸から汲み上げ，貯水  

槽に貯えられ，各店舗に離水されている・この配水管ほ  

一部用水路の中を通っており，また，し尿浄化槽の排水  

わが国の肝硬変死亡の地理的分布は，東日本に低率で  

西日本に高率なことはよく知られている．西日本の中で  

も，福岡県は高死亡率県であり，特に男子は厚生省発表  

の死因別都道府県別訂正死亡率では，人口10万人対で昭  

和45年が24．8，昭和50年は25．2でいずれも全国一の死亡  

率を示し，きわめて憂慮される事態にある．肝硬変症の  

成因のうち，重視されるものとして，アルコールの大量  

摂取やウイルス性肝炎などがあげられている．本県では  

集団現象として肝硬変の高死亡率が認められるが，アル  

コールの大量摂取やウイルス性肝炎の蔓延が高死亡率の  

原因であるかどうかは現在のところ不明である．そこで  

今回は市町村レベルでの資料収集が比較的可能なアルコ  

ール消費量について，年別，酒類別にアルコール消費量  

を調査し，県内97市町村別死亡率との相関関係を明らか  

にすることとし，昭和53年度では，県下20箇所の小売酒  

販組合に保存されている資料の整理収集と男子肝硬変死  

死率とアルコール消費量との相関係数の算出と相関図の  

作成を行った．その結果，しょうちゅうと肝硬変死亡率  

との間で1％の危険率で有意に高い正の相関性を認めた  

が，詳細な相関分析は54年度に継続することにした．   

感染症疫学調査関係  

八女郡に集団発生した腸チフス流行調査   

昭和53年5月初旬から中旬にかけて，八女郡において  

腸チフス患者の集団発生があり，当所が衛生部保健対策  

課から依頼を受けて行った疫学調査の概要は次のとおり  

である．   

本症患者は380－400Cの発熱，頭痛，全身倦怠感等を  

主徴として発病した．発病時期は昭和53年5月2日を初  

発とし，5月21日までに13名がり思した．患者は八女郡  

表 36  八女郡に発生した腸チフス患者と その検査結果  

番号 年齢 性 発病月日 検査材料 ファージ型  初期症状  Jへの立寄頻度  Ⅰでの喫食物  

5・2 血  液   D2   発  熱 4声＝ニ5・6回  いなり・肉うどん   男
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4 血  滴  

4 血  液  

5 血  液  

6 臨床決定  

6   便  

8 血  液  

8 血  液  

D2   食欲減退・頭痛  

D王   倦  怠  感 4月15日とそれ以前  

D王   発  熱 4月中旬  

発  熱 4月15日，4fl16日だけ  

D才   頭 痛・倦怠感 4月15日  

D才   倦怠感・発 熱 4月16日  

D2   発  熱 4月中度々  

5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
 

カツカレー  

焼肉料理  

カツカレー・おでん  

焼肉料理  

ホルモン料理  

ラーメン  

5・10 臨床決定      発  熱 3月，4月20日以前   ラーメン  

5・10 血  液  

5・16 血  液  

5・20   便  

5・21 血  液  

便  

便  

D2   発  熱 4月中  カツカレー  

D2   発 熱・頭 痛 4月15日  ドライカレー  

D2  

D2   倦怠感・発 熱 4月中の土曜日  ラーメン・カレー  

D2  Ⅰの一店に居住  

D2  Ⅰの一店に居住   
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がかかるという極めて非衛生的なものであった．この井  

戸及び貯水槽からは本菌の検出はできなかったが，大腸  

菌群が8－130MPN／100mJ検出されたことは，井戸水  

が井戸の数メートル横に設置されたし尿浄化槽から汚染  

されたものと考えられる．   

以上のことから，本件の感染経路は，まずNo．14の保  

菌者が感染源となり，1の便所からし尿浄化槽を経て井  

戸水を汚染し，一過性に飲料水を汚染した可能性が考え  

られる．また保菌者による食器あるいは食物の直接汚染  

も考えられるが，患者は9店舗中の4店舗で喫食してい  

ることや，食事の内容が多彩であること，従業員からは  

感染者が発見されなかったことからみて，各店舗に共通  

の国子を持つ飲料水が今回唯一の感染源であった可能性  

が最も強いと思われる．  

分数を示す．行政依頼と一般依頼とを比較すると，その  

比は1：1であった．なお表37の製品検査の試料は，た  

くあん漬に用いられる色素製剤であった．以上の試験検  

査を試験項目別に見ると，行政依頼では重金属，残留農  

表 38  食品の試験項目別成分数  

成  分  致  
試 験 項 目  

行政依頼  一般依頼  

般   成  

食 品 添 加  

清 涼 飲 料  

分
物
水
乳
装
査
剤
剤
料
剤
料
剤
素
 
 
薬
 
 

）
 
 

＊
 
 

3
5
0
別
0
 
4
2
0
7
6
 
0
6
1
0
3
5
詭
2
1
4
0
5
9
 
5
1
0
6
 
 

1
 
 

2
 
0
 
1
 
 

1
 
 

374  

81  

18  

52  

規
格
試
験
 
防
漂
着
発
甘
酸
 
 

牛
容
梨
 
 

器
品
席
白
色
色
味
防
 
 

旬
検
 
 

5
 
ご
U
 
6
 
0
 
8
 
 

3
 
1
 
4
 
1
 
1
 
 

2
 
1
 
 

0  

30  

1  

13  

33  

0  

0  

16  

58  

衛生化学課  

昭和53年度に行った業務のうち主なものは，食品中の  

残留農薬，PCB，水銀，添加物等の規格適否試験，医薬  

品の局方適再試験及び環境放射能調査等恒常的業務のほ  

か，牛乳，じゃがいもによる中毒の原因調査及び厚生省  
●●●●●  

からの要託調査業務として日常食品中の汚染物摂取量調  

査，血液中のPCBの性状調査などであった・   

食 品 関 係   

表37に食品別試験件数を，表3引こ食品の試験項目別成  

表  37  食 品  

ひ  

重金属頬（Hg，Pb，Cd等  

残   留   農  

P  C  B  

ビ    タ  ン  

そ  の  他  ＊＊  

計  18朗  1101  

＊pH．ソラニン等  ＊＊pH，無機質．HCHO．アルカ  
リ度．糖度．有効塩素等  

別 試 験 件 数  

行 政 依 頼  一 般 依 頼  

判定を要する試験  

適  不適  

判定を要する試験  区  分  

適  不適  

魚介．肉，卵類及びその加工品（かん詰，ぴん譜を除く）  

乳製品及びその加工品  

穀類及びその加工品（かん詰－ぴん詰を除く）  

野菜．果物及び富の加工品（かん詰，びん言責を除く）  

菓  子  類  

清 涼 飲 料  

かん詰，びん詰食品  

その他の食品  

添加物（化学合成品及びその製剤，その他の添加物）  

器具，容器包装  

製 品 検 査  

そ  の  他  

＊
 
 

2
 

別
 
 

8
1
 

6
3
1
4
 
2
4
 
4
8
 
1
9
 
9
 
1
0
 
3
 
0
別
0
 
0
 
 

0
 
0
 
ハ
U
 
2
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
（
U
 
 

4
 
9
 
3
 
0
 
2
 
1
 
1
 
3
 
1
 
1
 
9
 
3
 
 

1
 
1
 
 

1
 
1
 
 
 
 
1
 
4
 
2
 
 

†
 
 

†
 
 

†
 
 

9
2
7
 
封
 
7
 
2
3
 
1
1
 
2
3
 
1
6
u
 
4
5
2
9
 
1
0
 
 

0
 
ワ
】
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
4
 
0
 
0
 
 

計  273   

＊ つくだ煮規，嗜好品．サラダコロッケ  ＊＊ 包装紙  

†粉末だし，たれ・ソース類，シロップ，茶わんむし，梅肉エキス等  

††ふきん，おしめ．フイルム，おしめカバー用句装紙，つぼ等   
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薬及びPCB等による食品の汚染状況調査が大部分を占  析（栄養分析），容器包装の規格試験（主にけい光染料，  

め，その他は清涼飲料水，合成樹脂容器旬温 食品中の  ホルムアルデヒドの検出）及び製品検査が大部分を占め  

添加物の規格試験等であった．一般依頼では一般成分分  た．以下主な業務の内容を概説する．  

表 39  野菜及び果実の残留農薬検査（単位：ppm）  

ディルドリン ダ  イ カ  ル  
（エンドリン）アジノン パリ ル  

品 名 検体数  栽  培  地  ひ素  鉛   総BHC 総DDT  

（1．0） （1．0） （0．2） （0．2） （ND） （0．1） （1．0）   ND ND ND ND ND ND  ND  
（3．5） （3．5） （0．2） （0．2） （ND）  の．1）  

夏みかん実  2  遠賀郡・福岡市  

〃  皮  2   〃  

い ち ご 2 嘉穂郡・筑後市   

にんじん  2 三井郡・柏屋郡   

じゃがいも 2 朝倉郡・久留米市  

ND  ND  ND  

（0．2） （ND） （0．1）   ND ND  ND   

ND  ND  ND  

（1．0） （1．0） （0．2）  
0．05   0．01  0．001  

（1．0） （1．0） （0．2）  
ND O．02－0．14  0．001  

（0．2） （ND） （0．1）   
0．0（娼  ND  

（0．1）  
ND  ND  

たまね ぎ  2  ′ト郡市・飯塚市  

（0．2）  （0．2） （0．02）  
ND  ND  ND  

）                                 （0．2） （0．02）  

吼1） （1．0）  
ND  ND  

（0．1）  
ND  

（0．1）  
ND  

（0．1）    ND  

（0．1） （1．0）   
0．0120．伯6－0．208  

（0．1）  
ND  

（0．1） （1．0）  
ND  ND  

（0．1）  
ND  

（0．1）  
ND  

（0．1）  
ND  

（0．1） （1．0）  
ND  ND  

（0．1） （1．0）  
ND  ND  

（0．1）  
ND  

（0．1） （1．0）  
ND  ND  

（0．1） （1．0）  
ND  ND  

の．1） （1．0）  
ND  ND  

（0．1） （1．0）  
ND  ND  

キャベツ   2 筑紫野市・久留米市  

きゅうり 6 云：莞寡穂郡  

を   す  2  嘉穂郡・鞍手郡   

と ま と 1 飯塚市   

ぶ ど う  3  八女市・飯塚市   

まくわうり 1 嘉穂郡   

を  し  2 甘木市・直方市   

かぼ ち ゃ 1 浮羽郡   

さといも  2 熊本県・宮城県   

ピーマ ン 1 嘉穂郡  

茶  2 八女郡・筑後市   

か  き  2  田川郡・浮羽部   

ほうれん草  2  田川市・嘉穂郡   

大   根 1 田川郡   

大 根 葦 1  〃  

米  2 飯塚市・田川郡   

はく ぎい 1 嘉穂郡   

み か ん 1 山門部   

か   ぶ 1 八女郡   

か ぶ 葦 1  ク  

（1．0） （1．0） （0．2  
0，05   0．130．001－0．002   ND O，007－0．044  

（0．2） （0．2） （0．02）  
ND  ND  ND  

（1．0） （1．0） （0．2） （0．2） （0．02）   0．10   0．18    ND ND ND  
（1．0） （1．0） （0．2） （0．2） （ND）   ND O．25  0．001   ND ND  

（3．5） （5．0） （0．2） （0．2） （ND）  
ND  ND  ND  ND  ND  

（0．2） （0．2）  
ND O．001  

（0．2） （0．2）  
ND  ND  

）  

ND  ND  ND  

）  

（0．2  

（0．2  

（0．2） （0．2） （ND）  
ND  ND  ND  

（1．0） （1．0） （0．2） （0．2） （ND）   ND O．5  0．001   ND ND  
（0．2） （0．2） （0．02）  

ND  ND  ND  

）  

ND  ND  ND  

）  

（0．2  

（0．2  
0．003  ND  ND  

（0．2）  

の．2）  

（0．2） （0．02）  
ND  ND  ND  

（1．0）  （0．2） （ND）  
ND  ND  ND  ND  

（0．1）  
ND  

（0．2）  
ND  

（0．2）   
0．005  

（0．1）  （0．2） （0．2）  
ND  ND  ND   

（）内は基準値  

パラチオン．マラチオン，フユニトロチオン，ジメトエート，エンドリン，ジコネール，EPN，クロルベンジレート・  

ジグロルポス，フェンチオン，フェントエート，キャブタンはいずれも検出されなかった   
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1残留農薬調査   

表39に野菜及び果実類47件の残留農薬検査結果を示す・  

許容基準は超えるものはきゅうりのディルドリン2件  

（0．026，0．044ppm）だけであり，その他は微量のひ素，  

鉛，総BHC，総DDT，ディルドリン，ダイアジノン及  

びカルバリルの検出が散見される程度で，検出頻度は非  

常に少なかった．なお有機りん系農薬は全く検出されな  

かった．   

表40に牛乳申の残留農薬検査結果を示す．野菜及び果  

実等と異なり，わずかながらすべての試料中に総BI忙，  

総DDT及びディルドリン（1件を除く）が検出され，  

表 40  牛乳中の残留農薬検査（単位：ppm）  

表 42  魚介類の総水銀検査（単位：ppm）  

魚 種  検体数   漁 獲 地  検出値  

き
じ
ぴ
 
 

ゎ
 
 

あ
 
あ
 
あ
 
 

有明海  

玄界灘  

有明海  
ク  

0．02  

0．08  

0．03  

0．01  いいだ こ  

い  か  

甲 い か  

い さ き  

え  そ  

おにかさご  

か ま す  

か れ い  

したかれい  

かわは ぎ  

き  す  

玄界灘・東シナ海  0．01－0．（旭  

玄界灘  0．07  

玄界灘・東シナ海  0．02－0．10  

玄界淑  0．01  

玄界灘・東シナ海  0．鵬－0．13  

有明海  0．03  

玄界灘  0．掴   

〃  0．掴  

有明海  ND  

品 名 検体採取地総BHC 総DDT ディルドリン  
げ
 
ろ
え
ば
 
ら
 
こ
 
お
 
ぐ
ら
ら
ず
 
 

く ら  

こ の  

さ ざ  

牛 乳 久留米市   

”  嘉穂郡  
／′  ′′   

”  柳川 市  

”  春日 市   

′′  筑紫野市  

加工乳 久留米市   

”  募穂郡   

′′  春 日 市   

”  筑紫野市  
′′  ′′  

l
 
l
 
l
 
l
 
 
 
 
1
 
2
 
1
 
1
 
1
 
1
 
0
0
0
0
0
0
0
0
D
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
0
 
0
 
0
 
〇
．
N
 
O
．
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
〇
 
 

1
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
3
 
2
 
2
 
2
 
2
 
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 
0
0
0
0
0
0
0
0
 
 

0
 
0
 
（
U
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
 
 

㈹
蝿
0
0
3
肌
㈹
㈹
0
1
1
㈹
抑
折
0
0
7
 
 

0
 
0
 
0
 
（
U
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
 

し
 
 

玄界灘  0．07  

玄界灘．有明海   0．01－0．03  

玄界灘  0．01  

東シナ海  0．05  

玄界灘  0．03－0．23   

〃  0．02  

有明海  0．02  

玄界灘  0．06  

ー｝  

■
【
ノ
 
 

ち
 
 

さ
 
し
た
 
た
 
ふ
 
ペ
 
ぼ
 
や
 
 

平 均 値  0．006  0．002   0．001  

このことは，食物連鎖の終末に近い動物への残留の根強  

さを物語っている．   

2 魚介類等のPCB調査   

表41に魚介類11件，乳類4件，肉類3件の検査結果を  

示す．いずれも暫定的規制値を大きく下廻った・   

3 魚介類の水銀調査   

表42に県内魚市場で採取した九州近海産魚介類の検査  

結果を示す．  

暫定的規制値（近海魚：0．4ppm）を超えるものはなか  

った．   

4 牛乳中に混入した農薬の検索   

田川保健所から，M社製牛乳を飲んだところ，7，8  

分後に嘔吐，倦怠感，手足のしぴれ等の中毒症状を呈し  

た患者があったとの報告があり，その原因物質の検索を  

行った．その経過及び結果は以下のとおりであった・  

1）中毒症状，臭気等から，石油系，農薬系化学物質  

の混入を想定し，その抽出分離を試みた．エーテル・石  

油エーテル（1：1）の混合溶媒で抽出し，雅一ペンタン  

ーアセトニトリル分配を行ったのち，一定量に減圧濃縮  

した．なおコントロールとしてM社の同一ロットの牛乳  

を使用した．2）FID及びFPD付ガスクロマトグラ   

牛乳中の有機塩雇系農薬の暫定許容基準   
β一BHC：0．2ppm，DDT：0．05ppm． ディルドリン：   
0．005ppm  

表 41  P C B検査（単位：ppm）  

平均 暫定的  
値 規制値  

品 名  検体数産 地  検出値  

いいだ こ 1 有明海  ND ND 3  
い さ き 1 東シナ海  0．03 （）．03  

ふぐ1玄界灘NDND  
かれい 2ほ丹莞ND－0・010・01  

たち う お 1 東シナ海  0．02  0．02  

甲 い か 1 玄界灘  ND ND  
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ケ
 
ケ
 
ケ
 
〃
 
〃
 
ケ
 
〇
．
ク
 
O
 
1
 
0
 
〇
．
ク
 
0
 
 

おにかさご 1  ク  

や   ず 1  〃  

あ  じ 1  ク  

さ  ば 1   〃  

ク 〃
 

0
・
 

。
5
 

‥
ク
‥
 
 

0
・
N
 

牛  乳 2  

乳酸菌飲料 1 春 日 市  
育児用粉乳1閻  

肉類l芸  
肉 1   ヶ  

肉 1 久留米市  

鶏  卵 1  ク  
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7 水貯蔵用ポリエチレン製容器の検査   

昭和53年春から冬にかけて，福岡地方は未曽有の異常  

渇水に見舞われ，給水制限が続き，各家庭において各種  

ポリエチレン製容器に上水を貯蔵することが多くなり，  

容器の安全性が問題になった．そのため，この容器につ  

いて“合成樹脂製容器包装の規格試験’’に準ずる検査を  

行ったが，基準を超えるものはなかった．   

8 いりこの酸化防止剤   

いりこは‘‘魚介乾製品”であり，BHA，BHT等の添  

加が許可されている（0．2g／kg）．しかしその製造実  

態は不明な点が多く，ほとんどの袋詰製品について添加  

表示がなされていない．今回添加表示が欠けている県内  

産の5件について調査を行った結果，BHAについては  

3件に13－37ppm，BHTについては1件に5ppmが  

検出された．   

9 日常食品中の汚染物摂取上訴査   

厚生省の委託によって，日常食から人体申に取り込ま  

れる環境汚染物の摂取量調査を‘‘マーケット・バスケッ  

ト方式，，に従って行った．調査項目は有機りん系及び塩  

素系農薬，PCB，水銀，ひ素，カドミウム，亜鉛，マン  

ガン，銅，鉛等である．有機りん系農薬はすべての食品  

に検出されず，有機塩素系農薬は魚介類，肉類，乳類に  

多く含まれていた．金属類は濃度の差はあるにしても，  

ほとんどすべての食品に含まれていたが，特に水銀は魚  

介類に多く含まれていた．この調査は昭和54年度も引き  

続き実施の予定である．   

人 体 関 係  

1血液中のPCI主の性状調査   

当年度も引き続き，油症認定者，保留者及び未認定者  

計糾名について血中PCBの性状及び濃度の調査を行っ  

た．ピークパターンの分類方法は例年とほぼ同じであり，  

また，過去における分析結果と大きく変化したものはな  

かった．更に，濃度についても過去の結果とほぼ一致し  

た．すなわち，過去3－4年間における血中PCB の性  

状及び濃度の変化は極めて小さいことが推察された．検  

表 43 母乳巾PCB及び有機塩素系  

農薬分析結果 （単位：ppm）  

フ（GC）パターンから，混入物ほダイアジノンと推定  

された．3）コントロールの牛乳に認められず，中毒を  

引き起した牛乳だ捌こ認められた．特異的なピークをガ  

スクロマトグラフィー質量分析計（GC－MS）で分析し  

た結果，ダイアジノンであることが判った．   

4）そのダイアジノン濃度は9．1ppmであり，牛乳  

摂取量から勘案して，ダイアジノンだ捌こよる中毒とは  

考えられず，他の混入異物の存在が推定された．   

5）精油定量器によって揮発成分を抄ヘキサンで捕  

集し，この捕集液についてFID付GC及びGC－MS  

で分析したところ，β－，椚－，かキシレン及びエチルベン  

ゼンがそれぞれ16ppm，36ppm，14ppm，34ppmで，  

全量100ppmの溶剤の存在が確認された．したがって  

混入した異物は，約8．5％のダイアジノン油剤と推定  

された・6）しかし，中毒患者のダイアジノン油剤推定  

摂取量は0．3／′Jにすぎず，中毒量に及ばないと考えら  

れた．   

7）中毒原因牛乳びんの紙葦の雅一ヘキサン抽出液を  

GCで分析した結果，蓋申の濃度500ppm，総量300FLg  

のダイアジノンを検出した．   

以上のことから，相当量のダイアジノン油剤が牛乳中  

に投入され，これが完全に混和されずに放置され，油剤  

を比較的多量に含むと考えられるびんの上の部分を飲取  

し，前記の中毒症状を呈したものと考えられる．   

5 じゃがいもによる中寺原因調査   

学校給食のカレーライスによって学童が下痢，嘔吐な  

どの中毒症状を呈したとの報告があり，使用したじゃが  
●●●  

いも中のソラニンによる中毒と推定されたので，その含  

量試験を行ったところ，ソラニジンとして皮部に0．01％，  

可食部に0．0002％，皮部を含む根塊中に0．0016％  

（α一ソラニンとして 0．0035％）を検出した。文献によ  

ると，じゃがいも申のソラニン量は約0．001％－0．013％，  
■●■●■  

中毒危険性のあるもの0．02－0．04％以上，中毒量  

200喝／人（経口）であり，今回の検出量及び摂取量から  

考察すると，とうてい中毒量には達しないと思われた．   

6 白沸かん南による中寺   

K社製白桃かん詰について，他県から“すず含量多量”  

として本捌こ調査依頼があったため，同一工場で同一時  

期に製造されたかん詰5試料について試験した結果，  

222－304ppmのすずが検出された．コントロールとし  

て用いた他社製品は70ppm前後であり，約3－4倍の  

濃度であった・かん壁がかなり腐食しており，高濃度の  

すずが検出された原因はかんからの溶出によるものと推  

定される．  

項  目  最 大   最 小   平  

P C B  

β－BHC  

総BHC  
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p〆－DDE  

総DDT  
ディルドリン  

l
 
1
 
2
 
3
 
3
 
5
 
 

7
 
7
 
7
 
3
 
4
 
7
 
0
 
0
 
1
 
1
 
0
 
1
 
1
 
0
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
∩
）
 
0
 
 

6
 
6
 
5
 
0
 
4
 
1
 
 

0
 
（
U
 
O
 
O
 
l
 
1
 
0
 
0
 
0
 
0
 
ハ
リ
 
O
 
O
 
O
 
 

O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
 

0
3
脱
㈱
0
1
4
0
5
6
0
6
9
㈹
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
（
U
 
 
 



ー34－  

表 44  母乳中の有機塩素系農薬及びPCBの経年変化（単位：ppm）  

総BHC  総DDT  ディ ルドリン  PCB  

最大  最小  平均  最大  最′J、 平均  点大  貴小  平均  最大  最小  平均  
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46・1  5  0．707  

47・2   8   0．612  

47・8  11  0．806  

亜・9 10  p，4糾  

49・8  10   0．203  

50・8  10   0．610  

51・8  10   0．369  
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＊押′一DDTの値  

診者の内訳は，認定者60％，保留者20％，未認定者  

20％であった．認定者のうち，約75％がA及びBパタ  

ーンを示したのに対し，保留者，未認定者はその大部分  

がCパターンであった．また認定者は一般に高いPCB  

濃度を示した．   

2 母乳中のPCB及び有機塩素系農薬調査   

母乳中PCB及び有機塩素系農薬分析の当年度の結果，  

及び分析結果の経年変化を表43，44に示す．試料を採取  

した地域は，例年どおり朝倉及び八女保健所管内であっ  

た．総BHCのすペてはβ－BHCであり，また総DDT  

の約80％は久ダ・DDEであった．この傾向は本訴査  

の開始以来ほとんど変らず，汚染歴の古いことを示した・  

経年変化をみると，有機塩素系農薬の総BHC，総DDT  

及びディルドリンについては，年によって多少の高低は  

あるが，漸減の傾向を示し，特に総BHCにおいてその  

傾向が著しい．これに対してPCBについてはほとんど  

変化がない．   

3 血液中の重金属土間査   

厚生省特別研究‘‘血液中の重金属から見た地域住民の  

健康評価に関する研究’’の一環として，福岡県における  

正常人の血液中重金属量調査を行った．福岡市郊外の新  

興住宅地域の住民で，普通の生活が可能な老人ホーム居  

住者（60歳以上の男性7名，女性15名）を対象とした．  

表45に血液成分及び重金属量について，老人ホーム居住  

者と前回実施した福岡市郊外居住者の成人との調査結果  

を示す．今回の調査対象者は，食事など日常生活をすべ  

て老人ホーム内で行っているため，現在の重金属摂取状  

況はほぼ同じと考えられるにもかかわらず，マンガン，  

鉛，カドミウムにおいて値の変動がみられた，   

また，前回の成人の調査結果と比較すると，赤血球数，  

鉄，亜鉛，鉛，カドミウムが成人より低く，逆に銅は老  

人の方が高い傾向がみられた．   

医薬品・家庭用品・放射能関係  

1医薬品・家庭用晶試験   

表46に医薬品・家庭用品の試料別試験件数を示す．医  

薬品において，胎盤製剤ラエンネック，オキシドー ル，  

ホルマリン，マーキュロクロム液及び精製水は局方適否  

試験，乳酸プレニラミン錠などは錠剤崩壊度試験を行っ  

表 45  性別・年齢別の血拒比重・赤血球数及び血拒中重金属量  

男  性  女  性  

項 目  27一朗歳（20検体）  鉱一紀歳（7検体）  00ー79歳（15検体）  

最大  最小 平均値・標準偏差 最大  最小 平均値・標準偏差 最大  最小 平均値・標準偏差  

血液比重  1．060 1．0551．057士0．（氾2 1．058 1．0501．054±0．003 1．053 1．0491．051±0．（氾2  

5乃 412 仇吐42・0  448 287 342・9±軋9  4別 2芯 359・5士77・5  

Fe（〝gノhり  

Cu（ク）  

Zn（ヶ）  

Pb（〃）  

Cd（ク）  

Mn（ク）   

579   468 530 ±：氾  

1．05  0．74  0．86 ±0．07  

7．4   4．6   6．3 ±0．6  

0．171 0．022 0．074±0．039  

0．（氾≡氾 0．（氾20 0．0032±0．（氾08  
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0．93 ±0．13  2．11 0．72 1．13 ±0．31  

4．4 ±0．4   5．5   3．2   4．4  士0．6  

0．ひ生0士0．027 0．144 0．（氾8  0．ひ19±0．α生0  

0．0017士0．（氾05 0．（氾4 0．（氾1 0．（カ23士0．（氾12  

0．031士0．010 0．ひ生2 0．012 0．027士0．010   
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表  46  医 薬 品 家 庭 用 品 試 験 件 数  

一  般  依  轍  行  政  依  頼  

品   名  判定を要する試験  判定を要する試験  
総件数  

適  不 適  適  不 適  

オキシドール  

ホルマリン  

マーキュロクロム滑  

稽 製 氷  

乳酸プレニラミン錠他  

ラエンネック  

コールドパーマ液  

乳幼児用 よだれ掛け  

〃   下 着  

〃   くつ下   

〃  寝衣（パジャマ）   

〃  寝 具   

〃  中衣（ブラウス）   

〃   外 衣   

〃   手 袋  

幼児用下着他  

住宅用洗浄剤   

ベビーフード他  

7  7  0  

2  2  0  

1  1  0  

1  1  0  
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0
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亡
U
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1
 
 
 
 
1
 
 

家   

庭   

用   

rコ  ロロ  

12  12  0   

4  4  （）  

放射線  
測 定  

計  2：犯  208  22  3  0  

た．これらのうち，胎盤製剤ラエンネックはすべての試  

料に懸濁物が認められ，局方不通であった．家庭用晶は，  

住宅用洗浄剤を除き，ホルムアルデヒドの検出試験を行  

ったが，すべて検出されなかった．   

2：放射能調査   

料学技術庁の委託事業として，雨水，ちり，海水，海  

底土，陸水，土壌及び各種食品について全β放射能測  

定と空間線量測定とを，牛乳について131Ⅰ，137Cs及び  

90Srの核種分析を行ったが，いずれもバックグラウンド  

値程度であった．更に昭和53年10月の中国核実験の際に  

は，雨水，ちり，牛乳等について，全β放射能測定及  

び131Ⅰの核種分析を行ったが，その影響は認められなか  

った．  

環境汚染開・係  

薬剤防除安全確寵調査   

前年に引き続き，県水産林務部の依頼によって，松く  

い虫防除のためのスミチオン空散地区河川に生息する淡  

水魚の体内残留薬剤を調査した，昨年と同様，遠賀郡矢  

矧川下流河口付近のクロマツ林内の散布地点水域から薬  

剤散布前後に採取したフナ，セリタナゴについて薬剤分  

析を行った結果，空散により，魚体申の薬剤濃度は急激  

に増加したが，減少も早く，約8日間で検出限界値  

（0．01ppm）以下になった．なお，空敵前に採取された  

検体の一部から薬剤が検出されたが，これは調査区域外  

の地点で，空敵前に多分農業用に同薬斉摘ミ散布された影  

響と思われる．  

環 境 科 学 部   

た．   

環境大気調査は，児に対する環境庁の委託事業として，  

大牟田地域環境大気調査を行った．また県独自の業務と  

して，筑後6市（甘木市，小都市，八女市，筑後市，柳  

川市，大川市）及び筑紫野市における大気汚染調査を実   

大  
課  

大気汚染防止法に基づき，環境大気調査及び煙道排ガ  

ス調査を，また悪臭防止法に基づき，惑臭調査を実施し  
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依 頼 検 査 項 目 数（環境大気調査）  

項  目  県  市町  項  目  
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日  射  量  

紫 外 線 量  

二酸化硫黄  

浮遊粒子状物質  

一酸化肇素  

二酸化窒素  

一酸化炭素  

オキシダント  

オ  ゾ  ン  

全炭化水素  

非メタン炭化水素  

浮遊粉じん量  

カ ド ミ ウ ム  

鉛  

亜  鉛  

鋼  

マ ン ガ ン  
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鉄  

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
亡
U
 
O
 
亡
じ
 
亡
U
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
l
 
l
 
l
 
 

12  0  
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コ バ ル ト  
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 硫 化 水 素  

ガス状総ハロゲン  

ふ  っ  素  

ホルムアルデヒド  

シ   ア   ン  

ベン・ゾ（a）ビレン  

硫酸 イ オ ン  

硝酸 イ オ ン  

りん酸イオン  

有  機  物  

降下ばいじん総量   

不溶解性成分   

溶解性成分  

0
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（
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7
 
亡
U
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6
 
 

0
 
 1

 
 

2  106  

2  106   

水素イオン濃度（pH）  0  67   

貯  水  量  2  106  

硫黄酸化物（PbO，法）  0  231  

合  計  18419  770  

表 4S  依頼検査項目数（煙道排ガス調査）  表 49  依頼検査成分数（悪臭調査）  

項  目  県  成  分  名  県  

ばい じ ん 量  
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行った．   

調査研究は，1）環境指棲としての樹木について，2）  

液化石油ガスボンベ残泣から発生する臭気成分について，  

3）アルカリろ紙測定法の検討，4）瓦工場周辺のふっ  

素化合物による植物被害についてなどであった．以上の  

・業務について，全依頼検査項目数は衰47から49に示すよ  

うに，環境大気調査は19189，煙道排ガス調査は268，意  

臭調査は167で，総数は19624項目であった．また調査研  

究は726項目であった．これらからも明らかなように行  

政的業務は課全業務の96％ に達している．   
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ヒ
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醸
硫
重
 
 
合  計  

施し，更に市町村からの依頼業務として大牟田市，行橋  

市，苅田市及び水巻町における大気汚染調査を実施した．   

煙道排ガス調査は，火力発電所立入調査など5件であ  

った．   

悪臭調査としては，悪臭規制基準設定調査など3件を  
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た原因としては測定期間中の主風向が南東方向であった  

ため県道5号線，九州縦貫道からの影響が小さかったも  

のと考えられる．   

2 大牟田地域環境大気調査   

大牟田市は石炭の採掘及びこれを原料とする石炭化学  

を中心に，非鉄金属及び機械工業などが盛んな地域とし  

て知られている．今回の調査は大牟田地域における大気  

汚染の質及び量をは握し，大気汚染防止対策に必要な基  

礎資料を得る目的で，環境大気中に存在する各種の大気  

汚染物質の測定分析を行った．この調査は環境庁から県  

への委託業務として行ったもので，県環境整備局公害課  

とともに，昭和53年8月に，大牟田市円の四山居及び国  

設局で実施した．これらの調査結果は，表51，52に示す  

ように，バックグラウンド値に近い値であった．   

3 筑後6市における大気汚染調査   

筑後6市（甘木市，小郡市，八女市，筑後市，柳川市，  

大川市）における主として自動車排気ガスによる環境汚  

染の実態をは超し，今後の大気汚染防止対策の基礎資料  

とする目的で，県環境整備局公害課の依頼を受け調査を  

行った．   

この結果の概要は本誌資料（pp．96－99）に示す．   

4 大牟田地区ふっ素影響調査   

大牟田市に所在するアルミニウム工場から排出される  

大気汚染関係  

1筑紫野市における大気汚染調査   

筑紫野市湯町は県道5号緑及び九州縦貫道が町の西端  

を通り，自動車排ガスによる大気汚染が懸念されている．   

そこで，大気汚染の実態をは握するため県環境整備局  

公害課の依頼で昭和53年7月10日から7月旭日まで調査  

を行った．   

測定結果は表50に示すように，浮遊粒子状物質が1時  

闇値で1回だけ環境基準値（1時間値0．20喝／d）を超  

えていた・しかし，他の測定項目はいずれも低い値を示  

し，環境基準値以下であった．このように低い値を示し  

表 50 筑紫野市における大気汚染物質測定結果  

項   目  最高  最低  平均  

二酸化硫黄 （ppm） 0．013 0．001  

浮遊粒子状物質 （mg／mり  0．21 0．00  

二酸化窒素 （ppm） 0．067 0．005  

一酸化窒素 （ク） 0．077 0．001  
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一酸化炭素 （ク） 1．9  0．1 0．5  

オキシダント （ク） 0．032 0．000 0．010  

オ  ゾ  ン （〃） 0．030 0．000 0．（粕5  

全炭化水素 （ク） 3．00 1．90  2．46  

非メタン炭化水素（ク） 1．40  0．30  0．72  

自動車台数 （台／時）2735   拡 12卸   

風向（主風向）  SE．ESE 静穏7％  

表 51 大牟田地域環境大気調査の概要（測定点：四山局）  

試料採取 5日間の  日  平  均  値  
物   質   名  

時間（時間）平均値 8月5日 8月6日 8月7日 8月8日 8月9日  

ガス状総ハロゲン  

ア ン モ ニ 7  

ホルムアルデヒド  

硫 化 水 素  

シ   ア   ン  

総 ふ っ 素  

ガス状ふっ化物  

粒子状ふっ化物  
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表 52  大牟田地域環境大気調査の概要（測定点：国設局）  

試料採取5日間の  目  平  均  値  
物   質   名  

時間（時間）平均値 8月5日 8月6日 8月7日 8月8日 8月9日  

ガス状総ハロゲン（〟g／m3）  

ア ン モ ニ ア （ 〃 ）  

ホルムアルデヒド（ 〃 ）  

硫 化 水 素 （ 〃 ）  

シ  ア  ン （ 〃 ）  

総 ふ っ 素 （〟gF伽3）  

ガス状ふっ化物 （〃）  

粒子状ふっ化物 （〃）  
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120  0．02  

24   ＜0．013 ＜0．013  

1   32  55  

24  0．43   0．57  

1  0．005   0．003  

1  0．020   0．022  

1  0．013   0．014  

1  0．007   0．008  

1  0．014   0．014   

0．05   0．07   0．07   0．20  

0．019 ＜0．013  0．015 ＜0．013  

27  20  22  37  

0．17   0．47   0．封   0．42  

0．003   0．004   0．007   0．007  

0．009   0．022   0．029   0．018  

0．004   0．017   0．019   0．011  

0．005   0．006   0．009   0．008  

0．012   0．013   0．016   0．013  

〃  浮遊粉 じ ん   

ベンゾ（8）ビレン（ng／m3）  

二酸化硫黄 （ppm）  

窒素酸化物 （ 〃 ）  

一酸化窒素 （ 〃 ）  

二酸化窒素 （ 〃 ）  

オキシダント （ 〃 ）  

表 －54 アルミニウム工場周辺におけるアルカリろ紙  

法による大気中ふっ素化合物測定結果  
表 53 アルミニウム工場周辺におけるダストジャー  

による降下ばいじん中溶解性ふっ素量  

アルミニウム  

調査地点   工場からの距離  

（h）  

ふっ素（〟g／10000γ月）  
溶解性ふっ素   

（短仙γ月）  

アルミニウム  

調査地点   工場からの距離  最高 最低 平均  

（h）  最高 最低 平均  四山測定局  1．1  6
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 ふっ素化合物による同市の大気汚染防止対策の基礎資料  

とする目的で，県痍境整備局公害課の依頼によって調査  

を実施した．調査項目はダストジャー法による降下ばい  

じん中及びアルカリろ紙法による環境大気中のふっ素の  

測定で，その測定結果は表53，54に示す・降下ばいじん  

中のふっ素は昭和47年から年々減少候向にあった・また，  

表弘 54からもわかるように降下ばいじん申及びアルカ  

リろ紙法によるふっ素量とアルミニウム工場からの距離  

との間には距離減衰は認められない・このことからも，  

工場から排出されるふっ素化合物の汚染の度合が減少し  

ていることがわかった．   

5 大牟田市における浮遊粉じん調査   

大牟田市に所在する亜鉛製錬工場と福岡県，大牟田市，  

衛生公害センター  

熊本県及び荒尾市との間にカドミウムの環境大気濃度を  

0．1／唱／m3以下とする環境保全協定が締結されている．   

そこで，県環境整備局及び大牟田市の依頼により，大  

牟田市内において，昭和㍊年4月から昭和54年3月まで  

に，ハイポリウムエアサンプラーで採取した浮遊粉じん  

中の金属分析を行った．結果は表55に示すとおりである．  

なお新地アパート及び内野医院において，あわせて3件  

が協定値を超えていた．   
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表 55  大牟田市におけるハイポリウムエアサンプラ一による浮遊粉じん分析結果  

（昭和53年4月一昭和舅年3月）  （単位：〃g／㌦）  

新地アパート（19）  内野医馴   
項。  

七浦公民館（8）学，市役所（2）  

最高  最低  平均  最高  最低  平均  最高  最低  平均  平均  平均  

粉じん濃度 339  78  176  210  52  120  194  71 131  169   186   

0．007  0．009   

0．10   0．20   

0．327  0．449   

0．106  0．087   

2．83   2．91   

カドミウム  0．107  0．002  0．025  0．458  0．003  

鉛  0．68  0．03  0．33  0．99  0．05  

亜   鉛  6．21  0．159 1．63  9．87  0．1別＝  

鋼  0．528 く0．019  0．207  0．764  0，124  

鉄  6．29  0，96  3．16  3．27  0．67  

マ ンガン   0．146  0．006  0．079  0．093  0．005  

ク ロ ム ＜ 0．07 ＜ 0．07 ＜ 0．07 ＜ 0．07 ＜ 0．07  

0．055  0．018 ＜ 0．002  0．009  

0．24  0．22 ＜ 0．02  0．11  

1，65   0．760  0．O10  0．408  

0．407  0．460＜ 0．019  0．1糾  

1．79  4．13  0．62  2．18  

0．053  0．137  0．011  0．064  0．047  0．053  

＜ 0．07 ＜ 0．07 ＜0．07 ＜ 0．07 ＜ 0．07 ＜ 0．07  

（）は測定回数  

表 55 大牟田市におけるハイポリウムエアサン  
プラ一による浮遊粉じん分析結果（つづき）  

（昭和㍊月4月一昭和封年3月）（単位：〃g血り  

表 56 行橋市，苅田町，水巻町大気汚染調査結果  

降下ばいじん  硫黄酸化物  

年 月 （t／hy月） （SO，叩／100叫日）  

八木町 若宮病院 三 川 有明高専  
項目  J（2）  （2） 公民館  

平均  平均  （1）   （1）  

行橋市  水巻町  行橋市  苅田町  
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粉じん濃度 136  165  144  ∈通  

力ドミウム   0．004  0．013  0．桐3  0．002  

鉛  0．09   0．20   0．71  0．04  

亜   鉛  0．271  0．493  2．42   0．130  

銅  0．119  0．1t姥  0．209  0．112  

鉄  1．91  2．49   2．38   0．∈沌  

マ ンガン   0．049  0．059  0．040  0．009  

ク ロ ム ＜0．07  ＜0．07  ＜0．07  ＜0．07   

（）は測定回数  

6 行橋市，苅田町及び水巻町における大気汚染明査   

標記各市町からの依頼により調査を実施した．行橋市  

では昭和45年度から8地点で硫黄酸化物（PbO2法）及  

び降下ばいじんを，また苅田町では昭和41年度から13地  

点で硫黄硬化物を，更に水巻町では昭和47年度から3．地  

点で降下ばいじんを測定しているが，昭和53年度の測定  

結果は表56に示すように，前年度とほぼ同じ値であった．   

7 硫黄酸化物総t規制立入調査   

県下では，苅田町を含む北九州市及び大牟田市におい  

て硫黄酸化物排出量の総量規制が実施されている．   

その遵守状況をは握する目的で，苅田町及び大牟田市  

において2回にわたって，重油使用施設の硫黄酸化物排  

出量，使用燃料中の硫黄分及びコークス炉ガス中の硫黄  

分を県環境整備局公害課とともに調査した．   

7・1苅田町における立入調査   

昭和53年4月に硫黄酸化物排出量を5施設で，また，  

使用燃料中の硫黄分を7施設で調査した．その結果，使  

用燃料中の硫黄分が1施設で届出値を超えていた．   

更に，昭和54年3月に使用燃料中の硫黄分を4施設で  

調査を行ったが，届出値を超えていた施設はなかった．  

5
 
 

1
 
 
 

0
 
 

4
 
 

1
 
 
 

0
 
 

7
 
 

0
0
 
 
 

2
 
 

9
 
 

9
 
 
 

2
 
 

均
 
 

平
 
 
 

7・2 大牟田市における立入調査   

昭和53年6月に硫黄酸化物排出量を13施設，使用燃料  

中の硫黄分を16施設，コークス炉ガス中の硫黄分を3施  

設で調査した．その結果，硫黄酸化物の排出量はすペて  

の施設で計画値以下であった．しかし，使用燃料中の硫  

黄分は，16施設のうち2施設が届出値，また，コークス  

炉ガス中の硫黄分は3施設のうち1施設が計画値を超え  

ていた．更に，昭和54年1月から2月にかけて，硫黄酸  

化物排出量を3施設，使用燃料中の硫黄分を11施設及び  

コークス炉ガス中の硫黄分を1施設で調査した・その結  

果，硫黄酸化物排出量は3施設のうち1施設が計画値，  

また，使用燃料中の硫黄分は11施設のうち2施設が届出  

値をそれぞれ超えていた．しかし，コークス炉ガス中の  

硫黄分は計画値以下であった．   

8 セメントエ場焼成炉立入調査   

田川市に所在するセメント工場のセメント焼成炉及び  

隣接する石灰石鉱山の環境大気について大気汚染物質を   
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表 57 ハイポリウムエアサンプラ一による浮遊粉じん  

成分分析結果（昭和53年12月）（単位：〝g／m8）  

年の6月から営業運転を開始している．福岡県及び豊前  

市は，発電所との闇に環境保全協定を締結しているので，  

この協定の遵守状況をは握するため，県環境整備局公害  

課とともに，昭和54年2月26日から3月2日まで調査を  

行った．   

調査項目はばいじん，硫黄酸化物及び窒素酸化物の3  

項目で，測定結果は表58に示すとおりいずれも協定値以  

下であった．   

悪 臭 関 係  

1悪臭規制基準設定調査   

悪臭防止法施行令の一部が改正され，従来の規制対象  

5物質に加えて，二硫化メチル，アセトアルデヒド及び  

スチレンの3物質が追加された（政令第242号：  

昭51・9・18）．これに基づき，県内市町村の規制基準  

値設定のため，県環境整備局公害課とともに，7箇所の  

事業所で調査を行った．なお3物質のうち，スチレンに  

ついては，既に昭和50年度に4箇所の事業所において調  

査を行っていたので，今回は二硫化メチル及びアセトア  

ルデヒドの2物質について実施した．また，併せて規制  

物質のアンモニア，メチルメルカブタン，硫化水素及び  

硫化メチルの4物質についても調査し，更に一部の事業  

所ではトリメチルアミンについても調査を行った．調査  

対象事業所はし尿処理場3箇所，食品油脂製造業1個所，  

複合肥料製造業2箇所，一化製場1箇所であった．   

調査結果を表59に示す．このうち敷地境界線上の結果  

について述べる．  

1・1未規制物質   

アセトアルデヒドはし尿処理関係の3事業所では検出  

限界値（0．015ppm）以下であり，その他の事業所にお  

いては0．027ppmから 0．033ppm の値が得られた．   

一万二硫化メチルは全事業所とも検出限界値（0．001  

ppm）以下であった．このように両物質とも臭気強度  

2．5以下の低い値であった．  

1・2 規制物質   

メチルメルカプタンについては4事業所，硫化水素に  

ついては2事業所において，それぞれ規制値を越えてい  

た．その他の物質はいずれも規制値以下であった．  

1・3 脱臭装置   

今回調査した7事業所のうち，脱臭装置を設置してい  

たのは5事業所であった．それらは酸・アルカリ・水洗  

及び燃焼の4つの方法のうち，2方法以上を組合せて，  

臭気除去を行っていた．また出入口にエアーカーテンを  

設置している事業所が2事業所あった．一般に臭気成分  

の除去は99．9％以上でないと効果はないと言われ，今  

回の調査においては未規制物質の二硫化メチル及びアセ   

調査地点A  調査地点B  
分析項目  

12日－14日14日－15日12日－14日14日－15日   

浮遊粉じん量124  75．3  

Cd   ＜0．007＜ 0．005  

Pb  O．100   0．029  

Zn  O．12   0．082  

Fe  l．11   0．76  

Mn  O．045   0．027  

Ni   ＜ 0．020 ＜ 0．020  

270  70．7  

＜ 0．（氾7 ＜ 0．005   

0．094   0．044   

0．13   0．082   

1．31   0．74   

0．049   0．028  

＜ 0．020 ＜ 0．020  

C8  24．6  7．87   88．2  8．07  

測定し，田川市における大気汚染防止対策に関しての基  

礎資料を得る目的で，県環境整備局公害課とともに昭和  

53年12月に調査を実施した．   

発生源調査として，セメント焼成炉の煙道においてば  

いじん，窒素酸化物及び硫黄酸化物を，また，環境大気調  

査として，セメント工場から南西800mの地点（調査  

地点A）とこの工場から西南西450m の地点（調査地  

点B）との2箇所において，浮遊粉じん中の重金属を測  

定した．その結果，セメント焼成炉から排出されるばい  

じん濃度はその平均値が0．0031g／m3Nで，排出基準値  

（0．2g／m3N）を大きく下回っていた・また窒素酸化物濃  

度は136ppmで排出基準値（250ppm）以下であった・   

卦こ，硫黄酸化物は定量限界値の低い比濁法（＞10  

ppm）でも検出されなかった・一万，環境大気の調査結  

果は表57に示す．この表からわかるように粉じん及びカ  

ルシウム濃度は，調査地点A，Bとも調査期間中の前半  

のほうが後半よりも値が高かった・   

9 火力発電所立入調査   

昭和52年4月に豊前市に完成した火力発電所は，その  

表 58 火力発電所煙道排ガス測定結果  

項  目  最高  最低  平均 協定値  

ばいじん濃度（g／m孟） 0．0056 0．0024 0．0036 0．02  

金属濃度  

バナジウム  （mg／mヱ）54．2  41．8  46．3  

ニッケル （mg／mヱ）15．9 11．6 14．2  

窒素酸化物  

定電 
器（。。。）107  

98 105 

180  
言責£宗㌣酸法（ppm） 127 78 106（平均1馳）   

．硫黄酸化物 （ppm）3お  249  299  

14盟 338 406 723  
）  
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衰 59  悪臭規制基準設定調査結果（単位：ppm）  

食品油脂製造業  

筑 紫野 市  
昭53・7・13  

業  種  

事業所所在地  
調 査 期 日  

調 査地 点   

し尿処理場  

筑 紫 野 市  
昭53■ 7・11   

し尿処理場  

田 川 市  
昭53・9・4  

し尿処理場  

粕屋郡志免町  
昭53・8・21  

敷地境  
界線上  

発生源  発生源  発生源 警護空 発生源  
敷地境  
界線上  

二硫化 メ チ ル  

アセトアルデヒド  

＜ 0．001 ＜ 0．001 ＜ 0．001 ＜ 0．001 ＜ 0．001 ＜ 0．001  0．008 ＜ 0．001   

＜ 0，015 ＜ 0．015 ＜ 0．015 ＜ 0．015 ＜ 0．015 ＜ 0．015   0．023   0．027  

0．28   0．20   0．30   0．58   0．18  

0．019  0．012 ＜0・001 0・016  0．005  

0．051  0．015 ＜ 0．004   0．003   0．032  

0■006 ＜0・001＜0・001＜0・001＜0－001  

－  ＜ 0．005 ＜ 0．005 ＜ 0．005 ＜ 0．（M5  

0．18   0．29   0．34  

0．002  0．006   0．069  

0．003 ＜ 0．017 ＞0．23   

＜ 0．001 ＜ 0．001 ＜ 0．028  

ア ン モ ニ ア   

メチルメルカブタン   

硫 化 水 素  

硫 化 メ チ ル   

トリ メチルアミ ン  

表 59  悪臭規制基準設定調査結果（つづき）（単位：ppm）  

業  種  

事業所所在地  

調 査 期 日   

調 査 地点  

複合肥料製造業  
山門郡山川町  

昭53・7・18  

複合肥料製造業  

遠架郡水巻町  
昭53・8・24  

化 製 場  
大 牟 田 市  
昭53・9・13  

敷地境  
界線上  牡源  発生源 警護空 発生源  

二硫化 メ チ ル  ＜ 0．001＜ 0．001＜ 0．001＜ 0．001＜ 0．001＜ 0．001   

アセトアルデヒド  0．061  0．033   0．024   0．029   0．035   0．030  

ア ン モ ニ ア  0．23   0．13   

メチルメルカプタン  ＜ 0．001 ＜ 0．001  

硫 化 水 素 ＜ 0．004 ＜0．α旭  

硫 化 メ チ ル  ＜ 0．001＜0．001   

トリメチルア ミ ン   

0．26   0．49   1．1  0．44   

＜ 0．001 ＜ 0．001  0．014   0．028   

＜ 0．α旭 ＜ 0．004   0．110   0．017   

＜ 0．001 ＜ 0．001 ＜ 0．001 ＜ 0．001  

－   ＜ 0．005 ＜ 0．005  

ともに昭和53年5月22日に調査を実施した．また，調査  

項目は，表60に示すように，本県においては未規制物質  

である二硫化メチルとアセトアルデヒド及び規制4物質  

の6項目であった．調査の結果，アンモニア及びメチル  

メルカブタンが規制値を超え，また，二酸化メチルは臭  

気強度2．5を超えていた．   

3 産業廃棄物処理場調査   

水巻町にある産業廃棄物処理場は，し尿処理場や食品  

表61水巻町の産業廃棄物処理場の悪臭物質測定結果  

トアルデヒドは低い値が得られたが，規制物質のメチル  

メルカプタン及び硫化水素が規制値を超えており，臭気  

除去対策の困難さを示した．   

2 田川郡方城町有機肥料工場調査   

当工場はし尿処理場から廃棄される脱水されるケーキ  

を処理し，有機肥料を製造している．この工場から発生  

する悪臭に対して付近住民から苦情が出されていた．そ  

こで，その実態をは握するため，県環境整備局公害課と  

表 60 有機肥料工場悪臭物質測定結果  

鵬項目   界工朋  
測定項目  場内 敷地境界線 規制値  
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二硫化メチル（”）12  

アセトアルデビド（”）19  アセトアルデヒド （  

＊ 調査時には兼規則   ＊臭気強度2．5に相当する濃度  
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工場などの排水処理施設から廃棄された汚泥の乾煉及び  

焼却を行っている．この処理場から発生する悪臭に対し  

て，処理場周辺の住民から苦情があったため，県環境整  

備局公害課とともに昭和53年10月25日に調査を実施した・  

調査結果は表61に示すとおりで，いずれの項目も規制値  

以下であった．  

水  質  課  

昭和53年度には，当課の業務として環境及び汚濁源監  

視関係9業務，環境状況及び浄化対策関係14業務，被害  

関係3業務，環境庁直接委託関係3業務並びに一般依頼  

関係4業務を実施した．このうち公害関係として環境庁  

補助及び環境庁委託によるもの16業務，その他10業務で，  

総計26業務であり，県環境整備局公害課から依頼された  

表 62  項  目  別  

ものは25菓轟であった．1菓務は県林轟部から依頼され  

た松くい虫特別防除に伴う薬剤防除安全確認調査で，環   

境生物課が主休となり，当課は河川水，海水の調査を担  

当した．  

環境庁からの直接委託業務は，1）化学物質分析法の  

検討（関係各課からのメンバーによるプロジェクト），  

2）環境測定分析統一精度管理調査，3）昭和53年度水  

質分析法の検討の3業務であり，いずれの業務にも参加  

した．  

一般依頼業務は水道法に基づく原水水質試験及び浄水  

水質検査，飲料水の適否検査，依頼者の要望による水質  

試験及び検査，温泉法に基づく鉱泉申分析及び鉱泉小分  

析である．  

以上の全業務における項目別分析実施件数は37487で，  

その詳細は表62に示すとおりである．  

分  析  実  施  件  数  

項  目  物性  定性  定量   項  目  物性  定性  定量   

pH  2903   T－CN  657  477   

DO  811   有機 り ん  673  116   
TOC  1405   陰イオン界面活性剤  703   

BOD  1700   F  669   

COD  l122   フェノール類  728   

SS  】781   S  53   

T－N  1367   H】S  6   

NH．－N  915  279   SOミ‾  5   

NO2－N  915  259   B  9   

NOI－N  2朗  910   HCHO  lO   

T－P  692   Bi  ll   

PnOm－P  217   Ⅰ  5   

KMnO●消費量  952   HCOi  7   

強熱減量（Ⅰ．L．）  118   遊 離 炭 酸  5   

HEM  336   ラドン含有量  1   

硬  度（CaCO3）  911   魚類生息試験  4   

K  5   トリクロロエチルホスフェート  45   

Cl  1468   トリス（ジクロロブロビル）ホスフェート  45   

残 留 塩 素  351   トリプトキシュチルホスフェート  45   

固 形 分 率  121   トリクレジルホスフェート  45   

Fe  982   PCB  95   

Mn  732   濁  度  658   
Zn  768   色  度  657   
Cu  672   蒸発残留物  655   
Pb  l141   溶解性物質  8   

T－Cr  466   臭  919   

Crい  1141   昧  271   

Cd  1145 外  観  267   

As  l123   そ  の  他  1  5   22   
T－Hg  

1240  小  計  29（池 4890 29693   
R－Hg  389  

A1  総  計  37487  
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郵定項目は乃－ヘキサン抽出物質，カドミウム，シア  

ン，鉛，六価クロム，ひ素，全水銀，アルキル水銀，  

PCB 及び全クロムであった．なお PCB の測定は年度  

内に1回（6月）1測定点について行った．   

測定結果はいずれの測定点においても環境基準以下で  

あった．   

3：筑前海調査   

昭和53年5，9，12月に及び54年1月に福岡水産試験  

l 場が筑前海の2測定点で各月2回採水した海水について  

項目別に水産試験場と当センター水質課で分析を実施し  

た．   

試料は表層水，表層から2m下の水，表層から5m下  

の水を採取しこれら3試水を等量ずつ混合したものであ  

る．年間試料数は20であった．   

測定項目は乃－ヘキサン抽出物質，カドミウム，シア  

ン，鉛，六価クロム，ひ素，全水銀，アルキル水銀，  

PCB及び全クロムであった．なおPCBの測定は年度  

内に1回（5月）2軌J定点について行った．   

測定結果はいずれの測定点においても環境基準値以下  

であった．   

4 矢部川水系調査   

7河川に対して設定された8測定点で採水した試料の  

PH，BOD，SS（以上生活環境項目）及びTOC（特殊  

項目）の測定を12回（月1回），カドミウム，シアン，  

鉛，六価クロム，ひ素，全水銀，アルキル水銀（以上健  

康項目），COD，全クロム，全窒素，全りん（以上特殊  

項目）の測定を4回天施した．ただしPCB（健康項目）  

の馳走は3測定点の試料について年度内に1回天施した．  

このほか，ダム1について河川調査と同時に測定を行っ  

また，当年度内に誌上発表及び学会発表を行った研究  

ほ“オキシン処理活性炭による金属イオンの吸着挙動”  

外11編であった．各業務の概要は以下のとおりである．   

環境及び汚濁源監視関係  

1有明海調査   

昭和53年5，8，11月及び54年2月に月1回（48時間  

内）有明水産試験場が有明海の10測定点で採水した海水  

について，項目別に水産試験場と当センター水質課で分  

析を実施した．   

試料は，満潮時2回を含む48時間中，1回目の満潮時  

の2時間後に，表層水と表層から2m下の水を採取し  

これらの2試水を等量ずつ混合したものと，2回目の満  

潮時の2時間前に同様に採取し混合したものである．年  

間試料数は80であった．   

測定項目は乃－ヘキサン抽出物質，カドミウム，シア  

ン，鉛，六価クロム，ひ素，全水銀，アルキル水銀，  

PCB，フェノール類，亜鉛，全クロムであった．なお，  

PCBの測定は年度内に1回（8月）4測定点について行  

った．   

測定結果はいずれ 

であった．   

2 豊前海調査   

昭和53年6，9，12月及び54年3月に豊前水産試験場  

が豊前海の3測定点で採水した海水について，項目別に  

水産試験場と当センター水質課で分析を実施した．   

試料は満潮時に表層水と表層から5m下の水を採取  

しこれら2試水をそれぞれ等量ずつ混合したものと，干  

潮時に同様に採取し混合したものである．年間試料数は  

24であった．  

表 63  矢部川水系水質測定結果（pH以外の単位：ppm）  

河川名及び  
湖 沼 名  

測定 点  pH  BOD  SS  COD  TOC T－N  T－P  

7．0－7．8 0．3 －1．8 1 － 8  2．1－ 4．01，1－ 6．6 0．2－1．7 0．0 －0．0  矢 部 川  上矢部川橋   

星 野 川  里野川橋   

辺 香 川  中 通 橋   

白 木 川  山 下 揺   

楠 田 川  三 間 堰  

7．3±0．2 1．00± 0．42  

6．9－8．5 0．2 － 2．0  
7．5±0．5 1．01± 0．46  

6．8－7．6 0．4 － 8，8  
7．2±0．2 2．獣）± 2．66  

7．0－8．0 0．6 － 6．9  
7．3±0．2 2．80± 2．13  

3．5±2．3 3．0±0．8 4．駕±1．471．0± 0．6 0．0±0．0  

0 －10  
4．0± 2．7  

3 －25  
10．4± 6．5  

3 －11  
6．1± 2．6  

2．2－ 2．8  
2．5± 0．2  

2．9－ 7．4  
5．1± 2．4  

2．6－ 8．3  
5．5± 2．6  

2．8 － 7．4  
4．51±1．31  

2．9 －23．3  
7．29± 5．31  

2．6 －24．6  
7．60± 5．79  

0．2－ 2．4  
1．6±1．0  

0．2－ 6．3  
5．4± 4．5  

0．5－ 4，3  
2．9±1．7  

0．0 －0．0  
0．0 ±0．0  

0．0 －0．1  
0．05±0．05  

0．0 －0．1  
0．05±0．05  

7．0－8．7 2．5 －12   8 －114  6．8－10  7．9 －21．5 0，4－ 2．9 0．2 －0．4  
7．6±0．6 5．19± 2．7046．3±34．9 9．0±1．514．27± 3．871．9±1．1 0．27±0．09  

6，5－8．0 0．3 － 4．1 2 －76   2．6－ 6．3 2．3 －10．3 0．3－ 5．0 0．0 －0．2  
7．2±0．3 1．59±1．1816．3±19．9 3．7±1．7 5．76±1．90 2．2±1．9 0．05±0．1  

6．9－7．8 2．2 －12  78 －2130 9．8－72．5 6．8 －43．6 2．2－10  0．6 －3．6  
7．2±0．2 5．04± 2．86 糾8± 613 28 ±29 23．24±15．19 5．3± 3．31．35±1．5  

7．0－7．4 1．5 － 5．512 －91  3．0－ 6．3 6．4 －18．2 0．1－1．9 0．2 －0．4  
7．2±0．1 2．71±1．1145．7±27．1 5．3±1．510．92士 3．351．2± 0．8 0．32±0．09  

7．1－9．5 1．1－4．6 1－22  2．2－7．41．7 －11．4 0・2－1・0 0．0 －0．0  
7．9±0．8 2．18±1．016．5±5．7 3．8±1．5 5．11±2．70 0．7± 0．3 0，0 ±0．0  

沖 端 川  

塩 塚 川  晴天大橋   

日向神ダム  鶴   橋  

上段：最小値一最大値，下段：平均値及び標準偏差   
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表 64 矢部川水系における指定類型基準値に対する適合状況  

！竺川里及望 測定点   類型   期 間   pH（m／n） BOD（m／n） SS（m／n） COD（m／n）  
湖 沼 名  

12／12  12／12  

12／12  12／12  

5／7  7／7  

2／5  5／5  

6／7  7／7  

3／5  5／5  

2ノ12  5／12  

10／12  10／12  

5／12  0／12  

10／12  4／12  

（7／12）＊  6／12  

12／12  

12／12  

7／7  

5／5  

7／7  

5／5  

10／12  

12／12  

12／12  

12／12  

9／12  

A
 
A
 
A
 
D
 
A
 
D
 
B
 
B
 
C
 
B
 
A
 
 

｛
 
 
 
 
 
｛
 
 

矢 部 川  上矢部川橋  

星 野 川  星野川橋   

辺 香 川  中 通 橋  
4－10月  

11－ 3月  

4－10月  

11－ 3月  
白 木 川   

楠 田 川   

沖 端 川  

堰
堰
橋
 
 
 

芸
 
 
 
開
 
鳥
 
明
 
 

i讐  

塩 境 川  晴天大橋  

日向神ダム（湖沼）鶴 橋  

m：適合数，n：測定数． ■河川類型A基準値使用  

表 85  遠賀川水系水質測定結果（pH以外の単位：ppm）  

河川名   測定点  pH  BOD  SS  COD TOC  T－N  T－P  

樋口橋＝：写主告：… 2：註子：喜 …．7主警 ．8  
2．6－ 4．3  
3．4± 0．8  

2．0－ 3．1  

2．6士 0．4  

1．8－ 4．6  
3．0士1．2  

2．8－ 5．6  
4．6±1．3  

4．2－ 6．0  
5．2士 0．8  

5．0－ 7．2  
6．2士1．0  

0．0 －0．1  
0．02士0．05  

0．0 －0．0  

0．（氾士0．（氾  

0．0 －0．0  
0．（氾±0．（氾  

0．0 －0．1  
0．05士0．（裕  

0．1－0．4  
0．17±0．15  

0．0 －0．1  
0．02士0．05  

3．4－18．6  
9．4±4．2  

2．8－12．4  

6．9± 3．1  

3．4－ 9．5  
6．6士1．7  

4．9－13．5  
8．9士 2．7  

5．1－18．6  
11．4± 3．5  

4．2－15．4  
10．6± 3．7  

0．5－1．3  
0．9± 0．4  

0．1－1．1  

0．7士 0．5  

0．2－ 5．4  
2．0士 2．3  

0．9－ 2．0  
1．5士 0．5  

1．6－ 2．8  
2．2士 0．5  

0，7－1．8  
1．2± 0．5  

八木山川  
2 －20  
8．4± 5．0  

5 －17  
8．7± 4．3  

3 －74  
14．8±20．0  

6 －128  
31．4±：弘．0  

5 －41  
14．2±10．2  

脇野楕＝：…主3：雲 3：；主吉：…  

穂波川 天道楕イ宇：…主岩：…  

千手‖■ 望叢去書く宇：；主言：…  

中元斉川■ 三欄橋＝：主妄言：；  

犬嶋川 花の木堰＝：左主岩：…  

0．1－ 2．7  
1．2士 0．7  

1．0－ ～．9  
2．0士 0．7  

1．7－ 5．0  
3．2士1．2  

1．5－ 4．5  
2．7士 0．9  

上段：最′ト値一最大値， 下段：平均値及び標準偏差   

た．ただし，ダムは湖沼であるためその生活環境項目で  

あるCOD及び特殊項目であるBODをそれぞれ年度内  

に12回実施した．CODとBODを除くその他の項目の  

測定は河川調査要領と同様年度内に4回実施した・   

健康項目の軋定結果はすべて基準値以下であり・生活  

環境項目及び特殊項目（全クロムを除く）の測定結果は  

表郎に示すとおりである・   

また，各測定点における測定結果の指定基準値に対す  

る適合状況を調べた・その結果は表64に示すとおりであ  

る．   

5 遠賀川水系調査   

5河川に対して設定された6測定点で採水した試料の  

pH，BOD，SS（以上生活環境項目）TOC及び（特殊項  

目）の測定を12回（月1回），カドミウム，シアン，鉛・六  

価クロム，ひ素，全水銀，アルキル水銀（以上健康項目）・  

COD，全クロム，全窒素，全りん（以上特殊項目）の測  

定を4回実施した．ただし，PCB（健康項目）の測定は  

1測定点の試料について年度内に1回実施した・   

健康項目の測定結果はすべて基準値以下であり，生活  

環境項目及び特殊項目（全クロムを除く）の測定結果は  

表65に示すとおりである．   

また，各測定点における測定結果の指定類型基準値に  

対する適合状況を調べた．その結果は表66に示すとおり  

である．   

6 大牟田市内河川調査   

5河川に対して設定された9測定点で採水した試料の  

pH，BOD，SS（以上生活環境項目）及びTDC（特殊  

表 66 遠賀川水系における指定類型基準値に  
対する適合状況  

pH BOD SS  
（m／n）（m／n）（m／n）  

河川名  測定点  類型  

樋口橋  B ll／1211／1212／12  
脇野楕  A ll／1212／1212／12  

八木山jll  

穂波川 天道橋  A 12／1211／1212／12  
千手川望叢去菖 A12′12 6／1210／12  
中元寺川 三ケ瀬橋  B 12／12 6／12 7／12  

犬鴨川 花の木堰  B 12／12 9／1211／12  

m：適合致， n：測定敷   
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表 67  大牟田市内河川水質測定結果（pH以外の単位：ppm）  

河川名   測定点  pH  BOD  SS  COD TOC  T－N  T－P  

8．2－13 14 －37．4 2．8－ 8．5 0．5 －1．6  
11．9± 3．7 22．8士 7．4 5．2± 2．3 0．8士0．46  

大牟田川 五 月 画宇：岩主3：亨2字：註詔．5妄言．9主莞 
，3  

孟普芸濃く写：g主告：圭 ≡：昌主…：…諾．。主駄  
馬場町取水堰＝：去主告：… 主：…圭子：…1芋：g主監 

2  

0．0 －0．6  
0．25±0．26  

0．0 －0．2  

0．1±0．（膚  

0．2 －0．8  
0．5±0．25  

0．4 －0．8  
0．67±0．18  

6．4－23．8  
14．3士 4．8  

4．6－18．1  
8．9± 4．3  

9．4－：泌．6  
18．3± 9．0  

1．2－ 2．1  
1．5± 0．4  

0．8－1．8  
1．1士 0．4  

2．4－ 5．9  
3，9±1．4  

2．6－ 3．1  
2．9士 0．2  

3．5－11  
5．9士 3．4  

3．1－ 7．2  
5．5±1．8  

5．5－11．6  
9．3± 2．7  

諏訪川  

■
士
 
 

0
4
 
 

7
7
 
 

く
、
 
 

楕
 
 

面
 
 

堂
 
 

8．9 1．7－20   2．0－106  
0．5 7．8士 5．5 62．2±：張．0  新

 
御
 
 

7．5－10．48．5－25．6 幸返橋＝：去主岩：i…二g主1喜．5 箋：宇主2主．6 8．5±1．21。．。士。．7  
4．7－14．4 7．7－52．5 0．3－11  0．0 －0．9  
9．1士 4．0 20．9±16．8 3．7± 4．9 0．32±0．39  

新 川 橋く宇：g主岩：宇 去：…主3与．82去二宇主；… 
．3  

白 銀川  

三池電力所劉 井  
6．9－ 7．6 1．0－ 4．2 2．0－46   2．7－ 8．6 3．4－22．4 0．7－ 3．0  0．0 －0．1  
7．2士 0．2 2．2±1．013．5±11．7 5．7士 2．4 8．9士 5．5 1．5士1．0 0．07土0．05  

潤円                                                              三池干拓内棉＝：岩主岩：喜 去：…主雪：；孟：§主；子．5  7．1－10．2 3．0－33．2 0．7－ 3．8 0．2 －0．3  
9．2±1．413．6士 8．4 1．9士1．3 0．22±0．05  隈川† 

6．8－ 7．4 2．2－12   0 －砧   5．7－ 9．4 6．3－35．5 1．3－ 6．4 0．2 －0．4  
7．0± 0．1 5．0士 2．4 17．1±17．9 7．9士1．713．7± 8．1 3．3± 2．2 0．27±0．09   

上段：最小値一最大値， 下段：平均値及び標準偏差   

表 68 大牟田市内河川における指定類型基準値に  
対する適合状況  

殊項目）の測定を12回（月1回），カドミウム，シアン，  

鉛，六価クロム，ひ素，全水銀，アルキル水銀（以上健  

康項目），COD，全クロム，全窒素，全りん（以上特殊  

項目）の測定を4回実施した．ただし，PC8（健康項目）  

の測定は7瓢定点の試料について年度内に1回実施した．   

健康項目の測定結果はすべて基準値以下であり，生活  

環境項目及び特殊項目（全クロムを除く）の測定結果は  

表69に示すとおりである．   

また各測定点における測定結果の指定類型基準値に対  

する適合状況を調べた．その結果は表70に示すとおりで  

ある．   

8 生前海流入河川調査  

17河川に対して設定された21測定点で採水した試料の  

pI】，BOD，SS（以上生活環境項目）及び塩素イオン（特  

殊項目）の測定を12回（月1回），カドミウム，シアン，  

鉛，六価クロム，ひ素，全水銀，アルキル水銀（以上健  

康項目），COD，全クロム，全室素，全りん（以上特殊  

項目）の測定を4回実施した．ただし，PCB（健康項目）  

の測定は7測定点の試料について年度内に1回実施した・   

健康項目の測定結果はすべて基準値以下であり，生活  

環境項目及び特殊項目（全クロムを除く）の卸定結果は  

表71に示すとおりである．   

また各測定点における測定結果の指定類型基準値に対  

する適合状況を調べた．その結果は表72に示すとおりで  

ある．   

9 エ囁排水調査   

県環境整備局公害課と各保健所は特定事業場772に対  

して，水質汚濁防止法に基づく排出水調査のため立ち入  

り採水を行った．   

測定結果は表73に示すとおりで排水基準に適合しなか   

河川名 測定点 馳（三見）慧3（三え）  

大牟田川 五月 橋  E lO／12 3／1212／12  

D 12／1211／1210／12   

A 12／12 5／1210／12  

B ll／12 2／12 3／12  

B 12／12 0／12 3／12  

8 12／12 2／12 7／12  

A 12／12 6／1211／12   

B lO／12 4／12 4／12  

A 12／12 0／1210／12   

堂面川† 

白銀川†芸蒜芸所  

隈  

m：適合数，n：測定敦  

項目）の測定を12回（月1回），カドミウム，シアン，  

鉛，六価クロム，ひ素，全水銀，アルキル水銀（以上健  

康項目），COD，全クロム，全室素，全りん（以上特殊  

項目）の測定を4回実施した．ただし，PCB（健康項目）  

の測定は3測定点の試料について年度内に1回実施した．   

健康項目の測定結果はすペて基準値以下であり，生活  

環境項目及び特殊項目（全クロムを除く）の軋定結果は  

表67に示すとおりである．   

また，各測定点における測定結果の指定類型準準値に  

対する適合状況を調べた．その結果は表6引こ示すとおり  

である．   

7 筑前海流入河川調査  

19河川に対して設定された20測定点で採水した試料の  

pH，BOD．SS（以上生活環境項目）及び塩素イオン（特  
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喪㈹  筑前海涜人河川水質測定結果（pH以外の単位：ppm）  

健河川名 測定点 pH  BOD  SS  COD TOC T－N T－P  
0．3－ 3．5  

1．9±1．1  

0．7－ 3．1  

1．7± 0．7  

2．6－11  

5．9士 2．5  

3．3－12  

7．1± 2．3  

11 －76  

35 ±20  

1．6－ 5．4  

2．8士1．2  

3．2－10  

5．9士 2．1  

0．3■－ 2，0  

0．9± 0．5  

5．2－23  

12 ± 6．0  

0．5－1．6  

0－ 25  2．8－ 8．7 6．2－17．3 0．4－1．0 0．1－0．4  

8± 7  4．8±2．710．1±3．1 0．7士0．3 0．2±0．2  

1－15 2．9－ 5．1 5．4－11．5 0．2－1．6  0．1  

5± 4  3．8士1．0 8．2±2．1 0．9±0．7 0．1士0  

3－ 74  6．5－ 9．2 4．5－22．6 1，0－ 4．2 0．0－0．5  

20±18  8．0±1．414．6±4．8 2．9士1．4 0．2±0．2  

6一 日  7．6－13．310．0－42．8 3．5－ 9．0 0．1－0．7  

18士15  9．5±2．7 20．7士10．4 5．5士2．6 0．5士0．3  

8－173 16．0－41．0 26．2－10510 －39 1．0－5．4  

60士 47 27．0±10．4 48．8±23．7 25 士12  3．2±1．8  

5－125  4．4－11．6 6．3－20．8 0．7－1，9 0．0－0．3  

21± 33  6．8士 3．310．6± 5．0 1．3士 0．5 0．2±0．1  

15－ 41 5．8－ 8．7 8．5－24．3 2．3－12  0．2－1．0  

23士 8  7．8士1．417．4士 5．1 5．4± 4．5 0．7士0．3  

0－12 1，6－ 3．4 4．6－14．2 0．2－1．2   0．0  

5± 4  2．6± 0．8 8．1± 2．5 0．6士 0．5 0．0±0．0  

12－ 55 11．0－13．011．9－42．0 2．8－ 4．0 0．5－0．9  

24士13 12．2± 0．9 22．8± 9．6 3．3± 0．6 0．7士0．2  

1－ 23 1．4－ 4．0 2．0－13．0 0．1－ 3．1  0．0  

多々馴大隈橋く；：；三…：；  

久原川深井播く；：2三…：：  

須恵川酒殿橋く；：；……：；  

宇美川亀山新橋く；：…三…：；  

中 川久保席く；：…三言：≡  

谷山川石ケ崎橋く言：…三…：；  屋  

6．8－7．3  

7．0±0．2  

6．9－7．6  

7．2士0．2  

花鶴橋く   

大根川橋く  

大根川  

津 川湊  
橋く；：言；言：≡   

鯛馴池馴・橋く；：；；Z：：  

桜井川汐井橋く；：；三三：；  

雷山川別布紹橋く…二；…Z：；  

長野川赤坂橋く；：…三…：≡  

一別川深江楕く；：；三言：；  

加茂川佐波橋く；：；……：：  

福吉川福吉 
楕く；：；三三：…  

御笠川大野楕く；：；三言：≡  

牛馴・瓦田椅く；：；三三：…  

諸岡川諸岡橋く；：；；言：；  

那珂川警弥棚1；：…；Z：；  

0．9士0．4  5± 6  2．7±1．1 7，0± 3．3 1．3±1．3 0．0±0．0  

4－ 26  4．6－ 8．0 7．3－27．2 0．6－1．8 0．0－0．2  

14± 8  5．8±1．614．6± 6，8 1．5± 0．6 0．1士0．1  

11－ 49  5．4－ 8．4 7．0－21．4 1，5－12  0．1－0．7  

24±11 7．2±1．314．6± 5．1 5．1± 4．8 0．3±0．3  

0－13  2．9－ 6．0 3．6－13．0 0．5－1．1 0．0－0．1  

7± 4  4．2±1．4 7．4士 2．7 0．9± 0．3 0．0±0．1  

9－ 34  2．8－ 4．8 6．9－16．0 0．5－ 2．0 0．0－0．2  

25± 8  3．5± 0．911．5± 3．3 1．1± 0．6 0．1±0．1  

1－ 77 1．2－1．5 2．5一 臥5 0．1－1．5   0．0  

12± 21 1．4± 0．1 5．4±1．6 0．8± 0．6 0．0士0．0  

2－ 44  2．4－ 8．9 1．5－22．6 0．3－ 2．6 0．0－0．2  

10士11 4．9± 2．9 8．8± 5．9 1．4± 0．9 0．1士0，1  

11－ 36  6．1－13．1 6．2－29．8 4．8－ 6．7 0．4－1．0  

20± 8 10．0± 3．016．7土 6．3 5．5± 0．9 0．8±0．3  

4－ 74  6．7－10．8 9．8－20．2 3．7－ 4．2 0．4－1．0  

21± 20  8．5±1．913．1± 3．2 4．0± 0．2 0．7±0．3  

16－310 14．1－45，610．4「88．2 9．9－14  1．5－2．8  

55士 82  30．2±12．9 37．4±20．4 12 ±1．8 2．1±0．5  

4－ 57  3．3－ 4．6 2．9－10．7 0．4－1．1 0．0－0，1  

18±15  3．7± 0．6 7．4士 2．2 0．9± 0．3 0．0±0．1  

0．7－ 4．1  

2．2±1．0  

1．0－ 6．0  

3．9士1．8  

0．5－ 2．9  

1．6± 0．7  

0．8－ 3．7  

1．7± 0．7  

0．1－ 4．4  

1．4士1．3  

1．1－ 3．9  

2．0士 0，8  

2．8－16  

8．5± 4．1  

3．1－15  

8．4± 4．1  

13 －84  

39 ±23  

1．1－ 6．5  

2．4士1．5  

上段：最小値一最大値， 下段：平均値及び標準偏差   
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表71結果  表 70 筑前海流人河川における指定類型基準値に  
対する適合状況  

河川名 測定点  
河川名  測定点  pH  BOD  SS  

）
 
 

S
ん
 
 

S
 
m
 
（
 
 

D
、
n
J
 
 

B
。
仙
 
 

）
 
 

H
ん
 
 

p
 
m
 
 
 
 
 
（
 
 
 

類
型
 
 

0 －69  

26．3士19．6   

3 －81  

21．0±20．8   

1 －15  

7．5± 5．2   

0 － 7  

4，1±2．5   

0 －12  

4．5±4．0  

0．7－2．2  

1．5±0．5   

1．3－9．2  

5．1±2．2   

0．6－5．6  

2．2±1．2   

0．8－2．5  

1．5±0．5   

0．3－1．7  

0．9±0．5  

小棚川 二崎橋〈 2
 
2
 
2
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

／
 
／
 
／
 
／
 
 

2
 
2
 
9
 
0
 
 

1
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

2
 
2
 
2
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

／
 
／
 
／
 
／
 
 

8
 
9
 
1
 
0
 
 

2
 
2
 
 
2
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

／
 
／
 
／
 
／
 
 

2
 
2
 
 
2
 
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
 

A
 
A
 
B
 
B
 
 

多々良川 大隈楠  

久原川 深井橋  

須恵川 酒殿橋  

宇美川 亀山新橋  

中  川 久保揺  

亀川橋〈 

長音画 
長峡川  

谷山Jll石ケ崎橋 All／12 4／1210／12  

7．0－9．1  

7．7±0．6  

花鶴橋 B12／12 0／12 9／12  

大根川橋 A12／1212／1212／12  
今‖汐止堰  大根川  

今  川  
津  川 薄  情 C12／12 0／1211／12  

野口橋i 

A12／1212／1212／12  
A12／12 7／1211／12  
Å12／12 3／12 8／12  

A12／12 9／1212／12  
A12／1210／12 4／12  
A12／12 9／1211／12  
A12／12 6／1211／12  

瑞梅寺川  

桜井川  

雷山川  

長野川  

一貴山川  

加茂川  

福吉川   

御笠川  

牛 頸川  

諸 岡 川  

部珂川  

池田川橋  

汐井橋  

加布羅橋  

赤坂橋  

深江橋  

佐波橋  

福吉橋  

大野橋  

瓦 田 橋  

詰同橋  

警弥郷橋  

6．9－8．2 0．5－3．2 0 －38  

7．2±0．31．7±0．917．9±10．0  
江尻川  常盤橋  

6 －62  

29．2±16．1   

0 －39  

8．2±10．9   

0 － 8  

4．3±2．7   

1 －42  

19．8±11．8   

0 －37  

8．5±10．7   

0 －11  

4．4±3．2   

0 －55  

8．3±15．2   

2 －36  

8．7± 9．6   

12 －46  

25．9±10．2   

1 －48  

8．2±12．8   

1 －24  

8．4±7．5  

0 －15  

5．9±5．2  

0．7－2．4  

1．5±0．5   

0．2－2．0  

1．0±0，6   

0．5－2．3  

1．3±0．5   

0．5－2．1  

1．2±0．5   

0．3－1．9  

1．0±0．5   

0．4－3．0  

1．4士0．7   

0．2－3．1  

1．4±0．9   

1．4－5．4  

2．6±1．0   

2．5－28  

8．7士6．8   

0．6－2．7  

1．4±0．6   

5．2－19  

9．5±4．9  

沓尾橋i 

禎  川  
6．4－8．1  

7．5±0．5  
祓郷橋  

音射＝ 松原橋i 2
 
2
 
2
 
2
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

／
 
／
 
／
 
／
 
 

9
 
9
 
5
 
9
 
 

2
 
 
2
 
2
 
 
2
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

／
 
／
 
／
 
／
 
 

1
 
0
 
0
 
7
 
 

2
 
2
 
2
 
2
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

／
 
／
 
／
 
／
 
 

2
 
2
 
2
 
2
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
 

B
 
B
 
B
 
▲
几
 
 

7．0－8．6  

7，7±0．5  
浜宮揺  

成井 川  

赤帽橋1 m：適合数． n：測定放  

った事業場数は87であった．その不適率は約11％で前  

年度の26％に比べて半減した．   

また不適事業場数の多かったものを業種別にみると，  

例年どおり食料品製造業が最も多く，次いでし尿処理施  

設，故紙再生業，メッキ業の噸であった．   

排水基準不適状況をみると，PH，BOD及びSSの排  

水基準を超えた事業場の大部分は食料品製造業，し尿処  

理施設であり，特にBODによる不適事業場の約80％  

を占めたものはこの2業種であった．また故紙再生業で  

はSSが，メッキ業では全シアンと六価クロムが，化学  

薬品製造業ではフェノール類が，陶器製造業では鉛が，  

セメント製品製造業では六価クロムが，病院では全水銀  

がそれぞれ排水基準を超えているのがみられた．   

環境状況及び浄化対策関係  

1瀬戸内海栄養塩類削減対策及び総1規制フレーム  

調査   

瀬戸内海栄養塩類削減対策及び排出水の総量規制に必  

要な基礎資料を得る目的で，昭和53年10月から12月まで  

51の事業場からの排出水について調査を実施した．測定  

項目ほCOD，全室素及び全りんである．測定の結果，  

CODはすべて排出基準値以下であった．また，全窒素  

は0．6－100ppm，全りんは0．02－540ppmであった・   

岩九川 西の橋く 

極楽寺川 神本呵 

如寺川 吾妻橋i 

上河内川 福間可 

7，2－8．5  

7．8士0．4  
角田川  角田川橋  

中 川 中川橋i 

岩岳川 沓洗橋i 

7．0－8．5 0．1－1．9 0 － 4  

7．4±0．41．2±0．5 1．6±1．4  
佐井川  佐井川橋  

1．2－2．8 0 －69  

1．9±0．510．3±18，7  
黒 … 新川楕〈 

3 

友枝川 貴粧恰〈 ．8．8  

上段：苗′J、値一最大値，下段：平均値及び標準偏差   
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表 71 豊前海流入河川水質測定結果（つづき）（pH以外の単位：ppm）  

河 川 名  測 定 点  COD  TOC  TTN  T－P  

2．2－ 6．0  
4．0士1．6  

2．8－ 8．9  
6．2± 3．0  

2．4－ 9．2  
5．0士 3．0  

2．6－ 6．0  
3．9士1．5  

1．8－ 3．2  
2．6士 0．6  

2．4－ 7．8  
5．4士 2．3  

2．0－ 5．6  
3．4±1．6  

2．0－ 4，8  
3．2±1．2  

3．8－ 7．4  
5．5±1．7  

2．6－ 4．6  
3．5± 0．8  

1．8－ 2．6  
2．2± 0．3  

2．3－17．0  
9．9± 4．0  

2．2－21．3  
12．2± 6．0  

5．2－28．0  
11．7± 6．9  

1．8－10．4  
6．5± 2．3  

1．9－ 8．8  
6．0士 2．1  

8．2－16．1  
11．2± 2．2  

4．5－14．7  
9．2± 3．4  

2．8－10．2  
5．4± 2．4  

2．9－13．3  
7．3± 3．2  

3．3－13．5  
7．6± 3．5  

2．8－ 7．6  
4，5±1．6  

3．4－15．2  
7．6± 3．5  

4．7－13．5  
7．7士 2．7  

4．0－23．8  
10．3± 5．8  

4．2－34．8  
14．2± 7．7  

3．4－14．7  
7．6± 3．5  

2．6－24．4  
12．8± 6．0  

3．4－13．2  
6．7± 3．6  

1．7－ 8．5  
5．2± 2．2  

3．5－11．9  
7．7± 2．5  

3．7－ 9．0  
5．8±1．8  

0．4－1．9  
1，1±0．6  

1．0－3．6  
2．1士1．2  

0．2－1．4  
0．8±0．5  

0．1－0．7  
0．5士0．3  

0．0－1．3  
0．5士0．6  

1．2－2．2  
1．6士0．4  

0．3－0．7  
0．6±0．2  

0．2－2．8  
1．0±1．2  

0．1－3．0  
1．3±1．3  

0．3－1．1  
0．7士0．3  

0．1－2．6  
1．0±1．1  

0．0－0．9  
0．6士0．4  

0．1－1．1  
0．6±0．5  

0．4－1．5  
0．9士0．5  

2．4－5．3  
3．7±1．3  

0．0－0，8  
0．5±0．4  

0．3－1．8  
1．0±0．6  

0．1－3．4  
1．6±1．4  

0．0－1．5  
0．8士0．7  

0．2－1．1  
0．6±0．4  

0．2－2．0  
1．0士0．9  

0．0 －0．11  
0．08±0．10  

0．0 －0．4  
0．20±0．16  

0．0 －0．03  
0．01士0．02  

0．0 －0，03  
0．01±0．02  

0．0 －0．1  
0．03士0．05  

0．0 －0．3  
0．12士0．13  

0．0 －0．1  
0．03±0．05  

0．0 －0．1  
0．03±0．05  

0．0 －0．（沌  
0．01±0．02  

0．0 －0．1  
0．03±0．05  

0．0 －0．02  
0．01±0．01  

0．0 －0．02  
0．01±0．01  

0．0 －0．03  
0．01±0．02  

0．0 －0．3  
0．10±0．14  

0．0 －0．3  
0．17±0．12  

0．0 －0．1  
0．05±0．05  

0．0 －0．2  
0．08±0．10  

0．0 －0．1  
0．03士0．05  

0．0 －0．02  
0．01士0．01  

0．0 －0．1  
0．04士0．05  

0．0 －0．5  
0．01±0．03  

二 崎 橋  く  

亀川 橋  く  

長音寺揺  く   

小波瀬川  

長 峡 川  

今   川  

江 尻 川  常 盤 橋  く  

沓 尾 楕  く  

禎 郷橋  く  

松 原 橋  く  

碩   川  

音 無 川  

城 井 川  

4
4
 
2
0
 
 

6
1
 
7
2
 
 

一
±
 
■
±
 
 

1
5
 
5
5
 
 

3
4
 
2
3
 
 

く
l
 
 
 
く
l
 
 

岩 丸 川  西 の 橋   

極楽寺川  神 本 橋  

3．7－ 8．6  
6．6± 2．1  

3．7－ 6．6  
5．6±1，4  

3．2－ 4．4  
3．9± 0．6  

7．8－11．2  
9．1±1．5  

2．3－ 6．2  
3．5±1．8  

2．0－ 3．8  
2，7± 0．8  

4．4－ 6．4  
5．1± 0．9  

2．6－ 4．6  
3．5± 0．9  

真如寺川  吾 妻楕  く  

上河内川  福 間 橋  く  

角 田 川  角田川橋  く  

中 川 楕  く  

沓 洗 橋  イ  

佐井川場  く  

新 川 楕  く  

貴 船 橋  く  

小   川   

岩 岳 川   

佐 井 川   

黒   川   

友 枝 川  

L段：最小値一最大値． 下段：平均値及び標準偏差  

2 瀬戸内海広域総合水質調査   

瀬戸内海における富栄養化現象のメカニズム解明の基  

礎資料を得るため，昭和53年5月に1回，瀬戸内海に流  

入する7河川に対して設定された7軋定点において採水  

した試料のCOD，全窒素，アンモニア態窒素，亜硝酸態  

窒素，硝酸態窒素，全りん及びりん顧態りんを汎J定した・   

その結果は，COD2．1－10．3ppm，全室素0．1－1．3  

ppm，アンモニア憩室素0．0－0．8ppm，亜硝酸態窒素  

0．00－0．39ppm，硝酸懇望素0．0－0．8ppm，全りん0・0－  

0．3ppm及びりん酸態りん0．0－0・3ppmであった・   

3 有明海栄養塩類収支挙動網査   

本調査は，有明海の富栄養化防止対策の基礎的資料を  

得るための実態調査で，環境庁の委託により福岡，長崎，  

佐賀，熊本の4県が合同で実施したものである・   

当県では，県内における同海への流入河川と，同海の  

汚染に影響を及ぼすとみなされる工場・事業場，浄化槽  

からの各排出水及び雨水等との水質を測定するとともに，  

県担当海域内の浮泥存在量の測定を行った．なお本調査  

における試料の採取及び測定は県環境整備局公害課の依  

頼により，同課と共同で実施した．調査実施月は昭和53  

年10月，54年2月及び3月である．  

10月に採取した試料の種類と数は，14河川からの19試  

料，28の工場・事業場からの排出水54試料，23事業場の  

浄化槽からの排水33試料，3地区の雨水3試料で，2月  

に採取した試料の種類と数は，26の工場・事業場からの  

排出水50試料，河川，浄化槽排水及び雨水については10   
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表 門 工場排水測定結果（pH以外の単位：ppm）  表 72  豊前海流人河川における指定類型基準値  

に対する適合状況  

最大莞霊荒）測定数  
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pH  

BOD  

SS  

COD  

HEM  

Cd  

Pb  

T－CN  

Crい  

T－Hg  

R－Hg  

As  

有機りん  

PCB  

T－Cr  

Zn  

Cu  

Fe（溶解性）  

フェノール類  

F  

Mn（溶解性）  

TOC■  

Cl■  

残留塩素■  

T－N■  

T－P●  

ABS＊  

0
0
0
0
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二崎 橋 A 12／1210／12 臥／ほ  

亀 川 橋 C 12／12 7／1210／12  

長音寺橋 A 12／12 6／1212／12  

小波瀬川   

長峡川  

11／1210／1212／12  

12／12 8／1212／12  
今・・・〈 

川止  

7
 
 

0
 
 

拡
 
0
0
 
 

0
1
 
7
 
鎚
 
0
0
1
6
 
0
0
旧
 
0
 
0
0
 
9
 
 
1
 
0
 
鑓
 
4
 
4
 
 

江尻川 常 盤 橋 B 12／1211／12 ‰／12  

尾 橋 A 12／1210／1Z 5／12  

郷 橋 AA12／12 7／1211／12  
相 川i芸  

音無川 松 原 橋 －  

宮 橋 A ll／1211／12 9／12  

幡 楕 AA ll／12 8／1211／12  城井川〈慧  

A 12／1211／1212／12  
A 12／12 9／1211／12  
B 12／1211／1211／12  
A 12／12 0／12 6／12  

A 12／1211／1211／12  
A 12／12 0／1212／12  
A 12／1210／1212／12  
A 12／1212／1212／ば  

A ll／1210／1211／12  
A 12／1211／1210／12  

岩 丸川 西 の 橋  

極楽寺川 神 本 橋  

真如寺川 吾 妻 橋  

上河内川 福 間 情  

角 田川 角田川橋  

中  川 中 川 橋  

岩岳川 沓 洗 橋  

佐井川 佐井川橋  

黒  川 新 川 橋  

友枝川 貴 船 橋  

m：適合数， n：測定数  
7
 
 4  

lOtl 

99   

2  

月のときの採取内容と同じであった．また3月には浮泥  

存在量測定用として10河川から16試料，海域に設定され  

た10汎J定点から満潮前後にそれぞれ16試料を採取した．   

測定項目は，工場排水と雨水に対してpH，全窒素，  

アンモニア態窒素，亜硝酸懇望素，硝酸憩室素，全りん，  

りん酸態りん（以上共通項目），河川水に対して共通項  

目とCOD，BOD，SS，塩素イオン，DO（現地軌定），  

TOC，浄化槽排水に対して共通項目とCOD．BOD，SS，  

塩素イオン，〝－ヘキサン抽出物質であった．浮泥存在量  

調査の項目はSS及び塩素イオンであった．   

4 底質環境調査  

水銀，PCB等の有害物質による底質の汚染状況を  

は挺し，環境浄化対策に必要な基礎資料を得ることを目  

的として昭和53年12月に1回調査を実施した．測定用試  

料48件を周辺に製紙工場が存在する筑後川水系の花宗川  

及び中の井川，矢部川水系の飯江川，遠賀‖l水系の犬鳴  

仙並びに周防灘で採取し，PCB，全水銀，強熱減量及  

び固形分率の測定を実施し，試料48件申16件については，  

全水銀の溶出試験を合せて実施した．また，北九州市環  

境衛生研究所及び福岡市衛生試験所へ送付した試料と，  

両機関から当センターに送付された試料各1件について  

3機関でクロスチェックを実施した．  

●基準なし   

5 河川及び海域の底質調査   

年度内に1回，6河川と有明海に設定された49測定点  

から底質試料を採取し，種々の項目について測定を行っ  

た．その結果を表74に示す．また，遠賀川，矢部川，豊  

前海流入河川，有明海の各1軋定点及び筑後川の2軌l定  

点から採取した底質試料のPCBの測定を年度内に1回  

行ったところ，筑後川の1軋定点でのみ検出され，その  

濃度は0．03／瑠／gであった．   

6 花宗川底賞詞査   

八女地区の花宗川流域には故紙再生工場が多いため底  

質のPCB汚染状況をほ握する必要があり，昭和幻年4  

月に調査を実施した．軋定点は馬場井堰，大福寺橋，中  

の井川合流点及び南中学校前の4点であった．   

7 遠賀川通日調査   

伊佐塵取水堪の水質変動状況をは握するため，昭和53  

年7月に1回調査（2時間ごとに13回）を実施した．そ  

の結果は，PH7．0－7．7，TOC22．3－30．4ppm，BOD  

l．8－3．3ppm，SS19－32ppm，COD6．2－8．3ppm，  

塩素イオン26．2－30．8ppm，ABS O．01－0．02ppm，   
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兼 74  河 川 及 び 海 域 の 底 質 測 定 結 果  

水域名 測点数 pHI・L・COD S HEM＋ cd T－CN Pb As T－H・g T－Cr  
（mg／g）（mg克）（mg／畠）（mg／g）（〃g／g）（〝g／g）（〟g／g）＼〟g／g）（〟g／g）（〟g／g）  

8   0．8  0．0  

38   7．5  0．1  

0．0   0．0   1．7  0．4  000   5．3  

0．1  0．0   9．0  2．1 012  460   

0．0  0．0  0．0   5．5  2．4  0．06  29．4  

0．3  1，3  0．0  30．1 4．2  0．34 116   

0．0  0，8  0．0  23．0  3．9  0．18  12．9  

6．0   2．4   0．6  42．9  8．7  0．44   92．8   

0．0   0．0   0．0   3．2 1．1 0．00   5．2  

26．7  1．4   0．0  570  10．0  0．49   86．2   

0．1  0．3  4．5  2．4  0．06  17．3  

3．2   7．3  62．2 11．2  0．80  466   

0．0   0．0  2．9  0．6  0．00   6．0  

0，2   0，7  23．3 10．8  0．17  284   

0．0  1．4   0．0  13．1 5．4  0．09  47．0  

1．3  27．6   0．0 109  13．8  3．55  298  

筑前海流入河川 11  

遠 賀 川  

3†；：；1芸  

矢 部 川 5  
く；：… 諾；  

5．5  0．0  

23．1  0．3  

8．0  0．0  

113   0．1  

15   0．7  0．0  

250 153  1．4  

28  3．0  0・0  

135  20．0 1・1  

12   0．9  0・0  

153  35．7 0・2  

筑 後 川 9i；二；  

大牟田市柵1・9  
く…：；  

豊前紙用‖ 7 
1憲二…  

有 明 海 5 く；：；1；三1喜：… 3：；  

上段：最小値，下段：最大値，＊れ－ヘキサン抽出物質  

表 75  筑 後 川 水 質 測 竜 結 果  
左  岸  流  心  
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全室素0．5－1．Oppm，全りん0．1ppmであった・   

8 筑後川水質及び底質調査   

瀬の下の左岸，右岸，流心及びそれぞれの位置の水深  

の相違による水質変動並びに底質の状況をは超するため，  

昭和53年7月に1回調査を実施した．その結果を表75及  
び表76に示す．   

9 大牟田港公害防止対策車菓に係る泊地代替施設工  
事に伴う水質影響調査   

大牟田港泊地締切工事の際，有害全属を含む底質が水  

域へ拡散流出するおそれがあるため，その汚染防止対策  

として事前に懸濁物質（SS）の流出状況調査を実施した・  

昭和53年4月から8月まで，大牟田川河口及び河口沖  

300m地点で採取した試料のSSを調査するとともに，  

一定値（河口：100ppm，河口沖：50ppm）以上のSS  

を含む試料についてほカドミウム及び全水銀を測定した・  

その結果，SSは30－79ppmであり，カドミウム及び  

表 76 筑後川底質測定結果  
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全水銀ほいずれも検出されなかった・  

10 松くい虫薬剤防除安全確認調査に伴う水質汚染調  

査   

県林務部緑化推進課ほ昭和53年5月下旬から6月中旬   
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全水銀，鉄及び銅のそれぞれの濃度は29，8．4，27，5．6  

及び0．06ppmであったが，処理後試料でほ0．07，0．2，  

0．00072，1．67及び0．12ppm となった．更に同年5月  

に6試料，12月に10試料，昭和54年3月に6試料につい  

てそれぞれ金屑濃度を調べた．なお12月以降の処理試験  

では水銀の処理効率を高めるために新たに水銀吸着用キ  

レート樹脂をつけて処理が行われた．その結果，処理水  

の各金属濃度はいずれも排水基準値以下となり処理効果  

が上昇した．   

披 書 関 係  

1水域における魚類のへい死原因究明調査   

昭和53年4月及び9月にそれぞれ三瀦保健所管内及び  

山門保健所管内のクリークで魚類のへい死が発生したた  

め原因究明調査を行った．その原因は現地のクリークが  

停滞水域であり，周辺から汚濁水が流入し溶存酸素欠乏  

状態を生じたものと思われる．また同年10月粕屋保健所  

管内の津川で魚類の多量へい死が発生したため，採水し  

た試料を用いて魚類（グッピー）の生息試験を実施した  

ところ，供試魚のへい死がみられず，また水質試験を行  

ったところ異常値が認められなかったことなどから，原  

因物質はすでに流下拡散して試料中に全く含有されてい  

なかったか，含有されていたとしてもその量は供試魚に  

対して影響を及ぼさない程度の極めて少ない量であった  

ものと考えられる．   

2 木材加エエ場排水による周辺井戸水の影響及び廃  

液漏出事故調査   

昭和53年4月八女地区にある木材加工工場排水による  

周辺井水への影響を調査した．測定試料数は9で，測定  

結果は，pH6．2－6．9，六価クロム0．00ppm，ひ素  

0．00ppm及びふっ素0．2ppm以下であった．同年6  

月，同工場の防腐加工処理液の漏出事故が生じたため，  

周辺の河川水，かんがい用水及び井水についてそれぞれ  

試料を採水し各項目の瓢定を行った．その結果は，pH  

6．6－7．0，SSO－361ppm，六価クロム3．9－13．5ppm，  

ひ素0．79－4．2ppm，フェノール類0．00ppm及びふ  

っ素2．2－110ppmであった・   

3 井戸水の油分汚染原因調査   

昭和53年9月下旬に，粕屋都志免町南里地区の民家の  

井戸水に油層が認められる事態が発生した．当該地区に  

おける汚染井戸を有する民家は自動車部品洗浄工場と隣  

接しており，井戸と同工場の廃油（ドラム缶入り）野横  

み位置までの距離ほ約9mであった．以上の状況から，  

廃油が井戸に混入した疑いが濃厚となり，汚染井戸水と  

同工場の廃油を採取し，分析，同定用試料とした．井戸  

水に分離浮上している油分と廃油について，FID 付ガ   

まで松くい虫防除対策として県北部地域にスミチオン空  

散を実施した．これに伴って散布地域の井戸水（公害課  

依頼業務），河川水，海水（林務部依頼業務）の薬剤汚  

染の有無を知るた捌こ当課に搬入された合計125検体に  

ついて分析を実施した．  

11化学物質環壊追跡朋査   

本調査は，環境庁委託業務で，県環境整備局公害課と  

ともに有明海，洞海湾各2箇所，関門海峡1箇所計5箇  

所（1箇所の採取地点：3）において水質，底質，魚介  

類各15検体合計45検体を採取し，分析したものである．   

当課で担当した分析項目は有機りん化合物のトリクロ  

ロエチルホスフェート，トリクレジルホスフェート，ト  

リスプトキシュチルホスフェート，トリスジクロロブロ  

ビルホスフェートである．  

12 未規制汚濁源水質調査   

本調査は水質汚濁防止法で規制対象となっていない汚  

濁源業種及び項目について，排水水質等の実態調査を実  

施し，同法に基づく規制措置に関して必要な基礎資料を  

得ることを目的としたものである．   

昭和53年10月から昭和54年3月まで，未規制業種に係  

る事業場のうちでし尿処理施設数12（100－200人橋：4，  

201－300人槽：4，301一弘0人槽：4），畜産食料品及  

び水産食料品製造業数3，洗びん洗缶業数3，又，末規  

制項目に係る事業場のうちでほう素に係る事業場数3，  

ビスマスに係る事業場数3，ホルムアルデヒドに係る事  

業場数3を対象にそれぞれ排水の測定調査を実施した．   

し尿処理施設の測定項目はpH，BOD，COD，SS，塩  

素イオン，洗びん洗缶業ではpH，BOD，COD，SS，鉛，  

亜鉛，溶解性鉄，〝一ヘキサン抽出物質，畜産食料品及び  

水産食料品製造業ではPH，BOp，COp，SS，n－ヘキサ  

ン抽出物質，ほう素に係る事業場ではp托 ほう素，ビ  

スマスに係る事業場ではpH，ビスマス，ホルムアルデ  

ヒドに係る事業場ではpH，ホルムアルデヒドであった．  

以上の項目についてし尿処理施設では処理後の排水，洗  

びん洗缶業と畜産食料品及び水産食料品製造業では特定  

施設からの排水と処理後の排水，はう素に係る事業場で  

は処理前と処理後の排水，ビスマスに係る事業場では処  

理前の排水，ホルムアルデヒドに係る事業場では処理前  

又は処理後の排水を分析測定した．なお，総分析検体数  

ほ100であった∴  

13 廃液処理装置の機能調査   

保健所の検査室における有害金屑を含む廃液を処理す  

るフェライト法バッチ式装置について機能調査を実施し  

た．昭和53年4月の試験における処理前，処理後の試料  

をそれぞれ分析した結果，処理前試料の鉛，全クロム，  
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スクロマトグラフにより分析検討したところ，両者とも  

同一保持時間の位置にそれぞれのピークの検出が認めら  

れかつパターンが一致した．現地の状況および試験結果  

から判断して，井戸水に混入した油分は廃油と同一物質  

と判定したが，廃油の井戸への混入経路を明らかにする  

ことはできなかった．なお当該地区の状況は県環境整備  

局公害課，楷屋保健所及び志免町役場とともに調査した．  

また汚染防止のため同工場は，廃油入りドラム缶を取り  

除き，地面をコンクリートで固めた・   

瑠巨墳庁関係  

1水質自動測定法検討（全窒素自動分析法の検討）   

全室素の測定方法は，アンモニア態窒素，亜硝酸態窒  

素，硝酸態窒素及び有機態窒素を分別定量し，これらを  

集計する方法で行われている．このため個々の分析誤差  

が積算されること，操作方法が非能率的であること，ま  

た精度も満足されないことなどの欠点を有している・こ  

のような現況のもとに，近年，能率的で高精度であると  

見込まれる種々の全窒素分析計が開発された・   

環境庁は昭和53年度の水質分析法検討試験要託事業の  

一つとして全窒素自動分析法の環境水及び工場排水への  

適用についての検討を全国公害研協議会に委託した・こ  

れを兵庫県公害研究所並びに岡山県環境保健センターと  

ともに担当し，研究を実施した．以上の結果は本誌学術  

関係事績（pp．74－75）に要約した・   

2：曙墳測定分析統一精度管理調査   

本調査は環境測定分析に関する信頼性の確保と精度の  

向上に必要な基礎資料を得ることを目的として環境庁よ  

り実施を依頼されたものである．   

昭和53年8月20日から10月20日まで，日本環境衛生セ  

ンターを通じて各機関に送付された同一棲準試料（模擬  

排水及び模擬底質）について分析を行った・   

分析対象項目はCOD（模擬排水），水分含有率，カド  

ミウム，亜鉛，鉛，銅及びひ素（以上模擬底質）であっ  

た．   

3 化学物質の分析法の検討   

各化学物質のうち当課で担当したものは，4こトロク  

ロルベンゼンー2－スルホン酸ナトリウム及び1，3，5－トリス  

（2′－ヒドロキシルエチル）イソシアヌル観である．   

一般依頼関係  

1水道原水及び給水の精密検査   

水道法に基づく精密検査は総件数650件（前年度の  

1．24倍）であり，その内訳は原水309件，給水341件であ  

った．それぞれの不適件数を調べたところ原水227件（不  

適率73．5％），給水71件（不通率20．8％）であった．  

項目別の不適件数及び総不適件数に対する割合を調べる  

と表77に示すとおり原水では例年どおり濁度，包皮，鉄  

による不適率が高かったが，アンモニア軽重素及び亜硝  

酸性窒素同時検出による不通が顕著であった，また，鉛  

過量による不適が1件みられたが，その原因は明らかで  

はない．なお原水についての水質基準値はないが，原水  

の清濁度及びその内容をは握することは浄化法の検討に  

対して参考となるため，給水の水質基準値を用いて項目  

別の不適率を算出した，また，給水の項目別不適率では  

濁度，包皮，鉄の項目が上位を占め例年どおりの傾向で  

あったが，硝酸性窒素による不通件数が5件みられた．  

そのうち4件は井戸水で，その硝酸性窒素濃度は11．0－  

14．9ppmであった．その原因については明らかではな  

い．  

表 77  水道原及び給水の項目別不適件数  

項目別  

不適件数× 
項。  ）  
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取する試料の量と個数，4）採取する試料の均等性の確  

保等に関する検討．   

これらの事項は，適正なサンプリング方法を確立すれ  

ばすべて解決される事項と考えられるので，新たにJIS  

を基本とする製紙汚でいのサンプリング方法を検討した．   

またチェック実験を行ってそのサンプリング方法の誤  

差を明らかにした．   

2 産業廃棄物処理業者保管の産業廃棄物等の分析   

産業廃棄物処理業者が保管及び放流していた産業廃棄  

物等28試料について有害物質等計柑3成分の分析を行っ  

た．   

3 県下各事業所から排出される産業廃棄物の分析   

廃棄物処理法施行令別表第2及び別表第3の施設から  

排出される汚でい等6試料計19成分の分析を行った．そ  

の結果はすべて埋立判定基準値以下であった．   

騒音振動関係  

1くい打ち作業に伴う専音，振動調査   

県宗像土木事務所から県環境整衛局公害課を通じての  

依頼により，今後の土木工事施工における騒音，振動防  

止対策の一資料とするためベノト工法によるくい打ち作  

業，振動くい打機による矢板打ち作業に伴う騒音，振動  

調査を行った．その結果については，本誌資料（p．105－  

106）を参照．   

2 クーリングタワー騒音調査   

クーリングタワーの騒音に対し，周辺住民から苦情が  

申し立てられたため，その実態調査を行った．   

2・1大野城市内某クーリングタワー騒音調査   

調査対象のクーリングタワー（原動機の出力0．375KW）  

は4階建ビル（1臍店舗，2階以上アパート）の二＝替地  

上に設置されているため，2臍アパート住民から苦情が  

出たものである．調査（6月23日）の結果を要約すると  

次のとおりである．   

1）クーリングタワーによる騒音レベルは本休から  

2，4，8m離れた地点でそれぞれ65－69，63－65，58－  

59dB（A）であった．   

2）2階の苦情者宅における騒音レベルはベランダで  

59dB（A），室内では窓開放状態49－50dB（A），窓閉鎖  

状態40dB（A）であった．また，室内のNC値（屋内  

の騒音評価値）を求めたところNC45（窓開放状態）で  

あった．   

2・2 久留米市内某クーリングタワー騒音調査   

調査対象のクーリングタワー（原動機の出力2，2KW）  

は地上10階のビル屋上に設置されたものであった．調査  

（7月20日）の結果を要約すると次のとおりである．  

1）クーリングタワーによる騒音レベノkは本体から1，   

2 飲料水の適否検査（飲料水簡易検査）   

飲料適否検査の総件数は261件であった．そのうち不  

適件数は107件（不適率41．0％）で不適率は前年度  

（65．2％）に比べるとかなり低下したが，項目別の不適  

率を調べてみると表7引こ示したとおり外観異常，鉄過量  

による不適が多く認められた．通常の項目以外にマンガ  

ンを合わせて検査を行った場合のマンガンによる不適率  

は16．8％ とかなり高い値を示した．   

3 鉱 泉 分 析   

当年度実施した鉱泉分析の内訳は，申分析1件，小分  

析4件であった・申分析の結果は温泉法にいう温泉に該  

当しなかった・小分析の結果，1件のみ台石膏食塩泉と  

推定された．  

環境理学課  

昭和53年度における当課の主要業務は廃棄物関係では，  

故紙再生に係る製紙汚でいの検査のための試料採取方法  

等の検討，産業廃棄物処理業者保管の産業廃棄物等の分  

析，県下各事業所から排出される産業廃棄物の分析であ  

り，いずれも県環境整備局整備課の依頼によるものであ  

った．   

また騒音振動関係では，くい打ち作業に伴う騒音，振  

動調査，クーリングタワー騒音調査，特定施設見直し調  

査，福岡空港周辺航空機騒音基礎調査，穂波町低周波空  

気振動調査等であり，いずれも県環境整備局公害課の依  

頼によるものであった．   

以上の業務のはか，環境庁委託による化学物質環境調  

査分析法検討及び化学物質環境追跡調査に参加した．分  

析法の検討は関係各課メンバ→によるプロジェクトチー  

ムを設けて実施され，当課ではβ－ナフタレンスルホン  

酸ホルマリン縮合物のナトリウム塩，p・アセチルアミノ  

ベンゼンスルホニルクロライドを担当した．また環境追  

跡調査では，クロルフェノール顆9物質を担当した．   

研究業務では燃えがら，ばいじんの性状調査，製紙汚  

でい申のPCB代替品の分析，在来線鉄道の下銘板桁に  

よる騒音の影響調査，くい打ち作業に伴う振動騒音調査  

等を行った．   

廃棄物関係  

1故紙を原料とする製紙汚でいの検査のための試料  

採取方法等の検討   

製紙汚でいの検査のための試料採取方法，検定の実施  

方法等を再検討する目的で，昭和53年度分として次の事  

項の検討を行った．1）採取場所と，採取に関する具体  

的方法，2）排出量と採取頻度との関係，3）1回に採  
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妻‘柑  苦情書宅内の騒音測定結果（単位：d8（刃）  5 穂波町億周波空気振動実態間査   

昭和54年2月7日に穂波町にあるコンクリート製造工  

場から発生する低周波空気振動の実態調査を行った．そ  

の結果を要約すると次のとおりである．  

1）工場内における主な低周波空気振動発生施設はバ  

イブレーターであり，稼動時における音圧レベルは工場  

内で107dB（バイブレーターから 3．3m），84dB（同  

じく 48．3m），民家前で59dB（同じく約400m）であ  

った．   

2）衰80に示す工場内調査地点の周波数分析結果から，  

バイブレーターの低周波空気振動音圧レベルは可聴域  

（20Hz－50Hz）成分を比較的多く含んでいることがわ  

かった．   

3）バイブレーター稼動時の民家前における地盤振動  

レベルは，測定器の可能最小指示値（45dB）以下であっ  

た．   

4）民家前における低周波空気振動音庄レベルは  

59dBであった．  

喪帥  周 波 数 分 析 結 果（単位：dB）  

星  間  夜  間  

窓閉   窓閉   密閉   窓閉  

38   32   36   31  

40  34  37  ：妃  

（38，44）（乱39）（36，41）（30．36）   
室  
擬音レベ●  

● 5秒間隔50回法による中央値，下段の（）内は90％  
レンジの下端値と上端値  

2，3，4m離れた地点で76－77，75－76，74，73dB（A）  

であった．   

2）クーリングタワーの周波数特性は中心周波数  

125Hzにピークをもつ低周波成分を多く含むものであ  

った．   

3）ビル周辺の民家前におけるクーリングタワーの騒  

音レベルはA宅前（クーリングタワーからの距離53m）  

で昼間53－56dB（A），夜間48－50dB（A），B宅前（同  

じく 93m）で昼間43－46dB（A），夜間40－43dB（A）  

であった．   

4）苦情者宅（クーリングタワーからの距離103m）  

の室内騒音レベルは表79に示すとおりで，クーリングタ  

ワーの騒音よりもそれ以外の騒音，例えば自動車騒音等  

のほうが大きかった．また，夜間の同室内におけるNC  

値を求めたところ窓開放状態でNC30，窓閉鎖状態で  

NC25であった．これは住宅の寝室に対する基準（NC  

25－30）以下であった．   

3 特定施粒（県条例関係）の見直し駒査   

県条例に定める特定施設の見直しを行う際の参考資料  

とするため，苦情の多い石材切断機（石切鋸）を対象に  

その騒音発生状況調査を行った．その結果，石材切断機  

による発生騒音レベルは施設正面から 2，4，8m地  

点で97－98，92－96，90－92dB（A）であった．また，  

周波数特性は中心周波数 2－4KHzにピーク値をもつ  

高周波成分の多い騒音であった．   

4 福岡空港周辺航空機唇音基礎調査   

福岡空港周辺の航空機騒音コンター作成の基礎資料を  

得る目的で，滑走路16使用（南々東に向かって離着陸す  

る場合）の航空機を対象に航空機騒音基礎調査を行った．   

昭和53年10月から11月までの1箇月間，県環境整備局  

企画課，関係市町の協力を得て県公害課と共に，空港か  

ら北側11km，南側15km，東西各々 3kmの範囲円  

で航空機騒音及び飛行高度瓢定を行い，各機種別，離着  

陸別にスラントディスタンス（航空機から測定地点まで  

の実距離）と騒音レベルの関係，離着陸プロファイル等  

について解析した．  

尭 オク タ ー ブ  謝 査 地 点  

中心周波数（Hz）  No．1  No．2  
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音源からの距離：No．13．3m，恥．2 48．3m  

環境生物課  

昭和53年度における当課の主要業務は前年度と大差な  

く，環境汚染が自然の動・植物に及ばす影響の調査，解  

析に関するものであった．行政依頼による主な調査業務  

としては，例年どおりの“環境指棲の森’’の植物学的調  

査，及び前年度から実施することになった松くい虫防除   
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両年度間の組成の類似度指数を求めて検討した結果，高  

木・亜高木層では全林分ともほとんど変化がみられなか  

ったが，低木・草本層は志摩，直方，行橋など下刈りが  

行われた林分では変化が特に大きかった．群集の標徴種  

や識別種の出現状態は昭和50年度の場合と大差なかった  

が，昭和餌年度は群集区分を保留した直方と志摩の林分  

はホソバカナワラビースダシイ群集に入れ，また，ミミ  

ズバイースダシイ群集に入れていた稲築と久山の林分は  

コジイークロバイ群集に変更した．なお，直方のヒノキ  

植林と行橋のクロマツ林は著しく人為影響を受けたため  

調査対象から除外した．   

2）植生関係及び環境・人為関係の諸評価 植生自然  

度，樹勢度，人為影響度，周囲植生人為度及び植生関係  

と環境・人為関係の総合評価値は昭和50年度の結果と対  

比して表82，83に示す．   

植生関係の総合評価値は篠栗と久山以外の9林分で全  

環境相榛の森の平均値を上回り，直方，稲築，河頭，玄  

海では特に良かった．環境・人為関係の総合評価値は玄  

海，河東，直方，宮田，香椎で平均より良く，特にはじ  

めの3林分で良く評価された．   

3）着生植物群落 各環境指標の森及びその近辺に残  

存する神社境内などの樹木の着生辞苫地衣群落を調査し，  

昭和52年度と同じ方法で Le Blanc・De Sloverl）の  

IAP（Index of Atomospheric Purity）を求め，地域  

の大気環境を判断する一助とした．各環境指標の森及び  

その近辺の樹木の着生辞苔地衣群落で得られたIAPの  

最高値を表83の右端に示す．   

河頭を除きいずれも近辺1．5kmの範囲でIAPの高  

い群落が認められ，これらの地域では大気環境にそれは  

ど大きな間超はないものと考えられたが，河頭について  

は今回の調査からはこの地域が大気環境に問題がないと  

に伴う薬剤防除安全確認調査を行った．そのほかでは，  

国立機関試験・研究に対する研究協力として，前年度に  

引き続き，野外昆虫の微量汚染物質蓄積に関する研究を  

実施，また大気汚染指標動・植物に関する調査・研究及  

び陸水の富栄養化の生物測定に関する技術開発，応用を  

当課における環境科学関係の主要研究課題とした．   

衛生関係では，当年夏季に福岡市及びその周辺地区で  

住居発生性の人体刺嘆昆虫による被害が頻発し，行政依  

頼により虫体の同定検査を実施したが，更に同虫による  

虫刺症被害の実態調査を行うとともに，同虫の害虫化の  

生態学的研究に着手した．   

環 境 関 係  

1環境指標の森の植物学的鯛査   

福岡県環境保全に関する条例に基づき，県環境整備局  

自然保護課により昭和48－50年度にわたって指定され  

た‘‘環境指標の森’’30林分の植物学的調査は当課が担当  

し，9－11林分ずつそれぞれ3年目ごとに継続調査が順  

次行われている．当年度は昭和50年度に指定された11林  

分の第2回目の調査を行った．調査項目と調査方法は昭  

和50年の第1回目の調査や昭和51，52年度の他の環境相  

樺の森の調査の場合とほぼ同じであるが，着生植物の調  

査は昭和51，52年度の調査に準じて攻めた．  

1・1調査林分と調査項目  l   

当年度調査した環境指標の森の概要は表81に示す．昭  

和50年度の第1回調査以後，行橋，久山，志摩，宮田，  

頂万，篠栗の6林分は下刈りなどの人為影響を受けた．  

各林分について，種類組成，樹勢度，人為影響，周囲植  

生，樹木の葉のクロロフィル量，環境指僚の森及びその  

周辺の着生辞苔地衣群落などの調査を行った．  

1・2 結果の概要   

1）組成 各林分の昭和50－53年間の組成の変化を，  

表 81 福岡県環境指標の森（昭和50年度指定・第1回調査，昭和53年度・第2回調査）の概要  

自然林  
所  在  地  略 称   地 形   面 積  

（ha）  

植  生  

行橋市・八杜夫明神杜  行橋  地
棲
 
 

坦
 
 

平
丘
 
 

ミミズバイースダシイ群集  

コジイークロバイ群集  

ホソパカナワラビースダシイ群集  

ミミズバイースダシイ群集  

′′  

ホソバカナワラビースダシイ群集  

スダシイーヤプコウジ群団の若今林分  

ホソバカナワラビースダシイ群集  

ヒ ノ キ植林  

1
9
3
0
5
5
4
0
3
7
5
6
訂
6
7
0
6
2
6
 
 

0
 
 

・
 
 
0
 
0
 
0
 
0
 
2
 
0
 
0
 
4
 
0
 
ハ
U
 
 

2
 
3
 
5
 
4
 
5
 
4
 
5
 
6
 
2
 
2
 
4
 
 

久山町・若宮八幡宮  

稲築町・漆 生 神 社  

久
 
稲
 
 

山
築
摩
海
椎
田
 
 

”
 
 
〝
 
 
〝
 
 
”
 
 
〃
 
 

志摩町・六 所神 社  志  

玄海町・鎖 国 寺  玄  

福岡市・香 椎 宮  

宮田町・日 吉 神 社  

北九州市・河 東 公 園  

城島町・北古賀の森  

直方市・日 吉 神 社  

篠栗町・諏 訪神 社  

香
宮
 
 腹

地
陵
 
 
 

坦
 
 

山
平
丘
 
 

頭
島
方
乗
 
 

河
城
直
篠
 
 

1）F．LeBlanc＆）．DeSlover：Can．LBot．，48．1485－1496，1970．   
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表 82  植 生 関 係 評 価 値  

植  生  自  然  度  植 生 関 係   

高木・亜高木層  低木・草本層  樹 勢 度  総 合 評 価  

t  u  v  t＋u＋（100－V）  

50  53  50  53  50  53  50  53   

稲   築   96  93  76  80  7．3  9・1  265  264   

玄   海   96  87  77  79  15・3  12・3  258  2別   

河   頭   お  86  72  81  11・7  7・2  243  260   

直   方   88  93  78  78  5・0  4．5  261  266   

香   椎   89  81  75  80  12・7  14．8  251  246   

宮   田   74  78  73  72  24・7  13・9  222  236   

城   島   57  76  77  72  10・3  12・9  224  234   

行   橋   79  81  63  74  21■7  9・6  220  245   

志   摩   96  92  72  62  16・7  14・8  251  239   

久  山   94  87  43  42  13・7  11・2  223  218   

篠   栗   50  50  31  29  5・0  7・6  176  171   

環境指標の森  

30林分の平均   
76．5  62．8  9．73  223．6   

評価値のとり  

うる範囲   
0－100  0－100  0－100  0－300   

良否と評価値  
大きいはど長  の大きさ  

大きいはど良  小さいほど長  大きいほど良   

表 83  環  境     人  為  関  係  評  価  値   

生人為 関  

域 

b 

50  53  50  53  50  53  53   

稲  築   65  65  28  33  126  126  16．3   

玄  海   28  28  20  7  56  56  24．8   

河  頭   15  15  43  13  71  71  8．2   

直  方   27  27  17  27  71  71  16．1   

香  椎   42  42  39  33  114  114  22．・4   

宮  田   35  36  24  40  92  100  20．1   

城  島   58  58  28  60  146  146  17．1   

行  橋   42  45  24  67  119  136  17．9   

志  摩   封  51  18  53  92  125  20．1   

久  山   44  44  24  80  148  148  21．3   

篠  栗   60  60  21  80  161  161  21．7   

環境指標の森  
30林分の平均   45．1  31．4  47．2  124．2   

評価値のとりうる  

囲   
0－100  0－100   0－100  0－300  

範  
0一   

良否と評価値  小さいはど良  小さいほど良   
の 大 小  

いう積極的な証拠は得られなかった．  のスダシイ又はコジイに加え，全林分に共通なクスノキ   

4）クロロフィル調査 昭和50年度の調査ではスダシ  についても汎J定した・結果は表84に示すとおりで，他の  

イとコジイの存在しない河東，城島，篠栗の林分を除い  研究者による他地域での測定値や昭和50－52年度の環  

てスダシイ又はコジイの葉のクロロフィル量を測定し，   墳指標の森での測定値と比較し異常な値は認められなか  

特に異常な値は得られなかった・当年度はこれら8林分  った，   
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くに生息するらしく思われることから，散布区調査定点  

における同種の減少は薬剤散布の影響によると疑われた．  

薬剤散布前後の粘管目昆虫相の変動についてほ，散布区  

及び無散布区調査定点聞及び両定点における薬剤散布前  

後の粘管目昆虫の種類構成を類似度指数（Cユ指数）によ  

って検討したが，両調査定点間で種類構成の類似度が低  

く，薬剤散布による粘管目昆虫相の変動は明らかでなか  

った．   

2・2 大型土盛動物相及び生息密度の変動   

大型土壌動物として調査対象にできたのは，すべて節  

足動物で，妹形鋼，膏脚綱，倍脚綱及び昆虫綱であった．  

薬剤散布1箇月後の調査において，蜘蛛目の採集個体数  

が無散布区調査定点では著明に増加したのに対し，散布  

区調査定点では増加しなかった．このことも薬剤散布の  

影響を示すように疑われるが，明確ではない．一方，類  

似度指数による大型土盛動物相の変動解析からは，薬剤  

散布1箇月後の調査における両定点間の種類構成の類似  

度の低下を認めたが，このことは，蜘蝶目の採集個体数  

が両定点間で著しく異なったことによるよりも，林円尾  

虫相の季節的な多様化により両定点で捕集される昆虫の  

種類に差が生じたことによると判断された．第1回及び  

第2回の薬剤散布前後の時期では林内昆虫相が季節的に  

安定していたらしく，薬剤散布2日後のいずれの調査で  

も種類構成は両定点間で類似度が比較的高かった，これ  

らのことから，薬剤散布の影響と明らかに判断されるよ  

うな大型土盛動物相の変動は指摘できなかった．   

2・3 魚 類   

第1回薬剤散布に伴う調査では，満潮時海水の逆流に  

より薬剤散布区域内での淡水魚のいけす飼育は不能であ  

ったが，第2回薬剤散布に伴う調査でほ，下流水門の閉  

鎖により薬剤散布区域内でのフナの飼育が可能になった・  

そのために，第】．回薬剤散布をすでに経験した現地水域  

のフナを描獲し，定点でいけす飼育，第2回薬剤散布に  

暴露した結果では，いけす飼育中のフナに薬剤散布によ  

る形態，遊泳の異常あるいは死亡例はなかった．   

魚体の薬剤分析試験には，第1回薬剤散布調査では，  

散布区域内の水域において投網により捕獲したフナ及び  

ヤリタナゴを，第2回薬剤散布調査では，散布区内水域  

の定点でいけす飼育したフナを供試した．その結果，魚  

体内の薬剤濃度は散布当日最高値を示し，散布1日後か  

ら急速に降下，第1回薬剤散布調査では5日後ではまだ  

検出可能で，8日後にいたり検出限界値以下となったが，  

第2回薬剤散布調査では5日後にすべて検出限界値以下  

となった．   

2・4 水生昆虫相及び生息密度の変動   

表 84 糞のクロロフィル量（mg／100cmつ   

種
 
 
 

樹
 
 

填
標
森
 
 

環
指
の
 
 

クロロフィル量  

a  b  a＋b  

玄海三；  ：：：：：二  
行橋三γ亨  

稲築≡γ亨  

河東 クスノキ  

志摩三言；言  

直方三γ貢  

5．42士0．301．82士0．12  
4．39士0．351．48士0．16  

4．87士0．251．69士0．（略  
4．02士0．241．41士0．09  

4．82±0．261．56士0．08  

4．57±0．101．57士0．鵬  
4．65±0．201．75士0．16  

4．27士0．361．53士0．16  
3．99±0．211．45士0．07  

7．22士0．42  
5．85士0．48  

6．舅±0．28  
5．43士0∴弘  

6．40士0．33  

6．13士0．16  
6，36士0．18  

5．79士0．47  
5．¢l±0．29  

5．76±0．49  
5．49±0．19  

5．62±0．14  

5．39士0．顔）  

5．28±0．15  
6．咲）士0．説）  

5．25士0．21  
6．24士0．59   

香椎三；；才芸溜王3：≡雪壬：芸圭3：霊  

城島クスノキ 4．お±0．111．謂士0．鵬  

篠栗クスノキ 4．07土0，別1．封士0．12  

久山三γ才芸：8誌3：業主：喜詰3：王子  

宮田三γ才芸：去控S二王…壬圭S二  

2 松くい虫薬剤防除安全確認調査   

前年度と同様に，県水産林務部の依頼により，松くい  

虫防除のためのスミチオン空散が散布地域の生物群集に  

及ぼす影響調査の一部として，薬剤散布地域の水生動・  

植物及び中型・大型土壌動物の薬剤散布前後の調査を当  

課で担当，水生動物関係詞査のうち，魚休の薬剤分析は  

保健科学部衛生化学課が，当年度から新たに当所の分担  

となった河川水の薬剤分析は環境科学部水質課が分担し  

た．すべての調査は林野庁により指定された方法によっ  

た．試験地は前年度と同じ遠賀郡岡垣町の矢矧川河口周  

辺の国有林（クロマツ林）円で，調査期間は昭和53年5  

月19日から同年7月7日までであった．試験地では，杯  

円に散布区と無散布区とを設定し，上記の期間内に14日  

間隔で2回実施された空散の前後にその影響を上記生物  

群集及び河川水について調査した．以上の調査結果の概  

要は下記のとおりである．   

薬剤散布：ヘリコプター2機（KH4型及びJ2A型）に  

より空散．使用薬剤の種類，濃度，散布量は前年度と同  

様．第1回散布は昭和53年5月24日，第2回散布は同年  

6月8日であった．   

2・1中型土壌動物相及び生息密度の変動   

中型土壌動物として，粘管目昆虫及びダニ目を調査し  

た結果，粘管目昆虫の一種釣ig5β〃Sp．の捕集個体数の  

動態に散布区調査定点と無散布区調査定点との間で明ら  

かな差があった．同種は無散布区調査定点では第2回薬  

剤散布2日後の調査からその1箇月後の調査にかけて著  

しく増加したのに対し，散布区調査定点では，薬剤散布  

後日数経過とともに減少した．同種は比較的土壌表面近  
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3回のサンプリングを通じ，環形動物多毛類の他はユ  

スリカ幼虫1個体が捕獲されただけで，同水域における  

水生昆虫の薬剤影響調査結果の判定は不能であった．   

2・5 浮遊性甲殻類相及び生息密度の変動   

調査措定項目にあるみじんこ類として，検閲亜綱，鰹  
●●●●  

脚亜綱及び貝形亜綱に属する浮遊性の甲殻類を調査した．  

浮遊性甲殻類の採集総個体数は薬剤散布のたびに著しく  

減少し，特に椀脚亜綱の幼虫（ノープリウス）の個体数  

が激減した．種類構成の類似度指数による浮遊性甲殻薪  

相の変動解析によると，散布区及び無散布区両水域にお  

いて，浮遊性甲殻類の種類構成は，水門の開閉による水  

域環境の激変がないかぎり，調査期間中経時的によく安  

定し，調査日ごとに高い類似度を示した．しかし，特に  

上流散布区内水域の調査定点では，薬剤散布ごとに，散  

布2日後の調査における踵析構成は前回調査に対し著し  

く異なることが示された．以上の結果から，浮遊性甲殻  

類では薬剤散布の影響が種類構成及び生息密度に最も顕  

著にあらわれるようであった．   

2・6 水生植物の葉緑素量の変動   

矢矧川の試験地内水域において，上流散布区内及び下  

流散布区内に定点を設け，河床の沈石あるいは河岸のく  

い等に付着する緑藻類（アオノリ属の一種）のクロロフ  

ィル量について，薬剤散布前後の変動を調べた．その結  

果，アオノリ属の一種のクロロフィル量は薬剤散布とは  

関係なく，日数経過とともに増加する傾向を示し，季節  

的な日照の増大による影響の方が薬剤散布の影響よりも  

大きくあらわれると判断された．   

2・7 河川水における薬剤の残留   

河川水における残留薬剤の最高値は第1回，第2回薬  

剤散布とも，当然，散布直後採水検体にみられ，それぞ  

れ0．0088ppm及び0．0110ppmであった．残留薬剤  

の最高値を示した試水は第1回では上流散布区内で採水  

したものであったが，第2回では下流無散布区内で採水  

したものであった．河川水における残留薬剤の濃度は散  

布1日後に約半減，5日後ではなおわずかながら検出可  

能，散布後10日以内に検出限界値（0．0000ppm）以下と  

なった．   

3 微量環傾汚染物賃の生物に与える影響の解明に関  

する研究   

標記の課題に関する研究のうち，微量環境汚染物質の  

生物に及ぼす影響の個体レベルでの研究の一つとして企  

画された陸生節足動物の重金属汚染に関する調査は，環  

境庁による“国立機関公害防止等試験・研究”のうち，  

‘‘微量汚染物質の酵素活性に与える影響の解明”（国立予  

防衛生研究所衛生昆虫部担当）にかかる昭和53年度研究  

協力として実施したものであるが，棲記課題に関する群  

集レベルでの研究として企画された工業汚染地における  

土壌昆虫相に関する調査は当年度は当所単独企画によっ  

て継続実施した・なお，本研究のうち，虫体，環境の重  

金属定量分析は疫学課及び大気課が担当した．   

3・1工業汚染地における陸生節足動物の重金属汚染   

前年度はオオミノガ幼虫の虫体重金属濃度を汚染地と  

非汚染地との間で比較したが，宿主植物の樹種の相違，  

あるいは宿主植物の生育箇所の相違によって，汚染地と  

非汚染地との間で虫体重金属濃度の差が判然としなかっ  

た・また，前年度までの成績では，陸生節足動物の虫体  

重金属濃度は土壌生活と関係の深いものほど高い値を示  

すらしいことが示唆された．これらの点を改めて吟味す  

るため，当年度は次の2課題について検討した．   

オカダンゴムシの虫体及び生息環境の重金属濃度：終  

生土壌生活をし，かつ移動分散が小さく，局所的な環境  

の重金属汚染をよく反映すると思われた陸生甲殻類の一  

種オカダンゴムシArmadillidiumvuLgare（Latreille）  

の虫体重金属（カドミウム，銅，亜鉛，鉛）の濃度を汚  

染地（大牟田市2地点）と非汚染地（太宰府町2地点）  

との間で比較するとともに，各採築地点の生息環境と虫  

体との間の上記重金属の濃度の関係を検討した．前年度  

までに調査した陸生節足動物，A乃〃桝αJα属2種甲虫及  

びオオミノガ幼虫，に比較し，オカダンゴムシでは虫体  

の重金屑濃度は汚染地及び非汚染地において，はるかに  

高い値を示し，特に汚染地におけるカドミウム，亜鉛の  

濃度は著しく高く，最高値（カドミウム50．2ppm，亜  

鉛1490ppm）を示した．また，各採集地点における環  

境（表層土及び堆積された腐植質）と虫体との間の重金  

属濃度の関係では，カドミウム，銅，亜鉛は環境よりも  

虫体の方が高濃度で，明らかに虫体によるこれら重金属  

の濃縮，蓄積が認められた．しかし，鉛は虫体よりも環  

境の方が高濃度であった．以上のことのほか，特に注目  

されることとしては，亜鉛濃度の著しく高い環境下（表  

層土亜鉛濃度3270ppm）では，カドミウムの虫体内濃  

縮，蓄積が低下するらしいこと，また，同環境下では虫  

体の亜鉛濃度は例外的に環境よりも低い値（♀1490ppm，  

古1320ppm）であったことが指摘される．   

オオミノガ幼虫の虫体重金属濃度とその宿主植物との  

関係：生活型の異なる各種陸生節足動物の虫体重金属濃  

度に関する一連の研究において，前年度は食菓性昆虫の  

一例として，オオミノガ幼虫の虫体重金属濃度を測定し  

た・しかし，オオミノガ幼虫では，異種の宿主植物から  

のサンプルごとに，また，宿主植物の生育箇所を異にす  

るサンプルごとに測定値の変動が大きく，汚染地と非汚   
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染地との聞の虫体重金属濃度の差は判然としなかった．  

そのために，当年度は，オオミノガ幼虫の重金属濃度と  

その虫体を採集した宿主植物との間の関係を検討した．  

大牟田市の1地点において，限定された面積（約100m  

X訓Om）円に生育する4本のクスノキから古5試料  

（141個体），♀39試料（316個体）を，また桜の一種から  

は古11試料（318個体），♀19試料（247個体）を採取，  

それらの重金属（カドミウム，銅，亜鉛，鉛）の墳度を  

測定，その瓢定値（鉛は全例で検出限界値以下）の変  

動について解析した結果は以下のとおりであった．ク  

スノキ及び桜の一種から得られたそれぞれの試料群にお  

いて，1木からの試料間の軋定値の変動を群内変動と  

し，異なる樹木個休からの試料群間の測定値の変動を  

群間変動として一元分類分散分析を行った結果，オオミ  

ノガ幼虫試料は宿主植物がクスノキの場合には，カドミ  

ウム及び銅の濃度において群間に有意差（危険率1％）  

を認めたが，宿主植物が桜の一種の場合には3種重金  

属濃度のいずれにおいても群間に有意差は認められなか  

った・更にクスノキからの虫体試料群と桜の一種から  

の虫体試料群との間で各試料群における3壇重金属濃度  

それぞれの平均値をt一検定した結果，3種重金属濃度の  

いずれにおいてもクスノキからの虫体試料群と桜の一種  

からの虫体試料群との間では高度な有意差（危険率1％  

以下）があった・以上のことから，オオミノガ幼虫の虫  

体試料の重金属濃度は宿主植物が同種であっても宿主植  

物の樹木個休が相違すると有意差がある場合があり，ま  

た，宿主植物の樹種が異なれば，樹木個体の相違による  

変動を越えて明らかな差があるといえる．しかし，比較  

する二つの宿主植物の樹種の重金属濃度レベル及び組成  

が相互に近似する場合には，それらの樹木から採集した  

虫体試料群闇には重金属濃度に有意差がない場合も当然  

考えられる・次に，オオミノガ幼虫が摂食する宿主植物  

葉の重金属濃度の季節変動を知るために，大牟田市K地  

区において1本のカキの葉について，上記重金属の濃度  

を時期を変えて測定した．その結果は図8に示す．カキ  

の葉の重金属濃度は開葉期から落葉期にかけて重金属ご  

とに特定の憤向で変動し，特に開業斯から夏季にかけて  

の変動が大きかった．この時期には，日数経過とともに，  

カドミウムは急増，亜鉛及び鉛は漸増，銅は減少した．  

しかし，夏季から落葉親にかけて，いずれの重金属の濃  

度も変動が小さく，比較的安定した傾向がみられた．オ  

オミノガ幼虫の食葉期は当地では6月下旬から10月下旬  

にかけてである．したがって，宿主植物がカキの場合，  

本虫の摂取する重金属の量が摂食期間中に大きく変動す  

ることはないと思われる．  

5月  6月  7月  8月  9月 10月   
図8 オオミノガ幼虫の宿主植物（カキ）の葉におけ  

る4種重金属濃度の季節変化（ppm／乾重）  

3・2 微量汚染物質の土壌昆虫群集に及ぼす影響   

前年度までの調査において1）工場周辺の粘管目昆虫  

群集は汚染物質によるなんらかの影響を受けている．  

2）土壌中の汚染物質（重金属およぴベンゾ（a）ビレ  

ン）濃度が高いほど粘菅目の個体数は減少していること  

がわかった．   

当年度は工場周辺の環境汚染の粘管目群集への影響を  

解析するために，工場周辺の粘管目群集を他の各種環境  

におけるそれと比較する目的でポタ山周辺での粘管目群  

集を重点的に調査した．調査地は志免町志免炭鉱ポタ山  

のススキ群落2地点，同炭鉱ポタ山のアカシア属（モリ  

シマアカシア？）植林地（草本層：ススキ）2地点，同  

炭鉱ポタ山防災用盛土のススキ群落1地点，篠栗町明治  

炭鉱ボタ山のススキ群落1地点，対照地として明治炭鉱  

から北へ約 5km離れたところに位置する松枯れ森の  

ススキ群落1地点，久山町の草地ススキ群落1地点及び  

セイタカアワダチソウ群落1地点，太宰府町宅地造成地  

のススキ群落1地点である．   

生活型別単位容積当りの個休数は図9に示すとおりで，  

1）ポタ山のススキ群落での粘菅目の密度は他のススキ  

群落のそれの20％にすぎなかった．2）ポタ山のスス  

キ群落では活発型地表生活者が個体数の大部分を占めて  

いた．3）アカシア属（モリシマアカシア？）を植林し  

たポタ山での粘管目密度は対照地のそれの00％で植林  

していないボタ山でのそれの299％であった．   

結果1）から，ポタ山では粘菅目昆虫に対するなんら  

かの分布制限要因が存在するらしい．結果2）は大牟田  

市内の工場周辺では鈍重型，活発型とも土壌表面近くに  

生息する種の個体数減少の割合がより下部の層に生息す  

る種のそれよりも大きいという昭和50年度調査結果とは  

反対の憤向を示している．この差異は主要な分布制限要   
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3）から粘管目昆虫に対する直接的，間接的分布制限要  

因の作用は人工植林によってある程度減少すると考えら  

れる．   

4 大気汚染指標動・植物に関する萌査■研究   

当課発足以来，大気汚染指標植物としての蘇苔植物の  

分布に関する研究は主要研究課題の一つであったが，前  

年度から，大気環境を着生蘇苔・地衣植物相により指標  

するための本格的調査に着手した．また，昭和49－51  

年度にわたり，全国都道府県■読売新聞社主催で実施さ  

れた“アサガオによる光化学スモッグ観察全国調査”に  

当課員が福岡県実行委員として参加したが，その経過中，  

アサガオのオキシダント指標性に関して，2，3の問題  

があるように思われた．そこで，同調査の終了後，昭和  

52年度及び当年度に当所単独企画によりこの間題を追求  

した．以上のほか，前年度まで，“国立機関公害防止等  

試験・研究’’にかかる研究協力の一課題として実施して  

きた大気汚染と昆虫の分布に関する研究をこの研究項目  

に編入，当所単独企画による研究として継続実施したが，  

当年度をもって本研究は終了した．   

4・1都市及び近郊の大気環境の着生存否地衣群落に  

よる評価   

前年度，豊前火力発電所稼動前の着生植物群落の調査  

を豊前市の宇島を中心とし半径15km以内の地域で24  

地点30方形区を設けて実施したが，稼動後の大気環境の  

変化が着生植物群落にどのように反映するかをみるため  

の継続調査をはじめた．当年度は同地域の第2回目の調  

査と，福岡市及びその周辺地域の東半部と北九州市の洞  

海湾周辺工業地帯及びその周辺地域でそれぞれ90，26地  

点の着生植物群落の調査を行った．調査は各調査地点で  

着生辞苫地衣群落が最もよく発達した樹木と幹の方向を  

選び，地上2m以下に幅30－50cm高さ 2mの縦長  

の方形区を設け，出現した各種類の百分率被度を判定し  

た．調査地点の選定に当っては，豊前地域では着生植物  

の多い地点だけを選んだが，福岡と北九州では残存する  

神社林をほとんどしらみつぶしに調査した．  

れ ■－ A  

l：F J B   
1
 
 
－
－
ト
l
 
F
l
 
f
L
「
 
 
■
■
■
■
■
■
L
．
■
－
L
 
 
一
．
と
 
 

5
0
0
 
 
0
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 
0
 
0
 
 
0
 
 
0
 
 

1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

1
 
 

1
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
1
 
 

モ
ー
書
l
＼
童
 
 
塗
 
 
撃
 
 

C
 
D
 
E
 
 

F
 
G
 
 

0
 
 
 
0
 
 
 
0
 
 

▲
】
 
 
 
3
 
 
 
2
 
 

；……＝三ご  

図9 ポタ山での生活型別粘管日個体数  

A－I：ススキ群落J：セイタカアワダチソウ群落  
A：志免炭鉱ポタ山，B：志免炭鉱ポタ山，C：明治炭鉱ポ  

タ山，D：志免炭鉱ポタ山，アカシア腐植林地林擦寄，E：志  
免炭鉱ポタ山 アカシア腐植林地林央部．F：志免炭鉱ポタ  

山，防災用盛土（赤土），G：久山町草地．H：太宰府町宅地  
造成地tI：明治炭鉱から北へ約5kmのところに位置する松  

枯れ林．J：久山町草地  
Ⅰ列：鈍重型上部生活者．Ⅱ列：鈍重型下部生活者，Ⅱ列：  

活発型表層生活者，Ⅳ列：活発壁土儲生活者  
黒色ヒストグラム：ポタ山草地．密縦腐ヒストグラム：ポタ  

山人工植林，疎縦線ヒストグラム：ポタ山周辺草地．白色ヒス  
トグラム：ポタ山以外の草地での個休数   

困が大牟田市内の工場周辺では土壌表面近くに，ポタ山  

では土壌の下部の層に存在することによるらしい．結果  

表 85  着生地衣辞苔植物群落の発達程度の地域差の被度階級値の合計値の各階故に該当する方形区の  
頻度（％）による評価  

被度階級値の合計値の階級（範囲）  査
形
数
 
 

詞
方
区
 
 

地  域  
2  3  4  5  

（5－10） （10－15） （15一節） （加巨）  

北九州（洞港湾周辺）  

福 岡（市 街 地）   

〝 （住 宅 地）   

〝 （田 園 地）  

豊 前  

5
0
 
5
5
4
1
2
7
 
 

3
2
 
2
2
5
9
 
封
諷
 
 

1
3
4
1
詑
 
5
3
4
3
 
 

10  2  

29  6  

43  7   
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表 86  大牟田市唐船、円光寺にかナるクスノキの  

潜斐蛾の生命表  

豊前地域の第2回目調査の結果では1地点を除き前年  

度とほとんど変化が認められなかった．各地域の各方形  

区の各種類の被度階級値の合計を求め，これを5階級に  

区分し，各階級に該当する各地域における方形区数の割  

合を示すと表85のとおりで，着生地衣＃嘗群落の発達程  

度にはっきりした勾配がみられた．来年度の残余の地域  

の調査結果も含めて，大気環境などとの対応について詳  

しく検討したい．   

4・2 アサガオの光化学オキシダント汚染指標   

前年度はアサガオ（品種：スカーレットオハラ）の光  

化学オキシダントによる可視被害発現について，福岡地  

方の地域特性を知るための観察調査を行った．当年度は  

アサガオのオキシダントに対する感受性の品種間差を検  

討した．供試したのは 々川棚紺r涙雨・α相和品犯Hook  

（ヘブンリーブルー）と 月毎涙雨毎，摘Choisの4品種  

（スカーレットオハラ，えびす葉系の一品種，暁の雲，  

紫獅子）で，観察調査は国設小郡大気観測局と当所にお  

いて行った．被害英数と被害度合計値について検討した  

結果，感受性の高いほうから，ヘブンリーブルー，スカ  

ーレットオハラ，えかす葉系の一品種，暁の雲，紫獅子  

の唄となり，一般家庭の栽培アサガオ（タカ〃r∂i由〃gg）  

の多くがスカーレットオハラより感受性が劣るという従  

来の他の研究結果を支持する結果が得られた．   

4・3 大気汚染指標昆虫としてのクスノキの潜葉蛾   

昭和51，52年度の調査結果から，クスノキの潜葉峨の  

寄生率は大気汚染度の高い地域ほど高いことが判明した  

が，その原因は明確ではなかった．この原因を明らかに  

する目的で，当年度は本蛾の生活史を中心とする生態を  

調査するとともに，汚染地と非汚染地との間で本峨の生  

存様式を比較した．生活史の調査は大牟田市唐船の円光  

寺で実施，定期的に個体追跡を行なって，死亡過程とそ  

の死亡原因を調べた．その結果，本峨の幼虫は4令で，  

幼虫期は15－20日間，各令3－6日間，煽期は10－13日  

間であった．この調査結果から作成した生命表は表86に  

示すとおりで，2令期までに大半が死亡した．  

汚染地と非汚染地における生存様式の比較は汚染地の  

大牟田市（諏訪神社，筐林公園，延命公園，四山鳥塚公  

園）と非汚染地の久山町，直方市，玄海町，柳川市に所  

在する“環境指標の森”（福岡県指定）及び太宰府町と  

の間で，7－9月間に行なった．汚染地および非汚染地  

における木賊の生存曲線は図10に示すとおりで，幼虫の  

3令期までは汚染地における生存率が低かったが，3令  

期から蠣期にかけては非汚染地では約16％の死亡率が  

観察され，最終的には汚染地における万が生存率が高か  

った．各令期別の死亡要因は図11に示す．  

今期 生存率（％）  原因別死亡率（％）  

｛ 

・ こ   

i 明原  

‘1．0  

2．1  

47．6   
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25．1  

1  1（氾  
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3  16．2  

4  6．3  

寄生蜂  

不明原因  

脱皮失敗  

5
 
1
 
5
 
 

0
 
2
 
0
 
 

蛸  4．2  

成虫  1．1  総死亡率  

1  2   3   4   嫡  
令  閉   

園10 環境汚染地と非汚染地でのクスノキの潜幸  

蛾の生存曲線  

黒丸：汚染地，白丸：非汚染地  

汚染地では2令期に寄生蜂の寄生が見られた以外はす  

べて不明の原因にはるものであったが，非汚染地では1  

令期以外のすペての令の幼虫に寄生蜂の寄生が見られた・  

非汚染地では，このほかに，1令斯およぴ3－4令期に  

宿主植物葉の潜孔内に死亡虫体がなく，捕食されたと思  

われる例があった．原因不明による死亡は，幼虫が環境  

状況に適応不能であった場合と思われ，本峨の産卵とク  

スノキの展葉期が同調しなかったか，あるいは展開期の  

不均一性によると推察される．   

以上の結果から，汚染地と非汚染地における本蛾の生  

存率の差は，図11に示すように，幼虫の3令期以後に見   
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で，培葺後の藻生産量は細胞数を針刺した．今回の結果  

から，県内河川水中，周防灘流入河川は概して低い  

AGP値を示したのに対し，博多湾流入河川（採水点：  

諸岡橋，大野橋，瓦田橋），矢部川水系（採水点：申通橋，  

山下橋），筑前海流入河川（採水点：久保橋）からの検  

水はかなり高いAGP値を示し，これらの河川では富栄  

養化が進んでいることが示された．なお，これらの河川  

水の化学分析試験結果（当所水質課担当）による評価と  

AGP測定結果による評価とはよく一致し，両者の評価  

値が相反する結果を示した例はなかった．   

また，御笠川，那珂川からの検水の試験結果は表87に  

示すとおりで，化学分析試験の結果及びAGP測定結果  

とも御笠川の万が汚染ないし富栄養化が那珂川よりも進  

んでいることを示した．  

衛 生 関 係  

1 シバンムシアリガタパテによる虫刺症被害   

クロアリガタパテによる由利症被害の例は日本でよく  

知られているが，最近，従来日本末記録であったシバン  

ムシアリガタバチ Cqphalonomia・gaLlicoLaAshmead  

による虫刺症被害が名古屋市及び松山市において発生し  

た．このことが当年7月に福岡市の英新聞に報道され，  

福岡市及びその周辺地域の住民からこの人体刺攻昆虫に  

関する聞合せが当所に殺到した．うち，1例が当所に別  

記生物同定依頼検査として依頼され，検査の結果，上記  

昆虫4百舌（有麹型）と判明，また他の1例では，福岡  

市中央保健所からの連絡により被害発生家屋の現場調査  

を行った．この調査の結果，同家屋の一室の畳及び床上，  

また室内じん中（表88）に同虫及びその宿主であるタバ  

コシバンムシの生体及び死亡虫体を多数検出した．被害  

者の患部は受傷24時間後では発赤，腫張し，6日後では  

色素沈着がみられ，刺傷は乳房部，内側大腿部に集中し  
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図11 汚染地，非汚染地におけるクスノキの潜築  

城の各令に占める死亡要因の割合  
A：汚染地，B：非汚染地，白ぬき：不明原因による死亡，  
点刻部：寄生蜂による死亡仁斜線部：虫体不明  

られる寄生蜂の作用の相違によると思われる．   

5 藻類による水系環境の評価に関する研究   

5・1藻類培養試験による県内河川水の富栄養化測定   

自然水域の富栄養化の現状のAGP法による評価に関  

する研究を前年度に引き続き簡易法を用いて行った．当  

年度は当所水質課に水質検査を行政依頼された県内河川  

からの39試料，及び御笠川（5地点），都珂川（6地点）  

からの試料のAGP値を卸定し，水質化学分析試験の結  

果と対比した．培養に用いた接種藻はC柚椚肌用明吋  

Oidea GerneckとSeLenastrum cqPricornutumPrintz  

褒㍍  御笠川，都珂川検水の化学分析試験値とAGP値  

化 学 分 析 試 験 値（押m）  AGP値（個体数／ml）  
採 水 点  

無機全－N PO●－P BOD  DO SS  pH  ChLor．e．  SeLn．c．  
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よりも著しく多かった．うち，行政依頼によるものは4  

件，一般依頼によるもの16件であったが，検査内容別で  

は，上水中の異物検査4件，食品中の異物検査2件，人  

休刺攻3件及び住居内・外異常発生不快害虫11件であっ  

た．以上の検査成績は表89のとおりで，住居内不快害虫  

の検査としての6件（検査番号156）は北九州市のビル  

清掃業者から害虫駆除のためビル内に設置した電気捕虫  

券に捕集された昆虫の同定を依頼されたもので，人体刺  

嘆虫検査のうち，行政依頼による1件（検査番号鎚）は  
前記の春日市におけるシバンムシアリガタパテの発生に  

ょるものであった．食品中の異物検査として県衛生部公  

衆保健課から行政依頼された1件（検査番号53）は粉ミ  

ルク中に混入した唇脚類の虫体検査で，当初ツクイムカ  

デOtostigmusmultisPinosusnkakuwaの疑いで送  

付されてきたが，精査の結果，気門，顎肢節歯板及び最  

終歩肢前腿節の形態によりオオムカデ属の一種・弘由一  

クβ乃加zsp．と同定された・他の同定依頼検査には特記  

するほどのものはなく，家屋内外に発生する雑虫が大部  

分であった・  

表 88 福岡市中央区における虫刺症被害発生者屋に  
かナる室内じん検査成績  

検出昆虫 詣㍍ 虫体破片致  

シバンムシアリガタパテ成虫  

タバコシバンムシ成虫  

ヒメカウオプシムシ幼虫  

そ  の  他  

不  明  

6
 
3
 
2
 
3
 
 
 

6  

137（胸部34）   

8  

104  

被検室内じん量4．7g  

ていた．   

九州における本虫の発生，由利症被害に関しては末記  

録であり，また今後同虫による被害の激発も考えられる  

ので，当年度から本虫の害虫化に関する生態学的研究及  

び疫学的研究に着手，生虫の実験室円飼育により生活史  

等は当年度内に明らかにし得た．その成績は公表学術事  

績として本誌p．66に要約した．   

2 生物同定依頼検査   

当年度内に依頼された榛記検査は計20件に達し，例年  

表 89  衛 生 関 係 生 物 同 定 検 査 一 覧  

区 分  検査番号  成  績  由
 
 
 

哩
 
 

査
 
 

検
 
 

1  鉄バクテリア，根足虫，繊毛虫．ペん毛虫，  

1  ソノトビムシ科の成虫，苦虫  

1  アリガタパテの一種  

1  ユスリカ科の卵塊  

2  

．幼虫  

1  シバンムシアリガタバナ  
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学 術 関 係 事 練   

昭和53年度内に当所が公表した調査，研究の業績及び  

研修活動の事績を以下に集録する．  

公表業績総覧  

当年度内に当所から各種学会誌，学会その他の研究会  

に発表した業績は次のとおりである．  

1学会及びその他の研究会における発表  

1・1保健科学関係  

1福岡県内における死亡発生現象の経時変動につい  

て 篠原志郎・片岡恭一郎：第25回福岡県公衆衛生学会，  

福岡市，昭和氾年5月24日   

昭和45年1月1日から51年12月31日までの県内総死亡  

者数193292名について一日内の時亥帽U死亡率を算出し  

一定の傾向を認めた．これを年次別に統計処理し年齢補  

正して面接法による死亡率に換算した結果次の所見を得  

た．   

1）時刻別死亡率は午後5時を最低にして徐々に上昇  

し，正午頃一度低下するが午後1時ないし2時頃ピーク  

に達し，その後急速に減少するパターンを示した．   

2）この基本的なパターンは性差なく一様であった．   

3）年別推移では男子においてやや平滑化の傾向を示  

したが，女子は全体の型が相対的に低下する傾向がみら  

れた．   

4）疾患別では脳血管疾患にこのパターンが顕著に現  

われた．   

2：福岡県内における死因別死亡率と環境要因との相  

関について 片岡恭一郎・篠原志郎：第25回福岡県公衆  

衛生学会，福岡市，昭和㍊年5月24日   

福岡県では，肝臓疾患や高血圧性疾恩などが高死亡率  

の死因として認められることから，原因究明の一環とし  

て死因別死亡率と環境要因との相関関係について検討を  

加えた．今回入手した環境要因データと死因別死亡率と  

の間では，5％の危険率で有意な相関関係にあるものが  

数多くみられ，その多くの相関係数は0．2－0．4の範囲  

にあった．なかでも男の成人病と被生活保護世帯数（ー＝  

0．鋸4），男の肝硬変と被生活保護世帯数（r＝0．500）な  

どは比較的高い正の相関性を示した．全般的に農業関係  

指標と死因との間では負の相関性がみられ，産業別従業  

員数や事業所数と死因との間では相関性が認められなか  

った．また，男の高血圧性疾患や神経系及び感覚器系疾  

息などの死因では，これらとの間に有意性のある相関を  

認める環境要因はみあたらなかった．   

3 腸炎ビブリオのバクテリオシン産生能 乙藤武志・  

常盤 末：第3】．回日本細菌学会九州支部総会，福岡市，  

昭和53年11月19日   

腸炎ビブリオの産生するバクテリオシンを明らかにす  

る目的で，都衛研分与のK抗原パイロット株10株と恩者  

由来12分離株を使用して，その産生能と一部性状を検討  

した．本菌のバクテリオシン産生は1．5％NaCl添加  

から検出可能であったが3．0％添加によって更に高め  

られた．この時，菌の形態的変化がみられ，3．0％NaCl  

添加で周毛性ベン毛の形態を示した．しかし，抗菌活性  

と形態変化との関係は明らかでない．本菌のバクテリオ  

シン活性は同属の腸炎ビブリオ及びコレラ菌に対しては  

認められなかったが，一部の赤痢菌（86．6％）大腸菌  

（57．1％）に対してだけ活性を有した．現在この活性物  

質の抽出を試みているが，分離株No．7株（03：K5）  

の寒天培養抽出液と感受性菌且5Cあβric鋸αCPJf，Row株  

を訂℃，10分間作用すると，生残率は10％ に減少  

し，Killing効果が認められた．   

4 最近の福岡県における日本脳炎流行と，と囁豚の  

日本脳炎ウイルスHI抗体保有状況について  武原碓  

平・福吉成典・長谷川孝志・多田俊助■高橋克巳：第52  

回日本感染症学会総会，大阪市，昭和53年4月2日   

最近の日本脳炎流行のわい小化現象の1指標として，  

ブタの感染状況に変化が生じていることを観察した．す  

なわち昭和51年以降，と場ブタのHI抗体保有率がピー  

ク時でも100％ に達しない飼育地が県内に散見された．  

また，そのHI抗体価のレベルも従前に比べ総体的に低  

下していた．昭和52年にはこれらの現象が特に顕著であ  

った・このことは，近年本県における日脳ウイルス散布  

密度が著しく低下し，ついに患者発生の限界密度を下ま  

わったことを示唆する．その要因の一つとしてブタ飼育  

形態の変化，特に飼育業者の都市近郊からの消滅と多頭  

飼育畜産団地の偏在が指摘される．   

5 昭和53年の福岡県における日本脳炎の流行につい  

て  武原雄平・福音成典・長谷川孝志・多田便助・高  

橋克巳：第15回九州・山口地区日本脳炎研究会，熊本市，  

昭和54年1月26日   

昭和53年の福岡県における日本脳炎患者の血清学的確  

認患者は7名であった．この流行について，媒介蚊，プ   
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でのAソ連型（HINl）ウイルスに対する抗体保有率は  

20．6％ に上昇していることがわかった．   

＊陸上自衛隊福間地区病院  
＊＊県立柳川病院   

8 福岡県におけるパラインフルエンザ3型流行の症  

例について 多田俊助・武原雄平・高橋克巳・永末俊  

郎＊・森 剛－＊・有書陽一＊：第14回日本感染症学会西  

日本地方会総会，宮崎市，昭和53年6月9日   

パラインフルエンザウイルスは小児の急性気道感染症  

の病原体として10％を占めるといわれ，小児のかぜ様  

疾患の病原体として看過できない．したがって，われわ  

れは，さきに，福岡県における本ウイルスの血清疫学調  

査を行い，パラインフルエンザ1型，2型及び3型ウイ  

ルスに対する抗体保有率が他の研究報告例と同様の憤向  

を示していることをみた．   

今回は，田川地区において咽頭扁桃炎を主症状とする  

かぜ様疾患の流行があったので，パラインフルエンザウ  

イルスの血清学的検査を臨床患者について行った・患者  

のペア血清によるHI試験の結果，パラインフルエンザ  

1型及び2型ウイルスに対する抗体の上昇は認められな  

かったが，3型ウイルスに対しては有意の抗体上昇を認  

めた．今回の調査で明らかにパラインフルエンザ3型ウ  

イルスにり思したと推定される患者とインフルエンザ患  

者との臨床症状を比較したところ，パラインフルエンザ  

の点者はインフルエンザの点者に比して軽症で予後も良  

好であることがわかった・  

＊田川市立病院   

9 福岡県におけるパラインフルエンザの血清疫学  

多田俊助・武原雄平・高橋克巳・有書陽一＊・永末俊郎＊  

・森 剛－＊：第25回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭  

和53年5月24日；多田俊助・武原雄平・高橋克巳・有盲  

腸－＊：第37回日本公衆衛生学会総会，東京都，昭和お  

年10月19日   

福岡県におけるパラインフルエンザウイルスの浸いん  

度を調査し，特に田川地区においてはパラインフルエン  

ザ3型ウイルスの流行を確認した．  

1）パラインフルエンザ1型に対しては糸島，八女，  

田川地区とも12－31％の抗体保有率であった・同2型  

に対しては3地区とも10－20％の抗体保有率であった・  

しかし，3型に対しては各地区とも鋸％以上の高い抗  

体保有率を示した・   

2）田川地区においては，咽頭扁桃炎を主症状とする  

かぜ様疾患の流行があり，点者からペア血清を採取，HI  

抗体価を測定したところ，パラインフルエンザ3型に対  

する抗体価の有意的な上昇を認めた．このことから流行  

ほパラインフルエンザ3型ウイルス感染症を含むかぜ症   

タ及びヒトの感染調査を行ったが，その結果は次のとお  

りであった．   

7月13日に媒介蚊から日本脳炎ウイルスを分離，7月  

18日には2・メルカプトエタノール感受性抗体保有ブタ  

を確認，血清学的確認患者は7月30日から8月25日まで  

の間に発生した．   

以上の結果を総合すると，昭和53年の日本脳炎流行は  

例年になく早期にウイルス散布が始まり，山本1）のいう  

“西部日本型’’の典型的な蚊感染パターンが認められた．  

このことは日本脳炎流行のわい小化進行の過程の中では  

逆行的現象であるが，今後の日本脳炎流行の予測に当っ  

ては注目を要する現象である．   

¢ 今冬九州に流行したインフルエンザ，特にその血  

清疫学について  武原雄平：第15回日本ウイルス学会  

九州支部総会，シンポジウム1の4，宮崎市，昭和㍊年  

5月20日   

今冬九州地区において流行をみたインフルエンザの血  

清疫学的調査から，次の結果を得た．   

1）今冬20年を経て再度流行したAソ連型（HINl）イ  

ンフルエンザウイルスの患者では，HI抗体上昇が極め  

て悪く帯15柄日に採取した血清132例中1：16以下のも  

の7例，1：16のもの4例であった．したがって，新型  

ウイルス流行の場合3週間以上の間隔をおいて第2回目  

の採血を行う必要がある．   

2）Aソ連型（HINl）ウイルス流行前の20歳未満の年  

齢層においては全く抗体を保有していなかった．   

3）Aソ連型（HINl）ウイルス流行後の20歳末帯の年  

齢層においては抗体保有率は平均で50％以下であり，  

同年齢層における今後の流行が予測された．   

7 今冬福岡県において流行したインフルエンザにつ  

いて  福吉成典・武原雄平・長谷川孝志・多田俊助・  

高橋克巳・堀 徹＊・甲斐田健次郎榊：第25回福岡県公  

衆衛生学会，福岡市，昭和53年5月24日   

昭和52年から世界各地で流行の始まったAソ連型  

（HINl）インフルエンザ流行について，福岡県における  

その態様を調査した結果，流行当初はAホンコン型  

（H3N2）であったが，その後Aソ連型（HINl）が主力を  

占め，例年になく低年齢層において多くの患者が発生し  

た．   

Aホンコン型（H3N2）ウイルスは各年齢層から分離さ  

れたのに対して，Aソ連型（HINl）ウイルスは，かつて  

この流行に暴薦されていなかった低年齢層からだけ分離  

された．   

流行終息後の血清学的検査において，16歳から25歳ま  

1）山本美穂：医学のあゆみ，65（5）．239－244，1968．  
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侯群であることを確認した．  

＊田川市立病院  

10 福岡市周辺におけるシバンムシアリガタバチによ  

る虫刺症の発生  山本英穂・山崎正敏・加留都政義＊・  

日下部寮基＊：第28回日本衛生動物学会商日本支部大会，  

久留米市，昭和㍊年11月11日；第4回九州衛生公害技術  

協議会，長崎市，昭和54年2月8日   

従来，日本未記録であったシバンムシアリガタバチ  

C申halonomiagallicolaAshmeadによる由利症が名古  

屋市（伊藤1））及び松山市（酒井・西田℡））で最近報告  

されたが，昭和53年7月，福岡市及びその隣接地域春日  

市においても，同虫による虫刺症の発生を確認した．春  

日市の場合は，被害者が持参した虫体を検査した結果，  

同虫の有麹型4百舌と判明した．福岡市の場合は，被害  

者家屋の畳の床わらから同虫15♀♀及び宿主昆虫タバコ  

シバンムシ幼虫5を採集，更に同家屋の室内じん中に同  

アリガタバチ成虫の死体12♀♀及びタバコシバンムシ成  

虫死体とその破片多数を検出した．なお，福岡市の被害  

家屋内で採集した同アリガタパテ生体（♀♀）を25℃，  

70％ RH，14h 日長条件下で，宿主としてタバコシバ  

ンムシ幼虫を与えて飼育した結果，卵期：3．9土0．5日，  

幼虫期：4．6土1．1日，煽期：20．2土1．6日の成績を得た．  

飼育した成虫のうち，3♀♀がそれぞれ3，8，16国産  

卵し，♀だけ産出した場合と，谷♀を産出した場合とが  

あり，古♀産出した場合の古♀比は平均1：4．2で，す  

べての場合に含は1個体であった．またそれぞれの♀が  

産出した古の無効型と有麺型の比は平均2．2：1であっ  

た．本アリガタバチの同定は最終的に愛媛大学農学部立  

川哲三郎助教授に確認していただいた．  

＊福岡市中央保健所  

11福岡県における PCT・PCB の体内蓄積濃度につ  

いて  飯田隆雄・稲益建夫＊：弟15回全国衛生化学技  

術協議会，松山市，昭和53年9月30日   

昭和49年度に採取された40体の肝臓及び脂肪組織申の  

PCTとPCBとの濃度を測定し，これについて検討した・   

肝臓で20g，また脂肪組綴では 3gを分析試料とし  

て，ワーリングブレンダー申で，〝－ヘキサン，無水硫酸  

ナトリウムを加え，脂肪を抽出し，アセトニトリル分配，  

フロリジルカラムクロマトグラフィを行った．更に，シ  

リカゲルクロマトグラフィを行い，その 乃－ヘキサン分  

画について，PCT及びPCB をECD付ガスクロマト  

グラフで測定した結果，湿重量当りの平均値は次のとお  

りであった．PCTは，肝臓申で0．04ppm，脂肪組織申  

で0．77ppm，またPCBは肝臓中で0．04ppm，脂肪  

組織中で0．70ppmであった．   

4歳6箇月の男子の場合，PCTが肝臓申で0．06ppm  

脂肪組織申で13．8ppmと異常に高い値を示したが，  

PCB濃度は平均値程度であった．また肝臓の脂肪含有  

率が40％に達していた14歳の男子の場合，肝臓中の  

PCT濃度は0．25ppm．PCB濃度は0．22ppmでとも  

に高い値を示した．  

＊窺所属：九州大学医学部   

12 野菜，果実中のカルバリルの透析による分附こつ  

いて 大崎靖彦・中村幸男：第45回九州山口薬学大冬  

福岡市，昭和53年10月㌘日   

野菜，果実申のカルバリルを透析によって分離する方  

法を検討した．   

粉砕した試料をセルロースチューブに入れ，1％塩化  

ナトリウム溶液で24時間透析した．透析液をジクロルメ  

タンで抽出し，濃縮したのち，残遭をフロリジルカラム  

クロマトグラフィーでクリーンアップした．洛離液を濃  

縮し，カルバリルをメチルアルコールに溶解したのち，  

ク・ニトロベンゼンジアゾニウムフルオロボレートを使  

用して，比色法によって定量した．   

添加実験によるカルバリルの回収率は，多くの場合，  

83－93％であったが，ほうれん草，米等では不十分で  

あった．回収率の惑い試料については，試料量を少なく  

することにより回収率は上昇した．また比色の願の妨害  

物はフロリジルクリーンアップで除去できた．本法は多  

数の試料を処理するときのスクリーニング法として利用  

できると思われる．  

13 合成洗剤の成分調査（Ⅰ）一台所用洗剤一 上和田  

幸子・北 直子・中村幸男：第45回九州山口薬学大会，  

福岡市，昭和㍊年10月27日   

現在市販されている台所用洗剤18種を，JIS K3362及  

び3370の方法によって検査した．なお，直鎖形アルキ  

ルベンゼンスルホン酸塩（LAS）については，本誌p．71  

に述べる“水中の直鎖形ドデシルベンゼンスルホン酸塩  

（DBS）の吸光光度定量法へのメチルイソプチルケトン  

抽出法の応用”により行った．その結果は次のとおりで  

あった．JIS規格（界面活性剤相当分15％以上）不適の■  

ものは 3件（17％），DBS を全く含まないものは9件  

（50％），アルキルベンゼンスルホン酸塩やアルヰルエ  

ーテル硫酸塩を含まないものは6件（33％），石けんは  

3件（17％）であった．これらの結果を昭和48，49年の  

東京都立衛生研究所の結果と比較してみると，LAS を  

含まないものが増加し，石けん，アルコール系，非イオ  

ン系の界面活性剤を主体とする配合に変わってきたこと  

が明らかであった．   
1）伊藤秀子：衛生動物．27（1），2乙1976．  

2）酒井雅博・西田 弘：衛生動物，劫く1），72，1978・  
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＊現所属：福岡県京都保健所  

＊＊徳島大学医学部  

4 大気汚染物質の溶媒分画とその変異原性  常盤  

寛・北森成治・芥野卑男・大西京成＊：日本環境変異原  

学会・第7回研究発表会，三島市，昭和53年10月19日   

現在大気汚染物質に含まれる変異原物質すべてを化学  

的に明らかにすることは容易でない．そこで溶媒分画法  

によって，大気汚染粗抽出物を10画分に分別し，各画分  

の変異原性をサルモネラ TA98株を使って検討した．  

“真一反応曲線”から算出したラット肝S－9存在下での  

変異原性は，中性ニトロメタン溶性画分（NNM）が  

1280，中性メタノール溶性画分（NMeOH）が770，塩  

基性エーテル溶性画分由E）が660，弱顧性画分（WAE）  

が360及び強酸性画分（SAE）が110復帰変異コロニー／  

100／唱であった．またラット肺S－9mix存在下で検  

討したWAE，SAE画分の変異原性は，それぞれ1240  

と1054復帰変異コロニー／100〝gで，肝S－9mix存在  

下での成績よりも高くなった． この酸性画分（WAE，  

SAE）には，ガスクロマトグラフィーによって教程の脂  

肪酸と8種以上の微量未確認化合物が検出されたが，強  

力な変異原物質はまだ確認されていない．同様に  

NMeOH画分は，肝S・9mix存在下よりも肺S－9mix  

存在下でより代謝活性化された．したがって，大気汚染  

物質には，ラット肺ミクロソーム画分によって変異原性  

を誘発する化合物が存在することが示唆された．  

＊徳島大学医学部  

5 大気汚染物質の変異原性とその定土的評価  北  

森成治・常盤 寛：第5回環境保全・公害防止研究発表  

会，東京都，昭和53年12月1日   

サルモネラ系を使って，大気汚染物質中の変異原物質  

の検索と，その定量的評価を行った．  

1）各地域の大気汚染物質の変異活性を定量的に評価  

すると，汚染地域の大気は，非汚染地域のそれに比べ，  

7－440倍の変異活性値を示した．   

2）浮遊粉じんの粒度分布による変異活性値は，  

0．3－1．0／Jの粒径で最も高かった．   

3）ペンゾ（a）ビレン濃度と変異活性値とは，汚染源  

が異なると，必ずしも相関しないことが示唆された．   

4）大気汚染物質の溶媒分画を行い，各分画での変異  

活性を検討した結果，多環芳香族炭化水素化合物を含有  

する画分以外にも強い変異活性を示す画分が存在した．   

6 エ場周辺におけるトビムシ群集  杉 車昭・北  

森成治・柳川正男：第25回福岡県公衆衛生学会，福岡市，  

昭和53年5月24日   

工場周辺の粘管目（トビムシ）群集に及ぼす環境汚染   

1・2 環境科学問係  

1アルカリろ紙測定法の検討  中村又善：第19回  

大気汚染学会，札幌市，昭和53年9月7日   

アルカリろ紙法は一般にふっ素化合物など酸性ガスの  

大気汚染物質の調査に利用されている．そこで，従来の  

アルカリろ紙法についての問題点を解決するためにアル  

カリろ紙法の改良を行った．   

アルカリろ紙を改良したものは，二酸化鉛用ガラス円  

筒をろ紙の支持具として用い，更に，捕集されたふっ素  

化合物の再流出を防止するために，円筒とアルカリろ紙  

との間にガーゼをはさんだものである．改良アルカリろ  

紙法によるふっ素化合物の回収率及び分布状態について  

検討した結果，回収率は99％であり，分布状態につい  

ては，ろ紙及びガーゼに99－100％であり，捕集され  

たふっ素化合物が再流出することなく，ろ紙とガーゼに  

殆んどが分布していることが確認された．詳細について  

は本誌資料pp．100－101に記述してある．   

2 液化石油ガスボンベ残溶から発生する臭気成分に  

ついて 永瀬 誠・森田邦正：第25回福岡県公衆衛生  

学会，福岡市，昭和53年5月24日   

液化石油ガスボンベの耐圧試験場では，ボンベの耐圧  

試験に先立ち，ボンベの内部の洗浄を行っている．その  

さい，液化石油ガスの残漬から悪臭が発生するので，付  

近の住民から苦情が出ていた．そこで，この悪臭につい  

て分析を試みた・すなわち残痘をガラス製遠沈管にとり，  

そのヘッドスペース部のガスをGC－MSで分析した結  

果，二硫化メチル，二硫化エチルメチル，テトラヒドロ  

チオフェン及び二硫化ジエチルなどが確認された．また，  

耐圧試験場内及び洗浄排液の貯留槽周辺の空気を真空に  

した容積1Jの採気びんに採取後，低温濃縮し，FPD  

付GCで分析した結果，二硫化メチルが13－50ppb，  

二硫化エチルが77－78ppb検出された．   

3 サルモネラ系に対する大気汚染物質の変異原性  

常盤 井・武書広明＊・北森成治・大西克成＊＊：第51回  

目本細菌学会総会，米子市，昭和53年4月5日   

大気中変異原物質の生物，化学的分析を行うことを目  

的とし，大気汚染粗抽出物をSwain他の溶媒分画法に  

よって憩，中性，塩基の10画分に分け変異原性を検討し  

た・その結果各画分とも変異活性が認められた．中性画  

分については薄層クロマトグラフによって9種の芳香族  

炭化水素を定量した．この実験で注目されたことは，酸  

エーテル溶性画分（WAE，SAE）がラット肺S・9によ  

って強く代謝活性化を受けるということであった．化学  

的には脂肪酸，フェノール顆の含有が推定され，その化  

学的解析は今後の検討課題とした．  
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物賞の影響  杉 車昭・北森成治・柳川正男：第5回  

環境保全・公害防止研究発表会，東京都，昭和53年11月  

30日   

工場周辺の草地における粘菅目群集の個体数の減少，  

群集組成の単純化は人為的な土壌表面のかく乱のほかに  

汚染物質の影響が考えられる．そこで粒管目の個体数と  

生息地の土壌中の重金属濃度およびベンゾ（a）ビレン  

濃度との関係をしらべた．その結果土壌中の汚染物質濃  

度が高いほど粘管目の個体数は減少しており特にペンゾ  

（a）ビレン濃度が0．4ppm以上の場所では鈍重上部生  

活者はほとんど出現していない．これらの結果から，重  

金属あるいはベンゾ（a）ビレンによって指標されるよう  

な汚染物質が粘菅目等の土壌動物になんらかの盾接的間  

接的被害を及ぼしているらしいことがわかった．   

7 エ場汚染地周辺におけるトビムシ群集  杉 寿  

昭：第25回日本生態学会大会，福岡市，昭和53年4月4  

日   

工場周辺におけるいろいろな汚染の土壌動物への影響  

の実態を明らかにする目的で昭和50年10月以後大牟田市  

内の工場周辺の草地および対照地の草地で粘管目（トビ  

ムシ）の種類と個体数を調査した．結果は次のとおりで  

ある．1）工場周辺の粘管目群集の出現種類数・個体数  

は対照地に比べ少ない．2）鈍重型，活発型とも土壌表  

面近くに棲息する種の個体数減少の割合はより下部の層  

に棲息する種のそれよりも大きい．3）エ場周辺の土壌  

表面近くでは鈍重型下部生活者が，より下部の層では活  

発型土壌生活者が個体数の大部分を占めている．以上の  

結果から，工場周辺の粘管目群集は汚染物質によるなん  

らかの影響を受けていることがわかった．   

8 瓦工場周辺のふっ素化合物による植物被害につい  

て  中村又善・木藤寮正：第19回大気汚染学会，札幌  

市，昭和53年9月7日   

瓦工場周辺で，本県特産のイ（イグサ科）の先端が赤  

褐色に変色し，先枯れ部位が増大するというふっ素化合  

物特有の植物被害が顕在化した．そこで瓦工場の煙道排  

ガス調査，周辺環境大気調査及び植物被害調査を行った．  

煙道調査の結果，排ガス中のふっ素濃度は，瓦焼成開始  

約6時間後から上昇，20時間後に最高値（43．3mgF／m3N）  

になることがわかった．また，環境中のふっ素濃度の経  

時変化は，前述の煙道排ガス中の濃度変化と同様に，20  

時間後に最高値（5．朗〝gFノmり を示した．一方，被害  

を受けた地域のイのふっ素含有量は，対照地のそれより  

も多く，また，被害を受けたイの赤褐色に変化した部位  

のふっ素濃度は，緑色部位のそれよりも8倍多かった．  

更にイの採取は瓦工場から約50mと約200mの闇の20  

地点で行った．その結果，それぞれの地点におけるイの  

ふっ素濃度は瓦工場から離れるに従って減少する憤向が  

認められた．   

9 環境桔梗としての樹木についての研究（第1報）  

クスの葉の硫黄含量と不溶解性成分付着量について  

白川妙子・山崎正敏：第25回福岡県公衆衛生学会，福岡  

市，昭和53年5月24日；第37回日本公衆衛生学会，東京  

都，昭和53年10月19日   

ある種の植物は大気汚染物質に対して，人間や動物よ  

りも敏感であるため，環境汚染の指標として利用されて  

いる．そこで大気汚染地域としては大牟田市内14箇所を，  

また，その対照地域として太宰府町2箇所及び糸島郡5  

箇所との合計7箇所を選定し，それらの地点からクス葉  

面の不溶解性成分付着量，水溶性葉面硫黄，葉内全硫黄  

及び水溶性葉内硫黄をそれぞれ測定した．各項目の測定  

値について，大牟田市と対照地域との間の有意差をも検  

定したところ，不溶解性成分付着量は危険率5％で大牟  

田市と対照地域との間に有意差があり，さらに水溶性葉  

面硫黄，水溶性葉内硫黄及び葉内全硫黄は危険率1％で  

両者間に有意差があることがわかった．一方，クスの菓  

の硫黄含量相互については，水溶性菓内硫黄と葉内全硫  

黄，水溶性葉内硫黄と水溶性葉面硫黄との間で，危険率  

1％で相関を認めた．  

10 水道水中の有機ハロゲン化合物  北幸代志・近  

藤杜之：第25回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和53年  

5月24日   

昭和49年，米国の環境保護庁が水道水中に発がん性の  

あるクロロホルム等の有機ハロゲン化合物が存在するこ  

とを調査，確認して以来，浄化法としての塩素処理の安  

全性が社会問題となってきた．したがって当県における  

実態をは撞するため14箇所の浄水場における塩素処理前  

と処理後の水中のハロメタンの生成量を調査した．ハロ  

メタンとしては，クロロホルム（Ⅰ），プロムジクロルメ  

タン（Ⅱ），ジプロムクロルメタン（Ⅲ）を確認したが，プ  

ロモホルムは認められなかった．また生成量について，  

処理前では（Ⅰ）：0．4／唱／J，（Ⅱ）：0．2／唱／J，（Ⅲ）：  

0．3／唱／Jと微量であったが，処理後では（Ⅰ）：5．3／唱／J，  

（Ⅱ）：3．2〝g／J，（Ⅲ）：1．6／唱／Jと増加し，明らかに塩  

素処理によってハロメタンが生成されることが認められ  

た．次に全有機炭素（TOC）と全ハロメタン（THM）の  

関係を調べたところ TOCが増加するに従って，THM  

も増加する傾向がみられたが，井戸水のその憤向は河川  

水のそれに比較して小さいことがわかった．  

11梅実のCNについて  古賀けい子：第25回福岡  

県公衆衛生学会，福岡市，昭和53年5月24日   
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1）人工栽培液を試料水に用いた実験においては，N  

及びPの濃度が高くなるにつれて増殖倍数は増加した  

がNが1ppm，Pが0．1ppm以上では横ばいの傾向  

を示した．   

2）河川水を試料水に用いた実験においては，増殖倍  

数とN及びP濃度のそれぞれの対数値との間に正の相  

関関係が認められた．   

以上のようにアオウキクサの増殖倍数は富栄養化現象  

の大きな要因であるN及びPの濃度と相関性があり，  

アオウキクサを利用した生物検定法は淡水域の富栄養化  

の簡易判定法として有効であると思われる．  

14 都市下水2次処理プロセスのゲルクロマトグラフ  

ィーによる水質評価  高尾真一・徳永隆司・北書代志  

：第13回日本水質汚濁研究会年次学術講演会，東京都，  

昭和54年2月23日   

都市下水の2次処理プロセスにおける有機物及び窒素  

の挙動を明らかにするため，活性汚泥処理の回分試験を  

行い経時的に試料を採取し，処理水についてゲルクロマ  

トグラフ法を用いて分子サイズによる紫外吸光度，mC，  

全窒素（T－N）等の分布を求め検討した．その結見mC  

のゲルクロマトグラム上の分布から，溶存有機物は5群  

に分割された・生下水では第3－5群（分子量400以下）  

の物質が多く含まれ，これらは程時的に高い生分解性を  

有した・紫外吸光度パターンからE320／E380比の経時的  

に増加する領域は亜硝酸，硝酸の増加する領域と一致し  

た・T－Nのゲルクロマトゲラム上の分布は，生下水では  

4っのピークが出現したが，活性汚泥処理によりアンモ  

ニアを主に構成するピークと亜硝酸，硝酸を主体に構成  

するピークに変化し，経時的に前者のピークは縮少し，  

後者のピークが増大した．TOC／T－N比は TOC／E380  

比とともに有機物の挙動評価に利用できた．  

15 福岡空港周辺における航空機唇音実態調査（第1 ■  

報） 八尋正幹・木本行雄・松家 繁：第25回福岡県  

公衆衛生学会，福岡市，昭和53年5月24日   

本調査は，今後の航空機騒音対策に対する基礎資料と  

するために行ったものである．調査場所ほ大野城市山田  

（離陸側）及び福岡市東区原田（着陸側）で，それぞれ  

の場所の調査期間ほ暗和51年6月17日から25日までの7  

日間及び同年6月30日から7月6日までの7日間であっ  

た．実態調査成績から両地点の WECPNL値を求めた  

ところ，大野城市山田で鋸－83（パワー平均別），福岡市  

東区原田で81－83（パワー平均82）であった．これを機種  

別にみると，両地点のWECPNL値に対し，I）C－8によ  

る影響は他の機種に比べて非常に高く，そのWECPNL  

値は離陸側で78，着陸側で79であった．また，両地点の   

梅及び桃の仁，ビルマ豆及びとうもろこしにはそれぞ  

れ青顧配糖体であるアミグダリン，リナマリン及びズリ  

ンが含有されている．シアン化合物のあるものは極めて  

有毒であるため，これら食用品中における形態とその濃  

度を知っておくことは食品衛生上必要であると考え，特  

に梅実及びその製品について検討した．その結果，家庭  

で作られた梅酒と市販の梅酒申のシアンの総平均濃度は  

5．39ppmであり，梅酒製造過程で，仁，果肉，梅酒中  

のシアン濃度の平均化が認められた．また，梅酒申のシ  

アンは大部分が無機シアンの形態で存在するが，相当量  

のアミグダリンも共存していると考えられる．日本薬局  

方によれば，薬用として用いる杏仁水（HCN：900－  

1100ppm）の－E］投与量はHCNとして2mgで，最高  

シアン濃度乱92ppmの梅酒216gでこれに相当し，梅  

練製品申の最高シアン濃度22．6ppmを用いると85g と  

なる・したがって，いずれも通常の摂取量であれば健康  

上問題はないと思われる．  

12 APDC・D柑砿抽出による水中ppbレベル重金属  

の原子吸光分析  永淵義孝・深町和美：日本分析化学  

会第27年会，金沢市，昭和53年10月13日   

水中の微量金屑の分析は，溶媒抽出法を通用して目的  

金屑を濃縮後，原子吸光光度法で行われている．従来，  

この種の抽出溶媒としては，主にメチルイソプチルケト  

ン（MIBK）が用いられているが，これは水に対する溶  

解度が大きく，試水の性状によって抽出後の有機相の容  

量が異なり，測定値のバラツヰの一因となるためメスフ  

ラスコなどで定容にする必要があった．又，MIBK 法  

では高濃縮は期待できない．これらの欠点を補う目的で  

水に対する溶解度の非常に小さいジイソプチルケトン  

（DIBK）を抽出溶媒に使用し，金属（カドミウム，鉛，  

銅，ニッケル，コバルト，鉄）－ピロリジンジチオカルバ  

ミン簡アンモニウム（APDC）錐体がDIBK相に抽出さ  

れる条件を検討した．その結果，pHl．6－6．2で6金属  

の同時抽出が，又，抽出により100倍の高濃縮が可能と  

なり上記の欠点が改良された．本法を実試料に適用し添  

加回収実験を試みたところ回収率95％以上の満足な結  

果が得られた．  

13 アオウキクサによる淡水域古巣射ヒの判定（予報）  

一室素及びリンの濃度と増殖量との関係一 帯川昭夫・  

徳永隆司‥日本水処理生物学会第15回大会，長野県下高  

井部，昭和53年11月12日   

淡水域富栄養化の簡易判定法として，アオウキクサを  

利用した生物検定法について検討した．供試試料水に人  

工栽培液と河川水を用い，アオウキクサの増殖倍数（栽  

培期間：7日間）と試料水中の窒素（N）及びりん（P）  

の各濃度との関係を調べたところ次の結果が得られた．  
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WECPNL値の日による変動はいずれも非常に少なかっ  

た．今後更に調査を進め，簡便測定方法，騒音コンター  

（等青線）作成法等の検討を行いたい．  

1（；県内のエ喝振動訴査  木本行雄・八尋正幹・大  

津三月＊：第為回福岡県公衆衛生学会，福岡市，昭和53  

年5月24日   

昭和51年6月振動規制法が制定されたが，同法に基づ  

く地域指定及び特定工場に係る規制基準を定めるさいの  

参考資料とするため，県内の工場振動調査を行った・調  

査は県内を北九州，福岡，飯塚及び久留米の4ブロックに  

分け，各ブロックの中核都市に所在する工場のなかから  

規制法に定める特定施設を有するエ場を選んで実施した・  

調査した工場数及びそこに設置されている調査対象施設  

数はそれぞれ58，59であった．測定は施設から5，10，  

20m及び敷地境界の4地点で規制法に定められた方法．  
により行った．敷地境界における測定結果によると，  

45dB以下の工場数が35で全体の60％を占め，福岡県  

の規制基準（第1種区域：昼間60dB以下，夜間55dB  

以下，第2種区域：昼間65dB以下，夜間60dB以下）  

を超えたのはわずか3工場で全体の5％であった．ま  

た，各施設からの発生振動レベルは作業条件，施設能力  

等によって変動するが，今回調査した施設のなかではせ  

ん断機と機械プレスが大きい振動レベル値を記録したt  

その大きさは5m地点でそれぞれ的，65dB（いずれ  

もパワー平均値）であった．  

＊福岡県環境整備局公害課   

17 階層構造からみた福岡県の“環境指標の轟’’  

小村 柵・村田敦子・杉 寿昭：第25回福岡県公衆衛生  

学会，福岡市，昭和53年5月24日   

林分の階層構造を図示する新しい方法として，胸高直  

径階別（Ⅰ：1－4cm，Ⅱ：5－16cm，Ⅲ：17－28cm，  

Ⅳ：29cm以上の4階級）の個休密度を各階ごとに全調  

査林分の平均密度に対する相対密度として求め，草本層  

の被度についても同様に相対被度として求め，各林分ご  

とにこれらの相対値を柱状グラフで示した．福岡県の  

“環境群棲の森’’30林分の階層構造をこのグラフによっ  

て比較した結果，7グループに分けられ，各グループは  

林齢と人為影響を反映して特徴あるパターンを示した・   

2 誌 上 発 表   

2・1保健科学関係  

1家兎におけるアクリルアミドの血中及び尿中濃度  

の推移  小河 手・芥野卑男・高橋克巳：福岡県衛生  

公害センター年報，5，71－73，昭和54年3月   

家兎にアクリルアミドを皮下，静脈及び経口投与し，  

血中，尿中及び各種臓器内のアクリルアミド濃度の推移  

を観察し，アクルリアミドの生体内代謝挙動について考  

察した．   

投与後経時的に採取した各種試料の測定については，  

ECD付ガスクロマトグラフを用いた．   

家兎に投与されたアクリルアミドは，投与方法に関係  

なく極めて迅速に吸収され，約12時間で検出限界以下に  

なるが，各種症状の発現及び死亡時期についてみると，  

投与量及び投与方法により若干の時間的ずれはあるもの  

の，各投与群に共通して神経異状を中心とした各種症状  

が発現し，その後死亡した．   

生体内に吸収または摂取されたアクリルアミドは，そ  

の化学的特性すなわち化学構造上の強い反応性によるた  

めに，生体内組織あるいは蛋白質等と極めて迅速に結合  

し，遊離アクリルアミドとして生休内に長時間にわたり  

存在することはないと考えられる．   

2 福岡地方における蚊のアルポウイルス感染に関す  

る研究1．予備検討：ウイルス分離用野外採集蚊材料  

に関する検討 山本美辞：衛生動物，29（4），273－278，  

昭和53年12月（英文）   

Hideho YAMAMOTO：ArboviruSinfectionsin the  

mosquitoesofFukuoka area，Kyushu，Japan．  

1．Preparatory studies：Criticalexaminations of  

field－Caught mosquitoes fbr atboviruSisolation at－  

tempts．   

福岡地方における蚊のアルポウイルス野外感染に関す  

る一連の疫学的研究の実施にさいし，野外採集蚊からの  

ウイルス分離に伴う二つの基礎的な間麗を検討し，以後  

の野外研究に用いた手法の基礎を明らかにした．第1の  

検討事項として，コガタアカイエカの日本脳炎ウイルス  

（JEV）保有率が同じ日に同じ場所で同時採集されたサ  

ンプル間でも採集方法によって異なるかどうかを検討し  

た．その結果，畜舎内吸虫管捕乗法によって得られたサ  

ンプルと同一畜舎内で運転したライト・トラップによっ  

て得られたサンプルとを比較したとき，JEV保有率は  

前者における方が後者におけるよりも多くの場合明らか  

に高かった．したがって，採集方法の相違によって，異  

なった値の媒介蚊ウイルス保有率が得られることがわか  

った．   

第2の検討事項でほ，野外採集した飽血蚊をウイルス  

分離試験に供した場合，蚊の中腹中に吸入された動物血  

からウイルスが分離される可能性を実例によって検討し  

た．すなわち，JEV 自然感染しないことが判明してい  

るシナハマダラカ群の♀個体を，ブタの激烈なJEV感  

染の時期に，豚舎内で採集し，それらを非抱血個体と抱  

血個体に分け，ウイルス分離を行った．その結果，非抱   
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動物としてのブタの飼育形態の変化も重要な要因と考え  

られるので，ブタの飼育形態の変遷について考察した．  

すなわち，昭和41年頃を墳に急速に多頭化への移行がみ  

られ，都市近郊からブタは消失し，限られた地域でだけ  

多頭飼育されるようになってきたことが日脳ウイルス撒  

布密度の稀薄化に関連があるものと考えられる．しかし  

ながら，日脳ウイルスは昭和50年東京都，同53年の福岡  

市内における調査でも，コガタアカイエカから分離され  

ている．このことから考えても日脳ウイルスの消滅は程  

遠く，わい小化要因の変化による流行の再拡大の可能性  

もあり，今後に残された問題点もなお多く存在すること  

を銘記する必要がある．   

51977年12月から1978年3月にかけて福岡県において  

流行したインフルエンザについて  福吉成典・武原雄  

平・長谷川孝志・多田俊助・高橋克巳・堀 徹＊・甲斐  

田健次郎榊：感染症学雑誌，52（8），307－311，昭和53年  

8月   

要旨は本誌p．65学会発表抄録保健科学関係7と同じ   

＊陸上自衛隊福岡地区病院  
＊＊県立柳川病院   

8 血液，尿等の宝金屑及びウイルス抗体価から見た  

地域住民の健康評価に関する研究 Ⅲ パラインフルエ  

ンザHI抗体  高橋克巳：地方衛生研究所全国協議会  

誌，92－100，昭和53年3月   

昭和52年5月から7月にかけて，福岡県田川地域にお  

いて，公立某病院の外来，入院患者に咽頭扁桃炎を主症  

状とする小児のかぜ様疾患の流行がみられた．この流行  

症例から採取したペア血清の血清学的検査の結果，パラ  

インフルエンザ3型によるかぜ様疾患を含むかぜ症候群  

の流行であることが確認された．   

7 水中の直鎮形ドデシルベンゼンスルホン酸塩の吸  

光光度定量嶺へのメチルイソプチルケトン抽出法の応用  

中村幸男・上和田幸子・北 直子：衛生化学，24  

（3），149－154，昭和53年6月   

アルキルベンゼンスルホン酸塩（LAS）の 3－30／唱  

を含む検水（検水中の塩化物の濃度が3％になるよう  

に，あらかじめ塩化ナトリウムを添加した）をメチルイ  

ソプチルケトン（MI且K）で抽出し，分離した抽出液に  

濃塩酸を加えて80－85℃で5分間加温した．1．2％塩化  

ナトリウムを加えてMIBK層を分離し，これをアルカ  

リ性及び酸性洗浄液で洗ったのち，0．0025％メチレン  

ブルー（MB）溶液と振りまぜて，生成した LAS－MB  

錯体の吸光度を65餌mで測定し，あらかじめ作成した  

検量繰によってLAS量を算出した．   

本法は，MI8K に．より抽出され，塩酸に難分解性で，  

かつ洗浄操作でも除去できないスルホン酸形陰イオン界   

血個体からはまったくウイルスは分離されなかったが，  

抱血個体からでは2例のJEV陽性例があり，両例とも  

蚊組織からではなく，中腹中の吸入血から由来したらし  

く判断された．このことにより，抱血♀を含む蚊材料か  

らのウイルス分離例は蚊のアルポウイルス野外感染に閲  

し，しばしば誤った情報をもたらすおそれが少なくない  

ことが推察された．以上二つの結果に基づき，本シリー  

ズの一連の野外研究では，ウイルス分離用蚊材料の野外  

採集は，すべての場合，畜舎内吸虫管捕集法に統一し，  

かつ，中腹中に吸入血を有しない蚊だけを厳重に選別し  

てウイルス分離に供することにした．   

3：福岡県における日本脳炎流行のわい小化要因に関  

する考察  第1報 日本脳炎流行規模の年次変化とブ  

タの日本脳炎HI抗体保有状況との相関について  多  

田債助・武原雄平・福吉成典・長谷川孝志・高構克巳：  

福岡県獣医師会会報，7，37－40，昭和54年1月   

最近の日本脳炎（日脳）流行に見られる全国的傾向と  

しての逐年的な流行規模のわい小化現象により，東日本  

では，すでに日脳患者の発生がほとんど認められなくな  

っているが，昭和52年には，西日本の最多発県である福  

岡県においても，ついに確認患者ほ年間0人となった．  

日脳流行の下部構造としての自然界における日脳ウイル  

スの撒布機構と考えられる媒介蚊一増幅動物のサイクル  

の作動について，毎年調査を行っているが，このうち豚  

の感染状況について，最近変化が生■じているのが観察さ  

れた．すなわち，昭和51年以降，と場豚のHI抗体保有  

率が，ピーク時でも100％ に達しない飼育地区が県内  

に散在することに加えて，HI抗体価レベルも従来に比  

べ総体的に低下している．昭和52年ではこれらの現象が  

特に顕著であった．このことは，近年本県において日脳  

ウイルス撒布密度が著しく低下しており，ついに患者発  

生の限界密度を下まわったことを示唆している．その要  

因として，ヒト及び媒介蚊側の条件は別としても，ブタ  

飼育形態の変化，特に飼育業者の都市近郊からの消滅と  

多頭飼育畜産団地の偏在が指摘される．   

4 福岡県における日本脳炎流行のわい小化要眉に関  

する考察  第2報 日本脳炎流行規模の年次変化と豚  

の飼育状況との相関について  福吉成典・武原碓平・  

長谷川孝志・多田俊助・高橋克巳：福岡県獣医師会会報，  

7，40－45，昭和54年1月   

最近の福岡県における日本脳炎（日脳）患者の発生状  

況は，過去の大規模な流行からは想像もできないほど激  

減している．その主因はコガタアカイエカの発生源であ  

る水田における稲作農耕形態の変化による媒介蚊発生条  

件の抑制であると考えられる．一方，日脳ウイルス増幅  
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面活性剤を多量に含む工場排水などには適用できないが，  

一般環境水には十分適用できると思われる・JIS法，薬  

学会協定法と比較したとき，所要時間は1／3，感度は10  

倍以上（0．03－0．3ppm）であった．   

2・2 環境科学閥係  

1県内における国定発生源からのばいじん及び東金  

属の排出と集じん装置の効率 岩本真二・石橋龍膏・  

高田 智・中村文書・永瀬 誠：福岡県衛生公害センタ  

ー年報，5，76－78，昭和54年3月   

福岡県における，各種のばいじん発生施設から排出さ  

れるばいじん及びそれに含まれる重金属の濃度，並びに  

乗じん装置の効率の実態調査を行った・その結果は次の  

とおりである．  

1）ばいじん濃度は1施設を除いて排出基準以下の低  

い値であった．   

2）乗じん装置は調査対象施設20のうち14の施設に設  

置されていた．集じん装置の種類はバッグフィルター，  

電気乗じん機，サイクロン式，洗浄式などであったが，  

このうちバッグフィルター，電気乗じん機が良い集じん  

効率を示していた．   

3）カドミウム，鉛の有害重金属は，廃棄物焼却炉，  
亜鉛の焙焼炉，溶鉱炉，乾燥炉，石灰焼成炉で検出され  

た．また重油を使う施設においては，ニッケル，バナジ  

ウムの金属が高濃度で検出された・   

2 複合汚染下おける変異原の形成  常盤 某：昭  

和53年度環境庁委託研究報告書‘‘大気複合汚染の生体に  

及ぼす影響に関する研究”，6ト73，昭和54年3月   

本研究は大気中で新たに形成される変異原物質を検索  

することを目的とした．今回はSwain他の方法により，  

大気汚染粗抽出物を10揮に分画し，各画分の変異原性を  

測定した．その結果いずれの画分とも，変異原性を有し，  

ことに酸画分にはラット肺 S－9によって代謝活性化さ  

れる変異原が存在することが示唆された・また自動車排  

気ガス（又はトンネル内の大気汚染物質）の粗抽出物は  

顧，中性，塩基の3種に分画し，各画分の変異原性を測  

定すると，同様に酸画分に高い変異原性が認められた・  

これらの酸画分には脂肪酸，フェノール類が分別されて  

いると考えられるが，現在ラット肺S－9 によって代謝  

活性化を受ける変異原は明らかでない・   

一方各地域から採取した大気試料（24試料）について，  

1maあたりの変異原性（m98株，÷肝S－9）とベンゾ  

（a）ビレン含量を比較すると，両者は高い正の相関関係  

（r＝0．9776）を示した．したがって，大気汚染物質の総  

変異原性は芳香族炭化水素類の変異原含量を反映してい  

るのではないかと考えられた．   

3 GC・MSIこよる大気浮遊粗じん中の変異原物質の分  

析  森田邦正・森  彬・常盤 某：福岡県衛生公害  

センター年報，5，73－76，昭和54年3月   

大気浮遊粉じんをソックスレ一拍出後，中性物質を分  

離し，アルミナカラムを用いて20フラクションに分画し  

た．各フラクションをネズミチフス菌TA98株を使って  

変異原性を調べ，変異活性を示すフラクションを GC－  

MSで分析した結果，多数の有機化合物を確認した．特  

に強い変異活性を示したフラクションにはペンゾフルオ  

ランテン，ベンゾ（a）アントラセン，ペンゾアントロン，  

ジペンゾアントラセン，ジベンゾフ ェナントレン等の発  

がん性物質を検出した．   

4 九州の大気汚染と変異原性 常盤 寛・北森成治  

・大西完成＊：環境変異原研究，1（1），13－14，昭和  

53年4月   

大気汚染物質の変異原性を定量的に評価するため，サ  

ルモネラ系による迅速検出法を読み下記の結果を得た．   

試料の調製は大気粒子状浮遊物質の一定量をメタノー  

ルで8時間抽出したのち濃縮乾固し，最終的にDMSO  

lmJに溶解した．試料の変異原性は，サルモネラTA98  

株，ラット肝S－9 存在下でHis＋復帰変異コロニーを  

測定した．   

長崎県壱岐島で採取した非汚染大気試料の変異原性は  

大気1m3あたり，1．1復帰変異コロニーにすぎなかった  

が，一方工場地域（6試料）の大気は22－445，中小都市  

（9試料）の大気は42－133，大都市住宅地域（6試料）  

の大気は7－78復帰変異コロニーであった．即ち汚染地  

域の大気は非汚染地域の大気に比べ7－445倍の変異原  

による汚染が考えられた．  

＊徳島大学医学部  

5 瓦工場周辺のふっ素化合物による植物被書 1）  

発生源及び周辺環境大気調査  中村又幸・高田 智・  

石橋韻書・岩本真ニ・永瀬 誠：福岡県衛生公害センタ  

ー年報，5，78－80，昭和封年3月   

ふっ素化合物の発生源である瓦工場周辺において，大  

気中に含まれるppb レベルの低濃度のふっ素でも植物  

に被害を与えることから，瓦工場からの排ガスの実態を  

は握するため，山門郡に所荏する瓦工場を調査対象とし  

て選び，その焼成炉排ガス及び周辺環境におけるふっ素  

化合物についての調査を行った．   

調査の結果，焼成時間及びキルン内温度の変化に伴う  

ふっ素の濃度変化をみると，焼成開始6時間後の600℃  

付近からふっ素化合物の排出が始まり，14時間後の  

800℃付近から急激に排出濃度が高くなり，21時間後  

の約900℃で最高の排出濃度（43mg／m3N）を示した．   
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るため，アルカリ分解し，更にシリカゲルクリーンアッ  

プするのが常法とされている．この煩雑なアルカリ分解  

操作を省略するために，ガスクロマトゲラフの分離カラ  

ムの前にアルカリ性プレカラムを接続させ，PCB溶液  

に共存させた混合農薬棲準溶液を用い，PCB の至通分  

析条件の検討を行った．その結果，プレカラムに充萌さ  

せたクロモソルブWの含浸物質である水酸化ナトリウム  

の濃度5％，カラムの長さ80cm及びカラムの温度  

180℃の条件においてPCBの回収率は80％であり，  

検量繰は直線・となり定量牲が認められ，検体に共存する  

農薬のピークはDDE以外はガスクロマトグラム上に出  

現しなかった．また，実試料として河川水について分析  

を試みたところ満足すべき結果が得られた．   

91簡易検圧法と希釈法で測定したBOD値の関係  

徳永隆司・森本昌宏：福岡県衛生公害センター年報，5，  

85－87，昭和封年3月   

簡易検圧法と，JISで規定された希釈法とで各種の水  

のBOD値を測定し，比較検討した．合成試水及び河川  

水では，ほぼ合致したが，硝化合成試水及び下水（し尿  

を含む）の処理水では，両法で測定したBOD値が著し  

く異なる例があった．この原因の一つとして硝化反応が  

考えられた．また，検圧法における規拝操作はBOD値  

を若干大きくした．  

10 オキシン処理活性炭による金属インの吸書挙動  

松枝隆彦・森本昌宏：分析化学，27（5），312－314，昭  

和53年5月   

8・ヒドロキシキノリンを吸着させた（154mg／g活性  

炭）活性炭はpH5－10の範囲で金属の吸着剤として使  

用できた．銅（Ⅱ），亜鉛（Ⅱ），カドミウム（Ⅱ），ニッケ  

ル（Ⅱ），マンガン（Ⅱ），カルシウム（Ⅱ）及びマグネシウ  

ム（Ⅱ）の吸着量は0．4－0．9meq／gオキシン処理活性炭  

であった．   

なお，高濃度の塩化ナトリウムが共存しても金属の吸  

着に影響を与えないので，海水中の微量金属の捕集濃備  

にも応用可能である．  

11ホテイアオイの生長と無機栄養元素の貯蔵  徳  

永隆司・北書代志・北 直子・森本昌宏：日本水処理生  

物学会誌，14（1），1－8，昭和53年6月   

日本において，ホテイアオイは主要な水生の雑草であ  

り，それらによる各種の被害が報告されている．このホ  

テイアオイを河川，湖沼などの富栄養化の防止に利用す  

るという目的で，無機栄養元素の代謝に関する基礎的実  

験とその貯蔵量を算出するための実験を行った．   

ホテイアオイを家畜の飼料として利用するさいには，  

高い窒素濃度が要求されるが，ホテイアオイ中の窒素濃   

環境大気中のふっ素濃度は，瓦工場風下の測定点で平均  

1．6／／g／m3であった．また，この測定点における環境大  

気中のふっ素濃度の経時変化は焼成開始後20時間で最高  

濃度5．8／瑠／m3を示し，また，焼成炉排ガス中ふっ素  

濃度の経時変化と類似したパターンを示しており，瓦工  

場からの影響が推乱された．   

6 瓦工場周辺のふっ素化合物による植物被害 2）  

工場周辺栽培イ（イグサ科）の変色  中村又善：福岡  

県衛生公害センター年報，5，80－81，昭和54年3月   

昭和52年5月，柳川市に所在する2箇所の瓦工場の周  

辺水田で栽培しているイの先端部が赤褐色に変色し，そ  

の先枯れ部分が拡大する被害が生じた．被害症状がふっ  

素化合物による植物被害症状と酷似しており，イの被害  

をふっ素化合物との関連で調査した．   

調査の結果，両被害地区でのイの先端30cm部分の  

ふっ素濃度は対照地のそれに比べて約3倍であり，それ  

ぞれにおけるふっ素濃度平均値と対照地におけるそれと  

の間にはそれぞれ1％の危険率で有意差があった．ま  

た，両被害地区のイのふっ素濃度は瓦工場からの距離減  

衰傾向を示し，イのふっ素濃度と工場からの距離との関  

係は危険率1％で有意な負の相関を示した．イの部分  

別ふっ素濃度は，被害地区では先枯れ部が緑色部の7．0  

倍，9．4倍と対照地区の値1．8倍と比べて多く，被害地区  

におけるイの先枯れ部でのふっ素の蓄積が特異的に多い  

ことがわかった．   

7 Gries8－RomijTL 亜硝酸試薬の改良と分析への適用  

中川礼子・森本昌宏：福岡県衛生公害センター年報，  

5，82－83，昭和54年3月   

従来，亜硝酸イオンの分析にはGriess－Romijn によ  

る混合試薬（GR試薬）が迅速簡便試薬として繁用され  

てきたが，この構成成分であるα－ナフチルアミンは製  

造過程で発がん性を有するβ一チフチルアミンが混入す  

るため，労働安全衛生法（昭和47年6月8日第57号法律  

第55，56条）により製造規制を受けるようになった．し  

たがってそれに代わる試薬としてα－ナフチルアミンよ  

り入手し易いN－1－ナフチルエチレンジアミンニ塩酸塩  

を用いた混合試薬を調製し，亜硝酸イオンの定量法の諸  

条件を検討した．その結果定量限界値，定量変動率及び  

操作の簡便さにおいて，GR試薬とほとんど差が認めら  

れず，したがって河川水中の微量亜硝酸イオンの定量に  

も応用可能であることがわかった．   

8 アルカリ性プレカラムを用いるPCI‡の簡易分析  

法  玉江伸也・近藤紘之・森本昌宏：福岡県衛生公害  

センター年報，5，83－85，昭和54年3月   

PCBの分析を行う場合，検体中の共存農薬を除去す  
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度は栽培液中の窒素濃度が高くなるに従って2．95倍まで  

高くなり，葉中濃度は15500ppmから45800ppmと  

なった．   

ホテイアオイの生長率の季節変化及び無機栄養元素の  

濃度を求め，それらの結果から無機栄養元素の貯蔵量を  

算出した．河川における一例として，5月1日に乾重で  

1g のホテイアオイは12月15日までに49kgに生長し，  

その間に，窒素：1．8，りん：0．25，カリウム：3．3，カ  

ルシウム：0．61，マグネシウム：0．24，鉄：0．067，マ  

ンガン：0．094（単位はkg）を貯蔵するという結果が得  

られた．  

12 カドミウム汚染米の有効利用に関する研究  第  
1報 酒造の原料として用いた場合 江寄義憲＊・永淵  

義孝・高尾真一・森本昌宏：全国公害研会誌，3（2），  

109－113，昭和53年9月   

カドミウム汚染米が清酒醸造用原料米となり得るか否  

かを明らかにすることを目的として，精米及び清酒醸造  

過程におけるカドミウムの挙動並びに清酒申のカドミウ  

ム濃度レベルのは撞とその除去方法の検討を行った・   

その結果，精米による物理的処理では，カドミウムの  

除去率は玄米申の22％にとどまり，除去効果は低かっ  

た．又，カドミウム汚染米（1．46ppm）を原料として酒  

造したところ清酒申のカドミウム濃度は44．5ppbであ  

った．清酒中に溶存するカドミウムを除去するため，陽  

イオン交換樹脂処理あるいは活性炭処理後フィテン処理  

等を行ったところ市販清酒申のカドミウム濃度レベル  

（最小値：1．3ppb，最大値：9．6ppb）と同等のものを得  

ることができた．   

一方，醸造によって得られた清酒“もろみ’’を蒸留し  

てカドミウムを含まない米製“しょうちゅう”を製造す  

ることができた．  

＊現所属：福岡県朝倉保健所   

13 亜鉛カラム法を用いた水中のppb レベルひ素の  

原子吸光分析  深町和美・徳永隆司：衛生化学，24  

（5），265－269，昭和53年10月   

アルシン発生用亜鉛反応力ラムを考案自作し，このカ  

ラムを用いたアルシンー原子吸光法による微量ひ素の高  

精度分析法を確立した．その分析条件は，酸濃度：5N  

塩酸，ヨウ化カリウム濃度：0．5％，塩化第一スズ濃度：  

0．3％，反応力ラム温度：40℃以上（反応熱発生のため  

加熱不要），試料液のカラム注入量：1．0丁5．OmJ（最適  

量：2．Om上程度）などであった．本法における分析感  

度は1％吸収が0．8ngAs／mJ（5．OmJ注入の場合）  

で，精度を0．むJg／訓mJ及び1．5〝g／50mJ溶液に対す  

る相対棲準偏差で示すと，それぞれ3．9％及び2．35％  

であった．河川水，海水及び温泉水に対し，本法を適用  

して得たひ素の分析値及び標準添加法の回収率などにお  

いても満足な結果が得られた．  

14 道路の修復舗装工事に伴う井戸水のマンガン汚染  

一鉱渾バラスの特殊性状について一  近藤紘之・松枝  

隆春・高尾真一・森本昌宏：水質汚濁研究，1（3），  

209－215，昭和53年12月   

福岡県八女市山内地区において，県道の修復舗装工事  

が行われていたが，工事途中に井水に酸化漂白剤（商品  

名：ハイター）を添加すると瞬時に赤かっ色沈でんが生  

じ また硫黄臭がする等の顕著な地下水の水質変化をき  

たした．その原因物質の一つはマンガンであり，その混  

入経路に特徴があったので，溶出源，溶出機序について  

検討したところ，理化学的全容をほぼ解明することがで  

きた．この井水汚染は工事に使用された鉱渾バラス（製  

鉄高炉渾）の理化学的性状に起因するもので，アスファ  

ルト混合物舗設前の露出した鉱澤バラスに接触した雨水  

または防塵用散水等の地表水が鉱梓バラスに含有される  

硫黄，カルシウム，ナトリウム，カリウム等の化合物を  

溶解することにより溶解特性（還元性及びイオン交換性）  

を高め，地下浸透する過程で土壌中のマンガンを高濃度  

に溶解し，井水のマンガン汚染を惹起したことが判明し  

た．  

15 クロブチノール感応t極の試作とその性能  漂  

町和美・石橋倍藩＊：薬学雑誌，99（2），126－130，昭  

和朗年2月   

クロブチノール（1－♪・Chlorophenyl・2，3－dimethyl・4－  

dimethylamino・2－butanol）に感応するPVC膜型イオ  

ン電極を試作し，その電極特性を検討した．その結果，  

クロブテノール濃度が10．1・6－10－4・bMの範囲でNernst  

式に従う電極電位を与える電極が得られた．応答速度も  

通常の用途に対して十分迅速であった．製剤申に含まれ  

る無機膚イオン，メチルエフェドリン，エフェドリン及  

び本電極の使用pH範囲（3．0一札0）において中性分子  

である化合物（カフェイン，アンチピリンなど）あるい  

は陰イオン（ビタミンC，スルピリンなど）はクロブチ  

ノールの測定をほとんど妨害しなかった．しかし，抗ヒ  

スタミン剤のクロルフェニラミン，ジフェンヒドラミン，  

トリベレナミンなどは妨害した．本電極は沈殿滴走終点  

指示電極としても利用でき，清定曲線にGran’splot法  

を適用すると明確な終点が得られる．  

＊九州大学工学部   

16 水質自動測定法検討試験（全窒素自動分析法の検  

討） 松浦聴朗・徳永隆司・津川昭夫・森本昌宏：昭和  

53年度環境庁委託業務結果報告書，8－19，昭和53年   
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量が3mgを超えるとろ過時間が長くなり，またフィ  

ルターからフィルターケーキがはく離することがあった．  

以上の結果と試料申の鉄の存在量が通常2mg以下で  

あることを考慮して本法でほ添加鉄量を1mg とした．  

pHlO，液量40mJ，鉄量1mgで共沈捕集した場合，  

2－100／′gのクロム，マンガン，ニッケル，銅が同時に  

定量できた．フィルターケーキ申に各金属50／瑠含有  

する場合の変動係数はクロム1．5，マンガン3．5，ニッケ  

ル2．3，銅0．8％であった．本法を実試料に適用した  

ところ原子吸光法の結果とよく一致した．  

全窒素自動分析計の環境水及び工場排水への適用の可  

能性をA社製の電量滴定方式ディジタル全窒素分析装置  

TN－01型を用いて検討した．硫酸アンモニウム，硝酸カ  

リウム，亜硝髄ナトリウム，尿素及びグリシンを棲準試  

料として検討した結果，窒素の回収率及び分析精度は試  

料中の窒素濃度が高くなるほど良好になることが認めら  

れ，無機態窒素が多い河川水や工場排水についてはこれ  

と同様な傾向がみられた．通常の河川水や工場排水では  

有機態窒素濃度が他の3態窒素（NH4・N，NO3－N，NO2－N）  

濃度に比べて高いこと，また．懸濁物質が多い場合はサ  

ンプリング誤差を生じ易いことなどにより，繰り返し分  

析値の変動が大きくなる傾向があったが，しかし手分析  

による繰り返し分析値の変動に比べると，この今析装置  

を用いた場合の結果がはるかに良好であった．更に試薬  

あるいは工業薬品として使用頻度の高い15種の有機窒素  

化合物を試料として検討したところ，アゾベンゼンなど  

2，3種のものを除き回収率及び変動係数ともに十分な  

結果が得られた．  

171訂転電極法による産業廃毒物中の金属成分の定暮  

北森成治：福岡県衛生公害センター年報，5，88－90，  

昭和54年3月   

メッキスラッジ等の産業廃棄物中に多量に含まれてい  

る重金属成分（亜鉛，鉄，マンガン，銅，ニッケル）を  

直読式発光分光法で分析した．試料を敢分解後，内部榛  

準元素としてインジウムを用い，回転電極一スパーク放  

電法で励起発光させて測定した．これらの結果は，メッ  

キスラッジ申に乾泥濃度として，それぞれ，亜鉛：96－  

140000／瑠／g，鉄：1500－320000／堰／g，マンガン：検  

出限界値以下－1200／′g／g，銅：検出限界値以下－23000  

〝g／g，ニッケル：検出限界値以下－64000／′g／gの値を  

示した（ただし，検出限界値は50／堰／g以下）．この方  

法は，今後の問題として，分析精度，検出限界値の向上  

のために，発光条件等の検討が残されているとはいえ，  

多量の重金属を含有する試料について，迅速な分析法と  

して利用できると考える．  

18 けい光Ⅹ線分析法による汚でい，燃えがら中のク  

ロム，マンガン，ニッケル，銅の定暮  武藤博昭■田  

上四郎：環境技術，7（8），786－790，昭和53年8月   

汚でい，燃えがらを領分解したのち，水酸化鉄共沈法  

によって目的元素を捕貸し，メンブランフィルターろ過  

によって鉄を主成分とするフィルターケーキを作製し，  

けい光Ⅹ線分析用試料とした．本法によればマトリック  

スが広範囲に変化する試料でも，すべて鉄を主成分とす  

る試料に統一されるため，けい光Ⅹ線分析法によるクロ  

ム，マンガン，ニッケル，銅の定量が可能となった．鉄  

知事賞受賞研究  

当年度も，下記の当所業績を担当した職員が県職員表  

彰条例により表彰された．  

昭和53年慶安賞研究抄録  

福岡県における主要死因の市町村別分布  

篠原 志郎・片岡恭一郎  

（哺和53年12月4日受賞）   

一般に主要かつ重大な疾病の発生状態を観察する場合，  

死亡という確実で重複性のない事象を用いた死亡率が有  

効であるが，その算出の基礎である性別人口の推定が各  

市町村単位で毎年行改的に行われており，死亡も死因の  

記載が正確化する傾向にあった．そのような状況下にお  

いて昭和48年11月南沢1）は昭和45年の福岡県の肝硬変死  

亡率が昭和35年当時と比べて男1．71倍，女1．31倍に増大  

し，いずれも全国一の高率であることを強調して，地域  

保健計画におけるその重要性を指摘した．われわれは地  

域保健水準の向上のためには，その疾病構造の実態と推  

移を的確には超することが不可欠であるとの認識から，  

各種疾病死亡率に関する資料収集を始めた．しかし，こ  

の種の資料は必ずしも十分ではなかったが，幸いに昭和  

45年1月1日以降の死亡者について厚生省統計情報部で  

作成された人口動態死亡票磁気テープの使用許可を得る  

ことができたので，昭和45年－47年の3年間の本県内死  

亡者について死亡率から見た県内の分析を始めた．まず，  

県内4っの広域生活圏（福岡・北九州・筑豊および筑後  

地域）で主要な死因の相互比較を行った．その結果，筑  

豊地域に特に高死亡率の死因集積が認められ，問題の所  

在が示唆された．しかし，筑豊地域のどの市町村に高率  

現象がみられるかは，3簡年の資料では疾患によって死  

亡数の絶対数不足が生じ 死亡率の信頼性に問題があっ  

1）樽沢正：日本医師会雑誌 71（6），006－911，1釘4   
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た．そのため，昭和45年－49年までの5箇年の資料蓄  

積を侯って県内全市町村別のミクロ分析を行うに至った・  

全国あるいは府県を単位としたこの種のマクロ分析は5  

年ごとに厚生省で解析し公表されているが，一県内の市  

町村別の主要死因全般にわたる分析資料は未だかつてそ  

の例がなく，この試みが最初であった・しかも地域の不  

健康要因について考察する場合には，特定の疾患に限定  

するよりも全疾患を同時に比較可能にしておく方が，将  

来疾患相互の関連性を検討するうえで有効であり，加え  

て今日の情報処理時代に適合した処理法と考えた．この  

分布図資料の発表に当って，県医師会は会員の健康教育  

の教材としてこれを重視し，本分布図資料を全会員に配  

布した．また地域保健行政を担当する保健所でも，管内  

市町村の日常的指導指針としてこれを活用するに至った・  

また筑豊地域において，飯塚医師会・福岡県・飯塚市・  

西日本新聞社主催により昭和53年秋開催された健康展に  

本資料の提供が要請された．これらのことから，この種  

の分布図のような基礎的資料が地域保健計画及びその向  

上のためにいかに要望されていたかを痛感した．   

この分布図は主にICD（国際疾病分薪）50項目死因  

分掛こついて，性別，各市町村別に年齢補正した訂正死  

亡率（間接法）を算出し，全国（昭和47年）を100とし  

た指数で表示した．その内容の主なものは次のとおりで  

ある．  

1）福岡県の全国平均に対する主要死因の指数では，  

男子で高率なのは肝臓がん（1．64倍），肝硬変（1．58倍），  

高血圧性心疾患（1．57倍），精神障害（1．47倍），呼吸器  

系の結核（1．38倍）および肝硬変を除くその他の肝臓疾  

患（1．33倍）等であり，女子では高血圧性心疾患（1．56倍），  

肝臓がん（1．54倍），精神障害（1．47倍），肝硬変（1．38倍）  
等の順であった．これら高率疾患は男女共通しているの  

が特徴であった．   

2）死亡総数でみたとき，男子の上位10位まではすべ  

て筑豊地域の市町村で占めており，女子の場合も上位10  

位申6市町村が筑豊で残りのうち3町村はその周辺であ  

った．   

3）肝臓がんの男子は北九州市を含めその周辺市町村  

に高率（約3倍）であり，女子は特に筑後全域に高率な  

集積がみられた．肝硬変は男子で北九州市から筑豊全域  

にかけて高率であり，特に上位9位まですべて筑豊の市  

町村が占めていたが，女子の高率地域は県下に散在して  

いた．   

4）高血圧性疾患は男女とも類似の分布を示し，高率  

地域が県下広範囲にわたって分布していた．子宮がんは  

市部・郡部とも平均して高く，特に目立つ所は小都市  

（2・04倍），大牟田市（1．80倍），北九州市（1．61倍），大  

川市（1．74倍）等であった．   

これらの分布については資料をみれば一目瞭然である  

が，更にその不健康要因を誘発すると考えられる各種環  

境要因との関係についての調査研究が急務である．以上  

の詳細は下記の文献に記載した．  

片岡恭一郎他：日本公衛雑誌，22（10），328，1975．   

篠原志郎他：福岡県における主要死因の市町村別分布  

について，46p．，福岡県医師会，1977．  

学 術 研 修   

1講 師 派 主■   

昭和53年度申に，依頼により各種講習会，講話などに  

当所職員を派遣した状況は表90のとおりである．   

2 職具の技術研修   

昭和53年度中に，技術研修のため各種の技術講習会に  

当所職員を派遣した状況は表91のとおりである．   

3 集  談  会   

所貝の調査研究及び試験検査に関する発表並びに学会  

報告を主とする‘‘福岡県衛生公害センター集談会’，のう  

ち，昭和53年度に実施したものは，次のとおりである．   

第36回（昭和53年5月19日）  

1ⅩAD－2濃縮法による喫煙者尿の突然変異性  

細菌課 武吉 広明   

2 福岡県におけるパラインフルエンザの血清疫学  

ウイルス課 多田 俊助   

3 今冬福岡県において流行をみたインフルエンザに  

ついて  

ウイルス課 福吉 成典   

4 県内における死亡発生現象の経時変動について  

疫学課 篠原 志郎   

5 県内における死因別死亡率と環境要因との相関に  

ついて  

疫学課 片岡恭一郎   

6 福岡県内の放射能調査   

1）福岡県内環境試料申におけるCs－137，Sr－90  

の調査研究  

2）福岡県内の各地点の空間線量について  

衛生化学課 毛利 隆美   

7 樹木に対する大気汚染の影響（第1報）  

－クスの葉のいおう含量と不容解性成分付着量に  

ついて一  

大気課 白川 妙子   
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表，0  講  師  派  遣  

年月 日  会  名  主  催  場所  派遣職員職氏名  

全九州PC O協会 玄海町 環境生物課長  

北  九  州  市 北九州市 副 所 長  

福  岡  市 福岡市 水 質 課長  

日 本学校給食会 筑紫野市 街生化学課長  

穂
巳
安
男
博
 
 

美
克
昌
幸
 
 
 

本
橋
本
村
塚
 
 

山
 
高
森
中
大
 
 

田．4．21  福岡県環境生物防除技術研究会  

53．5．11  消費生活講座  

労．6．8   環境週間記念講演会  

労．6．14－15 昭和㍊年度学校給食用食品検査技術講習会  

53．7．26   食品衛生監視員研修会  

53．7．27  ′′  

∈追．7．26  ′′  

53．7．27  ′′  

労．8．22   塵業廃棄物処理業者講習会  

′′ ′′   

53．8．23  ′′  

53．8．25  〝  

盟．9．2   昭和㍊年度看護教月養成講習会  

労．9．18   産業廃棄物処理業者講習会  

53．9．19  ′′  

′′  ′′  

福  岡  県 飯塚市  
′′  久留米市  

′′  飯塚市  

′′  久留米市  

日本環境衛生センター 大野城市  

′′  ′′  

′′  

′′  

細 菌 課 長  
／ ′′  

衛生化学課長 中村 幸男  
II ′′  

環境科学部長 木藤 寿正  

研 究 員 篠原 志郎  

大 気 課 長 中村 周三  

専門研究員 武藤 博昭  

福  岡  県 福岡市 副 所 長 高橋 克巳  

日本環境衛生センター 大野城市 環境科学部長 木藤 専正  

副 所 長 高橋 克巳  

水 質 課長 森本 昌宏  

研 究 員 近藤 絃之  

環境生物課長 山本 英穂  

研 究 員 篠原 志郎  

専門研究員 武藤 博昭  

副 所 長 高橋 克巳  

環境科学部長 木藤 帝正  

所  長 権田南海堆  

環境科学部長 木藤 薫正  

研 究 員 篠原 志郎  

′′  〟  

′′  ′′  

／′  ′′  

′′  

′′  ′  

′ ′′  

斐九野官幣学誓北九州市  
福  岡  県 福岡 市  

日本環境衛生センター 大野城市  
′′  ′′  

53．9．20  

53．9．22  ′′  

労．9．28   古城小学校家庭教育学級  

幻．9．30   昭和53年度看護教月養成講習会  

労．11．6   廃棄物処理施設技術管理者資格認定講習  

53．11．7  ′′  

53．11．8  

53．11．20  

53．11．21  

53．11．22  

53．12．4  

53．12．5  

′′   所  長 猿田南海錐  

′′  環境科学部長 木藤 専正  

′′   研 究 員 篠原 志郎  

′′   所  長 猿田南海雄  

′′  環境科学部長 木藤 青正  
′  ”  研 究 員 篠原 志郎  

′′   研 究 員 徳永 隆司  

九州産業技術連盟 福岡 市 大 気 課 長 中村 周三  

〝  〝   専門研究員 高尾 英一  

上＿l本領蟻衛生センター 大野城市 所  長 猿田南海推  

福岡市 環境科学部長 木藤 寿正  

′′  ′′  研 究 員 篠原 志郎  

′′   所  長 猿田南海雄  

′′  環境科学部長 木藤 専正  

′′   研 究 員 篠原 志郎  

福  岡  県 福岡市 細 菌 課 長 大塚  倍  

′  ′′   衛生化学課長  中村 幸男  

Lj本領境衛生センター  大野城市 所  長 権田南海雄  

”  ”  研 究 員 篠原 志郎  

′  〝  環境科学部長 木藤 寿正  

福  岡  県 福岡市 副 所 長 高橋 克巳   

53．12．6  ′′  

労．12．13   環境計量士国家試験講習会  

〃 〝  

封．1．16   廃棄物処理施設技術管理者資格認定講習  

封．1．17  ”  

′   

ご沌．1．Z9  

封．1．30  

1′ 

封．2．5－ 6 食品衛生監視員研修会  

′′ 〃  

封．2．13  廃棄物処理施設技術管理者資格認定講習  

封．2．14  ”  

舅．3．10   第l回九州、中国、四国地区公害セミナー  

別．3．23－24 臨床検査技師技術研修会  
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表 91  修
 
 

術
 
 

貝
 
 

職
 
 年 月 日  会  名  場所  派退職員職氏名  

昭和㍊年度分析研修（一般課程）  

第一回環境放射線モニタリング技術課程研修会  

環境教育研修会  

昭利㍊年度分析研修（大気専門課程）  

昭和㍊年度食品化学特殊技術講習会  

環境教育研修会  

大気汚染調査統計処理講習会  
′′  

境
技
岡
 
″
 
境
生
岡
岡
 
″
 
岡
 
″
 
 

苧
 
 
 

環
科
福
 
 
項
厚
福
福
 
 

治
美
則
治
二
男
治
吾
智
吾
智
則
則
治
別
繁
吾
泊
吾
智
治
 
建
隆
 

重
建
其
卑
建
龍
 
 
龍
 
重
重
建
垂
 
 
龍
建
龍
 
 
建
 
 

木
利
木
木
本
野
木
橋
田
橋
田
木
木
木
木
家
棟
木
橋
田
木
 
 

桜
毛
黒
桜
岩
井
桜
石
高
石
高
黒
黒
桜
黒
松
石
桜
石
高
桜
 
 

師
師
師
師
師
貝
師
貝
月
貝
月
師
師
師
師
師
貝
師
員
∵
貝
師
 
 

究
 
 
究
究
究
究
 
 

究
 
 
究
究
 
 
 

技
技
技
技
技
研
技
研
研
研
研
技
技
技
禎
技
研
技
研
研
技
 
 
 

市
市
市
 
 
市
部
市
 
 

沢
葉
岡
 
〃
 
沢
京
岡
 
〃
 
〃
”
”
”
 
 

所
千
福
 
 
所
東
福
 
 

庁
庁
県
 
 
庁
省
県
県
 
 
県
 
 

術
 
 

53．6．1－ 9  

53・2喜 
一  

53．11．6t 7  

′′   

53．11．7－30  

53．11．8－11  

53，11．20－21  

53．11．20－21  

′′  

お．12．5－ 6 環境教育研修会  福
 
 

54．1．9  

封．1．17－19  

封．1．17  

I 封．1．18  

54．1．19  

：娘．1．23  

′  

〝  

〝
 
 
”
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 

′′  

′′  

′′  

第38回（昭和53年11月9日）  

1福岡県におけるふっ素化合物による大気汚染につ  

いて  

大気課 中村 文書   

2 制癌剤の生体内運命とわらびの癌原性物質につい  

て  

大気課 中村 周三  

第39回（昭和53年12月26日）  

1福岡県における主要死困の市町村別分布について  

疫学課 篠原 志郎  

第亜回（昭和54年2月22日）  

1映画上映“産業廃棄物のゆくえ’’   

2 特別講演  

‘‘廃棄物最終処分の諸問題’’  

福岡大学工学部土木工学教室 花嶋 正孝教授  

8 液化石油ガスボンベ残撞から発生する臭気成分に  

ついて  

大気課 永瀬  誠   

9 梅実のCNについて  

水質課 古賀けい子  

10 水道水中の有機ハロゲン化合物  

水質課 北 喜代志  

11福岡空港周辺における航空機騒音の実態調査（第  

1報）  

環境理学課 八尋 正幹  

12 県内の工場振動調査  

環境理学課 木本 行雄  

13 階層構造からみた福岡県の“環境指標の森”  

環境生物課 小村  精  

14 工場周辺のトビムシ群集（Ⅱ）  

環境生物課 杉  奉唱  

第37回（昭和53年6月30日）  

1糞便性ステロールとその周辺  

水質課 高尾 真一   

2 保健所に勤務して  

水質課 桜木 建治   

3 特別講演  

‘‘博多湾の水質汚濁”  

福岡県有明水産試験場長 河辺 克巳  

第4】．回（昭和54年3月30日）  

1環境汚染特に自然環境の汚染，破壊に関する生物  

環境生物課 山本 英穂  

2 文書事務について  

総務課 一法師 徳之助  

〝  梅崎 広記   

学  
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庶 務・会  計  

当所の組織機構と業務内容は下記のとおりで，当年度の職員配置，歳入，歳出，予算決算等は表92－  

96に示すとおりであった．  

組織機構と業務内容  

審
 
理
 
 

総
 
官
 
 

部
 
 
 

理
 
 

課：人事，予算等の庶務及び物品調達の経理事務  

課：研究の企画調整及び管理，中央分析，情報管理，テレメータの  
運営業務  

ー細 菌 課：赤痢，食中毒等の病原細菌及び食品，水等の細菌学的試験研究  

－ウイルス課：インフルエンザ，日本脳炎等のウイルス，リケッチャの試験研究  

一疫 学 課：特殊疾病及び環境の不健康要因等に関する疫学的調査研究  

一衛生化学課：食品，農薬，医薬品，化粧品等の試験研究，放射能調査  

一大 気 課：大気汚染及び臭気に関する試験研究  

一水 質 課：水質汚濁，井水，上水，温泉等の試験研究  

一環墳理学課：廃棄物に関する試験研究，騒音・振動に関する測定調査  

岬環境生物課：衛生動物に関する検査研究  
環境に関する動物学的，植物学的調査研究  

一保健科学部－  所 長一副所長－  

一環墳科学部－  

表 92  定貞現員調（昭和封年3月31月現在）  
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表 94  衛生公害センター歳入決算一覧  表 96  予 算  決 算（円）  

項 別   予算額   決算額  科 目  金 額（円）  

総務管理費  

公衆衛生費  

環境衛生費  

保健所費  

医 薬 貸  

株 糞 費  

74，肌8，416  

455，115，484  

59．689，250  

63，410  

現0，100  

1，277，650  

閏，048．177  

454，5三選，335  

59．鋸5．350  

63，410  

4：泌，100  

1．277，650  

2
3
9
川
㈹
0
㈹
0
 
 
 

2
 
 

6
 
3
 
 
2
 
 

5
 
 

使用料及び手数料  刀．639、240  

財 産 収 入  91，980  

諸  収  入  1，089，301  

計  24，8劫．521  

計   590，6封，310 500，066，022  
表 95 衛生公害センター歳出決算一覧  

節   別  金  額（円）  

賃  金  776、舗0  

報  償  費  66，000  

旅  費  4、132．000  

需  用  費  47，505、759  

役  務  費  2．828．365  

委  託  費  36．406，988  

使用料及び貸借料  204、6罰  

備 品 購 入 費  3．708，060  

負担金補助及び交付金  35．000  

公  課  費  茄，400  
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347  1，383   



－81－  

項  目  一般  行政  計   項  目  一般  行政  計   

分  
離  

腸  内  細  
菌（1）  615  69  684  食 闘  

ロロ 衛  
細  

同  生   の  他 8功    5  5  

菌  
そ の 他 の 細 菌（4）  2  2   原  118  

検  
血  清  検  飲  水  2糾  

査  料  
化学蝶法剤に対する耐性検査（6）  浄  173  

水  
動  物  試  験（7）  検  水   328   

ポ  リ  オ（8）  査  584  
分  P  

ウ   
本   脳   （9）  水   579  

イ ル  下 水  
ス  

その他のウイルス・リケッチア（11）  9   関 係  

リ  
ケ  ポ  リ  オ（12）  検 査   

ツ  
チ  本  脳  炎（13）  345  345  滑  細菌学的検査（欄   1061   9  1070  

ア  検  掃 関  
尿  

査  
係 検  生物学的 検査 飾  

動  物  試  験（柑  査   の  他 6辺  

結  培  車  検  査（17）  降下ばいじん 伍劫   135   3  138  

核  大  4   4   

公  遊じ  
梅  毒（畑  4  4  ノ占ゴ 臼  48  48  

性  書  
り  ん  病 鋤  汚  243  243  

病  関  化  
そ  の  他 ¢1）  染   252   

係  

寄  生  虫 ¢辺  その他の有害物質（5釦   84  1255  1339  

生  
検  

虫  虫  頬1錮  i可 川  1232  1232  

原  査  の  他 佑α  

虫   の  他 α9   13  4  17  そ  の  他 刷）    2   62   64   

食  田  田   
中  
毒   般・  場  水（63）  

尿  ¢釦  現  ル  水 佑4）  
病化  
理学  定  性 ¢餌  境   の  他（6S）    23   69  92  

・検  
生査  定  量錮  放  7   78  85  

′‾、＼   血  球  検  査 81）  射  品 仰  18   19  

血  能   の  他 略鉛    13  70  83  

液  液  型 錮  温泉（鉱泉）泉質検査  仏釧     5  5  

（1）る  

かも  そ  の  他 錮  
薬 尉  

薬  品 仔α  44  44  

らの   
病 理 組 織 学 的 検 査 舶  ロロ   の  他 仔1）    104   52  156  

日  の  他 8◎  栄  14  

養   の  他 耶）    57  57  即 ＼、＿一／  
そ  の  他 Ⅳ4）     21  21  
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職  長  名  簿  （昭和封年3月31日現在）  

当センター  

就任年月日  
当センター  
就任年月日  

職 名   氏 名  部 課 名  職 名   氏 名  

所   長 猿田南海姓 48．9．10  

副 所 長 高橋 克巳 47．4．11  

管理部長 木下  滞 日．4．1  

総務課長 一法師徳之助 由．5．21  

事務主査 福井 義雄 52．5．10  

主任主事 肥後八重子 46．9．13  

′′   木村 保子 49．7．1  

主   事 柏崎 広記 50．10．16  

′′   岩下 妙子！諭．8．1  

′′   近藤  司 52．8，1  

〝   河野 直樹 49．4．1  

技   師 田中 勇二 48．7．24   

”   永田  滴 32．1．1  

′・   清水 哲也 48．9．10  

′′   大山 喬幸 49．1．5  

衛生化学言架 専門研究貞 上和田幸子 胡．4．7  

研 究 員 飯田 隆雄 45．5．1  

”  北  直子 46．11．1  

′′   芥野 卑男 48．8．1  

技   師 毛利 隆美  

〝  久保山萱志子  

0
0
 
 

弧
 
 35．  4．  

木藤諸正 48．8．10  

中村 周三 48．9．10  

石橋 髄吾 39．4・10  

′′   高田  智 50．10・31  

′′   中村 又善 46．1．11  

主任技師 杉  妙子 46．11．1  

技   師 永瀬  誠 47．4．1  

〝   岩本 其二 48．1．11  

森本 昌宏 33．1．1  

高尾 真一 45．9．1  

松浦 聴朗 52．10．15  

長
員
貝
 
 

究
 
 

F
 
 

水
葬
研
 
 
 

貸
 
 
 

本
 
 管 理 課 管理課長 森  

事務主査 坂井  

研 究 員 武藤  

〝   北森  

主任技師 田辺  

主   事 花田  

技   師 森田  

〝   松宮   

彬 31．8．1   

嘩 49．4．20  

直彦 48．4．1  

成治 49．4．1  

敏久 48．7．17  

義明 52．8．1  

邦正 47．6．16   

兼 48・7・17  

′′   深町 和美 45．7．1  

′′   森木 弘樹 45．11．2  

近藤 絃之 49．8．17  

・・  永渕 義孝 45．11．2  

′′   重江 伸也  

′′   徳永 隆司  

3
 
1
 
 

7
 
6
 
 

4
 
4
 
 
 

亡
U
 
5
 
1
 
1
 
1
 
 

1
 
 

．
 
 

”   松枝 陸産 47．4  

主任技師 宇都宮 彬 53．10．  

推   師 梓川 昭夫 47．4．  

′′   黒木 重則 47．12．4  

〝   鹿田 弘條 52，4．1  

保健科学部  保健科学部長 箕原  巌 53．5．16  

細 菌 詳 細菌課長 大塚  倍 加．10．1  

専門研究員 小河  章 46．5．28  

技術主査 佐藤ハルヱ 24．10．1  

研 究 貞 乙藤 武志 45．5．18  

ウイルス課 ウイルス課長 武原 雄平 24．10．1  

専門研究員 福吉 成典 50．8．1  

〝   長谷川孝志 38．4．1  

主任技師 乙藤 千寿 46，11．16  

技   師 多田 俊肋 51．4．10  

種 学 課 疫学課長 常盤  寛 ㍊．6．1  

研 究 員 篠原 志郎 48．10．1  

〝   柳川 正男 45．5．1  

′′   中川 礼子 46．8．2  

技   師 片岡恭一郎 48．6．1  

衛生化学課 衛生化学課長 中村 幸男 24．10．1  

専門研究員 大崎 靖彦 39．4．10  

′′   北 喜代志 47．7．1  

′′   桜木 建治 ㍊．6．1  

′′   古賀けい子 ∈氾．8．1  

′′   大石 典弘 52．11．1  

環境理学科 環境理学課長 木藤 専正 48．8．10  

専門研究員 大崎其妙子 39．4，10  

〝   武藤 博昭 48．9．10  

研 究 員 木本 行雄 48．9．10  

技   師 八尋 正幹 48．9．10  

〝   田上 四郎 49．1，5  

領域生物課 環境生物課長 山本 英穂 34．8．16  

専門研究員 小村  精 49．8．16  

〝  杉  奉昭 48．9．10  

研 究 員 山崎 正敏 知．11．1  

主任技師 村田 敦子 48．11．1   
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福岡県衛生公害センター年報 6号  

（昭 和 53 年 度）   

資  料  

（未公表研究資料集）  

福間県有生公害センター年報  
6号（昭和54年10月1日発行）  

福岡県における死因別死亡率と環境要因との  

相関について  

片 岡 恭一郎＊・篠 原 志 郎＊   

数，豚頭数，採卵鶏羽数，ブロイラー羽数，農林水産   

業従業員数，不動産業従業員数，中学卒業後進学者数，   

内水面養殖業経営体数，宅地の民有地面噴，茶園経営   

耕地面積，食料品製造業事業所数，木材・木製品製造   

業事業所数，窯業・土石製品製造業事業所数  

B 商工業関係項目   

卸売業・小売業従業員数，金融・保険業従業員数，サ   

ービス業従業員数，卸売業商店数，飲食店商店数，小   

売業商店数，機械製造業事業所数，鉄鋼製造業事業所   

数，金属製品製造業事業所数，出版・印刷同関連事業   

所数，運輸・通信業従業員数，製造業従業員数，電気  

・ガス・水道業従業員数，火災出火件数，火災死傷者   

数  

C 生活保護関連項目   

生活保護被世帯数，生活保護故実人員数，テレビ普及   

率，鉱業従業員数，建設業従業員数，中学卒業後就職   

者数  

D 漁業関連項目   

輸送用機械器具製造事業所数，海面漁業経営体数  

E その他分類不能項目   

繊維工業事業所数，衣服その他繊維製品事業所数，家   

具装備品製造業事業所数，パルプ紙加工品製造業事業   

所数，化学工業事業所数，電気機械器具製造業事業所   

数，桑園経営新地面積   

死亡率資料は，昭和45年から昭和49年までの5年間死   

福岡県の疾病構造を分析する申で，肝臓疾患や高血圧  

性疾患あるいは呼吸器系結核などに高死亡率の死因が存  

在することが明らかになった1）．その高死亡率の原因を  

究明することは，疾病予防，地域の健康水準の向上など  

公衆衛生上極めて重要な意義を持っている．そこで，地  

域の高死亡率の原因は自然，社会環境要因あるいは経済  

活動と深い関係があると考え，既存資料から土地，産業，  

社会保障，教育等の各種環境要因を選択し，死因別死亡  

率との間の相関係数を算出し，単相閑による解析を行っ  

た．  

資料及び方法  

使用した環境要因項目は次のとおりで，県の資料2）3）4）  

から昭和45年のデータを57項目任意選択した．それらの  

項目を市町村ごとに，昭和45年の各市町村別線人口で除  

して，人口1人当りの件数とした．  

A 農業関連項目   

田の民有地面積，畑の民有地面積，山林の民有地面積，   

農業就業人口，農業粗生産額，水陸稲収穫量ご果樹園   

経営耕地面積，国民健康保険被保険者数，国民年金拠   

出年金適用被保険者数，国民年金福祉年金受給権者総   

数，麦類収穫量，なたね収穫量，乳牛頭数，肉用牛頭  

KyoichiroKATAOKA＆ShiroSHINOHARA：CorTelation  
between cauBeT＄peCific mortality rate8 and environment＆l  

factor5in Fukuok＆Ptefecture．  

＊有岡県衛生公害センター 保健科学部 疫学課  
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図1 環境要因項目 間の相関関係  
数字は相関係教  

亡数を用い，昭和47年全国人口を基準とした市町村別，  

死因別，性別の訂正死亡率（間接法）を求めた．   

なお，死因は50項目死因分類法（B表）や傷病大分類  

等から60死因を採用した．   

以上の資料から，福岡県下98市町村を反復数として，  

死因別訂正死亡率と環境要因間の相関係数を算出した．   

また，上記訂項目間の相互関連性をみるため，環境要  

因間の相関係数も算出した．  

表l 主 要 死 因 と  

結果及び考察  

環境要因57項目は互いに関連性があり，上記のように  

AからEに大きく分類することができた．その中でも比   

較的高い相関（けl＝0．7以上）を持つ項目間の関係を図   

1に示した．  

今回解析に使用した60死因別訂正死亡率と57項目環境   

要因間の相関の度合は全般的に弱く，その相関係数の多   

環 境 要 因 間 の 相 関 係 数  

傷病大分類死因 性   林音数  

－0．296＊■－0．203■ －0．鵬5  

－ 0．175  － 0．041  － 0．102  

－0．438■＊－0．263■＊一0．309●■  

－0．353＊＊－0．229＊ －0．5封●■  

0．056  0．封6●■－0．258●■ 0．128   

0．038 0．271＊■－0．126 －0．225■   

0，036 0．409■＊－0．290＊● 0．255★   

0．183 0．2（裕＊ －0．055  0．209●   

0．027 0．342■＊－0．291■＊－0，241＊   
0．041  0．105   － 0．004  －0．197  

0．049  0．061  － 0．083  － 0．079  

－0．009 0．032 －0．036 －0．320 
＝   

0．007 0．608＊■－0．501■＊一0．255●   

0．013 0．419＝－0．365＝ 0．277＝   

0．肌3  0．219★ －0．197  0．197   

0．060 0．201■ －0．127   0．222■   

0．128 0．432＊＊－0．351＊＊－0．181   

0．126 0．266■●一0．251＊  0．1別   

0．059 0，145 －0．251＊ －0．051  
－0．018 0．256＝－0，226■   0．183   

0．068  0．030  0．046  －0．142  

－0．035 0．300＝－0．243●  0．268＝  

1≡  
伝染病及び寄生虫病   

新  生 物†芸  

－0．308■＊－0．158  

－0．188  －0．206＊  †≡‾3：三；…  
内分泌・栄養代謝疾患  

神経系・感覚器系疾患  
男 － 0．034  －0．006  0．136  

女 －0．048  0．195  － 0．066  

－0．罰6＊■－0．388＊■－0．鵬5  

－0．244＊ 一0．251＊  0．012  循環器系疾患†≡  

呼吸器系疾患く 
0．044  － 0．026  

＿。．。36 ＿。．。65  

ー0．298■●－0．230＊  

－ 0．080  － 0．134  

†  

消化器系疾患く≡二3：；；…  

性尿器系疾患て≡ 
＿  

同産期主要疾患i≡＿3：三…冒 ‾0■092                           0．058  

－ 0．043  

－ 0．017   

－ 0．168  

－ 0．065  

＊5％の危険率で有意，掴1％の危険率で有意   
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乗 2 成人病関係死因（男）と生描保護被掛常数  
との相関係数  

くはIrl＝0．2－0．4の範囲にあり，極めて高い相関関係  

を示すものはなかった．主要死因別訂正死亡率と代表的  

な環境要因との相関係数を表1に示した．それによると，  

伝染病及び寄生虫病（男），新生物（男女），循環器系疾  

恩（男女）及び消化器系疾患（男）は農業関連項目と負  

の相関を示し，かつ生活保護関連項目と正の相関（テレ  

ビ普及率は負の相関）を示した．神経系・感覚器系疾患  

（男）あるいは周産期主要疾患（男）と環境要因との間に  

は有意な相関はなかった．また，卸小売業従業員数など  

の商工業関連項目は死亡率との相関が特に低かった．   

今回最も高い相関係数を示したものは，成人病（男）  

と生活保護被世帯数との関係で，r＝0．664であった．  

表2に示すように，成人病の中でも悪性新生物死亡（そ  

の中でも食道，肝，気管・気管支・肺）や脳血管死亡な  

どが生活保護被世帯数との間で有意な正の相関を示した．   

図2は成人病（男）と生活保護被世帯数との関係を地  

域別に図示したものである．これによれば地域によって  

分布の状態が異なっている．すなわち，筑豊地域は両者  

とも高い値を示し，地域内ではー＝0．363（反復市町村数  

n＝26）で両者は無相関であった．逆に，筑後及び福岡  

地域は両者とも低い値を示し，両地域内では，それぞれ  

r＝－0．007（n＝26），ー＝0．370（n＝30）で両者は無相  

関であった．北九州地域はr＝0．522（n＝17）で両者は  

5％の危険率で有意な正の相関を示した．このことは，  

福岡県では生活保護関連項目は地域集積性と密接に係わ  

りあっていると共に，死亡率との間にも深い関係がある  

ことを示唆している．   

以上今回の単相閑解析では，生活保護被世帯数は成人  

病を始め多くの死因との間に統計的に有意な正の相関を  

認め，また，農業関連項目と死因との闇は負の相関を示  

すことなどが指摘された，しかし，寄与率がいずれも  

44％以下と低いことから，直ちにそれぞれの間の因果  

関係を示すとは言えない．今後は解析方法の検討も含め  

て死因と，より直接的な要因の選択を進めていくつもり  

である．  

付記：本論文の要旨は，第25回福岡県公衆衛生学会  
（福岡市，昭和53年5月24日）において発表した．  

文  献  

1）篠原志郎他：福岡県における主要死因の市町村別分   

布について，46p，福岡県医師会，1977．  

●
 
 

●
 
 

●
 
●
 
●
 
 

●
 
■
 
 

●
●
■
＿
r
▲
■
 
 

●
●
●
●
暮
●
 
 

働
．
3
7
2
謂
．
1
4
1
．
2
4
5
．
1
8
1
．
2
4
6
．
〇
2
5
．
2
9
8
．
1
0
9
．
1
0
2
．
1
7
5
．
1
7
9
．
2
9
1
．
〇
7
7
．
2
5
1
．
5
7
5
遡
．
2
4
9
．
〇
7
8
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
（
U
 
O
 
O
 
O
 
O
 
（
U
 
O
 
O
 
 
 

成  人  

悪性新生物  

食 道  

胃  

肝  

膵  

気管・気管支・肺  

白  血  病  

良性新生物  

高血圧性疾患  

高血圧性心疾患  

虚血性心疾患  

憎性リウマチ性心疾患  

その他の心疾患  

心内膜の慢性疾患  

その他の心機能不全  

脳血管疾患  

脳  出  血  

脳  硬  塞  

老  衰  

■5％の危険率で有意，●●1％の危険率や有意  

●   ●  

○  ■●  

●●    ●  ●  

●  

（
吉
R
0
1
ロ
Y
）
隠
じ
庶
出
籠
（
餌
）
堰
Y
雀
 
 

0
0
 
 
0
0
 
 
0
0
 
 
0
0
 
5
 
 
 
 
 
4
 
 
 
 
 
3
 
 
 
 
 
2
 
 

よ○  

ズ  ●  

●  

9電。・ ∫：・J  
よ  ▲ O  

X   ●  

古0  0  

0  0．1  0．2  0．3  0．4  

被生活保護世帯数（人口1人当り）   

図2 成人病（男）訂正死亡率と生活保護被世帯  

数の散布図  

○北九州地域X福順地域 ●筑豊地域 △筑後地域   

2）福岡県：福岡県勢要覧，昭和45年版，205p，1971・  

3）福岡県：福岡県勢要覧，昭和46年版，2鵬p，1972．  
4）福岡県：福岡県勢要覧，昭和47年版，209p，1卯3・   
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6号（昭和餌年10月1日発行）  

福岡地方におけるコガタアカイエカとシロハシイエカ  

1 両種の識別：両種雌成虫における後胸脚紺節白帯幅  

の測定結果  

山  

福岡地方におけるシロハシイエカ C〟Jβ∬♪5紬（わー  

正頭㈲扉Collessの分布に関しては，従来，中尾1）など  

若干の資料があるが，当時この蚊に関する分類学的知見  

にはかなりの混乱があったので，その同定は必ずしも正  

確であったとはいえない．したがって，当地方における  

確かな分布記録としては，LaCasse・Yamaguti2）及び  

上村3）があるだけで，当地方におけるシロハシイエカの  

分布の実態は明らかでなかった．その後，ある時期，こ  

の地方において，日本脳炎の大型流行が繰り返され，媒  

介蚊としてのコガタアカイエカの疫学的研究が進展する  

につれて，コガタアカイエカとシロハシイエカを正確に  

区別して考えることが必要になった．そのために，当地  

方の各地点から採集した蚊標本について，両種を厳重に  

同定，両種の出現比率を明らかにするとともに，特定地  

点においてシロハシイエカ採集個体数の季節消長を範察  

した．その成績を報告するのに先立って，本報では両種  

を識別するための形態的標徴の一つとして，両種の後胸  

脚肘節白帯将について測定した結果を報告する．  

方  法  

調査地点：昭和42年及び昭和43年に福岡県下の7地点  

において材料採取を行った．各調査地点及び採集日付の  

明細は次報表1に示すとおりで，粕屋郡志免，内橋，山  

門郡海商及び甘木市三奈木はいずれも平野部の水田地帯  

の部落であるが，福岡市金武の諸調査地点（乙石上飯盛，  

西山）はすペて海抜300－400mの低山地帯の山すそに  

位置する部落で，そのうちでも，乙石が最も高所に位置  

し，その周囲は山卿斜面の段々畑，雑木林である．   

蚊の採集：畜舎（豚舎，牛舎，鶏舎）内では，吸虫管  

を用いた手取り法により，道路，水田ではドライアイス  

を用いた二酸化炭素誘引蚊帳トラップにより材料採取を  

行った．いずれの方法による材料採取も日没後2時間継  

続的に実施，常に3人の同一作業者が従事した．なお，  

同時に実施したライトトラップ採集によって得られた模  

本  英  穂＊  

本は破損が著しく，両種の識別が不正確になりがちであ   

ったため，本調査では被検材料として用いなかった．  

材 料：畜舎内壁面の休止蚊及び蚊帳トラップに誘引   

された蚊は吸虫菅を用いて手取りし，36×15×15cmの   

ナイロン・ゴース製モスキート・ケージに収容，1ケー   

ジあたりの個体数を1000以下にして実験室に持ち帰り，   

エーテルで麻酔，生鮮標本を車検材料とした．なお，鏡   

検・同定後，種別に分類した材料の各一部を計測用材料   

として残し，他は種別にウイルス分離試験用材料とした．  

両種の識別：通常の鍵検検索により種ごとに分類した   

材料のうち，一応コガタアカイエかシロハシイエカ群   

と同定された標本について，佐々他4）及び松尾・岩城5）   

に従って頭頂部の吃立性先端分岐鱗毛の色彩を検して両   

種を識別した．なお，頭頂部の鱗毛が完全に脱落した横   

木ほ識別不能として結果から除外した．  

後胸脚附節第1，第2小節白帯幅の測定：上記の方法   

でコガタアカイエカとシロハシイエカに識別された野外   

採集標本のうちから，それぞれ25個体（♀♀）を任意に   

抽出，また卵から実験室内（26℃，70％RH，14時間日   

長条件）で飼育，成虫化したコガタアカイエカ標本のう   

ちから25個体（♀♀）を抽出し，計測に供した．各棟本   

は後胸脚を胸部から切断，分離し，スライドグラス上に   

置き，図1に示したように，肘節第1，第2小節ごとに   

全小節長（WL）及び基部白帯の幅（PB）を接眼鏡マイ   

クロメーターを用いて顕微鏡下で測定，各個体ごとに，   

射節第1，第2小節における白帯幅と全小節長との   

比（PB／WL xlOO）を求めた．  

結果及び考察  

頭頂部の吃立性先端分岐鱗毛によってコガタアカイエ   

カとシロハシイエカに識別した野外採集標本群及び卵か   

ら実験室内飼育したコガタアカイエカ模本からの抽出個   

体の後胸脚附節第1，第2小節における白帯幅比   

（PB／WLxlOO）の値を図2に示す．この結果から，白   

帯幅比は附節両小節において，シロハシイエカの方がコ   

ガタアカイエカよりも明らかに高い値を示した．しかし，   

Matsuo・Iwaki6）はコガタアカイエカの方がシロハシ   

イエカより附節第2小節の白帯幅は広いが，その値には   

HidehoYAMAMOTO：CuLextTitGenioYhynchusGile8＆nd  
CiJLexbseudovishnuiColle88in FukuohareA．1．DiBCrimi・  

n8tion between thetwo8peCies ofCuLextTitacnioThy舛C加JS・  

正止別は00mPlex  

＊福岡県腐生公害センター 環境科学部 環境生物課  
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T  I  II  川  

A  

B  

図1 コガタアカイエカとシロハシイエカの後胸脚附  

節白帯模式図，側面外方観  
A：コガタアカイエカ  

B；シロハシイエカ  

C；計測明細，側面円万観 T＝＝脛臥Ⅰ，Ⅱ，皿＝踊節第1．2，3小節．  

PIさ＝白帯幅．WL千踊節第1小節全長  

変動が大きく，その変動幅は相互に大きく重複するので，  

この標徴によって両種を識別することは不可能である旨  

述べているし，また上村了）は各酎節闇の白韓はシロハシ  

イエカよりもコガタアカイエカの万が狭いと述べている．  

このように，両種の附節白帯幅に関しては，研究者の見  

解に著しい相違があるうえ，それらの見解は今回の結果  

とも一致しない．したがって，今回測定した標本に関す  

る限りでは，後胸脚附節第1，第2小節における白帯暗  

によって両種を明らかに識別できたが，この模倣を両種  

の識別点として一般的に用いることができるかどうかを  

結論することは保留する．   

なお，今回の結果は，特にMatsuo・Twaki6）が示し  

た結果とは全く反するため，ここでシロハシイエカとし  

て軋定した模本は誤同定であった可能性を考えて，標本  

の一部を琉球大学保健学部医動物学教室宮城一郎助教授  

に送付，同定をお願いしたが，該当模本はC〟Jβガタ5β〟－  

dovishnuiCollessあるいはCulexneovishnuiLienと  

呼ばれている種に間違いないとのことであった・  

付 記：本報及び以後掲載予定の福岡地方の蚊に関す  

る小論文は日本衛生動物学会発行の‘‘衛生動物”に掲載  

中の一連の業績“Arbovirusinfectionsin the mos・  

quitoes of Fukuokaarea，Kyushu，Japan’’（Yama－  

moto8））に関連して派生した小研究のまとめであり，本  

報以下3編の概要は第21回日本衛生動物学会大会（長崎  

市，昭和44年4月4日）において一括発表した・なお，シ  

ロハシイエカの同定を確認してくださった琉球大学保健  

学部医動物学教室宮城一郎助教授に厚くお礼申しあげる・  

文  献  

1）中尾舜一：衛生動軌10（1），1－7，1959・  
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各小節白帯轄はPB／WLxlOO値の平均値及びその99％  

信頼幅であらわした  

A：シロハシイエカ，野外採集標本，舛＝25，B：コガ  

タアカイエカ，野外採集標本，乃＝25，C：コガタアカ  

イエれ 室内飼育標本．舛；25   

2）W．J．LaCasse＆S．Yamaguti：Mosquiio  

qfJa？anand助rea，268p．（pp．230－241），Kyoto，  

Office Surgeon，HQ．8th Army，APO 343；   
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207th Malaria Survey Detachment，APO301，  

1950．  

3）上村 清：衛生動物，19（1），15－34，1洲；8．  

4）佐々 学他：第19回日本衛生動物学会東日本支部  

大会講演要旨，4，1967．  

5）松尾喜久男・岩城 操：医学と生物学，76（3），  

142－144，19‘8．  

6）K．Matsuo＆M．Iwaki：京都府立医科大学雑誌，  
81（7），349－356，1972．  

7）上村 清：日本産蚊科各種の解説：佐々学他：蚊の  

科学，312p．（pp．279－285），東京，北隆館，1976．  

8）H．Yamamoto：衛生動物，29（4），273－278，1978．   
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6号（昭和5年10月1日発行）  

福岡地方におけるコガタアカイエカとシロハシイエカ  
2 野外採集模本におけるシロハシイエカと  

コガタアカイエカとの比率  

山  本  英  穂＊   

前報において，コガタアカイエカとシロハシイエカの  

識別に閲し，後胸脚肘節白帯幅の卸定結果を検討したが，  

現段階では結局頭頂部の蛇立性先端分岐鱗毛によって両  

種を識別するのが最も安全と思われた．本報では，この  

標徴によって，当地方の各地から得られた各種の蚊標本  

について両種を識別・分類した結果を報告する．  

方  法  

調査地点，蚊の採集，材料及び両種の識別のための方  

法は前報と同様であった．  

結果及び考蕪  

全被検標本における両種の個体数と比率を表1にまと  

めた．   

各標本は採集場所，採集時期，採集回数及び採集法が  

一様ではないので，両種の比率を直接地域別に比較する  

ことはできない．特定の採集夜ごとの結果では，シロハ  

シイエカとコガタアカイエカとの比率ほ1：2㈹0ないし  

1：29にわたって，さまぎまな値を示し，地域別，採集  

場所別，あるいは採集法別の差は見出しがたい．このよ  

表1 福岡地方各地からの蚊標本におけるシロハシイエカのコガタアカイエカに対する比率  

月日 購法才三澤芸てェヵ  比 率  
地 域 採集地点 採集場所  年（昭和）  

1：  61  

1：119★   

0： 277  

1：  29  
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乙石1…  

飯盛†≡  
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舎  

0： 129  

1：116■  

1：164■   

1：  68   

1： 2000   

1： 286  

福岡市  

金  武  

西  山 豚  舎  

山門郡 瀬  高 牌  舎  

甘木市 三奈木 幡  舎  

採集法：HC＝吸虫管手取法，CO2＝二酸化炭素誘引トラップ法  
＊ある期間内における定期採集集計結果  

うな1夜採集の結果には，とうぜん大きな日変動があら  

われるものと思われる．シロハシイエカの比率が最大で  

あったのは昭和42年7月26日に内橋の鶏舎において吸虫  

管により手取りした結果であったが，同地点の鶏舎にお  

いて得られた他の結果では，その比率は必ずしも高くは  

ない．したがって，鶏舎ではコガタアカイエカに対する  

シロハシイエカの比率が他におけるよりも大きいとはい   

HidehoYAMAMOTO：Cutex tTitaeniorhynchus GilesL and  
Culexbseudbvishnut Colle88in Fukuok且打e且．2．Rel且ti▼e  
8bund8nCe Of C．♪5g〟（わむf5カ乃〟ito C．′〟ねβ乃わrわJW血5in  
field samplee 
＊福岡県衛生公害センター 環境科学部 環境生物課  
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えなかった．しかし，昭和42年8月4日に福岡市金武乙  

石の段々畑に接する道路ぎわに設置した二酸化炭素誘引  

蚊帳トラップによる採集結果において，シロハシイエカ  

の比率が大きかったことは，シロハシイエカは西部日本  

の山間部に多いという一般的な知見（佐々・浅沼1），佐  

々・上村2り と一致するように思われる．同地点では，  

同年4月中旬に行った越冬覚醒蚊の採集においても，コ  

ガタアカイエカ38♀♀に対しシロハシイエカ1♀が二硬  

化炭素誘引蚊帳トラップに捕集され，シロハシイエカの  

越冬もコガタアカイエカのそれに類似するらしいことを  

示唆するように思われた．一方，畜舎内で吸虫管による  

手取り法で7－8月あるいは8－9月にわたる期間中に各  

地で数回ずつ実施した定期採集の集計結果では，採集地  

点，採集場所の相違にもかかわらず，シロハシイエカと  

コガタアカイエカの比率は1：116ないし1：164 と比  

較的安定した値を示した．このことから，当地方の平野  

部水田地帯における両種の比率は通常1：130前後であ  

ろうと推察される．したがって，当地方において採集さ  

れたコガタアカイエカーシロハシイエカ群の♀成虫材料  

では，両種を識別せずに，すべてコガタアカイエカとし  

て処理したとき，コガタアカイエカ約130個体に1個体  

の割合でシロハシイエカが混入することになる・この程  

度のシロハシイエカ混在率では，コガタアカイエカの出  

現消長調査などでは，両種を識別しなくても，大きな支  

障はないと思われるが，蚊の各種ウイルス野外感染に関  

する研究では重大な誤りを犯す危険を避けられない．   

本報に示した結果を他地域における結果と比較するた  

めに，他の研究者の示した結果を参照すると，岡山では，  

採集蚊総数に対するシロハシイエカの割合が平地で1％，  

山地では約60％にも達したと佐々・浅沼1）は述べてお  

り，京都では，シロハシイエカとコガタアカイエカの出  

現比率が1：4ないし1：6であったと松尾き）は報告し  

ている．また，長崎における Wada他4）の調査では，  

シロハシイエカ採集総個体数はゴガタアカイエカのそれ  

の16％にも当る．これらのことから，当地方において  

は，一般的にシロハシイエカは他地方よりも少ないよう  

である．しかし，当地方でも山脚地帯では，シロハシイ  

エカのかなり多い箇所があることから，以上のことは，  

地域的な差というよりも採集地点の局所的な相違による  

と考えた方がよいのかもしれない．  
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福岡地方におけるコガタアカイエカとシロハシイエカ  
3 シロハシイエカ捕集個体数の季節消長と総括  

－91－  

山  本  

前報においては，当地方の各地点から得られた蚊の夜  

間採集標本におけるシロハシイエカとコガタアカイエカ  

個体数との比率について報告した．しかし，その値には  

採集時期による変動があるほずである．このことを明ら  

かにするために，本報では，当地方の特定地点において  

シロハシイエカ♀成虫の出現個体数の季節変動を観察し  

た結果の報告に加えて，帯ト3報の結果を総括する．  

1シロハシイエカ捕集個体数の季節消長  

方  法  

調査地点：福岡市金武地区の飯盛部落において，昭和  

43年7月初旬から8月中旬にわたる期間は豚舎で，同年  

のそれ以後の期間ではその豚舎が撤去されたため，隣接  

の牛舎で調査した．同部落は山すそと水田の接点にあり，  

豚舎及び牛舎は雑木林に囲まれ，周辺に水田ほない．   

蚊の採集：日没後2時間，3人の作業員により畜舎内  

で吸虫菅を用いて，育舎内壁に休止中の蚊を採集した．  

この方法によって得られた蚊標本のうちから，第1報に  

示した方法によってコガタアカイエカ及びシロハシイエ  

カを同定，計数し，採集夜ごとの両種個体数をその採集  

夜における両種個体群密度のインデクスとした．  

結果及び考察  

昭和43年7月中旬から8月中旬までの豚舎における調  

査結果及びそれ以後の期間における隣接の牛舎での継続  

調査結果は図1に示すとおりであった．   

図1から，シロハシイエカは6月中旬後半から挿集さ  

れ，捕集個体数は7月上旬から増大，以後8月下旬まで  

の間，断続的ではあるが，かなり高いレベルで維持され，  

8月下旬に減少，9月20日には捕集されなくなった．シ  

ロハシイエカの捕集個体数が最大であった桝ま7月中旬  

であった・もしこれを同蚊の出現消長のピークとみなす  

ならば，シロハシイエカの出現消長はコガタアカイエカ  

のそれよりも当地ではやや早かったといえる．しかし，  

この点に閲し，京都において両種の詳細な研究を行った  

英  穂＊  

松尾1〉は牛舎における調査結果ではコガタアカイエカよ  

りもシロハシイエカの方が出現消長のピークはおそいと  

述べており，また，長崎においても，伊藤2）はライトト  

ラップによる調査結査から，Wada他即はドライアイス  

トラップによる調査結果から同様のことを述べている．  

したがって，今回の調査結果における捕集個体数のピー  

クは単にみかけのものに過ぎなかったのか，あるいは調  

査地域の相違による出現消長の相違をあらわすものであ  

ったのか，今回の調査結果からだけでは判断できない．  

この点を除けば，当地におけるシロハシイエカの出現消  

長はコガタアカイエカのそれと大差ないと考える方が賓  

当かもしれない．また第2報で述べたように，同地区の  

乙石部落において前年4月に実施した越冬覚醒蚊採集に  

おいても，コガタアカイエカ♀♀とともにシロハシイエ  
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国1 福岡市金武飯盛における畜舎内吸虫管手取  

法によるコガタアカイエカ及びシロハシイ  

エカ採集個体数の季節消長及びシロハシイ  

エカのコガタアカイエカに対する割合（％）  

の季節推移  

黒丸・実線：コガタアカイエカ＃集個体数（於豚舎），  
黒丸・点線：同（於牛舎），白丸・実線：シロハシイエ  

カ採集個体歎（於豚舎），白丸・点線：同（於牛舎）．黒  
ヒストグラム：シロハシイエカ百分率（於豚舎）．白ヒ  

ストグラム：同（於牛舎）   

HidehoYAMAMOTO：CuZextlitaenLoYhynchusGile8and  
C仙k万一鳩紬（わ朋k加椚〟C011e8SiJIFukuok且びea．3．Se揖On山  

abundanceofC．bse〟dovishnuiColle88and conclusion  

＊福岡県衛生公害センター・環境科学部 環境生物諌  



ー92－   

カ1♀が採集されたことから 

4月中・下旬ごろから実際には低密度ながら野外に生息   

し，野外個体群の成虫密度が増大しほじめる6月中旬ご  

ろから音舎内に侵入する個体が観察されはじめるらしい・  

このパターンはコガタアカイエカの場合によく似ている．   

シロハシイエカとコガタアカイエカとの捕集個体数の  

割合は7月下旬－8月上・中旬において明らかに低下し  

た．これは，その時期におけるコガタアカイエカ捕集個  

体数の急増によるものであった．コガタアカイエカ捕集  

個体数に対するシロハシイエカ捕集個体数の割合の最大  

値は6月中旬に観察されたが，その値は10．3％に過ぎ  

なかった1この時掛こはコガタアカイエカの捕集個体数  

はまだ極端に小さい値を示したため，シロハシイエカ捕  

集個体数の割合が比較的大きな値となった．この割合の  

調査全期間を通しての平均値は，豚舎における採集結果  

では1二95％，それ以後の牛舎における採集結果も加え  

た場合には1．61％と算出された．また全期間を通して 

の採集総個体数におけるシロハシイエカのコガタアカイ  

エカに対する比率は，前報の表1に示したとおり，豚舎  

での採集結果では1：1161年舎での採集結果では1：164  

であった．  

2 総  括  

コガタアカイエカ及びその近似種は C〟Jβ∬ 〝ね肋〟∫  

grpup（Co11ess4｝）あるいはC・Vishnuicomplex（Siri－  

VmakAm5））と呼ばれる分類学的に難解なグループをな  

し，特にその♀成虫の饉の識別・分類は非常に難しい．  

そのために，それらの蚊の分布圏では，蚊媒介性の各踵  

ウイルスの生態学的研究が著しく混乱したり，あるいは  

不当な結論に導かれた事実がある．   

台湾における日本脳炎ウイルス媒介蚊は，従来日本に  

おけると同じように，コガタアカイエカとされてきた  

（Wang他6），HurlbutT））．しかし，最近Cates・Detels8）  

及びDetels他9）は同地における日本脳炎ウイルスの主  

要媒介蚊は実はC．の棚眈ね娼1meobaldであることを明  

らかにしている．なお，C．の珊眈加古lmeobald という  

学名はReubenlO）によればCulcx vishnuiTbedbald  

のシノニムである阜いう・この種は従来日本から正確な  

分布記録はなかったやミ，上村・栗原11）によればSiri・  

Vanakamが最近沖縄からこの種を記録したという．更  

に，同様の混乱が南部インドにおける各種のアルポウイ  

ルス媒介蚊の研究（Dandawate他12），Carey他13））に  

おいても著しい．南部インドにおけるこのコンプレクス  

に所属する蚊はReubenlO）によって分類学的には整  

されたが；前記の研究者らが分離したウイルスの蚊材料  

については依然として不明確な点がある．このような事  

実に基づき，同コンプレクスに属する複数種が分布する  

地域での蚊媒介性のアルポウイルスの生博学的研究にお  

いては，B訂nett14〉及びReubenlO）が強調しているよ  

うに，これらの近似種の分類学的精査，識別が是非とも  

必要であろう．   

以上のような藷識から，昭和謂年から昭和47年にわた  

り蚊のアルポウイルス野外感染に関する研究を実施した  

当地方の各地点におけるシロハシイエカとコガタアカイ  

エカの捕集比率を検討した結果，当地方の平野部水田地  

帯の畜舎における夜間の蚊群集では，シロハシイエカと  

コガタアカイエカの比率は通常1：130前後であること  

がわかった．また，シロハシイエカのコガタアカイエカ  

に対する採集個体数の割合は6月中旬及び8月下旬に高  

い値を示したが，これはその時期にはコガタアカイエカ  

の採集個体数が小さい値であったことによるもので，シ  

ロハシイエカの採集個体数が大きい債を示したのはやは  

り7月中旬－8月中旬にわたる期間であり，コガタアカ  

イエカの採集個体数が極度に増大する時期とおおよそ一  

致していた・しかし，シロハシイエカの採集頻度が全般  

的に著しく小さいので，採集個体数のピークがどの時点  

であったかは明らかではなく，シロハシイエカとコガタ  

アカイエカとの間での出現消長の比較にさいしては，明  

瞭な考察が不能であった．このように，平野部水田地帯  

では，シロハシイエカとコガタアカイエカの比率は極め  

て小さかったが，山勝地帯の調査地点ではこの比率が 

1：38であったことから，当地方においても，山間部に  

おける蚊のアルポウイルス感染に関する謝査・研究では  

コガタアカイエカとシロハシイエカの識別に特に留意す  

る必要がある・特に野外における媒介蚊との関係が不明  

なある種のアルポウイルスが蚊材料から分離されたとき，  

LU間部で採集された蚊材料では，コガタアカイエカとシ  

ロハシイエカを識別せずに，すべてコガタアカイエカと  

みなすことには相当な危険性が伴う．   

以上の考察に基づき，前記の期間（昭和光年一昭和47  

年）に当地方で実施した蚊のアルポウイルス野外感染に  

関する研究では，ウイルス分離試験に供した蚊材料はす  

べてコガタアカイエカとシロハシイエカを厳重に同定，  

識別した．   

なお，本掛こおける結果は前記研究を実施した各地点  

におけるコガタアカイエカに対するシロハシイエカの比  

率を明らかにすることを主な目的として企画した試みに  

よるものであるから，この結果を当地方の全域にどの程  

度普遍化できるか疑問が残る．おそらく，他の資料から  

推定して，平野部の水田地帯では，各地点において，コ   
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梅製品申のシアンの濃度と存在形態  

古 賀 け い 子＊   

梅及び桃の仁，ビルマ豆及びとうもろこしにはそれぞ  

れ青酸配糖体であるアミググリン，リナマリン及びズリ  

ンが含まれ1），酵素分解により生じたシアンがその製品  

中に含まれていると考えられる．   

シアンは微量でも呼吸最として極めて強い毒性をもつ  

ため，青酸配糖体を含有する突から作られた食品中のシ  

アン濃度を知ることは食品衛生上必要である．そこで特  

に梅について，梅酒の製造時における梅の実及び梅酒中  

のシアンの濃度変化及び特製品中のシアンの濃度とその  

存在形態とを検討した．  

材料及び方法   

1 試  料   

シアン濃度の経時変化実験用試料として自製梅酒，濃  

度調査用試料として家庭作製及び市版の梅酒，自製及び  

家庭作製塩漬梅並びに市版の梅練製品を用いた．自製梅  

酒は青梅3．65kg，氷砂糖2．4kg，ホワイトリカー5．4J  

を混合したものであり，自製塩漬梅は青梅1．Okgに食  

塩200gを混ぜ，5日間経過後，梅の実と彦出水とを分  

離したものであった．   

2 実 験 法   

2・1試料中の全シアンの定量   

300mJ共栓フラスコに試料を正確に秤り取り，アミ  

ググリンと共存する酵素（エムルシン）との反応を十分  

行わせるため，クエン酸横衝液（pH5．9）200mJを加え  

て3時間室温に放置した．その後，ケルグールフラスコ  

に移し，水蒸気蒸層を，宵出速度毎分約3mJで，留出  

液が約180mJになるまで行い，水で全量を 200mJと  

した．これを検液とし，JISKOlO22）のビリジンーピラ  

ゾロン法によって比色定量した．   

2・2 梅酒製造過程でのシアンの経時変化   

梅酒製造過程における仁，果肉及び梅酒申のシアン濃  

度の経時変化を測定するために，一定期間ごとに約  

100gの梅の実と約50gの梅酒をとり出し，梅の実ほ  

仁と果肉に分離後，乳鉢ですりつぶし，梅酒はそのまま  

シアンの分析に供した．   

2・3 梅酒中のシアンの存在形態   

梅酒申のシアンの存在形態（アミグダリン，無機シア  

ン）を解明するため，以下に述べる3とおりの実験を行  

った．  

1）梅酒中の全シアン量に対する無機シアン真の割合  

を求めるために，直接梅酒申の無機シアン量を軌定した．   

2）全シアン定量操作によってもシアンとして検出さ  

れなかったかもしれないアミググリンの量を全シアン量  

に対するシアン検出量の増加割合として求めるために，  

梅酒にエムルシンを添加し，シアンの増加量を測定した．   

3）梅酒中にエムルシンが存在するか否かを確認する  

ため，梅酒に純晶のアミググリンを加え無機シアンヘの  

変化率を測定した．  

結果と考察   

1 梅酒製造過程でのシアンの経時変化   

梅酒製造過程での梅の実の仁と果肉及び梅酒中のシア  

ン濃度の経時変化を表1に示した．原材料の青梅では，  

シアンは仁の中にすべて含まれていた．しかし，試料調  

製後1箇月では，仁の中のシアンは急激に減少し，それ  

に伴って果肉と梅酒中にシアンの存在が認められた．そ  

の後，1箇月ごとに仁，果肉及び梅酒申のシアン濃度を  

測定したが，その濃度はほぼ一定であった．このように  

時間の経過とともに果肉や梅酒中に検出されたシアンは  

仁申のシアンの一部が移行したものと考えられる．   

このことは，青梅が熟する過程で発生する気体を捕集  

し，シアン量を測定した結果からも確認された．すなわ  

ち825g の青梅は18日間で4．1／瑠のシアンを気休と  

して発生した．   

表1 梅の実の仁と果肉及び梅酒中のシアン濃度  

の軽時変化（単位：押m，過重星基準）  

軽過期間（月）   仁  果 肉  梅 酒  

1290■  0．03★  0．00♯●   

37．8   6．96  10．6  

19．7   5．73   8．27   

30．6   7．58   8．50  

7．51   

1
 
2
 
3
 
4
 
 

暮青梅（原材料），■■ホワイトリカー  

2 梅酒中のシアン濃度の調査   

各家庭で作られた梅酒及び市販の梅酒について，仁，  

果肉及び梅酒中のシアン濃度を測定し，表2に示した．   
KeikoKOGA：Thecyanidecompound8inplum products．  

＊福岡県衛生公害センター 環境科学部 水質課  



－95一   

女 2  梅の実の仁と果肉及び梅酒中のシアン濃度  
の測定結果（単位：ppm，湿重量基準）  

仁，果肉及び梅酒の全試料申の80％は10ppm以下で  

あり，シアン濃度の平均化が認められた．しかし，製造  

後1年以内のものでは，仁と果肉の一部に20ppm程度  

の比較的高い値を示すものがあった．また，飲用に供さ  

れる梅酒の平均シアン濃度は5．39ppmであった．   

3 塩漬梅及び梅練製品申の調査   

自製塩漬梅と家庭で作られた塩漬梅及び梅練製品中の  

シアン濃度を測定し，表3に示した．これらの試料中の  

シアン濃度も表2の結果と同様に，シアン濃度の平均化  

が認められ，塩漬梅の仁と果肉の平均濃度はそれぞれ  

15．7 と9．3ppmであり，梅練製品の平均濃度は  

11．3ppmであった．   

4 梅酒申のシアンの存在形態   

実験法の2・3，1）で述べた方法で梅酒中の全シア  

ン濃度に対する無機シアン濃度の割合を求めたところ，  

その割合は69－73％であり，実験法の2・3，2）で  

述べた方法に従って，全シアン定量操作でもシアンとし  

て検出されなかったアミグダリンの量を全シアン量に対  

するシアン検出量の増加割合として求めたところ，4－  

32％であった．また，実験法の2・3，3）に述べた方  

法で梅酒中にエムルシンが存在するか否かを調べたとこ  

ろ，添加したアミググリンのシアン理論量の6．2－7．8％  

が検出されたこと，また雑品のアミグダリン水溶液から  

はシアンが検出されなかったが，エムルシンを添加する  

ことにより理論量の75一別％のシアンが検出されたこ  

とから，エムルシンの存在が確認された．   

以上の結果から，梅酒中のシアンは大部分が無機シア  

ンの形態で存在するが，相当量のアミグダリンも共存し  

ていると考えられる．  

ま  と  め  

家庭て作られた梅酒と市販の梅酒中のシアンの総平均  

濃度は5．39ppmであり，そのシアンの大部分は無機  

シ 

日本薬局方3）によれば，薬用として用いる杏仁水〔シ  

アン（HCN）：900－1100ppm〕の一日の投与量はHCN  

として2mgで，相当する杏仁水の量は2gであり，梅  

試 料● 経過期間  仁  果 肉 梅 酒  

A  l箇月  

B  l 年  
C  ′′   

．
9
6
．
7
〇
．
3
3
．
6
6
0
0
 
 

7
 
4
 
4
 
2
 
1
 
5
 
 1

 
2
 
 

3
 
 

4
 
3
 
 

2
 
2
 
4
 
亡
U
 
7
 
7
 
 

1
 
0
0
 
3
 
1
 
5
 
5
 
 

2
 
 

2
 
2
 
 
 

7．87  

2．72  

D   

E   

F   

G   

H   

I   

J   

K  

平均値  

年
 
 
年
 
 
明
 
 

〃
 
 

2
 
 
3
 
 
不
 
 

7
 
2
 
3
 
1
 
 

3
 
q
】
 
6
 
7
 
 

5
 
0
0
 
3
 
6
 
 

8．23   5．09  

10．4   9．66  

2．57  

13．（裕  8．87  5．39  

書A－．Iは家庭調製品，Kは市販品   

表 3 塩漬梅及び梅練製品中のシアン濃度  
の測定結果（単位：ppm，湿重量基準）  

試 料  経過期間  仁  果 肉  

A l箇月  
B  l 年  

C   不 明  

A  

B  

C  

5
 
 
 
 
9
 
0
U
 
5
 
 

2
 
7
 
0
 
0
 
2
 
6
 
 

7
 
4
 
6
 
3
 
0
0
 
2
 
 

1
 
 

2
 
 

13．3  

18．2  塩漬梅  

梅練製品  

酒中の最高シアン濃度8．92ppmを用いて相当する梅酒  

の量を求めると216gとなり，梅練製品中の最高シアン  

濃度22．6ppmを用いると85g となる．したがって，  

いずれも通常の摂取量であれば健康上問題はないと思わ  

れる．  

付 記：本研究の要旨は，第24回福岡県公衆衛学会  
（福岡市，昭和53年5月24日）において発表した．  
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筑 後 6 市 大 気 汚 染 調 査  

中村周三＊・石橋龍吾＊・高田 智＊  

中村又善＊・永源  

貫線道路が通過している筑後6市（甘木，小郡，八女，  

筑後，柳＝，大川）においては，交通量の増大に伴う大  

気汚染が懸念されている．そこで，筑後6市における大  

気汚染状況をは握し，今後の大気汚染対策の基礎資料と  

する目的で大気汚染測定車を使用し調査を行った・  

調査地点及び方法   

1 調査地点及び訝査期間   

次のような条件を設定して，各市において事前調査を  

行い，調査地点を選定した．  

誠＊・岩本真二＊  

1）調査対象市において，最も交通量が多い道路から，  

風下10mから20mの地点．   

2）調査地点周辺に，3倍以上の建築物，局地的大気  

汚染物発生源がなく，更に，高圧電線等の危険な障害物  

がない地点．   

3）測定車を安全に導入できる地点   

以上のような条件で調査地点を選定したが，各市とも  

条件にあう理想的な地点はなく，表1，2に示すような  

駐車場等を調査地点とした．また，同様に表1，2に示  

すように，調査期間は昭和毀年10月から12月までで，各  

市とも6日間であった．  

表1 甘木市，小郡市，ノし女rFにおける調査地点概要及び調査期間  

項   目  甘 木 市  小 都 市  八 女 市  

調査対象主道路  

調 査 地 点   

対象道路から調  
査地．呑までの距離（m）   

調 査 期 間   

国 道386号線  

45  

て 

県道11号線  

小郡283－6市  

役所職員駐車場  

11   

53．10．31（尤から  

53．11．5（日：まで  

県道八女・大川線  

大字本町647市  

役 所 雇主 車 場  

36   

53．11．16（ぺから  

53．11．21㈹まで  

表 2  筑後市，柳川市，大川市における調査地点概要及び調査期間  

項   目  筑 後 市  柳 川 市  大 川 市  

調査対象主道路   

網 査 地 点   

対象道鈍から調  
査地点までの距牡（m）   

調 査 期 間  

国道209号繰  

大字山ノ井市役  

所 駐 車 場  

20  

市役所北側道箱  

大字本町87の1  

市役所駐車場  

14   

53．12．12仇）から  

53．12．17（剛まで  

国道208号親  

犬≠標津字大井手  

203 空地  

60   

㍊．12．1乳火）から  

53．12．24（口）まで   

2 調査項目，測定方法及び使用機器   

調査項目及びその測定方法，使用機器は，表3に示し  

たように，気象6項目，ガス状物質10項目及び調査地点  

周辺の交通量であった・  

結果及び考蕪  

調査結果の概要を表4－9に示す．このうちガス状物  

質について述べる．  

1 二酸化硫黄（SO2）   

6市における測定結果は全て環境基準値に適合してい  

た．二酸化硫黄の発生源はディーゼル革及び固定発生源  

が考えられるが，今回の測定結果は後者による影響が大   

Slm2：ONAKAMURA．RyugoISHIBASHI．SatoshiTAKATA．  

MatAyO8hiNAKAMURA，Makoto NAGASE ＆Shinji  
IWAMOTO：Airpollution8urVeyB＆t8ixcitie80fChikugo  

di8trict  

＊福岡県衛生公害センター 環境科学部 大気隷  
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0．20mg／m3以下）に適合していたが，甘木市，柳川市  

及び大川市においては，1日平均値が環境基準値を超え   

た日があり，それぞれ2日，3日，1日あった・また，  

1時間値は軌Il怖で9時間，大川市で5時間，環境基準   

及  び   測   定  方  法  

きかった．   

2 浮遊粒子状物質（Dust）   

小郡市，八女市及び筑後市は環境基準値（1時間値の  

1日平均値が0．10mg／m3以下，かつ1時間値が  

表 立  調  査   項  目  

項   目  測 定 方 法  測定装置型式  備   考  

気  温 測温抵抗体法  

湿  度 静電容量法  

風  向 矢羽根．制御シンクロ法，16方位  

風  速 風車．交流発電機法  

日 射量 熱 電 対 法  

紫外線量 シリコン，ホトダイオード法  

SO～  溶瀬導電率法  

Dust   光 散 乱 法  

NO  ザルソマン試薬による噴光光度法  

NO】  
′′  

NOl  

CO  非分散型赤外吸収は  

Ox  中性ヨウ化カリウムによる噴光光度法  

0ユ  紫外線吸収法  

THC  ガスグロマトゲラフによる直接方式  

NMHC  

小笠原計器製作所製A－123D  

′′  

′′  

′′  

′′  

電気化学製GRH－73  

′′  

電気化学製GPH－74  

′′  

′／  

サルソマン係数：0．84  

酸化率：70％  
大
気
汚
染
物
質
 
 

堀場製作所製APMA－2000  

電気化学製GX－7  

ダイレック社製1003－AH  

島津製作所製HCM－3AS  

松下通信工業梨VT－831  近接主要道錆の走行車両 空気圧方式  

表 4  甘木市，小郡市，八女市における気象測定結果（平均値）  

項   目  甘 木 市  ′ト 郡 ホ  八 女 市  

温（℃）  

湿  度（％）／  

日  射  量（ca】／cm2h）  

紫 外 線 量（mW／cm2h）  

風  速（m／s）  

叫 
、らの風向  

1rl平均交通量（fi）  

ディーゼル車混入率（％）  

17．1  

74．5  

6  

13  

＜ 0．5  

60．2  

SE－W－WNW（22％）  

14000  

24  

11．7  

65．2  

13  

22  

0．7  

28．5  

WSW－N－ENE（59．4％）  

11000  

22  

11．8  

68．0  

8  

16  

1．0  

9．O  

WNW－N－ENE（33．6％）  

16000  

18  

表 5  筑後札 柳川財．大＝市における気象測定結果（平均値）  

項   目  筑 後 市  柳 川 市  大 川 市  

温（℃）  

湿  度（％）  

日  射  量（caI／cm2h）  

紫 外 線 量（mW／cm2h）  

風  速（m／s）  

11．4  

57．0  

10  

19  

1．5  

11．1  

9．7  

67．0  

8  

14  

0．7  

31．3  

SW－N－ESE＋（61．2％）  

70000  

6  

Calm（％）  
風向†  

対象道路からの風向  S－W－N（36．8％）  

1日平均交通量（台）  19000  

ディーゼル車混入率（％）  20  

★柳川一両開線及び辻町一下宮永線からの風向も含む，＊＊八女一大川縁からの風向も含む   



－98－  

表 6 甘木市，′ト郡市，八女市における大気汚染調査結果（1時間値）  

甘 木 市  小 郡 市  八 女 市  
項  目  

最高   最低   平均   最高   最低   平均   最高   最低   平均  

SO2  （ppm）  

Dust   （mg／m3）  

NO  （ppm）  

NO2  （ppm）  

NOx  （ppm）  

CO  （ppm）  

0．  （ppm）  

0，  （ppm）  

THC■  （ppmC）  

NMHC■ （ppmC）  

交通 量  （台）  

0．037  0．001  0．006   0．015   0．000   0．005   0．031 0．001   0．010   

0．20   0．01   0．07   

0．057  0．002   0．008   

0．035  0．002   0．013   

0．062  0．004   0．022   

1．6   0．1  0．4   

0．047  0．000  0．008   

0．0任） 0．000  0．012   

3．98   2．02   3．12   

2．21  0．36   1．40  

1420   40  630  

0．15   0，01   0．04  0．15  0，02  0．05   

0．091  0．002   0．024   0．064 0．003   0．016   

0．（減2   0．005   0．016   0．041 0．006   0．017   

0．109   0．011  0，040   0．092 0．009   0．033  

1．9  0．3  0．7  3．5  0．2  0．8   

0．057  0．000  0．013   0．032 0．000   0．006   

0．062  0．000  0．013   0．040 0．000   0．008  

（3．14）（1．89）（2．舅） 3・95 1．76  2．31  

（1．32）（0．18）（0ぷ） 2・21 0．11   0．63  

970  10  450  13説）  20  670  

■調査期間6口間のうち18時間以上欠測した時の数値を（）で表す  

表 7 筑後市，柳川市，大川市における大気汚染調査結果（1時間値）  

筑 後 市  柳 川 市  大 川 市  
項   目  

最高   最低  平均   最高   最低  平均   最高   最低  平均  

SOヱ  （ppm）  

Dust   （mg／mn）  

NO  （ppm）   

0．049 0・000   0．009   0．049   0．004  0．016   0．037  0．003   0．012  

0．16  0・01  0．05   0．44  0．01  0．10  0．26  0．01  0．07  

0．084 0・001   0．014   0．295   0．001 0．038   0．231 0．001  0．024  

0．040 0．002   0．016  0．051  0．002  0，019   0．044  0．004  0．018  

0．107 0．（犯3  （）．030  0．335   0．003  0．057   0・275  0．005  0．042  

2．6  0・2  0．7  8．4  0・2  1．4  4．3   0．2  1．0  

0．050 0．001   0．020   0．044   0．000  0．007   0・028  0．000   0．（氾7  

0．050 0．002   0．017   0．044   0．∝）0  0．010   0・040  0．000   0．009  

（6．55）（2．20）（3．08）（4・20）（2．15）（2．68）  

（4，31）（0．44）（1．23）（2・20）（0．40）（0．舗）  

’
－
 
 
 
V
人
 
 

0
 
0
 
0
 
 

N
 
N
 
C
 
 

Ox  （ppm）  

0，  （ppm）  

T11C＊ （ppmC）  

NMHC＊ （ppmC）  

交通量（台）  1480  60  790  660  10   290  1460  60  740  

＊表6と同じ  

表 8 甘木札小郡札 八女市における大気汚染朋査結果（1時間他の1日平均値）  

甘  木  市  小  都  市  八  女  市  

測定項［】  

最 高  最 低  最 高  最 低  最 高  最 低  

0．013  0．007   

0．08  0．04   

0．（妃4  0．011   

0．020  0．012   

0．043  0．023  

1．1  0．6   

0．011  0．004   

0．010  0．006   

2．59  2．08   

0．89  0．41  

710  610  

0．007  0．003   

0．06  0．03   

0．038  0．012   

0．020  0．012   

0．058  0．025   

0．8  0．5   

0・q17  0・011   

0．015      0．011  

（2．63）  （2．55）  

（0．93）  （0．81）  

490  380  

SO王 （ppm）   0．012  

Dust 巾・g／m3） 0．12  

NO （ppm）  0．013  

NO2 （ppm）  0．017  

NOx （ppm）   0．025  

CO （ppm）  0．9  

0x （ppm）   0．016  

0， （ppm）  0．029  

THC＊（pprnC） 3．41  

NMHC♯（ppmC） 1．71  

交通量（台）  

鵬
2
 
0
5
 
0
7
 
1
3
 
 
0
5
 
0
3
3
3
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
4
 
0
 
0
 
5
 
Q
U
 
 

O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
2
 
0
 
 

＊表6と同じ   
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表 9  甘木市，柳川市，大川市における大気汚染調査結果（1時間値の1日平均値）  

筑   後   市  柳   川   市  大   川   市  
測定項目  

最 高  最 低  最 高  最 低  

SO2 （ppm）  

Dust （mg／m3）  

NO （ppm）  

NO量 （ppm）  

NOx （ppm）  

CO （ppm）  

Ox  （ppm）  

01 （ppm）  

THC■（ppmC）  

0．舵1  0．011   

0．12  0．07   

0．065  0．018   

0．024  0．013   

0．085  0．035   

1．8  1．1   

0．012  0．002   

0．014  0．0（裕  

（3．㈹）  （3．07）  

（1．謝）  （1．15）  

3：犯  2宙）   

0．015  0．007 

0．10  0．03   

0．037  0．（氾8   

0．025  0．014   

0．058  0．022   

1．3  0．5   

0．010  0．002   

0．013  0．002  

（2．73）  （2．55）  

（0．95）  （0．78）  

800  600  

〇
1
3
0
7
那
那
仙
0
0
2
9
腰
 
 

．
 
0
 
〇
．
〇
．
〇
．
〇
．
L
 
O
．
〇
．
一
 
 

3
4
1
5
3
2
 
 

0
0
0
2
0
0
0
1
0
1
．
4
皿
0
1
 
 

0
 
（
U
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
O
 
 

NMHC書（ppmc）  

交通量（台）  860  720  

＊表6と同じ   

値を超えていた．これらの原因は究明できなかったが，  

一因として自動車排気ガス及び自動車走行による土壌の  

舞い上り等も考えられる．   

3 窒素顧化物系及び一酸化炭素（NO，NO2，NOx，  

CO）   

二酸化窒素及び一酸化炭素は6市とも環境基準値に適  

合していた．また小郡市において，真夜中，0－3時に  

窒素酸化物が0．044－0．107ppmの高い値を示したこと  

があった・この原因については0－3時は交通量が少か  

ったため，自動車による影響ではなく，他の発生源があ  

ると推測された．今回の謝査においては窒素酸化物系及  

び一酸化炭素の経時変化は1峰型又は2峰型のパターン  

が得られ，自動車排気ガスによる影響を如実に示した．   

4 オキシダント及びオゾン（0Ⅹ，03）   

オキシダントの測定結果は全て6市とも環境基準値を  

満足していた．またオキシダント及びオゾンは夜間出現  

した時もあり，出現しなかった時に比べて，やや気温は  

高く，湿度は低く，また風速は若干強い憤向がみられた．  

更に今回の測定結果は，ほとんどオキシダントよりもオ  

ゾンの方が高い値を示したが，この理由は削定方法の遠  

いによるものと考えられた．   

5 全炭化水素及び非メタン炭化水素（TIIC，NMHC）   

機器の故障により，欠測時間が多く，満足な結果が得  

られたのは甘木市と八女市だけであった．非メタン炭化  

水素については中央公害対策審議会から環境上の条件と  

して指針値（午前6時から9時までの3時間平均値が  

0．20ppmC から 0．31ppmC の範囲）が提唱されて  

いる．この指針値と今回の測定結果を比べると，データ  

が得られなかった筑後市を除く5市とも全て高い値  

（0．34－1．59ppmC）を示した．なおメタンの平均値は  

5市闇であまり差はなく，1．68－1．85ppmCであった．   



ー100－  福岡県衛生公害センター年報  
6号（昭和54年10月1日発行）   

改良アルカリろ紙円筒によるふっ素化合物の測定  

中  村   又  善＊   

アルカリろ紙法（ATP法）はふっ化水素や二酸化窒  

素などの酸性ガスを捕集軋定する方法として広く利用さ  

れており，安価な資材と限られた労力とで大気汚染物質  

の相対濃度を軋定することができるため，広域の大気汚  

染を実態調査するのに有効な手段である．しかし，この  

方法は測定申に，アルカリろ紙が破損したり，また，捕  

集されたふっ素化合物，特にふっ化ナトリウムが極めて  

水に溶けやすい性質であるため，ろ紙から再流出する可  

能性があるなどの欠点がある1）．この点を改良する目的  

で二酸化鉛用ガラス円筒をろ紙の支持具として用い，さ  

らに，捕集されたふっ素化合物の再流出を防止するため  

円筒とアルカリろ紙との間にガーゼをはさんだ改良アル  

カリろ紙円筒を考案し，本改良器によるふっ素化合物の  

回収率及び流出状態について検討した．  

実 験 方 法   

1 改良アルカリろ紙円筒の作製   

改良アルカリろ紙円筒は図1に示すように，二酸化鉛  

用ガラス製円筒（紀本電子KK製）に，ガーゼ（Hospital  

Produst Division，Chicago，U．S．A製）を一枚巻き，  

その上に，5％炭酸ナトリウム溶液を浸し乾燥したアル  

カリろ紙（東洋ろ紙No．51A）を巻きつけて作製した．  

2 回収率試験   

改良アルカリろ紙円筒を用いて，ふっ素量として  

100／Jg及び300／喀 に相当するふっ化ナトリウムを添  

加したものと無添加のものとをそれぞれ環境大気中に1  

箇月間放置し，回収率を求めた．   

3 捕集ふっ素化合物の分布試験   

改良アルカリろ紙円筒を環境大気中に1箇月間放置し  

た後，ろ紙，ゼーゼ及び円筒に付着したふっ素量をそれ  

ぞれ測定し，各部分でのふっ素化合物の分布状態を調べ  

た．   

4 分析方法   

ろ紙，ガーゼ及び円筒の全試料について，それぞれ水  

80mJを加え，水浴上で20分間加温し，冷却復水溶液を  

ろ過し，水を加え100mJに定容した．これらのろ液に  

ついて，常法に従い，アリザリンコンプレクソン一再媒  

抽出比色法で定量した．  

結果と考察  

改良アルカリろ紙円筒による回収率試験の結果を，表  

1，2に示した．乾燥期は平均99％，変動係数 3％，  

多湿期は平均99％，変動係数 4％であ■り，乾燥期あ  

るいは多湿期に関係なく，捕集されたふっ素化合物の再  

流出はほとんど認められなかった．   

表1 回 収 率 試 験（乾燥期）  

測定値ブランク値回収値 添加量 回収率  

（FJLg）（FFLg）（FF，g）（FJLg）．（％）  

98  100   98  

103    ′′  103  

100    ′′  100  

96    ′′   96  

1  112   14  

2  117    ′′  

3  114  

4  110    ′′  

C
 
 

ロ
リ
 
 

表 2  回 収 率 試 験（多湿期）  

試料ブランク値回収値添加量 剛又率  

（F〃g）（FJ－g）（F〟g）（％）  

1   139   45  

2  142  ”  

3   ：狙8    ′′  

4    356  〝  

94  100   94  

97   ′′   97  

303   300 101  

311   〝  104  

図1 改良アルカリろ紙円筒  

A：東洋ろ紙No．51A（炭酸ナトリウム処理），B：  

ガーゼ，C：二酸化錮用円筒  

Mat＆yOShiNAKAMURA：Mea8urement Of fluolide8with  

8Cylinder ofalkaline－treated paper  
＊有岡県衛生公害センター 環境科学部 大気課  

99±4   
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喪 3  捕集ふっ素化合物の分布（乾操期）  
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＼  表 4 捕集ふっ素化合物の分布（多湿期）  20   
一‥＼ィ／J、、・、 

、、，  試 料  ろ紙（％） ガーゼ（％） 円筒（％）  

69  30  1  

71  28  1  

3  5   

昭和53   

9 101112 1 2  
昭和52  

日 放経過（月）  

6 7 8  
昭和5l  

70  29  1   

国2 捕集ふっ素化合物のろ紙からガーゼヘの流  

出率の月別変化  

〈点線は欠測を示す）   

紙の下にガーゼを巻くことによって，捕集したふっ素化  

合物の再流出を防ぐことができた．  

文  献  

1）油木幸夫・島田和保：大気汚染研究，10（4），145，   
1975．   

捕集ふっ素化合物の分布試験の結果を表3，4に示し  

た．乾燥斯はろ紙に95％，ガーゼに5％，円筒に0％，  

多湿期はろ紙に70％，ガーゼに29％，円筒に1％で  

あった．このように，多湿期ではろ紙からガーゼへの移  

行が認められたが，円筒への流出はわずか1％であっ  

た．さらに，ろ紙からガーゼへの移行について長期間測  

定した結果は，図2に示すように，7－32％であり，ろ  
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ある酸化他におけるプランクトン相と  

優占する2属緑藻個体数の季節消長  

村  田  

かつて徳永他1）が水質測定値を報告した当研究所の雑  

排水（有害・有毒物質及びし尿を含まない）が流入する  

酸化池（面積約200m2，水深 55－60cm）に生息する  

プランクトンの種類構成と優占する緑藻2属の季節消長  

を昭和51年11月－52年5月と52年11月－53年10月の間調  

べた結果を酸化他における一例として報告する．  

方  法  

毎月2－3回13時30分－14時に他に設定した1観測点  

の表面水を採取し，同時に水温と透視度を測定した．観  

測点については予備的に池の5箇所を選んでプランクト  

ンの種類及び数，並びに水温，透視度を測定したが，そ  

の結果，5箇所間に特に差が認められなかったため，流  

入ロと排水口の中間付近の1箇所だけを観測点とした．  

試料は実験室に持ち帰り，界繰入りスライドグラスでプ  

敦  子＊  

ランクトンの個体数を数えた後，試料の適量を遠沈させ  

（5分間，3000rpm）沈蛙を鏡検し，プランクトン相を  
調べた．  

結果及び考案  

観察されたプランクトンを表1に示す．津田2〉によれ  

ばWeimannは閉鎖水域の型を優占するプランクトン  

によって次の5グループに分けている：1）清水型  

（〃αJわ桝0乃α5属等わずか），2）黄色鞭毛藻型（黄色鞭  

毛藻，旦y乃〟γα〟γβ侮等），3）中間型（CんJα刑プ（わJ那〟α5，  

0ざCiJJαわγよαJ∫刑乃βJ才cα等），4）4錘離京研削肌用型及  

びぶ膵矧血糊肌型（前者4坤の琉抑勒彿川，後者5cβ一  

乃βdβ5桝〟5，A乃α∂αβ乃α，〃才cγOCプ5Ji5等），5）E〟gJβ乃α・  

C直別肌地元閻塾（且〟gJβ〝α，C加叩川場〟彿椚，繊毛虫寮等）．  

以上の型分けに従えば，この他はScβ〃βdβ5椚〟ざが優占   

只
U
 
 

（
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ロ
ー
X
）
 
；
】
＼
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璽
麗
 
 

6
 
 

4
 
 

2
 
 

国1 緑 藻 2 属 の 季 節 消 長  
黒色部∴G刷物油壷由ゆ奴＝pp．  白色部：5cβ〃βdβ5椚〟5Spp．  

し，またA〝α∂αβ乃α 等の出現もみられるため4）の型  

に相当すると考えられた．また弛水中には汚水によく出  

現する繊毛虫類，線虫，細菌のズーグレア等もみられた．   

At5uko MURATA：Thelist of plankton at】dthe8eaSOnal  
ch8nge80f the dominant algaein an oxydation pond  
＊福岡県衛生公害センター 環境科学部 環境生物課  
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10  20  30  

水  温（℃）  

国3 総個体数 と 水温   
黒丸：帖和51年11月－52年5月   

白丸：昭和52年11月－53年5月   

二重丸：僻和53年6月－53年10月   

10  20  30  

透 視 度（cm）  

図2 総個体数 と 透視度  
黒丸：昭和51年11月－52年5月  

白丸：昭和52年11月－53年10月  
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優占する緑藻5cβ〝βdβg桝〟ざ属とG品川血加桓卵ぬ属  

の個体数の季節消長を図1に，また2属の総個体数と水  

温，透視度との関係を図2，3に示した．図1の両者の  

．季節消長をみると，一方が優占種である時期にほ他方は  

ほとんど存在しない傾向がみられ，その時期は昭和51年  

11月－52年5月と昭和52年11月－53年5月の2調査にお  

ける両属について一致しなかった．図2の総個体数と透  

視度との関係をみると当然期待されるように個体数の増  

加により透視度が低下した．また図3の水温に対する総  

個体数の関係はやや飽和曲線型の憤向がみられたが，調  

査時の水温が20℃以下の場合が多かった昭和52年11月一  

53年5月と水温が200c以上の場合が多かった昭和53年  

6月－53年10月で大差なかった．また図3及び図1で水  

温の低い時期である11月－5月の総個体数をみると，昭  

和51年11月－52年5月には昭和52年11月一盟年5月に比  

べ著しく少なかった．このことは当地の冬期気温が昭和  

51年－52年では昭和52年－53年よりも著しく低かったこ  

とにより藻類の繁殖に差が生じたものと考えられる．  

付記：プランクトンの同定にあたり福岡市水道局水質  

試験所仁上陸主任（現：福岡市夫婦石浄水場水質係長）  

及び，福岡県福岡水産試験場古賀文洋専門研究員に御指  

導いただいたので厚くお礼申しあげる．  

文  献  

1）徳永隆司他：日本水処理生物学会誌，14（1），2，  

1978．  

2）津田松苗：汚水生物学，第10版，258p．（pp．219－   
223），197（；．   
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くい打ち作業に伴う騒音，振動調査  

木 本 行 雄＊・八 尋 正 幹＊   

家屋振動：地盤振動が家屋に伝搬したとき家屋等の振  

動特性の影響を受け，増幅現象を生じることがある・そ  

こで，くい打ち作業地点附近のA，B家屋を対象に家屋  

振動測定を行った．測定は家屋の基礎，1階及び2階の  

3地点で同時に行った．振動方向はペノト工法によるく  

い打ちの場合は上下方向のみ，振動くい打機による矢板  

打ちの場合は前後，左右及び上下の3方向について測定  

した．   

3 測定器   

振動レベル計：VM－12B型（リオン社），普通騒音計：  

NA・09型（リオン社），高速度レベルレコーダ：LR－03型，  

LR－04型（リオン社）  

結果及び考察  

今回の測定結果を要約すると次のとおりである．  

1 ベノト工法によるくい打ちの場合   

ベノト掘削機のハンマグラブが地面に落下した時衝撃  

的な振動を発生し，その大きさは掘削地点から10，20，  

36m地点で67，63，59dB（いずれもパワー平均値）  

であった．これは地震の震度トⅡに相当し，人体には  

っきり感じる程度のものである．また，表1は掘削深さ  

別の測定結果である，表に示すように掘削位置が深くな  

るほど各測定地点の振動レベルは小さくなっている／こ  

れは掘削位置が深くなるほど，振動源（抽即位麿）から  

測定地点までの伝搬距離が長くなり，その分だけ距離減  

衰が大きくなったためと考えられる．   

騒音はハンマグラブ内の抽削土を落とすためハンマグ  

ラブと掘削機クレーンとが衝突した時発生する衝撃音が  

大きく，その大きさは25，50，100，157，214m地点で  

80，73，65，58，54dB（A）であった．  

表1 掘削深さ別振動測定結果（単位：d8）  

建設作業に伴う騒音，振動は工場騒音，振動等の半恒  

久的なものに比べ期間が短く一過性のものであるが，そ  

の作業は衝撃力を直接利用するものが多いため，そこか  

ら発生する騒音，振動レベルは大きく，作業現場周辺に  

さまぎまな影響を与えている．今回，今後の土木工事施  

工における騒音，振動防止対策の→資料とするためベノ  

ト工法によるくい打ち作業，振動くい打機による矢板打  

ち作業に伴う騒音，振動調査を行ったのでその結果につ  

いて報告する．  

場所及び方法   

1 測定場所   

宗像町 東郷橋橋梁工事現場及びその周辺   

図1に測定場所の土質柱状図を示す．  

深さ土質  N 値  
（m）記号 土質 10 20 30  

図1 土 質 柱 状 図  

2 測定方法   

距離減衰：ベノト工法によるくい打ち作業時の地盤振  

動測定は掘削地点から10，20及び36m地点で，騒音測  

定は25，50，100，157及び214m地点で行った．また，  

振動くい打機による矢板打ち作業時の地盤振動測定は矢  

板から5，10，20，30及び40m地点で，騒音瓢定は10，  

20及び40m地点で行った．測定方法及びレベルの大き  

さの決定方法は騒音，振動規制法に定める方法によった．  

Yukio KIMOTO＆M88amikiYAHIRO：Sound and vibra・  
tion（：auSed by a pile hammer   

＊福岡県席生公害センター 環境科学部 環境理学部  

振動測定地点  
掘削探さ（m）  

10m   20m   36m   

0（地  表）  

6  

9  

11  

13  

17（掘削完了）  
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2 振動くい打機による矢板打ちの場合   

振動測定結果は矢板から5，10，20，30，40m地点  

で78，75，65，65，労dBであった．これは震度階で示  

すと矢板から10m以内は震度Ⅲ，10－30m範囲は震  

度Ⅱ，30－40m 範囲は震度Ⅰ程度てある．また，図2  

は振動レベルの距離減衰を表わしたものである．今，最  

小自乗法により距離減衰の回帰式を求めたところⅤ・L＝  

－19．3logX＋91．3（r＝－0．935，n＝18）〔Ⅴ．L：振動  

レベル（dB），Ⅹ：矢板からの距離（m）〕を得た．これ  

らの結果から判断すると矢板打ち地点が作業場敷地境界  

から10m以内の場合は振動規制法の規制基準（75dB）  

を超えるようである．   

騒音測定結果は10，20，40m地点で85，80，77dB（A）  

であった．  

3 家屋振動測定   

結果を表2，3に示す．ペノト工法によるくい打ちの  

場合は表2に示すように家屋による増幅はみられなかっ  

た・振動くい打機による矢板打ちの場合は表3に示すよ  

うにA宅ではほとんど増幅はみられなかったが，B宅で  

は水平（前後，左右）方向で7－9dB，上下方向で4dB  

の増幅がみられた．   

表 2 宮尾撮動測定結果（ベノト工法）（単位：亜）  

測 定 場 所  
対象家屋  

基 礎  1 階   2 階   

A 宅   

（木造2階建）  

良1  63  65   

振動方向は上下   

A宅はくいから約40m   

表 ユ  宮尾振動測定結果（振動くい打機）（単位：dB）  

測 定 場 所  
対象宮尾   振動方向   

基礎 1階  2階  
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A 宅  

（木造2階建）  

B 宅  

（木造2階建）  

Å宅は矢板から約30m，B宅は約15m  

お わ り に  

建設作業に伴う騒音，振動は工法の違い，土質条件等  

によって大きく変化する．したがって今後，更に数多く  

の測定データを集積し，騒音，振動の発生機構及び伝搬  

性状の解明等を行い，影響予測や防音防振対策の基礎資  

料としたい．   

2  3   5  10  20  30 40  

Ⅹ：矢板からの距離（m）  

図2 振動レベルの距離減衰  



編 集 後 記   

当所の年報は該当年度の次年度申に発行するのが立前であるが，昭和52年度号（5母）は一年遅れ  

の状態で新編集委員会がその編集作業を受けついだ．新編集委員会はまず年報原稿の執筆規定の起案  

作業から始め，昭和52年度号の発行を昭和53年度末にかろうじて間に合せた．このように，年度業務  

の報告が遅滞することは情報の利用価値を著しく低下させるので，今年度号（6号）から一気にこの  

遅滞を解消することにし，前年度号の発行に引き続き，短期間内に集中的に編集作業を行って今年度  

号（6号）の発行を正常化することができた．  

（記 山本英穂）  

編 集 萎 鼻   

高 橋 克 巳  

山 本 美 穂  

森 本 昌 宏  

中 村 周 三  

坂 井   曙  

小 村   糖  

協 力：森  彬  

松 浦 聴 朗  

福 吉 成 典  

近 藤 紘 之  

高 田   智  

木 本 行 雄  

松 家   繁   
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